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本書について

本書では、IBM® TotalStorage™ SAN ボリューム・コントローラー用の Common

Information Model (CIM) エージェントについて概説します。

この節では、以下の項目について説明します。

v 本書の内容と対象読者

v 強調表示のために使用した書体

v 本書に関する情報

v IBM 資料の注文方法

v 本書に関するご意見の送付方法

v SAN ボリューム・コントローラーまたはそれに関連した製品あるいはテクノロジ
ーに関する情報を提供する Web サイト

本書の対象読者
この解説書は、Common Information Model (CIM) を使用して開発するアプリケーシ
ョン・プログラマー向けに書かれています。

この解説書は、以下の作業を行う必要がある CIM ベースのアプリケーション・プ
ログラマー向けに書かれています。

v SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの学習

v CIM エージェント・サービスの検出と接続

v CIM エージェントのオブジェクト・クラス、属性、およびメソッドの検索と抽出

v 基本ストレージ構成、LUN マスキング、および SAN ボリューム・コントローラ
ーにおけるコピー・サービスの新規オブジェクト・インスタンスの作成

変更の要約
本書には、用語、保守、および編集上の変更が含まれています。

本文または図表に対して技術的な変更または追加が行われている場合には、その個
所の左側に縦線を引いて示してあります。この変更の要約では、このリリースで追
加された新規機能について説明します。

SD88-6304-02 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発
者のリファレンス リリース 1.2.1 の変更の要約

変更の要約には、リファレンスの最新バージョン以降の新規、改訂、および変更情
報をリストしています。

新規情報

このトピックでは、前の版 (SD88-6304-01) からの変更点について説明します。

v Service Location Protocol (SLP) により提供される属性の完全リスト

v 手動による CIMOM IP 登録
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v RemoteServiceAccessPoint 接続データの手動による設定

変更情報

この版では、変更された情報はありません。

削除情報

この版では、削除は行われていません。

強調
本書では、強調を表すために、各種書体が使用されています。

強調を表すために、次の書体を使用しています。

表 1. 強調の説明

太文字 太文字のテキストは、メニュー項目とコマン
ド名を表します。

イタリック イタリック のテキストは、語を強調しま
す。コマンド構文内では、デフォルトのディ
レクトリーやクラスター名などのように、ユ
ーザーが実際の値を入力する変数を示すのに
イタリックを使用しています。

モノスペース モノスペースのテキストは、ユーザーが入力
するデータまたはコマンド、コマンド出力の
サンプル、プログラム・コードまたはシステ
ムからのメッセージ、あるいはコマンド・フ
ラグ、パラメーター、引き数、名前/値のペア
などを示します。

SAN ボリューム・コントローラー・ライブラリーおよび関連資料
参照用に、本製品に関連のあるその他の資料のリストが用意されています。

この節の表には、次の資料のリストと各資料の説明が記載されています。

v IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー用ライブラリーを構成する資
料

v SAN ボリューム・コントローラーに関連するその他の IBM 資料

SAN ボリューム・コントローラー・ライブラリー

xixページの表 2 には、SAN ボリューム・コントローラー・ライブラリーを構成す
る資料のリストとその説明を記載してあります。特に断りがない限り、これらの資
料は、SAN ボリューム・コントローラーと一緒に納入されるコンパクト・ディスク
(CD) に Adobe の PDF ファイルとして収録されています。この CD の追加コピー
が必要な場合は、資料番号 SK2T-8811 をご指定ください。また、これらの資料は、
次の Web サイトから PDF ファイルとして入手することも可能です。

http://www- 1.ibm.com/servers/storage/support/virtual/2145.html
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表 2. SAN ボリューム・コントローラー・ライブラリーの資料

タイトル 説明 資料番号

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー CIM

エージェント開発者のリファ
レンス

この資料は、Common

Information Model (CIM) 環
境におけるオブジェクトおよ
びクラスについて説明してい
ます。

SD88-6304

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー コマ
ンド行インターフェース・ユ
ーザーズ・ガイド

この資料は、SAN ボリュー
ム・コントローラーのコマン
ド行インターフェース (CLI)

から使用できるコマンドを説
明しています。

SD88-6303

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー 構成
ガイド

この資料は、お客様のSAN

ボリューム・コントローラー
を構成するためのガイドライ
ンを提供します。

SD88-6302

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー ホス
ト・アタッチメント・ユーザ
ーズ・ガイド

この資料は、ご使用のホス
ト・システムにSAN ボリュ
ーム・コントローラーを接続
するためのガイドラインを提
供します。

SD88-6314

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー イン
ストール・ガイド

この資料は、サービス担当者
がSAN ボリューム・コント
ローラーをインストールする
ための手順を説明していま
す。

SD88-6300

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー 計画
ガイド

この資料は、SAN ボリュー
ム・コントローラーを概説
し、ご注文いただけるフィー
チャーのリストを記載してい
ます。また、SAN ボリュー
ム・コントローラーのインス
トールおよび構成の計画に関
するガイドラインも提供しま
す。

GA88-8768

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー サー
ビス・ガイド

この資料は、サービス担当者
がSAN ボリューム・コント
ローラーを保守するための手
順を説明しています。

SD88-6301

IBM TotalStorage SAN Volume

Controller: Translated Safety

Notices

この資料は、SAN ボリュー
ム・コントローラーを取り扱
う際の危険と注意に関して記
述しています。これらは、英
語および多数の言語で示され
ます。

SC26-7577
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その他の IBM 資料

表 3 は、SAN ボリューム・コントローラーに関連する追加情報を含むその他の
IBM 資料のリストとその説明です。

表 3. その他の IBM 資料

タイトル 説明 資料番号

IBM TotalStorage Enterprise

Storage Server, IBM

TotalStorage SAN Volume

Controller, IBM TotalStorage

SAN Volume Controller for

Cisco MDS 9000, Subsystem

Device Driver: User’s Guide

このガイドには、TotalStorage

プロダクト用の IBM

Subsystem Device Driver バー
ジョン 1.5 、およびSAN ボ
リューム・コントローラーで
の使用方法についての説明が
あります。この資料は、
「IBM TotalStorage サブシス
テム・デバイス・ドライバー
ユーザーズ・ガイド」として
参照されます。

SC88-6341

関連 Web サイト
表 4 は、SAN ボリューム・コントローラーまたは関連製品やテクノロジーについて
の情報が入っている Web サイトをリストしたものです。

表 4. Web サイト

情報のタイプ Web サイト

SAN ボリューム・コントローラーの
サポート

http://www-

1.ibm.com/servers/storage/support/virtual/2145.html

IBM ストレージ製品のテクニカル・サ
ポート

http://www.ibm.com/storage/support/

IBM 資料の注文方法
この publications center は IBM 製品資料および営業資料のための世界規模の中央リ
ポジトリーです。

IBM publications center

IBM publications center は、お客様が必要とする資料を検索しやすいように、カスタ
マイズされた検索機能を提供しています。資料によっては、無料で表示したり、ダ
ウンロードできるものもあります。また、資料を注文することもできます。この
publications center は、お客様の自国通貨で価格を表示します。IBM publications

center には、次の Web サイトからアクセスできます。

www.ibm.com/shop/publications/order/

資料通知システム

IBM publications center の Web サイトは、IBM 資料のための通知システムを提供
しています。これに登録することによって、ご関心をお持ちの資料について独自の
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プロファイルを作成できます。その後、お客様のプロファイルに基づいて、新規資
料や改訂版についての情報を記した E メールが資料通知システムから送信されるよ
うになります。

これに加入する場合は、次の Web サイトの IBM publications center から資料通知
システムにアクセスできます。

www.ibm.com/shop/publications/order/
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第 1 章 概要

Common Information Model の概要

本章では、SAN ボリューム・コントローラーの Common Information Model (CIM)

エージェントを紹介します。以下の内容について概説します。

v Storage Management Initiative Specification (SMI-S)

v CIM

v CIM に関連した概念

v CIM エージェント

v SAN ボリューム・コントローラー

v SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェント

本章では、CIM エージェントのオブジェクト・モデルの機能図も示します。

Storage Management Initiative Specification
Storage Management Initiative Specification の説明

Storage Management Initiative Specification (SMI-S) は、Storage Networking Industry

Association (SNIA) によって発表された Storage Management Initiative (SMI) の設計
仕様です。ストレージ管理システムが、ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN)

内で、物理リソースと論理リソースの識別、分類、監視および制御できるようにす
る安全で堅固なインターフェースを規定しています。このインターフェースは、
SAN の管理対象となる種々の装置およびそれらを管理するためのツールを統合する
ソリューションとして意図されています。

SMI-S は、多数の既存のテクノロジーまたは業界標準に基づいており、以下のもの
が組み込まれています。

Common Information Model (CIM)
Distributed Management Task Force (DMTF) によって開発された、データの
格納と管理のためのオブジェクト・モデル。CIM により、オブジェクト指
向パターンで、装置と装置コンポーネントを編成できます。

Web ベース・エンタープライズ管理 (Web-Based Enterprise Management
(WBEM))

DMTF により、階層的なエンタープライズ管理アーキテクチャーも開発さ
れました。このアーキテクチャーは、装置、装置プロバイダー、オブジェク
ト・マネージャー、およびクライアント・アプリケーションとオブジェク
ト・マネージャー間のメッセージング・プロトコルから構成される管理設計
フレームワークを提供する。CIM の場合、オブジェクト・マネージャーは
CIMOM で、メッセージング・プロトコルは 「CIM over HTTP」テクノロ
ジーです。HTTP に基づく CIM によるアプローチでは、CIM データを
XML でエンコードし、SAN 内の TCP/IP ネットワークを介して、クライ
アント・アプリケーションと CIMOM 間の特定メッセージに入れて送信し
ます。
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Service Location Protocol (SLP)
クライアント・アプリケーションが CIMOM を検出するために呼び出すデ
ィレクトリー・サービス。

SMI-S は、業界標準となることを意図して、CIM、WBEM、および SLP の汎用機
能を拡張し、ストレージ・ネットワーキング・インターオペラビリティーを実装し
ています。例えば、WBEM は、セキュリティー、リソースのロック管理、イベント
通知、およびサービス・ディスカバリーの機能を提供するように拡張されていま
す。

Common Information Model
Common Information Model の説明

Common Information Model (CIM) は、Distributed Management Task Force (DMTF)

によって開発された標準のセットです。これは、ストレージ・システム、アプリケ
ーション、データベース、ネットワーク、および装置の設計と実装のオープン・ア
プローチです。

CIM 仕様は、管理データを記述するための言語と方法論を提供します。例えば、ス
トレージ・アレイを管理するための CIM スキーマ 2.7 では、共通の方法でデータ
を管理するには、管理環境をどのように使用できるようにしなければならないかを
規定しています。具体的には、CIM は、共通オブジェクト・クラス、関連、および
メソッドを定義します。メンバー・ベンダーは、これらのオブジェクトを使用し、
拡張して、特定の管理対象環境でデータをどのような方法で処理し、編成する必要
があるかを指定できます。

Common Information Model の概念
Common Information Model の概念

Common Information Model (CIM) 仕様では、次の概念と用語を使用してオブジェク
ト¥モデルが記述されます。

関連 参照される 2 つのオブジェクト間の関係を定義する 2 つの参照を含むクラ
ス。

Class 特定の階層内のオブジェクトの定義。オブジェクト・クラスは、プロパティ
ーとメソッドを持ち、関連のターゲットとして働くことができます。

標識 イベントのオブジェクト表現。

Instance
いずれかのクラスのメンバーである個々のオブジェクト。オブジェクト指向
プログラミングでは、クラスをインスタンス化することにより作成されるオ
ブジェクト。

メソッド
クラスに関数を実装する方法。

ネームスペース
CIM スキーマが適用される有効範囲。
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オブジェクト・パス
ネームスペース・パスとモデル・パスで構成されるオブジェクト。ネームス
ペース・パスは、CIM エージェントの管理対象である CIM インプリメン
テーションへのアクセスを提供し、モデル・パスは、インプリメンテーショ
ン内でのナビゲーションを可能にします。

プロパティー
クラスのインスタンスを表現するために使用される属性。

修飾子 クラス、関連、指示、メソッド、メソッド・パラメーター、インスタンス、
プロパティー、または参照に関する追加情報を提供する値。

参照 関連内のオブジェクトの役割と有効範囲を定義する別のインスタンスを指す
ポインター。

スキーマ
単一ネームスペースに定義され、適用可能であるオブジェクト・クラスのグ
ループ。CIM エージェントでサポートされるスキーマは、管理対象オブジ
ェクト・フォーマット (MOF) コンパイラーによってロードされます。

CIM エージェント
Common Information Model (CIM) エージェントを使用すると、プログラマーは、
所有ソフトウェアや装置特有のプログラミング・インターフェースでなく、 共通の
ブロックを使用して、CIM 対応の装置を管理できます。アプリケーションがストレ
ージを取り扱う方法を標準化すると、ストレージ管理が簡単になります。

コンポーネント

CIM エージェントは通常、次のコンポーネントを含んでいます。

エージェント・コード (agent code)
クライアント・アプリケーションと装置との間で転送される CIM 要求と応
答を解釈するオープン・システム標準。

CIM オブジェクト・マネージャー (CIMOM)
クライアント・アプリケーションからの CIM 要求を受け取り、検証し、認
証する、データ管理用の共通の概念的なフレームワーク。要求を認証した後
でその要求を適切なコンポーネントまたは装置プロバイダーに送ります。

クライアント・アプリケーション (client application)
装置の CIM エージェントに対して CIM 要求を開始するストレージ管理プ
ログラム。

装置 クライアント・アプリケーションの要求を処理およびホスティングするスト
レージ・サーバー。

装置プロバイダー
CIM のプラグインとして機能する装置固有のハンドラー。つまり、CIMOM

はこのハンドラーを使用して装置とインターフェースします。

Service Location Protocol (SLP)
クライアント・アプリケーションが CIMOM を検出するために呼び出すデ
ィレクトリー・サービス。
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CIM エージェントの動作

5ページの図 1 は、CIM エージェントの標準的な動作方法を示しています。クライ
アント・アプリケーションは、SLP ディレクトリー・サービスを呼び出して、
CIMOM の位置を見つけます。CIMOM は最初に呼び出されたときに、自身を SLP

サービス・エージェントに登録し、その位置、IP アドレス、ポート番号、および提
供するサービスのタイプを提示します。CIM エージェント・アクセス・ポイントを
記述するストリングが登録されます。以下に、登録されたストリングの例を示しま
す。

service:wbem:https://<CIM Agent IP>:<port number>

注: SMI-S の標準ポートとして、5989 と 5988 の 2 つがあります。ポート 5989

はセキュア通信に使用され、ポート 5988 は非セキュア通信に使用されます。

SLP は、以下の属性を備えています。

service:wbem:https://<CIM Agent IP>:5989

service-hi-name=SVC CIM Agent 1.2.1.0

service-hi-description=IBM SAN Volume Controller CIM Agent Version 1.2.1

service-location-tcp=https://<CIM Agent IP>:5989

service-id=IBM_CIMOM_1094736587984_1108027145

template-url-syntax=https://<CIM Agent IP>

CommunicationMechanism=cim-xml

InteropSchemaNamespace=/root/ibm

FunctionalProfilesSupported=Basic Read, Basic Write, Instance Manipulation,
Association Traversal, Query Execution, Qualifier Declaration, Indications

MultipleOperationsSupported=false

ProtocolVersion=1

AuthenticationMechanismSupported=Basic

Namespace=/root/ibm

この情報をもとに、クライアント・アプリケーションは CIMOM と 直接通信を開
始します。
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次にクライアント・アプリケーションは、CIM 要求を CIMOM に送信します。要
求が着信すると、CIMOM はそれぞれの要求を検証し、認証します。その後、
CIMOM は要求を CIMOM の適切な機能コンポーネント、または装置プロバイダー
に送ります。プロバイダーは、CIMOM の代理として装置固有のプログラミング・
インターフェースを呼び出し、クライアント・アプリケーションの要求を満たしま
す。

管理アプリケーションは、CIMOM から RemoteServiceAccessPoint のインスタンス
を取得できます。このインスタンスにより、管理アプリケーションは Web ユーザ
ー・インターフェースにアクセスすることができます。

SAN ボリューム・コントローラー
SAN ボリューム・コントローラーは、オープン・システム・ストレージ・デバイス
を、サポート対象のオープン・システム・ホスト に接続する SAN 装置です。

IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラーは、接続されたストレージ・サ
ブシステムから管理対象ディスクのプールを作成することで対称型バーチャライゼ
ーションを提供し、次にこれらのストレージ・サブシステムは、接続されたホス
ト・コンピューター・システムで使用できるように仮想ディスクのセットにマップ
されます。システム管理者は、SAN にあるストレージの共通プールを表示し、アク
セスすることができ、そうすることによって、ストレージ・リソースを効率よく使
用し、拡張機能のための共通ベースを提供できるようになります。

図 1. 通常の CIM エージェントの動作
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SAN ボリューム・コントローラーは、SAN の論理ボリューム・マネージャー
(LVM) に類似しています。 この装置は、制御する SAN ストレージに対して以下
の機能を実行します。

v ストレージの単一プールを作成する

v 論理ボリュームを管理する

v SAN に対して以下のような拡張機能を提供する

– 大容量スケーラブル・キャッシュ

– コピー・サービス

- 時刻指定コピー

- FlashCopy® (時刻指定コピー)

- リモート・コピー (同期コピー)

- データ・マイグレーション

– スペース管理

- 要求するパフォーマンス特性を基にしたマッピング

- 保守メーターの品質

ノード は、単一のストレージ・エンジンです。ノードの外観については、図 2 を参
照してください。ストレージ・エンジンは常時ペアでインストールされ、ノードの
1 つから 4 つまでのペアで 1 つのクラスターが構成されます。ペア内の各ノード
は、他方をバックアップするように構成されます。ノードの各ペアは、I/O グルー
プと呼ばれます。I/O グループのノードによって管理される入出力操作は、すべて
回復力のために両方のノードにキャッシュされます。仮想ボリュームのそれぞれ
は、1 つの I/O グループに定義されます。Single Point of Failure が生じないように
するために、I/O グループのノードは、独立した無停電電源装置によって保護され
ています。

SAN ボリューム・コントローラーの I/O グループは、バックエンド・コントロー
ラーによって SAN に対して提示されたストレージを、管理対象ディスク と呼ばれ

図 2. SAN ボリューム・コントローラー・ノード
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る複数のディスクとして認識します。アプリケーション・サービスは、これらの管
理対象ディスクを認識しません。その代わりに、アプリケーション・サービスは、
SAN ボリューム・コントローラーによって SAN に提示された仮想ディスク と呼
ばれる複数の論理ディスクを認識します。各ノードは 1 つの I/O グループの中に
のみ存在し、 その I/O グループ内の仮想ディスクへのアクセスを提供しなければ
なりません。

SAN ボリューム・コントローラーは、連続稼働を提供するのに役立ち、さらに、パ
フォーマンス・レベルを維持するためのデータ・パスの最適化を行います。必ず、
IBM TotalStorage Multiple Device Manager パフォーマンス・マネージャーを使用し
て、パフォーマンス統計を分析してください。詳しくは、「IBM TotalStorage

Multiple Device Manager Configuration and Installation Guide」および「IBM

TotalStorage Multiple Device Manager CLI Guide」を参照してください。

ファブリックには、ホスト・ゾーンおよびディスク・ゾーンという 2 つのゾーンが
あります。ホスト・ゾーンでは、ホスト・システムはノードを識別して、アドレス
指定することができます。複数のホスト・ゾーンを使用することができます。通
常、オペレーティング・システムのタイプごとに 1 つのホスト・ゾーンを作成しま
す。ディスク・ゾーンでは、ノードがディスク・ドライブを識別することができま
す。ホスト・システムは、ディスク・ドライブに対して直接操作することはできま
せん。すべてのデータ転送はノードを介して行われます。 8ページの図 3 に示すよ
うに、 複数のホスト・システムを 1 つの SAN ファブリックに接続できます。
SAN ボリューム・コントローラーのクラスターを 1 つのファブリックに接続し、
ホスト・システムに仮想ディスクとして提示できます。これらの仮想ディスクは、
RAID コントローラーにあるディスクを使用して構成します。

注: 複数のホスト・ゾーンを使用することができます。通常、オペレーティング・
システムのタイプごとに 1 つのホスト・ゾーンを作成しますが、これは、オペ
レーティング・システムによっては、同じホスト・ゾーン内で別のオペレーテ
ィング・システムが作動することを許容しないものがあるからです。
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ハードウェアのサービスまたは保守が必要なときには、クラスターにある各 I/O グ
ループの中の 1 つのノードを取り外すことができます。ノードを取り外したら、現
場交換可能ユニット (FRU) で置き換えることができます。すべてのディスク・ドラ
イブの通信およびノード間の通信は、SAN を使用して行われます。すべての SAN

ボリューム・コントローラーの構成コマンドおよびサービス・コマンドは、イーサ
ネット・ネットワークを介してクラスターに送信されます。

各ノードには、それぞれの重要プロダクト・データ (VPD) が入っています。各クラ
スターには、そのクラスター上のすべてのノードに共通の VPD が入っており、イ
ーサネット・ネットワークに接続されているシステムであればどのシステムでも、
この VPD にアクセスできます。

クラスター構成情報は、クラスター内のすべてのノードに保管され、FRU の並行置
換が可能です。この情報の 1 つの例は、SAN ボリューム・コントローラーのメニ
ュー画面に表示される情報です。新しいFRU が取り付けられていて、ノードがクラ
スターに追加される場合、そのノードによって要求される構成情報は、クラスター
内の他のノードから使用できるようになります。

SAN ボリューム・コントローラー稼働環境

v 最低 1 ペアの SAN ボリューム・コントローラー・ノード

v 少なくとも 2 台の無停電電源装置

v 構成用に、SAN のインストールごとに 1 台のマスター・コンソールが必要で
す。

図 3. 1 つのファブリック内の SAN ボリューム・コントローラーの例
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SAN ボリューム・コントローラー・ノードの機能

v 19 インチ・ラック・マウント格納装置

v 4 個のファイバー・チャネル・ポート

v 2 個のファイバー・チャネル・アダプター

v 4 GB キャッシュ・メモリー

サポートされるホスト

サポートされているオペレーティング・システムのリストについては、以下の IBM

TotalStorage SAN ボリューム・コントローラーの Web サイトを参照してくださ
い。

http://www- 1.ibm.com/servers/storage/support/virtual/2145.html

マルチパス・ソフトウェア

v IBM Subsystem Device Driver (SDD)

v Redundant Dual Active Controller (RDAC)

注: SAN ボリューム・コントローラーとバックエンド・ストレージ・コントローラ
ーを共有している直接接続ホストは、マルチパス・ドライバー SDD および
RDAC を実行できます。同一ホスト上での固有のマルチパス・ドライバーの共
存はサポートされません。

サポートおよび共存に関する最新情報については、以下の Web サイトで確認して
ください。

http://www- 1.ibm.com/servers/storage/support/virtual/2145.html

ユーザー・インターフェース

SAN ボリューム・コントローラーには以下のユーザー・インターフェースがありま
す。

v IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー・コンソール。これは、スト
レージ管理情報への柔軟で迅速なアクセスをサポートする Web でアクセス可能
なグラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) です。

v セキュア・シェル (SSH) を使用したコマンド行インターフェース (CLI)。

アプリケーション・プログラミング・インターフェース

SAN ボリューム・コントローラーには以下のアプリケーション・プログラミング・
インターフェースがあります。

v SAN ボリューム・コントローラー,用 IBM TotalStorage Common Information

Model (CIM) エージェント。これは、Storage Network Industry Association の
Storage Management Initiative Specification をサポートします。
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SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model エー
ジェント

SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model (CIM) エージェン
トは、SAN ボリューム・コントローラーに対する構成インターフェースとして働き
ます。

このエージェントは、主に次のコンポーネントから構成されています。

v CIM オブジェクト・マネージャー (CIMOM)

v Service Location Protocol (SLP) エージェント

v SAN ボリューム・コントローラー・プロバイダー

SAN ボリューム・コントローラー・コンソールは、IP アドレスによって CIMOM

を検出するように構成されています。CIMOM は始動すると、IP アドレス、ポート
番号、およびサービス・タイプ情報を提供して、自身を SLP ディレクトリー・サー
ビスに登録します。SAN ボリューム・コントローラー・コンソールは、保護された
ロケーション情報を使用して、CIMOM および SAN ボリューム・コントローラ
ー・プロバイダーと直接に通信を開始します。プロバイダーは、CIMOM からの要
求に応じて、SAN ボリューム・コントローラーが提供する機能をどのように使用す
るか認識しています。

トラストストア証明書有効期間の確認
マスター・コンソールに正常にログオンするために、有効なトラストストア証明書
を持っていることを確認してください。

マスター・コンソールにログオンしたときに、次のようなメッセージを受け取る場
合があります。CMMUI8304E 管理サーバーは、トラストストア・ファイルで有効な
証明書を見付けることができません (The Administrative server is unable to find a

valid certificate in the truststore file.)

このメッセージは、トラストストア・ファイル内の証明書の有効期限が切れている
場合に表示されます。管理サーバーは、トラストストア・ファイル内の証明書を使
用して、CIM エージェントとのセキュア接続を作成します。管理サーバーはトラス
トストア・ファイル内で CIM エージェントの有効な証明書を見付けられないた
め、認証は発生しません。

この問題を解決するために、トラストストア・ファイルが正しく作成されているか
確認する必要があります。問題がない場合は、サービス担当者に連絡してくださ
い。

トラストストア証明書を再生成するためには、以下のステップを実行します。

1. C:¥Program Files¥IBM¥svcconsole¥cimom ディレクトリーに入る。

2. mkcertificate.bat ファイルをダブルクリックする。「証明書の生成中」メッセ
ージが表示されます。新しい証明書が生成され、C:¥Program

Files¥IBM¥svcconsole¥cimom ディレクトリーに格納されます。

3. このトラストストア・ファイルを以下のサブディレクトリーにコピーする。
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注: 各ディレクトリーは、C:¥Program

Files¥IBM¥svcconsole¥console¥embeddedWAS で始まります。

C:¥...¥config¥cells¥DefaultNode¥applications¥

ICAConsole.ear¥deployments¥ICAConsole¥ICAConsole.war¥

WEB-INF

C:¥...¥config¥cells¥DefaultNode¥applications¥

SVCConsole.ear¥deployments¥SVCConsole¥SVCConsole.war¥

WEB-INF

C:¥...¥config¥installedApps¥DefaultNode¥

ICAConsole.ear¥ICAConsole.war¥WEB-INF

C:¥...¥config¥installedApps¥DefaultNode¥

SVCConsole.ear¥SVCConsole.war¥WEB-INF

4. 以下のアプリケーションを停止してから、再始動する。以下のサービスは、「ス
タート -> 設定 -> コントロールパネル -> 管理ツール -> コンポーネントサー
ビス」にあります。

v IBM CIM Object Manager

v IBM WebSphere Application Server V5 - SVC

サービスを停止してから再始動するには、目的のアプリケーションを右クリック
してから、「停止」、「開始」と選択する。

注: IBM WebSphere アプリケーションを停止中にコマンドがタイムアウトした
場合は、マスター・コンソールを再始動できます。これにより、アプリケー
ションも再始動されるためです。

5. 両方のアプリケーションが再度実行されていることを確認する。SAN ボリュー
ム・コントローラー・コンソールを起動して、ログオンします。

Common Information Model エージェントの機能図
Common Information Model (CIM) エージェント・オブジェクト・モデルの機能図。

以下のトピックでは、Common Information Model (CIM) エージェントのオブジェク
ト・モデルの機能図について説明します。これらのダイアグラムは、CIM エージェ
ントが提供する特定の機能を示しており、ストレージ構成サービス、コピー・サー
ビス、LUN マスキング、およびセキュリティーを含みます。また、SAN ボリュー
ム・コントローラー用 CIM エージェントのアーキテクチャーを図示しています。

プロファイルの概要
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントのハイレベルな概要を示します。

12ページの図 4 は、サポートされる SMI-S プロファイルおよびサブプロファイル
を示しています。
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物理パッケージ
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントの物理パッケージのハイレベルな概要を示します。

13ページの図 5 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示していま
す。

図 4. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのハイレベルな概要
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サーバー・プロファイル
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントのサーバー・プロファイルのハイレベルな概要を示します。

14ページの図 6 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示していま
す。

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_Node

«CIM_Chassis»

IBMTSSVC_Chassis

«CIM_Product»

«CIM_ComputerSystemPackage»

IBMTSSVC_ComputerSystemPackage

1

1

«CIM_ProductPhysicalComponent»

IBMTSSVC_ProductPhysicalComponent

1

IBMTSSVC_Product

図 5. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの物理パッケージのハイレベルな概要
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エクステント・マッピング・サブプロファイル
下図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model (CIM) エ
ージェントのエクステント・マッピング・サブプロファイルのハイレベルな概要を
示します。

15ページの図 7 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示していま
す。

«CIM_ObjectManager»

IBMTS_ObjectManager

ReloadConfiguration ( )
RestartService ( )

«CIM_System»

IBMTS_System

«CIM_NameSpace»

IBMTS_NameSpace

«CIM_CIMXMLCommunicationMechanism»

IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism

«CIM_RegisteredProfile»

IBMTSSVC_RegisteredProfile

RegisteredOrganization = SNIA

RegisteredName = In-Band Virtualization
RegisteredVersion = 1.0.1
AdvertiseTypes[ ] = SLP

«CIM_RegisteredSubProfile»

IBMTSSVC_RegisteredSubProfile

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

«CIM_Provider»

IBMTSSVC_Provider

Create2062Cluster ( )
Add2062Cluster ( )
Add2145Cluster ( )

RemoveCluster ( )

Reset2062Node ( )

11

«CIM_HostedService»

IBMTS_HostedService

1

1

«CIM_NamespaceInManager»

IBMTS_NamespaceInManager

1

1

«CIM_CommMechanismForManager»

IBMTS_CommMechanismForManager

*

1

«CIM_SubprofileRequiresProfile»

IBMTSSVC_RequiresProfile

*

1

«CIM_ElementConformsToProfile»

IBMTSSVC_ElementConformsToProfile

1

«CIM_ProviderInObjectManager»

IBMTSSVC_ProviderInObjectManager

図 6. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのサーバー・プロファイルのハイレベルな概要
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ExtraCapacitySet サブプロファイル
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model エー
ジェントの ExtraCapacitySet サブプロファイルのハイレベルな概要を示します。

16ページの図 8 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示していま
す。

«CIM_StorageExtent»

IBMTSSVC_BackendVolume

«CIM_StoragePool»

IBMTSSVC_StoragePool

«CIM_ConcreteComponent»

IBMTSSVC_StoragePoolComponent

*

«CIM_StorageVolume»

IBMTSSVC_StorageVolume

«CIM_BasedOn»

IBMTSSVC_BasedOn

*

*

«CIM_AllocatedFromStoragePool»

IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool

1

*

図 7. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのエクステント・マッピング・サブプロファイルのハイ
レベルな概要

第 1 章 概要 15



アクセス・ポイント・サブプロファイル
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントのアクセス・ポイント・サブプロファイルのハイレベルな概要
を示します。

17ページの図 9 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示していま
す。

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_Node

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

«CIM_ExtraCapacitySet»

IBMTSSVC_IOGroupSet

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_IOGroup

«CIM_ClusteringService»
IBMTSSVC_ClusteringService

+ AddNode ( )
+ EvictNode ( )

«CIM_ComponentCS»

IBMTSSVC_ComponentCS

1..4

«CIM_HostedService»

IBMTSSVC_ClusteringServiceFor
System

1

1

1

1

«CIM_ConcreteIdentity»

IBMTSSVC_IOGroupIdentity

1..2

«CIM_MemberOfCollection»

IBMTSSVC_MeberOfIOGroup

図 8. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの ExtraCapacitySet サブプロファイルのハイレベルな概
要
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クラスター・サブプロファイル
下図は、クラスタリング・インスタンスのクラス・ダイアグラムを示しています。

18ページの図 10 は、クラスタリング・サービスの機能を提供するのに重要なクラ
スと関連を示しています。

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

«CIM_RemoteServiceAccessPoint»

IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint

AccessInfo = "http://<icat_ip>:9080/ica"
InfoFormat = URL

1

1

«CIM_HostedAccessPoint»

IBMTSSVC_HostedAccessPoint

1

*

«CIM_SAPAvailableForElement»

IBMTSSVC_SAPAvailableForElement

«CIM_System»

IBMTS_System

図 9. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのアクセス・ポイント・サブプロファイルのハイレベル
な概要
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ベンダー固有ストレージ構成操作
下図は、StorageConfiguration インスタンスのクラス・ダイアグラムを示していま
す。

19ページの図 11 は、基本ストレージ構成の実装に重要なオブジェクト・クラスを
示しています。

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

Dedicated[ ] = "BlockServer","InBandVirtualization"

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_Node

«CIM_ClusteringService»

IBMTSSVC_ClusteringService

+ AddNode ( )

+ EvictNode ( )

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_CandidateNode

«CIM_HostedService»

IBMTSSVC_ClusteringServiceFor
System

1

1

*

1

«CIM_Dependency»

IBMTSSVC_ClusteringCandidate

1..4

«CIM_ComponentCS»

IBMTSSVC_ComponentCS

図 10. クラスタリング・インスタンスのクラス・ダイアグラム
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LUN マスキング
下図は、LUN マスキング・インスタンスのクラス・ダイアグラムを示します。

20ページの図 12は、LUN マスキングの実行に重要なオブジェクト・クラスを示し
ています。SAN ボリューム・コントローラー 用 CIM エージェントでは、
IBMTSSVC_StorageHardwareIdManagementService、
IBMTSSVC_PrivilegeManagementService、および
IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスが提供するメソッドにより、
IBMTSSVC_StorageVolume instance インスタンスが IBMTSSVC_StorageHardwareID

インスタンスの IBMTSSVC_HardwareIdCollection インスタンスにマップされます。

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

«CIM_StorageExtent»

IBMTSSVC_BackendVolume

«CIM_StorageVolume»

IBMTSSVC_StorageVolume

«CIM_StorageConfigurationService»

IBMTSSVC_StorageConfigurationService

MigrateVolume ( )
RequestDiscovery ( )

SetIoGroup ( )

SetQuorum ( )

IncludeBackendVolume ( )

«CIM_StoragePool»

IBMTSSVC_StoragePool

«CIM_LogicalElement»

IBMTSSVC_BackendController

«CIM_ConcreteJob»

IBMTSSVC_Job

«CIM_SystemDevice»
IBMTSSVC_SystemBackendVolume *

«CIM_SystemDevice»
IBMTSSVC_ClusterVolume *

«CIM_HostedService»
IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceForSystem 1

1

«CIM_HostedStoragePool»
IBMTSSVC_HostedStoragePool *

«CIM_ConcreteComponent»
IBMTSSVC_StoragePoolComponent

*

«CIM_AllocatedFromStoragePool»
IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool

1

*

*

«CIM_Component»
IBMTSSVC_BackendControllerForVolume

«CIM_Dependency»
IBMTSSVC_ConnectedBackendController

*

1

*

1

«CIM_Dependency»
IBMTSSVC_HostedJob

図 11. StorageConfiguration インスタンスのクラス・ダイアグラム
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関連概念

37ページの『LUN マスキング』
SAN ボリューム・コントローラーは、論理装置番号 (LUN) マスキング機能を提
供します。

LUN 作成サブプロファイル
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントの LUN 作成サブプロファイルのハイレベルな概要を示しま
す。

21ページの図 13 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示してい
ます。

«CIM_StorageVolume»

IBMTSSVC_StorageVolume

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_IOGroup

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_SystemVolume
*

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_ClusterVolume

*

«CIM_SCSIProtocolController»

IBMTSSVC_Controller

«CIM_Privilege»

IBMTSSVC_Privilege

«CIM_SystemSpecificCollection»

IBMTSSVC_HardwareIdCollection

«CIM_StorageHardwareId»

IBMTSSVC_StorageHardwareId

«CIM_FCPort»

IBMTSSVC_FCPort

*

*

«CIM_ProtocolControllerForUnit»

IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit

*

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_ClusterController

*

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_SystemController

4..8

*

«CIM_ProtocolControllerForPort»

IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort

4..8

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_IoGroupPort

4..16

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_ClusterPort

1

1

«CIM_AuthorizedTarget»

IBMTSSVC_AuthorizedTarge t

«CIM_StorageHardwareId»

IBMTSSVC_StorageHardwareId

1

*«CIM_AuthorizedSubject»

IBMTSSVC_AuthorizedCollection

1

* «CIM_AuthorizedSubject»

IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareId

*

«CIM_MemberOfCollection»

IBMTSSVC_MemberOfCollection

«CIM_ControllerConfigurationService»

IBMTSSVC_ControllerConfigurationService

CreateProtocolControllerWithPorts ( )
DeleteProtocolController ( )
AttachDevice ( )

DetachDevice ( )

«CIM_PrivilegeManagementService»

IBMTSSVC_PrivilegeManagementService

AssignAccess ( )

RemoveAccess ( )

«StorageHardwareIdManagementService»

IBMTSSVC_StorageHardwareIdManagementService

CreateStorageHardwareID ( )
DeleteStorageHardwareId ( )
AddHardwareIDsToCollection ( )

DeleteHardwareIdCollection ( )

CreateHardwareIDCollection ( )

«CIM_ProtocolControllerMaskingCapabilities»

IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities

1

1

«CIM_ElementCapabilities»

IBMTSSVC_ClusterMaskingCapabilities

1

1

«CIM_HostedService»

IBMTSSVC_ControllerConfigurationServiceForSystem

1

1

«CIM_HostedService»

IBMTSSVC_PrivilegeServiceForSystem

1

1

«CIM_HostedService»

IBMTS_StorageHardwareIdManagementServiceForSystem

*

1

«CIM_ConcreteDependency»

IBMTSSVC_ManagesController

*

1
«CIM_ConcreteDependency»

IBMTSSVC_ManagesPrivilege

*1

«CIM_ConcreteDependency»

IBMTSSVC_ManagesCollection

*

1

«CIM_ConcreteDependency»

IBMTSSVC_ManagesHardwareId

«CIM_LogicalElement»

IBMTSSVC_CandidateStorageHardwareID

«CIM_ConcreteDependency»

IBMTSSVC_AvailableHardwareID
*

1

*

1

«CIM_Dependency»
IBMTSSVC_HwIDCollectionOnSystem

*

1

«CIM_Dependency»

IBMTSSVC_HardwareIDOnSystem

図 12. LUN マスキング・インスタンスのクラス・ダイアグラム
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コピー・サービス
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、コピー関係を作成するメソッドを
提供します。

22ページの図 14 は、FlashCopy、リモート・コピー、および同期コピー・サービス
を提供するために重要なオブジェクト・クラスを示しています。SAN ボリューム・
コントローラー用 Common Information Model (CIM) エージェントでは、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスが、コピー関係を作成するメソッドを
提供します。IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスは常に、
IBMTSSVC_Cluster インスタンスに関連付けられています。

«CIM_StoragePool»

IBMTSSVC_StoragePool

GetSupportedSizeRange ( )

«CIM_StorageVolume»

IBMTSSVC_StorageVolume

«CIM_StorageConfigurationService»

IBMTSSVC_StorageConfigurationServ...

CreateOrModifyElementFromStoragePool ( )
ReturnToStoragePool ( )

«CIM_StorageCapabilities»

IBMTSSVC_StorageCapabilities

CreateSetting ( )

«CIM_Cluster»

IBMTSSVC_Cluster

«CIM_ComputerSystem»

IBMTSSVC_IOGroup

«CIM_StorageSetting»

IBMTSSVC_StorageSetting «CIM_AllocatedFromStoragePool»

IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool

1

*

«CIM_ElemenCapabilities»

IBMTSSVC_PoolCapabilties

1

*

«CIM_HostedStoragePool»

IBMTSSVC_HostedStoragePool

*

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_ClusterVolume

*

«CIM_HostedService»

IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceForSystem

1

1

«CIM_SystemDevice»

IBMTSSVC_SystemVolume

*

1

1

«CIM_ElementSettingData»

IBMTSSVC_VolumeSettingData

図 13. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの LUN 作成サブプロファイルのハイレベルな概要
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ベンダー固有保守モード・サブプロファイル
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントのベンダー固有保守モード・サブプロファイルのハイレベルな
概要を示します。

保守モード・サブプロファイルは、ブレード SAN ボリューム・コントローラー
(モデル 2062) 用にのみサポートされています。 23ページの図 15 は、モデルの基
本クラス (ビルディング・ブロック) を示しています。

図 14. コピー・サービス・インスタンスのクラス・ダイアグラム
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ベンダー固有クラスター操作
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントのベンダー固有クラスター操作のハイレベルな概要を示しま
す。

24ページの図 16 は、モデルの基本クラス (ビルディング・ブロック) を示してい
ます。

«CIM_ObjectManager»

IBMTS_ObjectManager

«CIM_Provider»

IBMTSSVC_Provider

«CIM_Service»

IBMTSSVC_ServiceModeService

Enter ( )
Exit ( )
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«CIM_SettingData»

IBMTSSVC_SMNodeVPD

«CIM_SettingData»
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«CIM_SettingData»
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IBMTSSVC_ProviderInObjectManager

1

1

1

«CIM_HostedService»

IBMTSSVC_ServiceModeServiceForProvider

*

1
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図 15. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのベンダー固有保守モード・サブプロファイルのハイレ
ベルな概要
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セキュリティー・サービス
下図は、セキュリティー・インスタンスのクラス・ダイアグラムを示します。

25ページの図 17 は、ユーザー・アカウント、および Common Information Model

Object Manager (CIMOM) とクラスターに対するそれらのアクセス権限を管理する
ために重要なオブジェクト・クラスを示しています。 Common Information Model

(CIM) エージェントでは、IBMTS_AccountManagementService クラスが、
IBMTS_Account インスタンスの作成、削除および変更を行なうメソッドを提供しま
す。これらのインスタンスはいずれもユーザーを表します。
IBMTSSVC_AccountManagementService クラスおよび
IBMTSSVC_AuthorizationService クラスも使用できます。

図 16. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのベンダー固有クラスター操作のハイレベルな概要
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プール操作
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントのプール操作のハイレベルな概要を示します。
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図 17. セキュリティー・インスタンスのクラス・ダイアグラム
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図 18. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのプール操作のハイレベルな概要
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第 2 章 基本ストレージ構成の実行

以下の節で、Common Information Model (CIM) エージェント・オブジェクト・クラ
スのインスタンスを使用して、基本ストレージ構成タスクを実行する方法を説明し
ます。

以下の基本ストレージ構成タスクについて説明しています。

v クラスターへのノードの追加

v ストレージ・プールの作成または変更

v ストレージ・ボリュームの作成

ストレージ構成
ストレージ構成では、バックエンド・ストレージからストレージ・プールへのマッ
ピングおよびプールからのボリュームの割り振りが参照されます。

SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model (CIM) エージェン
トのストレージ構成には、3 つの層のオブジェクトが含まれます。バックエンド層
内のオブジェクトには、バックエンド・コントローラーとボリュームが含まれ、中
間層のオブジェクトにはストレージ・プールが含まれます。また、フロントエンド
層のオブジェクトにはホストに公開されたストレージ・ボリュームが含まれます。

基本ストレージ構成の実行
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、基本ストレージ構成を実行するた
めのメソッド CreateOrModifyStoragePool() と
CreateOrModifyElementFromStoragePool() を提供します。

CreateOrModifyStoragePool() メソッドは、IBMTSSVC_StoragePool を作成し、
IBMTSSVC_BackendVolume を追加あるいは除去するのに使用できます。
CreateOrModifyElementFromStoragePool() メソッドは、IBMTSSVC_StoragePool から
IBMTSSVC_StorageVolume を割り振ったり、これを拡張または縮小したりするのに
使用できます。

SAN ボリューム・コントローラーの初期セットアップを完了しておく必要がありま
す。つまり、事前にクラスターを作成して、Common Information Model (CIM) エー
ジェントの Common Information Model Object Manager (CIMOM) 構成ファイルに
追加することにより、CIM エージェントが、ストレージ構成に必要なバックエン
ド・ボリュームをすべて検出済みの状態にします。

基本ストレージ構成を完了するために次の操作を行ないます。

1. クラスターへのノードの追加

2. ストレージ・プールの作成

3. ストレージ・プールの変更

4. ストレージ・ボリュームの作成
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クラスターへの候補ノードの追加
既存の IBMTSSVC_Cluster に IBMTSSVC_CandidateNode を追加できます。

既存の IBMTSSVC_Cluster に IBMTSSVC_CandidateNode を追加するには、次の手
順で行います。

1. IBMTSSVC_CandidateNode を追加したい IBMTSSVC_Cluster の参照
(CIMObjectPath) を取得する。

2. IBMTSSVC_ClusteringServiceForSystem の関連をトラバースすることによって
IBMTSSVC_Cluster に関連付けられた IBMTSSVC_ClusteringService インスタン
スを検出する。

3. ノード、パネル名、および IBMTSSVC_CandidateNode への参照を指定して、
IBMTSSVC_ClusteringService.AddNode() メソッドを呼び出す。

新規ストレージ・プールの作成
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、新規 IBMTSSVC_StoragePool を
作成するメソッドを提供します。

新規 IBMTSSVC_StoragePool インスタンスを作成する場合は、事前に、クラスター
ごとに IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスを組み込んでおく必要
があります。

新規 IBMTSSVC_StoragePool インスタンスの作成は次の手順で行います。

1. IBMTS_StorageConfigurationServiceForSystem 関連をトラバースすることによっ
て、新規ストレージ・プールの作成先となる IBMTSSVC_Cluster に関連付けら
れている IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスの参照
(CIMObjectPath) を取得する。

2. Extent[] パラメーターに IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスのリストを指
定して IBMTSSVC_StorageConfigurationService.CreateOrModifyStoragePool メソッ
ドを呼び出す。

Extent[] パラメーターは、IBMTSSVC_BackendVolume への CIMObjectPath の表
現を含むストリング・アレイです。

ストレージ・プールの変更
IBMTSSVC_StoragePool インスタンスは、このプール名を変更したり、
IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスをプールに追加またはプールから除去する
ことによって変更できます。

1. IBMTSSVC_StoragePool インスタンスの変更は、次の手順で行ないます。

a. IBMTSSVC_Cluster から、変更したい IBMTSSVC_StoragePool インスタンス
を選択する。

b. IBMTSSVC_StoragePool インスタンスのパラメーター設定値を含む
IBMTSSVC_StorageSettingPool インスタンスを示す。

c. IBMTSSVC_StoragePool.SetProperty() メソッドを呼び出して、選択した
IBMTSSVC_StoragePool インスタンスの名前を変更する。
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2. 必要に応じて、IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスをプールに追加または
プールから除去することによって、IBMTSSVC_StoragePool をさらに変更できま
す。

a. プールに追加またはプールから除去する IBMTSSVC_BackendVolume に関す
る情報を Extent[] パラメーターに指定して、
IBMTSSVC_StorageSettingPool.CreateOrModifyStoragePool メソッドを呼び出
す。Extent[] パラメーターは、IBMTSSVC_BackendVolume への
CIMObjectPath の表現を含むストリング・アレイです。

Extent[] に含まれる BackendVolumes で、プール内にあるものは除去され、
プール内にないものは追加されます。また、BackendVolumes ディスク上にデ
ータがあってもそれらをプールから除去するための StorageSettingPool のプロ
パティー Force も指定できます。この指定は、除去されたボリュームから残
されているボリュームへデータを移動するマイグレーション・プロセスのト
リガーとなります。

新規ストレージ・ボリュームの作成
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスが、IBMTSSVC_StorageVolume の作
成、変更、および削除に必要なすべてのメソッドを提供します。

SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model (CIM) エージェン
トでは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスが、
IBMTSSVC_StorageVolume の作成、変更、および削除に必要なすべてのメソッドを
提供します。

新規 IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスの作成は、次の手順で行ないます。

1. 新規ボリュームの割り当て先となる IBMTSSVC_Cluster に関連付けられた
IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスの参照 (CIMObjectPath) を
取得する。

2. IBMTSSVC_StorageConfigurationService. CreateOrModifyElementFromStoragePool()

メソッドを呼び出し、以下のパラメーターを指定して、新しい
IBMTSSVC_StorageVolume を作成する。

a. ElementType を 2 に設定する。

b. Size には、必要なボリューム・サイズをメガバイトで設定する。

c. IBMTSSVC_StorageVolume の割り振り元となる IBMTSSVC_StoragePool イン
スタンスの参照 (CIMObjectPath) を取得する。

d. InPool は、ボリュームの割り振り元となるプールの参照 (前のステップで取
得される) に設定する。
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第 3 章 コピー・サービスの実行

本章では、Common Information Model (CIM) エージェント・オブジェクト・クラス
のインスタンスを使用して、新しいコピー・サービスの関係を作成する方法を説明
します。

次のコピー・サービス操作を行なうための手順をステップごとに説明します。

1. 『ストレージ・ボリューム間の新しい FlashCopy 関係の作成』

2. 32ページの『同期化セットのための FlashCopy 関係の作成』

3. 33ページの『同じクラスター内のボリューム間に同期コピー関係を作成する』

4. 34ページの『異なるクラスター内のボリューム間に同期コピー関係を作成す
る』

コピー・サービス
SAN ボリューム・コントローラーにより提供されるコピー・サービスは、
FlashCopy および同期リモート・コピーです。

これらのコピー・サービスは、SAN ボリューム・コントローラーに接続されている
すべてのサポート対象ホストで使用できます。

FlashCopy サービスを使用すると、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume からターゲ
ットの IBMTSSVC_StorageVolume へと瞬時および時刻指定のコピーを行なえます。
同期コピー・サービスは、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume からターゲットの
IBMTSSVC_StorageVolume へ整合したコピーを行ないます。データは、ソース・ボ
リュームに書き込まれた後、同期をとってターゲット・ボリュームに書き込まれ、
両方が同一の IBMTSSVC_Cluster に属することも、異なる IBMTSSVC_Cluster に属
することも可能です。

ストレージ・ボリューム間の新しい FlashCopy 関係の作成
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、サイズが同じで、同じ
IBMTSSVC_Cluster に属する 2 つの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス間に
FlashCopy 関係を確立するメソッドを提供します。

2 つの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス間に FlashCopy 関係を作成する手
順は次のとおりです。

1. 望ましい FlashCopy 関係のソース・ボリュームとして
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスを選択する。

2. ターゲット・ボリュームとして IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスを選
択する。

ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとターゲットの
IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスは必ず同じ IBMTSSVC_Cluster に属
します。
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3. 選択した IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスが属する IBMTSSVC_Cluster

に関連付けられた IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスを検索す
る。

4. 次のパラメーターを指定して、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.AttachReplica() を呼び出す。

a. SourceElement を、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume の参照
(CIMObjectPath) に設定する。

b. TargetElement を、ターゲットの IBMTSSVC_CandidateVolume の参照
(CIMObjectPath) に設定する。

c. オプションで、ElementName を同期の名前に設定する。

d. オプションで、BackgroundCopyRate は、バックグラウンド・コピー率の望ま
しい優先度をパーセント (0 から 100%) で設定する。

e. オプションで、新規作成 FlashCopySynchronization をセットに追加するよう
に Set を設定する。ヌル値を指定した場合は、新規作成
FlashCopySynchronization は同期化セットのメンバーにはなりません。

f. CopyType を 4 に設定する。

これで、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとターゲットの
IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスは
IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized 関連によって接続されました。

同期化セットのための FlashCopy 関係の作成
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、2 つの
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス間の関係を確立してから、それを
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet に追加するメソッドを提供します。

2 つの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス間に FlashCopy 関係を作成し、そ
れを IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet に追加するには、次の手順を行ないま
す。

1. 望ましい FlashCopy 関係のソース・ボリュームとして
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスを選択する。

2. ターゲット・ボリュームとして IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスを選
択する。

ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとターゲットの
IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスは必ず同じサイズにします。

3. 選択した IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスが属する IBMTSSVC_Cluster

に関連付けられた IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスを検索す
る。

4. 次のパラメーターを指定して、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.AttachReplica() を呼び出す。

a. SourceElement を、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume の参照
(CIMObjectPath) に設定する。

b. TargetElement を、ターゲットの IBMTSSVC_CandidateVolume の参照
(CIMObjectPath) に設定する。
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c. オプションで、ElementName を同期の名前に設定する。

d. オプションで、BackgroundCopyRate は、バックグラウンド・コピー率の望ま
しい優先度をパーセント (0 から 100%) で設定する。

e. CopyType を 4 に設定する。

これで、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとターゲットの
IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスは
IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized 関連によって接続されました。

5. 次のパラメーターを指定して、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.CreateSynchronizedSet() メソッドを呼び出
し、IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet インスタンスを作成する。

a. CopyType を 4 (フラッシュ) に設定する。

b. オプションで、ElementName を新規作成された
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet の名前に設定する。

6. Operation パラメーターを 0 (追加) に設定して
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.ModifySynchronizedSet() メソッドを呼び
出し、IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized インスタンスを
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet に追加する。

同期対象は、ホスティング・サービスと同じクラスターに属していなければなり
ません。

同じクラスター内のボリューム間に同期コピー関係を作成する
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、同じ IBMTSSVC_Cluster 内のソ
ース IBMTSSVC_StorageVolume とターゲット IBMTSSVC_StorageVolume 間、また
はソース IBMTSSVC_StorageVolume とターゲット IBMTSSVC_CandidateVolume 間
に同期コピー関係を作成するメソッドを提供します。

同期コピー関係の作成は、次の手順で行ないます。

1. 望ましい同期コピー関係のソース・ボリュームとして IBMTSSVC_StorageVolume

インスタンスを選択する。

2. ターゲット・ボリュームとして IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスまたは
IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスを選択する。

3. 選択したボリュームの属する IBMTSSVC_Cluster に関連付けられた
IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンスの参照 (CIMObjectPath) を
取得する。

4. 次のパラメーターを指定して、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.AttachReplica() を呼び出す。

a. SourceElement を、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスの参照
(CIMObjectPath) に設定する。

b. TargetElement を、ターゲットの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス、
または IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスの参照 (CIMObjectPath) に
設定する。

c. オプションで、ElementName を同期の名前に設定する。

d. CopyType を 3 に設定する。
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これで、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス、およびターゲットの
IBMTSSVC_StorageVolume または IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンス (い
ずれか選択した方) が IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized 関連によって接続
されました。

異なるクラスター内のボリューム間に同期コピー関係を作成する
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、異なる IBMTSSVC_Cluster イン
スタンスに属するソース IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとターゲット
IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンス間に同期コピー関係を作成するメソッド
を提供します。

ソースはローカル・クラスターに、ターゲットはリモート・クラスターにある 2 つ
のボリューム間に同期コピー関係を作成する手順は次のとおりです。

1. 望ましい同期コピー関係のソース・クラスターとして IBMTSSVC_Cluster を指
定する。

2. ソース・クラスターに関連付けられた IBMTSSVC_StorageConfigurationService イ
ンスタンスの参照 (CIMObjectPath) を取得する。

3. IBMTSSVC_ClusterScopeRemoteCluster 関連をトラバースして、同期コピーを入
れる IBMTSSVC_CandidateCluster を指定する。

4. 次のパラメーターを指定して、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.CreateRemoteClusterPartnerShip()メソッド
を呼び出す。

a. RemoteCluster を IBMTSSVC_CandidateCluster の参照 (CIMObjectPath) に設
定する。

b. オプションで、Bandwidth に、望ましい帯域幅をメガバイト (MB) で設定す
る。

必ず、ソース・クラスターと候補クラスターの両方からメソッドを呼び出して、
完全な構成の協力関係が確立されるようにします。このように構成されていない
と、同期コピー関係を確立することはできません。

5. ソース IBMTSSVC_Cluster からのソース・ボリュームとして
IBMTSSVC_StorageVolume を選択する。

6. IBMTSSVC_RemoteCluster からのターゲット・ボリュームとして
IBMTSSVC_CandidateVolume を選択する。(リモート・クラスターの
IBMTSSVC_StorageVolumes は、ローカル・クラスターでは、
IBMTSSVC_CandidateVolumes として認識されます。)

7. 次のパラメーターを指定して、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService.AttachReplica() を呼び出す。

a. SourceElement を、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスの参照
(CIMObjectPath) に設定する。

b. TargetElement を、ターゲットの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス、
または IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスの参照 (CIMObjectPath) に
設定する。

c. オプションで、ElementName を同期の名前に設定する。

d. CopyType を 3 に設定する。
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これで、ソースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス、およびターゲットの
IBMTSSVC_StorageVolume または IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンス (い
ずれか選択した方) が IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized 関連によって接続
されました。

Flash Copy の状態遷移
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントの Flash Copy 状態遷移のハイレベルな概要を示します。

図 19 は、サポートされる Flash Copy 関係の状態および遷移を示しています。

同期コピーの状態遷移
以下の図に、SAN ボリューム・コントローラー用 Common Information Model

(CIM) エージェントの Sync Copy 状態遷移のハイレベルな概要を示します。

図 19. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの Flash Copy の状態遷移
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図 20 は、サポートされる Flash Copy 関係の状態および遷移を示しています。

図 20. SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの同期コピーの状態遷移のハイレベルな概要
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第 4 章 LUN マスキングの実行

本章では、CIM エージェント・オブジェクト・クラスのインスタンスを使用して、
LUN マスキングを行なう方法を説明します。

LUN マスキング
SAN ボリューム・コントローラーは、論理装置番号 (LUN) マスキング機能を提供
します。

この機能を使用すると、ワールド・ワイド・ポート番号(WWPN) によって、ストレ
ージ・ボリュームをファイバー・ベースのホスト・イニシエーターと関連付けた
り、関連付けを解除したりできます。

LUN マスキングの実行
論理装置番号 (LUN) マスキングを実行するには、まず、マップするボリュームが必
要です。これは、IBMTSSVC_StorageVolume のインスタンスによって表されます。

1 つのボリュームには、ホスト全体のほかにホスト・ポートもマップすることがで
きます。

v Host = IBMTSSVC_HarwareIdCollection

v Port = IBMTSSVC_StorageHardwareID

IBMTSSVC_HarwareIdCollection は、IBMTSSVC_StorageHardwareID のインスタンス
を集約します。
LUN マスキングの実行の前に、以下のサービスのインスタンスが必要です (クラス
ターは参照されるオブジェクトです)。両方ともクラスター有効範囲
(IBMTSSVC_Cluster) 内で使用可能です。

v IBMTSSVC_ControllerConfigurationService (関連
IBMTSSVC_ControllerConfigurationServiceForSystem)

v IBMTSSVC_StorageHardwareIdManagementService (関連
IBMTSSVC_StorageHardwareIdManagementServiceForSystem)

1. IBMTSSVC_StorageVolume (LUN) インスタンス、 および、
IBMTSSVC_HardwareIdCollection (ホスト) インスタンスまたは
IBMTSSVC_StorageHardwareID (ポート) インスタンスのどちらか (これらは相
互に関連付けられます) を選択します。 2 つのインスタンスの間の関連は
IBMTSSVC_MemberOfCollection です。

注: ホストおよびホスト・ポートを扱う仕事をする場合は、
IBMTSSVC_ManagesCollection または IBMTSSVC_ManagesHardwareID のど
ちらかをトラバースして、IBMTSSVC_StorageHardwareIdManagementService

の参照を取得してください。

2. 両方のインスタンスの参照 (CIMObjectPath) を取得します。

3. IBMTSSVC_SystemVolume 関連を StorageVolume からトラバースして、
IBMTSSVC_IOGroup の有効範囲指定の参照を取得します。
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4. IBMTSSVC_StorageHardwareID から開始する場合は、 オプションで
IBMTSSVC_HardwareIdCollection をトラバースして、
IBMTSSVC_HardwareIdCollection を取得してください。 これは、後のステップ
で IBMTSSVC_Privilege の関連インスタンスを検査するために必要です。ま
た、関連 IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareId を直接トラバースして、
IBMTSSVC_Privilege の関連インスタンスにアクセスすることも可能です。

5. ホスト用のコントローラーがすでに存在しているか確認します。これは、
IBMTSSVC_AuthorizedCollection をトラバースして、IBMTSVC_Privilege インス
タンスの参照を取得することによって確認できます。
IBMTSSVC_StorageHardwareID から開始する場合は、
IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareID をトラバースして、
IBMTSVC_Privilege インスタンスの参照を取得します。ホスト用のコントロー
ラーがまだない場合は、ControllerConfigurationService を使用して新規コントロ
ーラーを作成する必要があります。特権は、コントローラーに対して 1:1 の関
係を持ちます。

6. 特権がすでに関連付けられている場合は、関連 IBMTSSVC_AuthorizedTarget を
トラバースして IBMTSSVC_Controller インスタンスの参照を取得します。コン
トローラーがない場合は、11 を参照してください。

7. ボリューム (LUN) の IOGroup とコントローラーの IOGroup が同じであるこ
とを確認してください。

8. IBMTSSVC_SystemController 関連をトラバースして、IOGroup の有効範囲指定
の参照を取得します。

9. StorageVolume と同じ IOGroup に属するコントローラーを選択します。

10. その Controller インスタンスで AttachDevice() を呼び出します。必ず Device

パラメーターを StorageVolume の参照に設定します。

11. コントローラーがない場合は、IBMTSSVC_ControllerConfigurationService を使用
して作成します。このクラスは、「CreateProtocolControllerWithPorts()」と呼ば
れるメソッドをユーザーに提案します。このメソッドを起動するには、FCPorts

およびホストが必要です。 詳細については、HLD バージョン 1.6 の第 6.11.1

章を参照してください。このメソッドをより容易に使用するには、FCPorts でな
く IOGroup の参照を使用してください。メソッドは、付属する FCPorts を自
動的に検出します。

関連資料

221ページの『IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService』
このサービスは、SAN ボリューム・コントローラー用の HardwareAccounts およ
びホストを管理するための外部メソッドを提供します。
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第 5 章 ネットワークに関する考慮事項

本章では、ICAT がそのサービスを公開するのに使用する 2つのメソッドについて
説明します。CIM エージェント・サービスは、SLP ベースのディスカバリーにより
公開できます。 ユーザー・インターフェース接続情報は、CIM エージェントによ
って提供される RemoteServiceAccessPoint のインスタンスによって公開されます。

SLP ベースのディスカバリー
CIMOM は、その IP アドレスを SLP を使用して自動的に登録しますが、登録は手
動で変更できます。

複数のネットワーク・アダプターがある環境では、SLP サービス・エージェント
は、管理アプリケーションではなく、別のサブネット内のネットワーク・アダプタ
ーの IP で CIM エージェントを登録する場合があります。その結果、管理アプリケ
ーションは CIM エージェントを発見できません。

以下の例は、その理由を示しています。

v 管理アプリケーションがサブネット A で実行されている。

v CIM エージェントに、サブネット A およびサブネット B 用のアダプターがあ
る。

v CIM エージェントが、SLP ベースのディスカバリーを使用して、サブネット B

用に登録されている。

v 管理アプリケーションがディスカバリーを実行すると、サブネット B の IP を持
つ CIM エージェント SLP 登録を検出する。

v 管理アプリケーションが CIM エージェントへの接続を試みるが、サブネット A

からサブネット B の IP に到達できないため失敗する。

この問題を訂正するには、SLP を使用して手動で IP を登録してください。これ
は、cimom.properties ファイル内に属性を設定することによって実行できます。

以下のステップを実行して、属性を設定してください。

1. CIM エージェントのインストール・ディレクトリーに入る。

2. cimom.properties ファイルを開く。

3. 属性 iPToRegisterWithSLP=Off を見付ける。

この属性が off に設定されていると、CIM エージェントは、1 次ネットワー
ク・カードを自動的に検出します。

4. iPToRegisterWithSLP=<Network Adapter’s IP Address> を設定する。

このように設定すると、IP アドレスが正しいネットワーク・アダプターに変更
され、管理アプリケーションは CIM エージェントを発見することができます。

RemoteServiceAccessPoint
複数ネットワーク・カードが存在する環境では、RemoteServiceAccessPoint の接続デ
ータを手動で設定しなければならない場合があります。
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RemoteServiceAccessPoint (RSAP) クラスは、Web ユーザー・インターフェースへの
接続に必要な情報をホスティングします。管理アプリケーションは、CIMOM から
RSAP のインスタンスを取得して Web からユーザー・インターフェースを起動す
ることができます。

RSAP の接続データを手動で設定できます。これは、複数ネットワーク・カードの
ある環境で役立ちます。

接続データを設定するには、以下のステップを実行してください。

1. IBMSVC_Cluster のインスタンスを取得する。

2. 組み込みメソッド setProperty( ) を使用して、プロパティー ConsoleIP および
ConsolePort を変更する。

すると、CIM エージェントが RSAP を自動的に更新します。
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第 6 章 CIM エージェントのオブジェクト・クラス

オブジェクト・クラスは、CIM エージェントを構築するブロックで、ストレージ構
成、コピー・サービス、および LUN マスキングといった機能を提供します。

コア・オブジェクト・クラス
以下の節では、SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのコア・ク
ラスとそれらのプロパティーについて説明します。

IBMTSSVC_BackendController
IBMTSSVC_BackendController クラスは CIM_SCSIController クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_BackendController クラスは、SAN ボリューム・コントローラーの後部
にある RAID アダプターを表します。このアダプターは、SAN ボリューム・コン
トローラーがデータの保管に使用する IBMTSSVC_BackendVolumes を制御します。
IBMTSSVC_BackendController クラスは CIM_SCSIController クラスの拡張で、表 5

に示すプロパティーを持ちます。

表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AccessGranted Boolean ModelCorrespondence

(CIM_Controller.

AuthorizationView)

サポートされないプロパ
ティー。
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表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

AdditionalAvailability Uint16[] 廃止 (CIM_Associated

PowerManagementService.

PowerState CIM_Managed

SystemElement.

OperationalStatus CIM_Enabled

LogicalElement.EnabledStatus)

ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.Availability)

Availability プロパティ
ーに指定されている内容
の他に、装置の可用性と
状況を指定します。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・

エラー
13 電源節約 - 不

明
14 電源節約 - 低

電源モード
15 電源節約 - ス

タンバイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警

告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止
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表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Availability Uint16 廃止 (CIM_Associated

PowerManagementService.

PowerState CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status CIM_EnabledLogical

Element.EnabledStatus)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

AdditionalAvailability)、
Expensive(TRUE)

装置の 1 次可用性と状
況。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・

エラー
13 電源節約 - 不

明
14 電源節約 - 低

電源モード
15 電源節約 - ス

タンバイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警

告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。

Controlled Boolean サポートされないプロパ
ティー。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

DeviceID String MaxLen(64) LogicalDevice に一意的
に名前をつけるためのア
ドレスまたはその他の識
別情報
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表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

説明 String テキストでオブジェクト
を記述します。

Element Name String サポートされないプロパ
ティー。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

ErrorCleared Boolean 廃止
(CIM_ManagedSystem

Element)

サポートされないプロパ
ティー。

44 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ErrorDescription String 廃止
(CIM_DeviceErrorData.

ErrorDescription)

サポートされないプロパ
ティー。

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレ
イ内の項目の背景の説明
と詳細を提供するフリ
ー・フォーム・ストリン
グのアレイ。注: このア
レイの各項目は、同じ索
引にある
OtherIdentifyingInfo 内の
項目に関連しています。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

LastErrorCode Uint32 廃止 (CIM_DeviceError

Data.LastErrorCode)

サポートされないプロパ
ティー。

MaxQuiesceTime Uint64 廃止 (No value)、
Units(MilliSeconds)

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(1024)、 Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

ホスティング・システム
のコンテキスト内に固有
のラベルを定義します。
これにより、コントロー
ラーが認識されます。

第 6 章 CIM エージェントのオブジェクト・クラス 45



表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Operational

Status

Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystemElement.

StatusDescriptions)、
Expensive(TRUE)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (″その他″) にセ
ットされている場合に使
用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。
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表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherIdentifying

Info

String[] MaxLen(256)、ArrayType

(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

IdentifyingDescriptions)

OtherIdentifyingInfo

DeviceID 情報以外の追
加データをキャプチャー
し、このデータは
LogicalDevice を識別す
るために使用できます。
使用方法の 1 つの例
は、装置用のオペレーテ
ィング・システムの使い
やすい名前をこのプロパ
ティーに保持することで
す。

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止 (CIM_Power

ManagementCapabilities.

PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、
装置の電源管理機能を説
明します。このプロパテ
ィーは廃止されました。
代わりに、関連付けられ
た PowerManagement

Capabilities クラスの中
の PowerCapabilites プロ
パティーを使用する必要
があります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされな

い
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った

電源節約モード
5 設定可能な電源

状態
6 サポートされる

電源サイクル
7 サポートされる

時刻指定電源オ
ン

PowerManagement

Supported

Boolean 廃止 (CIM_Power

ManagementCapabilities)

装置を電源管理対象にで
きることを示します。

PowerOnHours Uint64 廃止 (CIM_Powered

StatisticalData.PowerOn

Hours)、Units(Hours)、
Counter(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。

ProductIdHigh String コントローラーの製品
ID の高位部分。

ProductIdLow String コントローラーの製品
ID の低位部分。
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表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ProductRevision String Expensive(TRUE) コントローラーの製品の
改訂

ProductSerial

Number

String コントローラーの製品の
シリアル番号

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数の列挙型標識。この
プロパティーは、要求と
現行の Enabledstatus を
比較するために提供され
ます。SAN ボリュー
ム・コントローラーはこ
の属性を評価しないの
で、これが変更された場
合でも、アクションがと
られることはないことに
注意してください。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystemElement)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。
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表 5. IBMTSSVC_BackendController のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

StatusInfo Uint16 廃止
(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

論理装置の状態 (使用可
能か使用不可か) を示し
ます。このプロパティー
はコントローラーには適
用されないので、値「適
用外」は常時報告されま
す。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用可能
4 使用不可
5 適用外

SystemCreation

ClassName

String Propagated

(CIM_System.Creation

ClassName)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
CreationClassName

SystemName String Propagated(CIM_System.

Name)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前

TimeOfLastState

Change

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

TotalPowerOnHours Uint64 廃止
(CIM_PoweredStatisticalData.

TotalPowerOnHours)、Units

(Hours)、Counter(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。

VendorID String コントローラーのベンダ
ーの ID を示します。

VolumeLinkCount Uint32 Expensive(TRUE) BackendVolumes へのリ
ンクの数を指定します。

VolumeMax

LinkCount

Uint32 Expensive(TRUE) BackendVolumes へのリ
ンクの最大数を指定しま
す。

WWNN String Expensive(TRUE) コントローラーのワール
ド・ワイド・ネットワー
ク名 (WWNN) を示しま
す。

Wwpn String[] ModelCorrespondence

(IBMTSSVC_BackendController.

WwpnPathCount)、
Expensive(TRUE)

コントローラーの
WWPN を示します。

WwpnMax

PathCount

Uint64[] ModelCorrespondence

(IBMTSSVC_BackendController.

Wwpn)、Expensive(TRUE)

対応する WWPN への
最大パス・カウントを指
定します。

WwpnPathCount Uint64[] ModelCorrespondence

(IBMTSSVC_BackendController.

Wwpn)、Expensive(TRUE)

対応する WWPN への
パス・カウントを指定し
ます。
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IBMTSSVC_BackendVolume
IBMTSSVC_BackendVolume クラスは、ファイバー・チャネル SAN 内のストレー
ジ・コントローラーが SAN ボリューム・コントローラーに公開する SCSI LUN を
表します。

プロパティー

IBMTSSVC_BackendVolume クラスは CIM_StorageExtent クラスの拡張で、表 6 に
示すプロパティーを持ちます。

表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Access Uint16 以下のように、アクセ
ス・レベルを指定しま
す。
コード 意味
0 不明
1 読み取り可能
2 書き込み可能
3 読み取り/書き

込みがサポート
される

4 一度だけの書き
込み
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Additional

Availability

Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.Availability)

Availability プロパティ
ーに指定されている内容
の他に、装置の可用性と
状況を指定します。
Availability プロパティ
ーは、 装置の 1 次状況
および可用性を示しま
す。装置の完全な状況を
示すのにこのプロパティ
ーでは不十分な場合は、
AdditionalAvailability プ
ロパティーによってさら
に情報が提供されます。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・

エラー
13 電源節約 - 不

明
14 電源節約 - 低

電源モード
15 電源節約 - ス

タンバイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警

告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Availability Uint16 廃止 (CIM_Associated

PowerManagementService.

PowerState CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

AdditionalAvailability)

装置の 1 次可用性と状
況を指定します。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・

エラー
13 電源節約 - 不

明
14 電源節約 - 低

電源モード
15 電源節約 - ス

タンバイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警

告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止

BlockSize Uint64 Units(bytes)、 Expensive(TRUE) この StorageExtent を形
成するブロックのサイズ
(バイト数) を指定しま
す。ブロック・サイズが
可変である場合は、最大
ブロック・サイズ (バイ
ト数) を指定する必要が
あります。ブロック・サ
イズが不明であるか、ブ
ロックの概念が無効であ
る場合は、1 を入力しま
す。

Capacity Uint64 Units(Bytes) BackendVolume の合計
容量を指定します。

Caption String MaxLen(15)、 Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記述
でオブジェクトを識別し
ます。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

ConsumableBlocks Uint64 Expensive(TRUE) BasedOn 関連を使用し
て StorageExtents をレイ
ヤー化するときに消費用
に使用可能なブロック
(BlockSize のサイズ) の
最大数。

ControllerName String ボリュームのバックエン
ド・コントローラーの名
前。

DataOrganization Uint16 データ編成技法のタイプ
を定義します。
コード 意味
0 その他
1 不明
2 固定ブロック
3 可変ブロック
4 カウント・キ

ー・データ

DataRedundancy Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

DataRedundancyGoal

CIM_StorageSetting.

DataRedundancyMax

CIM_StorageSetting.

DataRedundancyMin)

維持されるデータの完全
なコピー数を指定しま
す。

DeltaReservation Uint8 MinValue(0)、MaxValue(100)、
Units(Percentage)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

DeltaReservationGoal

CIM_StorageSetting.

DeltaReservationMax

CIM_StorageSetting.

DeltaReservationMin)

Delta 予約の現行値を示
します。

説明 String テキストでオブジェクト
を記述します。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

DeviceID String MaxLen(64) BackendVolume の
ID。BackendVolume ク
ラス内で固有の数値の
み。

ElementName String MaxLen(15)、 Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

BackendVolume の使い
やすい名前。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

54 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型で、エレメン
トが現在シャットダウン
中であるか、使用可能ま
たは使用不可の状態であ
るかを示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

ErrorCleared Boolean 廃止 (CIM_Managed

SystemElement.

OperationalStatus)

サポートされないプロパ
ティー。

ErrorDescription String 廃止 (CIM_Device

ErrorData.ErrorDescription)

サポートされないプロパ
ティー。

ErrorMethodology String サポートされないプロパ
ティー。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ExtentStatus Uint16[] Availability および
StatusInfo プロパティー
にキャプチャーされた情
報の他に、
ManagedSystemElement

から継承された状況情報
を記録します。
コード 意味
0 その他
1 不明
2 なし/適用外
3 中断
4 データ損失
5 動的再構成
6 公開された
7 断片的に公開さ

れた
8 部分的に公開さ

れた
9 保護使用不可
10 作動可能
11 再ビルド
12 再計算
13 スペアが使用中
14 検査が進行中
15..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.Other

IdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレ
イ内の項目の背景の説明
と詳細を提供するフリ
ー・フォーム・ストリン
グのアレイ。注: このア
レイの各項目は、同じ索
引にある
OtherIdentifyingInfo 内の
項目に関連しています。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

IsBasedOn

Underlying

Redundancy

Boolean True に設定されている
場合は、基礎となる
StorageExtent が

StorageRedundancy

Group の一部であること
を示します。

LastErrorCode Uint32 廃止 (CIM_Device

ErrorData.LastErrorCode)

サポートされないプロパ
ティー。

MaxPathCount Uint32 Counter(TRUE)、
Expensive(TRUE)

BackendVolume へのフ
ァイバー・チャネル・パ
スの最大カウント数を指
定します。

MaxQuiesceTime Uint64 廃止 (No value)、
Units(MilliSeconds)

サポートされないプロパ
ティー。

Mode Uint32 ValueMap、Values BackendVolume のモー
ドを指定します。
コード 意味
0 管理外
1 制限付きルータ

ー
2 管理対象
3 イメージ
4 将来の利用
5 将来の利用
6 ルーター構成
7 リモート・コピ

ー
8 将来の利用

Name String MaxLen(1024) オブジェクトが認識され
る固有のラベルを定義し
ます。

NativeStatus Uint16 バックエンド・ボリュー
ムのネイティブな操作状
況。
コード 意味
0 オフライン
1 オンライン
2 劣化
3 除外

NoSingle

PointOfFailure

Boolean ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

NoSinglePointOfFailure)

非単一点障害 (1 台の故
障がシステム全体を停止
させないようにする) フ
ィーチャーが存在するこ
とを示します。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

NumberOfBlocks Uint64 Expensive(TRUE) エクステントを構成する
論理的に連続したブロッ
クの総数を指定します。
エクステントの合計サイ
ズは、BlockSize に
NumberOfBlocks を乗算
して計算できます。
BlockSize が 1 である場
合は、このプロパティー
がエクステントの合計サ
イズになります。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

ボリュームの状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 非リカバリー可

能エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

EnabledStatus が 1 に設
定されている場合には、
エレメントの使用可能ま
たは使用不可の状態を記
述します。EnabledStatus

が 1 以外の値に設定さ
れている場合はヌルでな
ければなりません。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherIdentifyingInfo String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

IdentifyingDescriptions)、
Expensive(TRUE)

OtherIdentifyingInfo は、
DeviceID 情報以外の追
加データをキャプチャー
し、このデータは
LogicalDevice を識別す
るために使用できます。
使用方法の 1 つの例
は、装置用のオペレーテ
ィング・システムの使い
やすい名前をこのプロパ
ティーに保持することで
す。

Package

Redundancy

Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyGoal

CIM_StorageSetting.Package

RedundancyMax

CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMin)

障害が起きたときにデー
タ損失が生じないように
できるディスク・スピン
ドル数。

PathCount Uint32 Counter(TRUE)、
Expensive(TRUE)

BackendVolume へのフ
ァイバー・チャネル・パ
スの現行カウント数を指
定します。

PoolID String 関連したストレージ・プ
ールの ID を定義しま
す。

PoolName String 関連したストレージ・プ
ールの名前を定義しま
す。

第 6 章 CIM エージェントのオブジェクト・クラス 59



表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities.PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、
装置の電源管理機能を説
明します。このプロパテ
ィーは廃止されました。
代わりに、関連付けられ
た

PowerManagement

Capabilities クラス
の中の PowerCapabilites

プロパティーを使用する
必要があります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされな

い
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った

電源節約モード
5 設定可能な電源

状態
6 サポートされる

電源サイクル
7 サポートされる

時刻指定電源オ
ン

PowerManagement

Supported

Boolean 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities)

装置を電源管理対象にで
きることを示します。こ
のプロパティーは廃止さ
れました。代わりに、関
連付けられた

PowerManagement

Capabilities クラス
(ElementCapabilities 関係
を使用して関連付けられ
ている) が存在している
ことが、電源管理がサポ
ートされていることを示
します。

PowerOnHours Uint64 廃止
(CIM_PoweredStatistical

Data.PowerOnHours)、
Units(Hours)、Counter(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Primordial Boolean 「Primordial」は、true

である場合、収容システ
ムがこの操作可能エレメ
ントを作成または削除す
る機能を持っていないこ
とを表します。

Purpose String フリー・フォーム・スト
リングで、メディアまた
はその使用 (あるいは両
方) を説明します。

QuorumIndex Uint8 Expensive(TRUE) BackendVolume のクォ
ーラム・インデックスを
指定します。有効なイン
デックスは 0、1、2

で、3 はそのボリューム
がクォーラム・ディスク
として使用されないこと
を示します。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。このプ
ロパティーは、要求と現
行の Enabledstatus を比
較するために提供されま
す。SAN ボリューム・
コントローラーはこの属
性を評価しないので、こ
れが変更された場合で
も、アクションがとられ
ることはないことに注意
してください。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 6. IBMTSSVC_BackendVolume プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

SequentialAccess Boolean true に設定されている場
合は、
MediaAccessDevice によ
って、ストレージが順次
にアクセスされることを
示します。TapePartition

は、順次アクセスされる
StorageExtent の例で
す。StorageVolumes、
DiskPartitions、 および
LogicalDisks は、ランダ
ムにアクセスされるエク
ステントを表します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

StatusInfo Uint16 廃止
(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

廃止されたプロパティー
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用可能
4 使用不可
5 適用外

SystemCreation

ClassName

String Propagated、Key、MaxLen(256) 有効範囲設定システムの
CreationClassName

SystemName String Propagated、Key、MaxLen(256) 有効範囲設定クラスター
の IP アドレス

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

TotalPowerOnHours Uint64 廃止
(CIM_PoweredStatistical

Data.TotalPowerOnHours)、
Units(Hours)、Counter(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_CandidateCluster
IBMTSSVC_CandidateCluster クラスは、CIM_LogicalElement クラスを拡張します。
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プロパティー

IBMTSSVC_CandidateCluster クラスは、ファイバー・チャネル SAN の中で確認可
能で、かつ同期コピーの協力関係を作成する候補になり得る他の
IBMTSSVC_Cluster インスタンスを表します。IBMTSSVC_CandidateCluster クラス
はCIM_LogicalElement クラスの拡張で、表 7 に示すプロパティーを持ちます。

表 7. IBMTSSVC_CandidateCluster のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記
述でオブジェクトを識
別します。

説明 String テキストでオブジェク
トを記述します。

ElementName String クラスターの名前を指
定します。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロ
パティー。

IsConfigured Boolean 協力関係の構成状態

Name String MaxLen(1024) オブジェクトが識別さ
れるラベル。フォーマ
ット:

cluster_ip:candidate_id

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状
況を示します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

このプロパティーは廃
止されたので、
OperationalStatus を使
用してください。 　

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリ
ングで、
OperationalStatus プロ
パティーが 1 (「その
他」) に設定されてい
る場合に使用されま
す。

IBMTSSVC_CandidateNode
IBMTSSVC_CandidateNode クラスは、CIM_ComputerSystem クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_CandidateNode クラスは、ファイバー・チャネルSAN 内の単一SAN ボ
リューム・コントローラー・ノードで、クラスターのメンバーではないが、メンバ
ーとして使用可能なものを表します。IBMTSSVC_CandidateNode クラスは
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CIM_ComputerSystem クラスの拡張で、表 8 に示すプロパティーを持ちます。

表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) Caption プロパティー
は、短いテキスト (1 行
のストリング) によるオ
ブジェクトの記述で
す。

CreationClassName String MaxLen(256) CreationClassName は、
インスタンスの作成に
使用されるクラスまた
はサブクラスの名前を
示します。このプロパ
ティーを、このクラス
のその他のキー・プロ
パティーとともに使用
すると、このクラスお
よびそのサブクラスの
すべてのインスタンス
が一意的に識別されま
す。
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Dedicated Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherDedicatedDescriptions)

列挙型で、
ComputerSystem が特殊
目的システム (すなわち
特定の使用目的専用) で
あるか汎用であるかを
示します。
コード 意味
0 非専用
1 不明
2 その他
3 ストレージ
4 ルーター
5 スイッチ
6 レイヤー 3 ス

イッチ
7 セントラル・

オフィス・ス
イッチ

8 ハブ
9 アクセス・サ

ーバー
10 ファイアウォ

ール
11 印刷
12 I/O

13 Web キャッシ
ング

14 管理
15 ブロック・サ

ーバー
16 ファイル・サ

ーバー
17 モバイル・ユ

ーザー・デバ
イス

18 中継器
19 ブリッジ/エク

ステンダー
20 ゲートウェイ

Description String Description プロパティ
ーは、テキストによっ
てオブジェクトを記述
します。

ElementName String オブジェクトの使いや
すい名前。
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エ
レメントの
EnabledStatus のための
管理者のデフォルト/開
始構成を表します。デ
フォルトでは、 エレメ
ントは ″使用可能″

(値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトな
し

8..32767
DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約
済み
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

EnabledState は整数列挙
型の 1 つで、エレメン
トがいまシャットダウ
ン (値 = 4) 中である
か、 使用可能 (値 = 2)

または使用不可 (値
value = 3) のいずれの
状態にあるかを表しま
す。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウ

ン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約
済み

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレ
イ内の項目の背景の説
明と詳細を提供するフ
リー・フォーム・スト
リングのアレイ。注: こ
のアレイの各項目は、
同じ索引にある
OtherIdentifyingInfo 内の
項目に関連していま
す。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロ
パティー。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別さ
れるラベル。フォーマ
ット: cluster_ip:node_id
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

NameFormat String MaxLen(64) NameFormat プロパティ
ーは、ヒューリスティ
ックを使用して、
ComputerSystem 名が生
成される方法を示しま
す。ヒューリスティッ
クは、CIM V2 システ
ム・モデル仕様書に詳
細な説明があります。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状
況 (複数可) を示しま
す。さまざまな健全性
および操作状況が定義
されます。列挙型の値
の多くは自明です。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不

能エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエン

ティティーを
サポートする

17 完了
18 電源モード

OtherDedicated

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

Dedicated)

Dedicated アレイに値 2

″その他″ が含まれてい
る場合に、システムを
専用にする方法とその
理由を示すストリン
グ。
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述す
るストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (″その他″) にセ
ットされている場合に
使用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、こ
のプロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりませ
ん。

OtherIdentifying

Info

String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

IdentifyingDescriptions)

OtherIdentifyingInfo は、
システム名情報以外の
追加データをキャプチ
ャーし、このデータは
ComputerSystem を識別
するために使用できま
す。この使用方法の 1

つの例は、ノードのフ
ァイバー・チャネル
World Wide Name

(WWN) を保持すること
です。ファイバー・チ
ャネルの名前のみが使
用可能であり固有であ
る (システム・キーとし
て使用できる) 場合は、
このプロパティーは
NULL になり、WWN

がシステム・キーにな
り、 そのデータが
Name プロパティーに入
れられることに注意し
てください。
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities.PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、
ComputerSystem の電源
管理機能を説明しま
す。このプロパティー
は廃止されました。代
わりに、関連付けられ
た PowerManagement

Capabilities クラスの中
の PowerCapabilites プ
ロパティーを使用する
必要があります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされ

ない
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入っ

た電源節約モ
ード

5 設定可能な電
源状態

6 サポートされ
る電源サイク
ル

7 サポートされ
る時刻指定電
源オン

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロ
パティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロ
パティー。
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

RequestedState は、整数
列挙型の 1 つで、 次
の機会でエレメントを
シャットダウン (値 =

4) するべきか、使用可
能 (2) にするべきか、
使用不可 (3) にするべ
きか、オフライン (6)

にするべきか、テスト
(7) するべきかを表しま
す。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウ

ン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約
済み

ResetCapability Uint16 使用可能になっている
場合は、ComputerSystem

はハードウェア (電源ボ
タンおよびリセット・
ボタンなど) を使用して
リセットできます。使
用不可になっている場
合、ハードウェアによ
るリセットはできませ
ん。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用不可
4 使用可能
5 実装されてい

ません

Roles String[] Write(TRUE) サポートされないプロ
パティー。
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表 8. IBMTSSVC_CandidateNode のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

このプロパティーは廃
止されたので、
OperationalStatus を使用
してください。 　

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリ
ングで、
OperationalStatus プロパ
ティーが 1 (「その
他」) に設定されている
場合に使用されます。

TimeOfLastState

Change

Date-

time

サポートされないプロ
パティー。

IBMTSSVC_CandidateStorageHardwareID
IBMTSSVC_CandidateStorageHardwareID は、CIM_LogicalElement クラスを拡張しま
す。

プロパティー

IBMTSSVC_CandidateStorageHardwareID は CIM_LogicalElement クラスの拡張で、
表 9 に示すプロパティーを持ちます。

表 9. IBMTSSVC_CandidateStorageHardwareID のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。

Description String テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。

InstallDate Date-

time

日時の値で、オブジェク
トがインストールされた
日時を示します。値がな
い場合、オブジェクトが
インストールされていな
いことを示すわけではあ
りません。

Name String MaxLen(1024) オブジェクトが識別され
るラベル。 Name プロ
パティーは、サブクラス
化された場合、オーバー
ライドされて Key プロ
パティーになります。
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表 9. IBMTSSVC_CandidateStorageHardwareID のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
.. DMTF 予約済

み
0x8000..

ベンダー予約済
み

Status String 廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)、
MaxLen(10)

ストリングは、オブジェ
クトの現在の状況を示し
ます。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

さまざまな
OperationalStatus のアレ
イ値を説明するストリン
グ。

StorageID String ModelCorrespondence

(CIM_StorageHardware

ID.IDType)

候補ポートの固有の ID

SystemName String hwid が属する候補のク
ラスターの IP アドレ
ス。
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IBMTSSVC_CandidateVolume
IBMTSSVC_CandidateVolume クラスは、同期コピー関係になる可能性のあるボリュ
ームを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_CandidateVolume クラスは CIM_LogicalElement クラスの拡張で、表 10

に示すプロパティーを持ちます。

表 10. IBMTSSVC_CandidateVolume のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AuxClusterID String このボリュームのクラス
ターの ID。

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

Description String テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementName String オブジェクトの使いやす
い名前。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(1024) オブジェクトが認識され
るラベルを定義します。
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表 10. IBMTSSVC_CandidateVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。さまざまな
健全性および操作状況が
定義されます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

SourceVolumeID String 潜在的なマスター
StorageVolume の ID。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

このプロパティーは廃止
されたので、
OperationalStatus を使用
してください。 　

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

SystemName String 有効範囲設定クラスター
の IP アドレス。

IBMTSSVC_Chassis
IBMTSSVC_Chassis クラスは、他のエレメントを含み、 製品の定義可能な機能を提
供する物理フレームを表します。
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プロパティー

IBMTSSVC_Chassis クラスは CIM_Chassis クラスの拡張で、表 11 に示すプロパテ
ィーを持ちます。

表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AudibleAlarm Boolean フレームが音響アラーム
を装備しているかどうか
を示します。

BreachDescription String ModelCorrespondence

(CIM_PhysicalFrame.

SecurityBreach)

サポートされないプロパ
ティー。

CableManagement

Strategy

String サポートされないプロパ
ティー。

CanBeFRUed Boolean サポートされないプロパ
ティー。

Caption String MaxLen(64) Caption プロパティー
は、短いテキスト (1 行
のストリング) によるオ
ブジェクトの記述です。
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ChassisPackage

Type

Uint16 Experimental(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Chassis.Chassis

TypeDescription)

ChassisPackageType は、
Chassis (シャーシー) と
いうタイプの物理フォー
ム要因を表します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 SMBIOS 予約済

み
3 デスクトップ
4 低プロファイ

ル・デスクトッ
プ

5 ピザ・ボックス
6 ミニ・タワー
7 タワー
8 ポータブル
9 ラップトップ
10 ノートブック
11 ハンドヘルド
12 ドッキング・ス

テーション
13 オール・イン・

ワン
14 サブノートブッ

ク
15 スペース節約
16 ランチ・ボック

ス
17 メイン・システ

ム・シャーシー
18 拡張シャーシー
19 サブシャーシー
20 バス拡張シャー

シー
21 周辺装置シャー

シー
22 ストレージ・シ

ャーシー
23 SMBIOS 予約済

み
24 密封ケース PC

25 SMBIOS 予約済
み

.. DMTF 予約済み
0x8000..0xFFFF

ベンダー予約済
み
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ChassisType

Description

String Experimental(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Chassis.Chassis

PackageType)

ChassisPackageType に関
してさらに多くの情報を
提供するストリング。

ChassisTypes Uint16[] 廃止
(CIM_Chassis.Chassis

PackageType

CIM_Chassis.Multiple

SystemSupport)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_Chassis.Type

Descriptions)

列挙型整数値アレイであ
り、シャーシーのタイプ
を示します。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 デスクトップ
4 低プロファイ

ル・デスクトッ
プ

5 ピザ・ボックス
6 ミニ・タワー
7 タワー
8 ポータブル
9 ラップトップ
10 ノートブック
11 ハンドヘルド
12 ドッキング・ス

テーション
13 オール・イン・

ワン
14 サブノートブッ

ク
15 スペース節約
16 ランチ・ボック

ス
17 メイン・システ

ム・シャーシー
18 拡張シャーシー
19 サブシャーシー
20 バス拡張シャー

シー
21 周辺装置シャー

シー
22 ストレージ・シ

ャーシー
23 ラック・マウン

ト・シャーシー
24 密封ケース PC

25 マルチシステ
ム・シャーシー
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

CurrentRequired

OrProduced

Uint16 Units(Amps at 120 Volts) サポートされないプロパ
ティー。

Depth Real32 Units(Inches) インチで表した
PhysicalPackage の奥行
き。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String シャーシーの使いやすい
名前。

HeatGeneration Uint16 Units(BTU per Hour) サポートされないプロパ
ティー。

Height Real32 Units(Inches) インチで表した
PhysicalPackage の高さ。

HotSwappable Boolean Deprecated(PhysicalPackage.

RemovalConditions)

PhysicalPackage が、物理
的には別のものだが機能
的には同等のものでエレ
メントを置き換えること
ができ、さらに収容パッ
ケージに電源が供給され
ている (つまりオンにな
っている) 場合は、 その
PhysicalPackage は
HotSwappable です。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IsLocked Boolean サポートされないプロパ
ティー。

LockPresent Boolean フレームがロックによっ
て保護されているかどう
かを示します。

ManufactureDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Manufacturer String MaxLen(256) PhysicalElement を作成し
た組織の名前。これはエ
レメントの購入元のエン
ティティーである場合も
ありますが、それが常時
true であるとはかぎりま
せん。後者の情報は、
CIM_Product のベンダ
ー・プロパティーに入っ
ています。

Model String MaxLen(256) 一般的に PhysicalElement

が認識されている名前。

MultipleSystem

Support

Uint16 Experimental(TRUE) MultipleSystemSupport

は、このシャーシーが複
数のシステム、たとえ
ば、サーバー・ブレード
をサポートするかどうか
を示します。
コード 意味
0 不明
1 True

2 False

Name String MaxLen(1024) オブジェクトが認識され
るラベルを定義します。
Name プロパティーは、
サブクラス化された場
合、オーバーライドされ
て Key プロパティーに
なります。

NumberOf

PowerCords

Uint16 すべてのコンポーネント
の操作のために、シャー
シーに接続する必要があ
る電源コードの本数を示
す整数。
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。さまざまな
健全性および操作状況が
定義されます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherIdentifying

Info[]

String Write(TRUE) OtherIdentifyingInfo は、
Tag 情報以外の追加デー
タをキャプチャーし、こ
のデータは
PhysicalElement を識別す
るために使用できます。

PartNumber String MaxLen(256) PhysicalElement を作成ま
たは製造する組織によっ
て割り当てられるパー
ツ・ナンバー。

PoweredOn Boolean サポートされないプロパ
ティー。

RackMountable Uint16 Experimental(TRUE) RackMountable は、シャ
ーシーがラック・マウン
ト可能かどうかを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 True

2 False

第 6 章 CIM エージェントのオブジェクト・クラス 81



表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Removable Boolean Deprecated(PhysicalPackage.

RemovalConditions)

PhysicalPackage は、通常
存在している物理コンテ
ナーとの間で全体パッケ
ージ化の機能を損なわず
に出し入れができるよう
に設計されている場合、
取り外し可能です。

RemovalConditions Uint16 PhysicalPackage が取り外
しできる条件を記述する
ために使用されます。
コード 意味
0 不明
2 適用外
3 オフのときに取

り外し可能
4 オン/オフのとき

に取り外し可能

Replaceable Boolean 廃止 (No Value) PhysicalPackage は、エレ
メントを物理的に別のも
ので置き換える (FRU ま
たはアップグレードする)

ことができる場合は置き
換え可能です。

SecurityBreach Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_PhysicalFrame.

BreachDescription)

列挙型整数値プロパティ
ー。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 ブリーチなし
4 ブリーチが試行

された
5 ブリーチが成功

した

SerialNumber String MaxLen(256) PhysicalElement を識別す
るために使用される、製
造メーカーによって割り
振られた番号。

ServiceDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_PhysicalFrame.

ServicePhilosophy)

サポートされないプロパ
ティー。
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ServicePhilosophy Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_PhysicalFrame.

ServiceDescriptions)

サポートされないプロパ
ティー。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 上面からの保守
3 前面からの保守
4 背面からの保守
5 側面からの保守
6 スライド式トレ

イ
7 取り外し可能サ

イド
8 移動可能

SKU String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセット
されます。情報について
は、OperationalStatus を
参照してください。

StatusDescriptions[] String ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

Tag String MaxLen(256) PhysicalElement を一意的
に識別し、そのエレメン
トのキーの役割を果た
す、任意のストリング。

TypeDescriptions String[] 廃止
(CIM_Chassis.Chassis

TypeDescription)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_Chassis.ChassisTypes)

サポートされないプロパ
ティー。

UserTracking String Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

VendorEquipmentType String サポートされないプロパ
ティー。

Version String MaxLen(64) PhysicalElement のバージ
ョンを示すストリング。

VisibleAlarm Boolean 装置に可視アラームが組
み込まれていることを示
します。
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表 11. IBMTSSVC_Chassis のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Weight Real32 Units(Pounds) ポンドで表した
PhysicalPackage の重量。

Width Real32 Units(Inches) インチで表した
PhysicalPackage の幅。

IBMTSSVC_Cluster
IBMTSSVC_Cluster クラスは、1 つの SAN ボリューム・コントローラー・クラス
ターと最大 4 個のノードのペアを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_Cluster クラスは IBMTSSVC_AbstractCluster クラスの拡張で、表 12 に
示すプロパティーを持ちます。

表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AllocatedCapacity Uint64 Units(Bytes)、Expensive(TRUE) クラスター内のすべての
StorageVolumes の合計
容量。

AvailableCapacity Uint64 Units(Bytes)、Expensive(TRUE) クラスター内の現在使用
可能なスペース。これは
概算です。
BackendStorage 容量に応
じた割り当て済み容量。

Backendstorage

Capacity

Uint64 Units(Bytes)、Expensive(TRUE) クラスターに接続された
すべてのバックエンド・
ストレージの合計容量。

Caption String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
ReadRole(None)

Caption プロパティー
は、短いテキスト (1 行
のストリング) によるオ
ブジェクトの記述です。

ClusterState Uint16 クラスターの状態を示し
ます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 オンライン
3 オフライン
4 劣化
5 使用不可

CodeLevel String Expensive(TRUE) クラスターのコード・レ
ベル。

ConsoleIP String Expensive(TRUE)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
ReadRole(None)

管理コンソールの IP ア
ドレス。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ConsolePort String Expensive(TRUE)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
ReadRole(None)

管理コンソールのポー
ト・アドレス。

CreationClassName String MaxLen(256)、ReadRole(None) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Dedicated Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherDedicatedDescriptions)

列挙型で、
ComputerSystem が特殊
目的システム (すなわち
特定の使用目的専用) で
あるか汎用であるかを示
します。SAN ボリュー
ム・コントローラーは専
用ストレージ・デバイス
であり、{3,15} (「スト
レージ」、「ブロック・
サーバー」) を戻しま
す。
コード 意味
0 非専用
1 不明
2 その他
3 ストレージ
4 ルーター
5 スイッチ
6 レイヤー 3 ス

イッチ
7 セントラル・オ

フィス・スイッ
チ

8 ハブ
9 アクセス・サー

バー
10 ファイアウォー

ル
11 印刷
12 I/O

13 Web キャッシ
ング

14 管理
15 ブロック・サー

バー
16 ファイル・サー

バー
17 モバイル・ユー

ザー・デバイス
18 中継器
19 ブリッジ/エク

ステンダー
20 ゲートウェイ

説明 String テキストによるオブジェ
クトを記述します。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ElementName String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
ReadRole(None)

クラスターの使いやすい
名前。

EmailSetting String Expensive(TRUE) E メールの設定。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数の列挙型標識。さま
ざまな状態において、テ
スト中のエレメントは、
使用可能にも使用不可に
もならず、値「テスト
中」(7) によってアドレ
スされます。 このプロ
パティーが
EnabledLogical Element

のインスタンスに適用さ
れない場合は、 値 5 が
使用されます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

FcPortSpeed Uint64 Units(GigaBit per second)、
Expensive(TRUE)

接続されたファイバー・
チャネルの伝送速度。

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifying Info ア
レイ内の項目の背景の説
明と詳細を提供するフリ
ー・フォーム・ストリン
グのアレイ。このアレイ
の各項目は、同じ索引に
ある OtherIdentifying

Info 内の項目に関連し
ていることに注意してく
ださい。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Interconnect String サポートされないプロパ
ティー。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InterconnectAddress String サポートされないプロパ
ティー。

Locale String Expensive(TRUE) クラスターの現行ロケー
ル設定。

MaxNumberOf

ノード
Uint32 クラスターに加えること

のできるノードの最大数
を示します。制限がない
場合は、0 を入力しま
す。

Name String MaxLen(256)、 ReadRole(None) オブジェクトが識別され
るラベル。フォーマット
: cluster_ip:object_id

NameFormat String MaxLen(64) ComputerSystem 名の生
成方法を示します。SAN

ボリューム・コントロー
ラー はクラスターの ID

を名前として戻すので、
この属性は「その他」に
セットされます。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

クラスターの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherDedicated

Descriptions

String[] ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

Dedicated)、ArrayType(Indexed)

Dedicated アレイに値 2

「その他」が含まれてい
る場合に、システムを専
用にする方法とその理由
を示すストリング。

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (″その他″) にセ
ットされている場合に使
用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。

OtherIdentifying

Info

String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

IdentifyingDescriptions)、
Write(TRUE)、
WriteRole(Service)、
Expensive(TRUE)

クラスターの IP アドレ
ス、サブネット・マス
ク、デフォルト・ゲート
ウェイ、およびサービス
IP アドレス。

PoolCapacity Uint64 Units(Bytes)、Expensive(TRUE) クラスター内のすべての
StoragePools の合計容
量。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities.PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、
ComputerSystem の電源
管理機能を説明します。
このプロパティーは廃止
されました。代わりに、
関連付けられた
PowerManagement

Capabilities クラスの中
の Power Capabilites プ
ロパティーを使用する必
要があります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされな

い
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った

電源節約モード
5 設定可能な電源

状態
6 サポートされる

電源サイクル
7 サポートされる

時刻指定電源オ
ン

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、Write(TRUE)、
Expensive(TRUE)

クラスターの主担当者の
E メール・アドレス。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE)、 サポートされないプロパ
ティー。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙値。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

RequiredMemory Uint32 Units(MegaBytes)、
Expensive(TRUE)

クラスターに必要なメモ
リー容量。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ResetCapability Uint16 使用可能 (値 = 4) にな
っている場合は、
ComputerSystem はハー
ドウェア (電源ボタンお
よびリセット・ボタン)

を使用してリセットでき
ます。使用不可 (値 =

3) になっている場合、
ハードウェアのリセット
は行えません。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用不可
4 使用可能
5 実装されていま

せん

Roles String[] Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

SNMPCommunity String Expensive(TRUE) SNMP コミュニティ
ー。

SNMPServerIP String Expensive(TRUE) SNMP サーバーの IP

アドレス。

SNMPSetting String Expensive(TRUE) クラスターの SNMP 設
定。

StatisticsFrequency Uint32 Units(Seconds)、
Expensive(TRUE)

クラスター統計の更新間
隔を示します。

StatisticsStatus Boolean Expensive(TRUE) 統計の収集がアクティブ
である場合は true で
す。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

クラスターの状態。
「OK」、「キーが拒否
されました」、「無効な
指紋」、「クラスター・
インターフェースが選択
不可」、「CLI エラー
RC」、「接続逸失」、
または「接点なし」のい
ずれかになります。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 12. IBMTSSVC_Cluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

TimeZone String Expensive(TRUE) クラスターの時間帯設
定。

Types Uint16[] クラスターのタイプ。こ
れは、クラスターがフェ
イルオーバー (値=2) 用
か、パフォーマンス (3)

用かなどを指定します。
指定できる値は相互に排
他的ではありません。し
たがって、Types はアレ
イになります。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 フェイルオーバ

ー
3 パフォーマンス
4 分散 OS

5 ノード・グルー
プ化

6 SYSPLEX

IBMTSSVC_Controller
IBMTSSVC_Controller クラスは CIM_SCSIController クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_Controller クラスは、ホストのポートからストレージ・ボリュームへの
許可パスのモデル化に使用される論理SAN ボリューム・コントローラーを表し、
94ページの表 13 に示すプロパティーを持ちます。
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AccessGranted Boolean ModelCorrespondence

(CIM_Controller.

AuthorizationView)

このプロパティーは、
AccessControl

Information インスタン
スへの Authorization

Subject 関連を持たない
装置を、直接あるいはコ
ントローラーを介して検
出するためのクイック・
インターフェースを提供
します。True は、装置
が一部のコンシューマー
にアクセス権限を付与し
たことを示します。False

は、アクセス権限が付与
されていないことを示し
ます。

Additional

Availability

Uint16[] 廃止 (CIM_Associated

PowerManagementService.

PowerState

CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus

CIM_EnabledLogical

Element.EnabledStatus)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

Availability)

Availability プロパティ
ーに指定されている内容
の他に、装置の可用性と
状況を指定します。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・

エラー
13 電源節約 - 不

明
14 電源節約 - 低

電源モード
15 電源節約 - ス

タンバイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警

告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Availability Uint16 廃止 (CIM_Associated

PowerManagementService.

PowerState

CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus

CIM_EnabledLogical

Element.EnabledStatus)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

AdditionalAvailability)

装置の 1 次可用性と状
況。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・

エラー
13 電源節約 - 不

明
14 電源節約 - 低

電源モード
15 電源節約 - ス

タンバイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警

告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ConnectionRole Uint16[] プロトコル・コントロー
ラーは、接続:¥n の中の
いくつかの役割の 1 つ
以上を使用できます。あ
るアプリケーションで
は、コントローラーは両
方の機能 (接続を提供す
る機能および消費する機
能の両方) を持つことが
でき、 したがってアレ
イ ¥nSpecific になりま
す。例: HBA は、RAID

アレイ上で「クライアン
ト」、すなわちフロント
エンド・コントローラー
になり、また「サーバ
ー」および SCSI 拡張
コピー・コントローラー
の両方になります。
コード 意味
0 不明
2 サーバー
3 クライアント

Controlled Boolean サポートされないプロパ
ティー。

CreationClassName String MaxLen(256) CreationClassName は、
インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

説明 String Description プロパティ
ーは、テキストによって
オブジェクトを記述しま
す。

DeviceID String MaxLen(64) LogicalDevice に一意的
に名前をつけるためのア
ドレスまたはその他の識
別情報。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙値。さまざまな
状態において、テスト中
のエレメントは、使用可
能にも使用不可にもなら
ず、値「テスト中」(7)

によってアドレスされま
す。 このプロパティー
が EnabledLogical

Element のインスタンス
に適用されない場合は、
値 5 (「適用外」) が使
用されます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

ErrorCleared Boolean 廃止 (CIM_Managed

SystemElement.

OperationalStatus)

サポートされないプロパ
ティー。

ErrorDescription String 廃止 (CIM_Device

ErrorData.ErrorDescription)

サポートされないプロパ
ティー。

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレ
イ内の項目の背景の説明
と詳細を提供するフリ
ー・フォーム・ストリン
グのアレイ。注: このア
レイの各項目は、同じ索
引にある
OtherIdentifying Info 内
の項目に関連していま
す。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

LastErrorCode Uint32 廃止 (CIM_Device

ErrorData.LastErrorCode)

サポートされないプロパ
ティー。

MaxQuiesce

Time

Uint64 廃止 (No value)、
Units(MilliSeconds)

サポートされないプロパ
ティー。

MaxUnitsControlled Uint32 このプロトコル・コント
ローラーによって制御さ
れるか、このプロトコ
ル・コントローラーを使
用してアクセスされる装
置の最大数。

Name String MaxLen(1024) オブジェクトが識別され
るラベル。フォーマット
: RedundancyGroup_id:

Host_id

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。このプロパ
ティーは常時「不明」と
報告します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (「その他」) に
セットされている場合に
使用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。

OtherIdentifying

Info

String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

IdentifyingDescriptions)

OtherIdentifying Info

は、DeviceID 情報以外
の追加データをキャプチ
ャーし、このデータは
LogicalDevice を識別す
るために使用できます。

Power

Management

Capabilities

Uint16[] 廃止 (CIM_Power

ManagementCapabilities.

PowerCapabilities)

このプロパティーは廃止
されました。関連付けら
れた Power Management

Capabilities クラスの中
の PowerCapabilites プロ
パティーを使用する必要
があります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされな

い
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った

電源節約モード
5 設定可能な電源

状態
6 サポートされる

電源サイクル
7 サポートされる

時刻指定電源オ
ン

Power

Management

Supported

Boolean 廃止 (CIM_Power

ManagementCapabilities)

装置を電源管理対象にで
きることを示すブール。

PowerOnHours Uint64 廃止 (CIM_Powered

StatisticalData.PowerOn

Hours)、Units(Hours)、
Counter(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Status String MaxLen(10)、
廃止 (CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

StatusInfo Uint16 廃止 (CIM_Enabled

LogicalElement.EnabledState)

LogicalDevice が使用可
能または使用不可のどち
らの状態かを示します。
StatusInfo はコントロー
ラーには適用されないの
で、値「適用外」が使用
されます。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用可能
4 使用不可
5 適用外

SystemCreation

ClassName

String Propagated(CIM_System.

CreationClassName)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
CreationClassName。

SystemName String Propagated (CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 13. IBMTSSVC_Controller のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

TotalPower

OnHours

Uint64 廃止 (CIM_Powered

StatisticalData.TotalPower

OnHours)、Units(Hours)、
Counter(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_ControllerConfigurationService
IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスは
CIM_ControllerConfigurationService を拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスは、表 14 に示すプロパティーを持
ちます。

表 14. IBMTSSVC_ControllerConfigurationService のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64)、 サポートされないプロパ
ティー。

CreationClassName String MaxLen(256) CreationClass Name は、
インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String Description プロパティー
は、テキストによってオ
ブジェクトを記述しま
す。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。
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表 14. IBMTSSVC_ControllerConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、エ
レメントは「使用可能」
です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。
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表 14. IBMTSSVC_ControllerConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サービスの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabled

State

String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/使
用不可状態を記述するス
トリングで、
EnabledStatus プロパティ
ーが 1 (「その他」) に
セットされている場合に
使用されます。
EnabledStatus が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされてい
なければなりません。

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

104 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



表 14. IBMTSSVC_ControllerConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。
EnabledStatus が 5 (「適
用外」) にセットされて
いるときは、このプロパ
ティーに書き込みをして
も効果がないことに注意
してください。デフォル
トでは、エレメントの
RequestedStatus は「変更
なし」にセットされてい
ます。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

Started Boolean このサービスが開始され
たかどうかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、
Deprecated(CIM_Service.

EnabledDefault)

このサービスが、手動ま
たは自動のどちらで開始
されたかを示します。

Status String MaxLen(10)、
廃止 (CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

SystemCreation

ClassName

String Propagated(CIM_System.

CreationClassName)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
作成クラスの名前。

SystemName String Propagated(CIM_System.

Name)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。
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表 14. IBMTSSVC_ControllerConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities
IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities クラスは、
CIM_ProtocolControllerMaskingCapabilities クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities クラスは、表 15 に示すプロパティーを持
ちます。

表 15. IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AttachDevice

Supported

Boolean このストレージ・シス
テムが AttachDevice メ
ソッドをサポートする
場合は、true にセット
されます。

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

ClientSelectable

DeviceNumbers

Boolean このストレージ・シス
テムが、Controller

Configuration

Service.AttachDevice() お
よび Controller

Configuration

Service.AttachDevice() を
呼び出すときにクライ
アントが DeviceNumber

パラメーターを指定す
ることを許可する場合
は、True にセットされ
ます。 インプリメンテ
ーションで Protocol

Controller の装置番号が
変わることを許可しな
い場合は、false にセッ
トされます。

説明 String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String Required(TRUE) Capabilities のこのイン
スタンスの使いやすい
名前。
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表 15. IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String このクラスのインスタ
ンスを不透明に、一意
的に識別します。

OneHardware

IDPerView

Boolean このストレージ・シス
テムが、構成をビュー
ごとに 1 つの対象ハー
ドウェア ID に制限す
る場合は、true にセッ
トされます。そうでな
い場合は、ハードウェ
ア ID の複数のタイプ
が使用できます。デフ
ォルトは FALSE であ
り、複数の ID タイプ
が 1 つのビューの中で
使用できます。

OtherValid

HardwareID

Types

String[] ArrayType(Indexed) ストリングのアレイで
あり、有効な Storage

HardwareID.IDType のタ
イプを説明します。
ValidHardware IdTypes

に 1 (「その他」) が含
まれているときに使用
されます。

PortsPerView Uint16 整数列挙型であり、基
礎にあるストレージ・
システムによって、ビ
ュー (ProtocolController)

ごとにポートが管理さ
れる方法を示します。
コード 意味
2 ビューごとに

1 つのポート
3 ビューごとに

複数のポート
4 すべてのポー

トが 1 つのビ
ューを共用す
る

PrivilegeDenied

Supported

Boolean このストレージ・シス
テムが、クライアント
に、PrivilegeGranted を
FALSE にセットして
Privilege インスタンス
を作成することを許可
する場合は、true にセ
ットされます。
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表 15. IBMTSSVC_ControllerMaskingCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Protocol

Controller

Requires

AuthorizedIdentity

Boolean true の場合、このプロ
パティーは、
CreateProtocol

Controller() が呼び出さ
れるときには、 少なく
とも 1 つの
Privilege/Identity ペアを
指定する必要があるこ
とを示します。

Protocol

Controller

Supports

Collections

Boolean true である場合、この
プロパティーは、
CreateProtocol

Conntroller WithPorts()

の Identity パラメータ
ーには、CIM_Collection

(またはサブクラス) あ
るいは CIM_Identity (ま
たはサブクラス) へのリ
ファレンスが入ってい
なければならないこと
を示します。

UniqueUnit

NumbersPerPort

Boolean false にセットされてい
ると、1 つの
LogicalPort に接続され
ているさまざまな
Protocol Contollers は同
じ装置番号を公開でき
ます。true の場合は、
このストレージ・シス
テムでは、1 つの
LogicalPort に接続され
ている Protocol

Controllers のすべて
で、固有の装置番号が
必要になります。

ValidHardware

IdTypes

Uint16[] ArrayType(Indexed) StrorageHardware

ID.IDType の有効値の
リスト。
コード 意味
1 その他
2 ポート WWN

3 ノード WWN

4 ホスト名

IBMTSSVC_Dumps
IBMTSSVC_Dumps クラスは、CIM_SettingData クラスを拡張します。
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プロパティー

IBMTSSVC_Dumps クラスは、表 16 に示すプロパティーを持ちます。

表 16. IBMTSSVC_Dumps のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Admin String[] 管理者ログ・ファイル
名のアレイ。

Caption String MaxLen(64) Caption プロパティー
は、短いテキスト (1

行のストリング) によ
るオブジェクトの記述
です。

Configs String[] 構成ダンプ・ファイル
名のアレイ。

Description String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String Required(TRUE) SettingData のこのイン
スタンスの使いやすい
名前。

Elogs String[] エラー・ログ・ファイ
ル名のアレイ。

Feature String[] フィーチャー・ログ・
ファイル名のアレイ。

InstanceID String SettingData の固有イン
スタンスを不透明に識
別します。 InstanceID

はネームスペース内で
固有でなければなりま
せん。これを確実に実
行するには、InstanceID

の値を次の方法で構成
する必要があります。
つまり、¥n (ベンダー
ID)(ID) には、ビジネ
ス・エンティティーが
所有している著作権付
き、商標登録済み、ま
たはその他の固有の名
前、あるいはこの
InstanceID を定義して
いるビジネス・エンテ
ィティーに割り当てら
れている登録済み ID

を組み込む必要があり
ます。

Iostats String[] iostats ログ・ファイル
名のアレイ。
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表 16. IBMTSSVC_Dumps のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Iotrace String[] iotrace ログ・ファイル
名のアレイ。

IBMTSSVC_FCPort
IBMTSSVC_FCPort クラスは、SAN ボリューム・コントローラー・ノードのファイ
バー・チャネル・ポートを表します。

プロパティー

一般に、SAN ボリューム・コントローラーのペアのファイバー・チャネル・ポート
はすべて同一装置に接続されます。IBMTSSVC_FCPort クラスは CIM_FCPort クラ
スの拡張で、表 17 に示すプロパティーを持ちます。

表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー
プロパティー 型 修飾子 説明

ActiveCOS Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_FCPort.SupportedCOS)

整数のアレイで、アクティブな
サービス・クラス (COS) を示
します。アクティブな COS

は、ActiveCOS の中で示されま
す。
コード 意味

0 不明
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 F
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ActiveFC4Types Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_FCPort.Supported

FC4Types)

整数のアレイで、現在実行され
ているファイバー・チャネル
FC-4 プロトコルを表します。
サポートされているすべてのプ
ロトコルのリストは、Supported

FC4Types プロパティーに示さ
れます。
コード 意味

0 不明
1 その他
4 ISO/IEC 8802 - 2

LLC

5 IP over FC

8 SCSI - FCP

9 SCSI - GPP

17 IPI - 3 Master

18 IPI - 3 Slave

19 IPI - 3 Peer

21 CP IPI - 3 Master

22 CP IPI - 3 Slave

23 CP IPI - 3 Peer

25 SBCCS チャネル
26 SBCCS コントロー

ル・ユニット
27 FC-SB-2 チャネル
28 FC-SB-2 コントロ

ール・ユニット
32 ファイバー・チャ

ネル・サービス
(FC-GS、
FC-GS-2、
FC-GS-3)

34 FC-SW

36 FC - SNMP

64 HIPPI - FP

80 BBL コントロール
81 BBL FDDI カプセ

ル化された LAN

PDU

82 BBL 802.3 カプセ
ル化された LAN

PDU

88 FC - VI

96 FC - AV

255 ベンダー固有

ActiveMaximum

TransmissionUnit

Uint64 Units(Bytes)、 サポートされないプロパティ
ー。

Additional

Availability

Uint16[] 廃止
(CIM_AssociatedPower

ManagementService.

PowerState

CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus

CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

Availability)

Availability プロパティーに指
定されている内容の他に、装置
の可用性と状況を指定します。
SAN ボリューム・コントロー
ラーによって、常時、「不明」
として報告されます。
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

AutoSense Boolean NetworkPort が、接続されてい
るネットワーク・メディアの速
度またはその他の通信特性を自
動的に判別できるかどうかを示
します。

Availability Uint16 廃止
(CIM_AssociatedPower

ManagementService.

PowerState

CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus

CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

AdditionalAvailability)

装置の 1 次可用性と状況。常
時、「不明」として報告されま
す。

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパティ
ー。

CreationClassName String MaxLen(256) CreationClass Name は、インス
タンスの作成に使用されるクラ
スまたはサブクラスの名前を示
します。このプロパティーを、
このクラスのその他のキー・プ
ロパティーとともに使用する
と、このクラスおよびそのサブ
クラスのすべてのインスタンス
が一意的に識別されます。

説明 String テキストによるオブジェクトを
記述します。

DeviceID String MaxLen(64)、 Expensive(TRUE) LogicalDevice に一意的に名前
をつけるためのアドレスまたは
その他の識別情報。

ElementName String サポートされないプロパティ
ー。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレメント
の EnabledStatus のための管理
者のデフォルト/開始構成を表
します。デフォルトでは、エレ
メントは「使用可能」です。
コード 意味

2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただしオ

フライン)

7 デフォルトなし
8..32767 DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただしオ

フライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み

ErrorCleared Boolean 廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

サポートされないプロパティ
ー。

ErrorDescription String 廃止
(CIM_DeviceErrorData.

ErrorDescription)

サポートされないプロパティ
ー。

FullDuplex Boolean ポートが全二重モードで操作中
であることを示すブール。

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifying Info アレイ内
の項目の背景の説明と詳細を提
供するフリー・フォーム・スト
リングのアレイ。このアレイの
各項目は、 同じ索引にある
OtherIdentifyingInfo 内の項目に
関連していることに注意してく
ださい。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパティ
ー。

LastErrorCode Uint32 廃止
(CIM_DeviceErrorData.

LastErrorCode)

サポートされないプロパティ
ー。

LinkTechnology Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_NetworkPort.Other

LinkTechnology)

列挙型で、リンクのタイプを示
します。1 (「その他」) にセ
ットされていると、関連プロパ
ティー OtherLink Technology

には、リンクのタイプのストリ
ング記述が入ります。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 イーサネット
3 IB

4 FC

5 FDDI

6 ATM

7 トークンリング
8 フレーム・リレー
9 赤外線
10 BlueTooth

11 無線 LAN
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

MaxQuiesceTime Uint64 廃止 (No value)、 Units(MilliSeconds) サポートされないプロパティ
ー。

MaxSpeed Uint64 Units(Bits per Second) ポートの最大速度 (ビット/

秒)。

Name String MaxLen(1024) サポートされないプロパティ
ー。

NetworkAddresses String[] MaxLen(64) サポートされないプロパティ
ー。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)、
Expensive(TRUE)

ポートの現在の状況を示しま
す。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能エ

ラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンティ

ティーをサポート
する

17 完了
18 電源モード

OtherEnabled

State

String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/使用不
可状態を記述するストリング
で、EnabledState プロパティー
が 1 (″その他″) にセットされ
ている場合に使用されます。
EnabledState が 1 以外の値で
ある場合は、このプロパティー
は必ず NULL にセットされて
いなければなりません。

OtherIdentifying

Info

String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

IdentifyingDescriptions)

DeviceID 情報以外の追加デー
タをキャプチャーし、このデー
タは LogicalDevice を識別する
ために使用できます。

OtherLink

Technology

String ModelCorrespondence

(CIM_NetworkPort.

LinkTechnology)

ストリング値で、「その他」に
セットされているときに
LinkTechnology を記述しま
す。

OtherNetwork

PortType

String ModelCorrespondence

(CIM_NetworkPort.

PortType)

PortType が「その他」にセッ
トされているときに、モジュー
ルのタイプを記述します。
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Permanent

Address

String MaxLen(64)、Expensive(TRUE) ポートにハードコーディングさ
れるネットワーク・アドレスを
定義します。 ’ハードコーディ
ング’ されるこのアドレスは、
ファームウェアのアップグレー
ドまたはソフトウェア構成によ
って変更できます。

PortNumber Uint16 Expensive(TRUE) NetworkPort は、多くの場合、
論理モジュールまたはネットワ
ーク・エレメントに相対に番号
が付けられます。

PortType Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_NetworkPort.

OtherNetworkPortType)

ポート用に現在使用可能になっ
ている特定モード。
コード 意味

0 不明
1 その他
10 N

11 NL

12 F/NL

13 Nx

14 E

15 F

16 FL

17 B

18 G

16000..65535

ベンダー予約済み

Power

Management

Capabilities

Uint16[] 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities.Power

Capabilities)

装置の電源管理機能を記述しま
す。このプロパティーは廃止さ
れました。代わりに、関連付け
られた Power Management

Capabilities クラスの中の
PowerCapabilites プロパティー
を使用する必要があります。
コード 意味

0 不明
1 サポートされない
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った電

源節約モード
5 設定可能な電源状

態
6 サポートされる電

源サイクル
7 サポートされる時

刻指定電源オン

Power

Management

Supported

Boolean 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities)

装置を電源管理対象にできるこ
とを示すブール。このプロパテ
ィーは廃止されました。代わり
に、関連付けられた Power

Management Capabilities クラス
(Element Capabilities 関係を使
用して関連付けられている) が
存在していることが、電源管理
がサポートされていることを示
します。
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PowerOnHours Uint64 廃止
(CIM_PoweredStatistical

Data.PowerOnHours)、
Units(Hours)、
Counter(TRUE)

サポートされないプロパティ
ー。

RequestedSpeed Uint64 Write(TRUE)、
Units(Bits per Second)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalPort.Speed)

サポートされないプロパティ
ー。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。SAN ボリュ
ーム・コントローラーはこの属
性を評価しないこと、したがっ
て、これが変更された場合で
も、アクションがとられること
はないことに注意してくださ
い。
コード 意味

2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み

Speed Uint64 Units(Bits per Second) 現行帯域幅の推定値 (ビット/

秒)。帯域幅が変化するポー
ト、あるいは正確な推定ができ
ないポートの場合は、このプロ
パティーに名目帯域幅を入れる
必要があります。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

廃止されたプロパティーであ
り、″不明″ にセットされま
す。状況情報については、
OperationalStatus を参照してく
ださい。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

OperationalStatus プロパティー
が「その他」に設定されている
場合に使用される状況の記述。

StatusInfo Uint16 廃止
(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

LogicalDevice が使用可能、使
用不可、またはその他の状態の
いずれにあるかを示します。こ
のプロパティーは廃止されまし
た。常時、値「不明」が報告さ
れます。
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

SupportedCOS Uint16[] 整数のアレイであり、サポート
されているファイバー・チャネ
ルのサービス・クラス (COS)

を示します。 アクティブな
COS は、ActiveCOS の中で示
されます。
コード 意味

0 不明
1 1

2 2

3 3

4 4

5 6

6 F

Supported

FC4Types

Uint16[] 整数のアレイで、サポートされ
ているファイバー・チャネル
FC-4 プロトコルを示します。
アクティブで実行中のプロトコ
ルは、ActiveFC4 Types プロパ
ティー内に示されます。
コード 意味

0 不明
1 その他
4 ISO/IEC 8802 - 2

LLC

5 IP over FC

8 SCSI - FCP

9 SCSI - GPP

17 IPI - 3 Master

18 IPI - 3 Slave

19 IPI - 3 Peer

21 CP IPI - 3 Master

22 CP IPI - 3 Slave

23 CP IPI - 3 Peer

25 SBCCS チャネル
26 SBCCS コントロー

ル・ユニット
27 FC-SB-2 チャネル
28 FC-SB-2 コントロ

ール・ユニット
32 ファイバー・チャ

ネル・サービス
(FC-GS、
FC-GS-2、
FC-GS-3)

34 FC-SW

36 FC - SNMP

64 HIPPI - FP

80 BBL コントロール
81 BBL FDDI カプセ

ル化された LAN

PDU

82 BBL 802.3 カプセ
ル化された LAN

PDU

88 FC - VI

96 FC - AV

255 ベンダー固有
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表 17. IBMTSSVC_FCPort のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

SupportedMaximum

TransmissionUnit

Uint64 Units(Bytes) サポートされないプロパティ
ー。

SystemCreation

ClassName

String Propagated

(CIM_System.Creation

ClassName)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
CreationClassName。

SystemName String Propagated

(CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパティ
ー。

TotalPowerOnHours Uint64 廃止
(CIM_PoweredStatistical

Data.TotalPowerOnHours),

Units(Hours)、Counter(TRUE)

サポートされないプロパティ
ー。

UsageRestriction Uint16 ポートがフロントエンドでの使
用またはバックエンドでの使用
のどちらかに制限されているか
どうかを示します。
コード 意味

0 不明
2 フロントエンドの

み
3 バックエンドのみ
4 制限されていない

IBMTSSVC_Features
IBMTSSVC_Features クラスは、SAN ボリューム・コントローラーの使用可能機能
を指定します。

プロパティー

IBMTSSVC_Features インスタンスは、 関連付けられた IBMTSSVC_Cluster インス
タンスに対応します。IBMTSSVC_Features クラスは CIM_Capabilities クラスの拡張
で、表 18 に示すプロパティーを持ちます。

表 18. IBMTSSVC_Features のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプ
ロパティー。

Description String テキストによるオブ
ジェクトを記述しま
す。

ElementName String Required(TRUE) サポートされないプ
ロパティー。

FlashCopy Boolean Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

クラスターに対して
FlashCopy フィーチ
ャーを使用可能にす
るかどうかを指定し
ます。
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表 18. IBMTSSVC_Features のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String Capabilities の固有イ
ンスタンスを不透明
に識別します。
InstanceID はネーム
スペース内で固有で
なければなりませ
ん。これを確実に行
うには、InstanceID

の値を、¥n(ベンダー
ID)(ID) ¥n という方
法で構成しなければ
なりません。

MaximumCapacity Uint64 Units クラスターの最大容
量を指定します。

RemoteCopy Boolean Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

クラスター用に
RemoteCopy フィー
チャーを使用可能に
するかどうかを指定
します。

IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet クラスは、複数の
IBMTSSVC_StorageSynchronized インスタンスを集約して、整合したコピーが行なわ
れるようにします。

プロパティー

IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet クラスは CIM_SynchronizedSet クラスの拡張
で、表 19 に示すプロパティーを持ちます。

表 19. IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(15)、
Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

短い (1 行のストリング)

テキストによる記述でオブ
ジェクトを識別します。
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表 19. IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CopyType Uint16 Experimental(TRUE) SynchronizedSet の複製ポリ
シーを記述します。値は以
下のとおりです。¥n Async:

ソースの非同期 ¥n コピー
を作成して維持します。¥n

Sync: ソースの同期コピー
¥n を作成して維持します。
¥n UnSyncAssoc: 非同期コ
ピーを作成し、さらに、¥n

ソースへの関連を維持しま
す。
コード 意味
2 Async

3 Sync

4 UnSyncAssoc

.. DMTF 予約済み
0x8000..

ベンダー特定

説明 String テキストによるオブジェク
トを記述します。

ElementName String MaxLen(15)、
Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
Experimental(TRUE)

SynchronizedSet のこのイン
スタンスの使いやすい名前
を指定します。

InstanceID String Key システムによって有効範囲
設定された (システムに含
まれた) 固有インスタンス
を不透明に識別します。
InstanceID はネームスペー
ス内で固有でなければなり
ません。これを確実に行う
には、InstanceID の値を、
¥n(ベンダー ID)(ID) ¥n と
いう方法で構成しなければ
なりません。

Status Uint32 SynchronizedSet の状況を示
します。
コード 意味
2 初期設定済み
3 準備進行中
4 準備済み
5 再同期化進行中
11 活動停止中
12 中断
0x1000 空
0x8001 停止済み
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IBMTSSVC_HardwareIdCollection
IBMTSSVC_HardwareIdCollection クラスは、 ボリュームのアクセスが許可されるホ
スト・ポートを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_HardwareIdCollection クラスは CIM_SystemSpecificCollection クラスの拡
張で、表 20 に示すプロパティーを持ちます。

表 20. IBMTSSVC_HardwareIdCollection のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

Description String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

オブジェクトの使いや
すい名前。

InstanceID String MaxLen(256) オブジェクトが識別さ
れるラベル。フォーマ
ット: cluster_ip:object_id.

MaxPathCount Uint32 Counter(TRUE)、
Expensive(TRUE)

このホストへの FC パ
スの最大数。

NumberOfPorts Uint32 Counter(TRUE) このホスト用に登録さ
れた FC ポートの数。
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表 20. IBMTSSVC_HardwareIdCollection のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystemElement.

StatusDescriptions)

エレメントの現在の状
況を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不

能エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエン

ティティーを
サポートする

17 完了
18 電源モード

PathCount Uint32 Counter(TRUE)、
Expensive(TRUE)

このホストへの FC パ
スの現在数。

PortWWN String[] Expensive(TRUE) このホスト用に登録さ
れた FC ポート。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリ
ングで、
OperationalStatus プロパ
ティーが「その他」に
設定されている場合に
使用されます。

IBMTSSVC_IOGroup
IBMTSSVC_IOGroup クラスは CIM_ComputerSystem クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_IOGroup クラスは、ボリューム・セット用のインターフェースを定義し
ます。すべてのノードおよびボリュームは、1 つの IOGroup にのみ関連付けられま
す。ノードによって提供される読み取りキャッシュおよび書き込みキャッシュは、
冗長度を増すために二重化されます。ボリュームに対して I/O が実行されると、
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その I/O を処理するノードは、IOGroup 内のパートナー・ノードにデータを複写し
ます。このクラスは I/O グループのシステム局面を表し、IOGroupSet はセット局面
を表します。

IBMTSSVC_IOGroup クラスは CIM_ComputerSystem クラスの拡張で、表 21 に示す
プロパティーを持ちます。

表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。
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表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Dedicated Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherDedicatedDescriptions)

列挙型で、
ComputerSystem が特殊
目的システム (すなわち
特定の使用目的専用) で
あるか汎用であるかを示
します。SAN ボリュー
ム・コントローラーは専
用ストレージ・デバイス
であり、{3,15} (「スト
レージ」、「ブロック・
サーバー」) を戻しま
す。
コード 意味
0 非専用
1 不明
2 その他
3 ストレージ
4 ルーター
5 スイッチ
6 レイヤー 3 ス

イッチ
7 セントラル・オ

フィス・スイッ
チ

8 ハブ
9 アクセス・サー

バー
10 ファイアウォー

ル
11 印刷
12 I/O

13 Web キャッシ
ング

14 管理
15 ブロック・サー

バー
16 ファイル・サー

バー
17 モバイル・ユー

ザー・デバイス
18 中継器
19 ブリッジ/エクス

テンダー
20 ゲートウェイ

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

グループの使いやすい名
前。
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表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、エ
レメントは「使用可能」
です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型で、エレメン
トが現在シャットダウン
中であるか、使用可能ま
たは使用不可の状態であ
るかを示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレ
イ内の項目の背景の説明
と詳細を提供するフリ
ー・フォーム・ストリン
グのアレイ。
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表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。フォーマット:

cluster_ip:object_id.

NameFormat String MaxLen(64) ComputerSystem 名の生
成方法を示します。SAN

ボリューム・コントロー
ラー はノードの ID を
名前として戻しますの
で、この属性は「その
他」にセットされます。

NumberOfNodes Uint32 Counter(TRUE) グループ内のノードの
数。

NumberOfVolumes Uint32 Counter(TRUE) グループによって提案さ
れる仮想ディスクの数。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

グループ・レベルで使用
可能な状況情報はありま
せん。個々のノードの状
況を探してください。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
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表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherDedicated

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

Dedicated)

Dedicated アレイに値 2

(「その他」) が含まれて
いる場合に、システムを
専用にする方法とその理
由を示すストリング。

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/使
用不可状態を記述するス
トリングで、EnabledState

プロパティーが 1 (″その
他″) にセットされている
場合に使用されます。
EnabledState が 1 以外の
値である場合は、このプ
ロパティーは必ず NULL

にセットされていなけれ
ばなりません。

OtherIdentifyingInfo String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

IdentifyingDescriptions)

ノードの「冗長グループ
ID」、「冗長グループ
名」、「パートナー・ノ
ード名」、「パートナ
ー・ノード ID」、およ
び「WWWN」。

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities.PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、
ComputerSystem の電源
管理機能を説明します。
このプロパティーは廃止
されました。代わりに、
関連付けられた
PowerManagement

Capabilities クラスの中の
PowerCapabilites プロパ
ティーを使用する必要が
あります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされな

い
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った

電源節約モード
5 設定可能な電源

状態
6 サポートされる

電源サイクル
7 サポートされる

時刻指定電源オ
ン
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表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型であり、次の
機会に、エレメントをシ
ャットダウンするか、使
用可能または使用不可に
するか、オフラインにす
るか、またはテストを行
なうかを示します。この
プロパティーは、要求と
現行の Enabledstatus を
比較するために提供され
ます。SAN ボリュー
ム・コントローラーはこ
の属性を評価しないの
で、これが変更された場
合でも、アクションがと
られることはないことに
注意してください。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み
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表 21. IBMTSSVC_IOGroup のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ResetCapability Uint16 使用可能になっている場
合は、ComputerSystem

はハードウェア (電源ボ
タンおよびリセット・ボ
タン) を使用してリセッ
トできます。使用不可に
なっている場合、ハード
ウェアによるリセットは
できません。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用不可
4 使用可能
5 実装されていま

せん

Roles String[] Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

Status String MaxLen(10)、
廃止 (CIM_Managed

SystemElement.

OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが「その
他」に設定されている場
合に使用されます。

TimeOfLastState

Change

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_IOGroupSet
IBMTSSVC_IOGroup クラスは CIM_ExtraCapacitySet クラスを拡張します。

プロパティー

IOGroupSet は、ボリューム・セット用のインターフェースを定義します。すべての
ノードおよびボリュームは、1 つの IOGroupSet にのみ関連付けられます。ノード
によって提供される読み取りキャッシュおよび書き込みキャッシュは、冗長度を増
すために二重化されます。ボリュームに対して I/O が実行されると、 その I/O を
処理するノードは、IOGroupSet 内のパートナー・ノードにデータを複写します。こ
のクラスは I/O グループのセット局面を表し、IOGroup はシステム局面を表しま
す。

IBMTSSVC_IOGroupSet クラスは CIM_ExtraCapacitySetクラスの拡張で、 130ページ
の表 22 に示すプロパティーを持ちます。
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表 22. IBMTSSVC_IOGroupSet のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行
のストリング) によ
るオブジェクトの記
述。

Description String テキストによるオブ
ジェクトを記述しま
す。

ElementName String Required(TRUE) RedundancySet のこ
のインスタンスの使
いやすい名前。(注:

InstanceName はネー
ムスペース内で固有
である必要はありま
せん。)

InstanceID String インスタンス化ネー
ムスペースの有効範
囲内で、InstanceID

は、このクラスのイ
ンスタンスを不透明
に、一意的に識別し
ます。

LoadBalancedSet Boolean ロード・バランシン
グが ExtraCapacitySet

によってサポートさ
れているかどうかを
示します。

MaxNumber Supported Uint32 MaxNumber

Supported は、
ExtraCapacitySet に参
加できるエレメント
の最大数を示しま
す。値 0 は、エレメ
ントの数に関して制
限がないことを示し
ます。

MinNumberNeeded Uint32 MinValue(1) MinNumberNeeded

は、機能するために
操作可能になってい
なければならないエ
レメントの最小数を
示します。たとえ
ば、N+1 冗長度関係
において、
MinNumberNeeded プ
ロパティーは N に
等しく設定されま
す。
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表 22. IBMTSSVC_IOGroupSet のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RedundancyStatus Uint16 RedundancyStatus

は、RedundancySet

の状態に関する情報
を提供します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 完全に冗長
3 劣化した冗

長
4 冗長逸失

IBMTSSVC_Job
IBMTSSVC_Job クラスは CIM_ConcreteJob クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_Job クラスは、装置でのフォーマット、マイグレーション、またはコピ
ー操作のための非同期コマンドをモニターするのに使用されます。IBMTSSVC_Job

ジョブ・クラスは CIM_ConcreteJob クラスの拡張で、表 23 に示すプロパティーを
持ちます。

表 23. IBMTSSVC_Job のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String ConcreteJob の固有イン
スタンスを不透明に識別
します。 InstanceID は
ネームスペース内で固有
でなければなりません。
これを確実に行うには、
InstanceID の値を、
¥n(ベンダー ID)(ID) ¥n

という方法で構成しなけ
ればなりません。

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。

DeleteOnCompletion Boolean Write(TRUE) 完了時に、ジョブを自動
的に削除すべきかどうか
を示します。このプロパ
ティーが false にセット
されている場合にジョブ
が完了したときは、外部
メソッド DeleteInstance

を使用してジョブを削除
する必要があります。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。
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表 23. IBMTSSVC_Job のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ElapsedTime Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。

ErrorCode Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_Job.ErrorDescription)

サポートされないプロパ
ティー。

ErrorDescription String ModelCorrespondence

(CIM_Job.ErrorCode)

サポートされないプロパ
ティー。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

JobRunTimes Uint32 Write(TRUE)

JobState Uint16 整数列挙型であり、ジョ
ブの操作状態を示しま
す。
コード 意味
2 新規
3 開始
4 実行中
5 中断
6 シャットダウン
7 完了
8 終了済み
9 強制終了済み
10 例外
11 サービス
12..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

JobStatus String ModelCorrespondence

(ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

サポートされないプロパ
ティー。

LocalOrUtcTime Uint16 Write(TRUE) コード 意味
1 地方時刻
2 UTC 時刻

Name String Required(TRUE)、MaxLen(1024) ジョブのこのインスタン
スの使いやすい名前。

Notify String Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。
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表 23. IBMTSSVC_Job のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。さまざまな
健全性および操作状況が
定義されます。列挙型の
値の多くは自明です。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherRecoveryAction String ModelCorrespondence

(CIM_Job.RecoveryAction)

インスタンスの
RecoveryAction プロパ
ティーが「その他」に設
定されているとき、リカ
バリー・アクションを記
述します。

Owner String ModelCorrespondence

(CIM_OwningJobElement)

サポートされないプロパ
ティー。

PercentComplete Uint16 MaxValue(101)、MinValue(0)、
Units(Percent)

この値の要求が出された
ときに、完了しているジ
ョブのパーセンテージ。

Priority Uint32 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。
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表 23. IBMTSSVC_Job のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RecoveryAction Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_Job.OtherRecoveryAction)

正常に実行されなかった
ジョブに対してとるべき
リカバリー・アクション
を記述します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 継続しない
3 次のジョブに進

む
4 ジョブを再実行

する
5 リカバリー・ジ

ョブを実行する

RunDay Uint8 Write(TRUE)、MinValue(-31)、
MaxValue(31)、
ModelCorrespondence

(CIM_Job.RunMonth

CIM_Job.RunDayOfWeek

CIM_Job.RunStartInterval)

RunDayOfWeek Uint8 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Job.RunMonth

CIM_Job.RunDay

CIM_Job.RunStartInterval)

コード 意味
-7 -土曜日
-6 -金曜日
-5 -木曜日
-4 -水曜日
-3 -火曜日
-2 -月曜日
-1 -日曜日
0 毎月同日
1 日曜日
2 月曜日
3 火曜日
4 水曜日
5 木曜日
6 金曜日
7 土曜日
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表 23. IBMTSSVC_Job のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RunMonth Uint8 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Job.RunDay

CIM_Job.RunDayOfWeek

CIM_Job.RunStartInterval)

コード 意味
0 1 月
1 2 月
2 3 月
3 4 月
4 5 月
5 6 月
6 7 月
7 8 月
8 9 月
9 10 月
10 11 月
11 12 月

RunStartInterval Date-

time

Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Job.RunMonth

CIM_Job.RunDay

CIM_Job.RunDayOfWeek

CIM_Job.RunStartInterval)

ScheduledStartTime Date-

time

廃止
(CIM_Job.RunMonth

CIM_Job.RunDay

CIM_Job.RunDayOfWeek

CIM_Job.RunStartInterval)、
Write(TRUE)

サポートされないプロパ
ティー。

StartTime Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

このプロパティーは廃止
されたので、
OperationalStatus を使用
してください。 　

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

状況を記述し、
OperationalStatus プロパ
ティーが 1 (「その
他」) に設定されている
場合に使用されます。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

TimeSubmitted Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

UntilTime Date-

time

Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Job.LocalOrUtcTime)

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_MessageLog
IBMTSSVC_MessageLog クラスは CIM_MessageLog クラスを拡張します。
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プロパティー

IBMTSSVC_MessageLog クラスは CIM_MessageLog クラスの拡張で、表 24 に示す
プロパティーを持ちます。

表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Capabilities Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_MessageLog.Capabilities

Descriptions)

整数のアレイでログ機能
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 サポートされる

レコード書き込
み

3 サポートされる
レコード削除

4 ログ内の逆方向
移動可能

5 サポートされる
ログ凍結

6 サポートされる
ログの消去

7 順序数のレコー
ド番号によるア
ドレッシングの
サポート

8 サポートされる
可変長レコード

9 レコードの可変
長フォーマット

10 上書きのための
レコードのフラ
グ付け

Capabilities

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_MessageLog.Capabilities)

Capabilities アレイに示
されているログ機能につ
いて詳細な説明を提供す
るフリー・フォーム・ス
トリングのアレイ。この
アレイの各項目は、同じ
索引にある Capabilities

アレイ内の項目に関連し
ていることに注意してく
ださい。

Caption String MaxLen(64) Caption プロパティー
は、短いテキスト (1 行
のストリング) によるオ
ブジェクトの記述です。
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CharacterSet Uint16 列挙型で、個々のログ項
目にデータを記録すると
きに使用する文字セット
について説明します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 ASCII

3 Unicode

4 ISO2022

5 ISO8859

6 拡張 UNIX コ
ード

7 UTF-8

8 UCS-2

9 ビットマップ・
データ

10 オクテット文字
列

11 個々のレコード
で定義される

CreationClassName String MaxLen(256) CreationClassName は、
インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

CurrentNumberOf

Records

Uint64 Gauge(TRUE) ログ内の項目 (レコー
ド) の現在の数。

Description String Description プロパティ
ーは、テキストによって
オブジェクトを記述しま
す。

ElementName String オブジェクトの使いやす
い名前。このプロパティ
ーを使用すると、各イン
スタンスは、キー・プロ
パティー/識別データお
よび記述情報に加え、使
いやすい名前を定義する
ことができます。¥n.
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

HeaderFormat String SizeOfHeader プロパテ
ィーがゼロ以外である場
合は、このプロパティー
は、ログ・ヘッダーの構
造およびフォーマットを
記述します。これはフリ
ー・フォーム・ストリン
グです。SizeOfHeader

プロパティーが 0 の場
合、このプロパティーの
情報は未定義です。

InstallDate Date-

time

日時の値で、オブジェク
トがインストールされた
日時を示します。値がな
い場合、オブジェクトが
インストールされていな
いことを示すわけではあ
りません。

IsFrozen Boolean ログは現在凍結されてい
るために変更できないこ
とを示すブール。

LastChange Uint16 列挙型で、MessageLog

への最新の変更を説明し
ます。
コード 意味
0 不明
1 追加
2 削除
3 変更
4 ログの消去

MaxLogSize Uint64 Units(Bytes) ログの最大サイズ (バイ
ト数)。最大サイズに制
限がない場合、
MaxLogSize は 0 にセ
ットする必要がありま
す。

MaxNumberOf

Records

Uint64 ログにキャプチャーでき
るレコードの最大数。未
定義である場合は、値 0

(ゼロ) を指定する必要
があります。
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

MaxRecordSize Uint64 Units(Bytes) Capabilities アレイに値
7 (「サポートされる可
変長レコード」) がある
場合、個々のログ項目
(レコード) の最大サイ
ズ (バイト数)。
Capabilities アレイに 7

がない場合、ログは固定
長項目のみをサポートし
ます。

Name String MaxLen(256) 継承された名前は、
MessageLog インスタン
スのキー (固有 ID) の
一部としての役割を果た
します。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (″その他″) にセ
ットされている場合に使
用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。

OtherPolicy

Description

String ModelCorrespondence

(CIM_MessageLog.

OverwritePolicy)

OverwritePolicy が値 1

(「その他」) を指定し
ているときは、ログの動
作は、このプロパティー
によって説明されます。
OverwritePolicy に 1 が
指定されていない場合
は、このプロパティーの
コンテンツは未定義で
す。

OverwritePolicy Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_MessageLog.

OtherPolicyDescription

CIM_MessageLog.TimeWhen

Outdated CIM_MessageLog

PercentageNearFull)

列挙型で、ログがフルま
たはフルに近くなったと
きのログの動作の説明を
します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 フルになったら

折り返す
3 フルに近くなっ

たら消去する
4 必要であれば、

古くなったログ
を上書きする

5 古くなったレコ
ードを除去する

6 特定のレコード
を上書きする

7 決して上書きし
ない
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PercentageNearFull Uint8 Units(Percent)、
ModelCorrespondence

(CIM_MessageLog.

OverwritePolicy)

OverwritePolicy が、ログ
がフルに近くなったとき
にレコードを消去する
(値=3) ことにしている
場合、このプロパティー
は、「フルに近くなっ
た」と考えられるレコー
ドの容量をパーセンテー
ジで定義します。

RecordHeader

Format

String SizeOfRecordHeader プロ
パティーがゼロ以外であ
る場合、このプロパティ
ーは、レコード・ヘッダ
ーの構造およびフォーマ
ットを記述します。これ
はフリー・フォーム・ス
トリングです。
SizeOfRecordHeader プロ
パティーが 0 の場合、
このプロパティーの情報
は未定義です。

RecordLast

Changed

Uint64 ログに変更が行われる
と、変更されたレコード
の番号がキャプチャーさ
れます。
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表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。このプ
ロパティーは、要求と現
行の Enabledstatus を比
較するために提供されま
す。 SAN ボリューム・
コントローラーはこの属
性を評価しないので、こ
れが変更された場合でも
アクションがないことに
注意してください。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

SizeOfHeader Uint64 Units(Bytes) ログ・ヘッダーのサイズ
(バイト数) (ログ・ヘッ
ダーがある場合)。ロ
グ・ヘッダーがない場合
は、このプロパティーは
0 にセットする必要があ
ります。

SizeOfRecordHeader Uint64 Units(Bytes) ログの個々の項目のヘッ
ダーのサイズ (バイト
数) (レコード・ヘッダ
ーが定義済みである場
合)。レコード・ヘッダ
ーがない場合は、このプ
ロパティーは 0 にセッ
トする必要があります。

第 6 章 CIM エージェントのオブジェクト・クラス 143



表 24. IBMTSSVC_MessageLog のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Status String MaxLen(10)、
廃止 (CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status)

ストリングは、オブジェ
クトの現在の状況を示し
ます。このプロパティー
は廃止されたので、
OperationalStatus を使用
してください。
OperationalStatus には、
その列挙の中に同じ意味
が組み込まれています。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

TimeOfLastChange Date-

time

ログに変更が行われる
と、その変更の日時がキ
ャプチャーされます。こ
のプロパティーは、
MessageLog に更新が行
われないようにするため
に使用することができま
す。

TimeOfLastState

Change

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

TimeWhenOutdated Date-

time

ModelCorrespondence

(CIM_MessageLog.

OverwritePolicy)

OverwritePolicy が、「古
くなった」レコード (値
4 または 5) を基にして
いる場合、このプロパテ
ィーは、ログ項目がいつ
古くなったと考えられる
か (時間間隔によるか、
あるいは特定の日時を指
定するか) を定義しま
す。

IBMTSSVC_Node
IBMTSSVC_Node クラスは、クラスターの一部である単一 SAN ボリューム・コン
トローラー・ノードを表します。

プロパティー

クラスターには、最大 8 個のノードすなわち 4 対のノードを含めることができま
す。IBMTSSVC_Node クラスは CIM_ComputerSystem クラスの拡張で、 145ページ
の表 25 に示すプロパティーを持ちます。
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(15)、 Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

Caption プロパティー
は、短いテキスト (1 行
のストリング) によるオ
ブジェクトの記述です。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Dedicated Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherDedicatedDescriptions)

列挙型で、
ComputerSystem が特殊
目的システム (すなわち
特定の使用目的専用) で
あるか「汎用」であるか
を示します。SAN ボリ
ューム・コントローラー
は専用ストレージ・デバ
イスであり、{3,15}

(「ストレージ」、「ブ
ロック・サーバー」) を
戻します。
コード 意味
0 非専用
1 不明
2 その他
3 ストレージ
4 ルーター
5 スイッチ
6 レイヤー 3 ス

イッチ
7 セントラル・オ

フィス・スイッ
チ

8 ハブ
9 アクセス・サー

バー
10 ファイアウォー

ル
11 印刷
12 I/O

13 Web キャッシ
ング

14 管理
15 ブロック・サー

バー
16 ファイル・サー

バー
17 モバイル・ユー

ザー・デバイス
18 中継器
19 ブリッジ/エクス

テンダー
20 ゲートウェイ

Description String Description プロパティー
は、テキストによってオ
ブジェクトを記述しま
す。
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ElementName String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

ノードの使いやすい名
前。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Identifying

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

OtherIdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレ
イ内の項目の背景の説明
と詳細を提供するフリ
ー・フォーム・ストリン
グのアレイ。このアレイ
の各項目は、同じ索引に
ある OtherIdentifyingInfo

内の項目に関連している
ことに注意してくださ
い。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IsConfigNode Boolean このノードがそのクラス
ターの構成ノードである
場合は true。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。フォーマット:

cluster_ip:object_id

NameFormat String MaxLen(64) ComputerSystem 名の生
成方法を示します。SAN

ボリューム・コントロー
ラー はノードの ID を
名前として戻すので、こ
の属性は「その他」にセ
ットされます。

NativeStatus Uint16 ノードのネイティブな操
作状況。
コード 意味
0 オフライン
1 オンライン
2 保留
3 追加中
4 削除中
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

ノードの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherDedicated

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

Dedicated)

Dedicated アレイに値 2

(「その他」) が含まれて
いる場合に、システムを
専用にする方法とその理
由を示すストリング。

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/使
用不可状態を記述するス
トリングで、EnabledState

プロパティーが 1 (″その
他″) にセットされている
場合に使用されます。
EnabledState が 1 以外の
値である場合は、このプ
ロパティーは必ず NULL

にセットされていなけれ
ばなりません。

OtherIdentifyingInfo String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ComputerSystem.

IdentifyingDescriptions)、
Expensive(TRUE)

ノードの「冗長グループ
ID」、「冗長グループ
名」、「パートナー・ノ
ード名」、「パートナ
ー・ノード ID」、およ
び「WWWN」。
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止
(CIM_PowerManagement

Capabilities.PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、
ComputerSystem の電源
管理機能を説明します。
このプロパティーは廃止
されました。代わりに、
関連付けられた
PowerManagement

Capabilities クラスの中の
PowerCapabilites プロパ
ティーを使用する必要が
あります。
コード 意味
0 不明
1 サポートされな

い
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った

電源節約モード
5 設定可能な電源

状態
6 サポートされる

電源サイクル
7 サポートされる

時刻指定電源オ
ン

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE)、 サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE)、 サポートされないプロパ
ティー。
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。SAN

ボリューム・コントロー
ラーはこの属性を評価し
ないので、これが変更さ
れた場合でも、アクショ
ンがとられることはない
ことに注意してくださ
い。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

ResetCapability Uint16 使用可能 (値 = 4) にな
っている場合は、
ComputerSystem はハー
ドウェア (電源ボタンお
よびリセット・ボタン)

を使用してリセットでき
ます。使用不可 (値 = 3)

になっている場合、ハー
ドウェアのリセットは行
えません。
コード 意味
1 その他
2 不明
3 使用不可
4 使用可能
5 実装されていま

せん

Roles String[] Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

Status String MaxLen(10)、
廃止 (CIM_Managed

SystemElement.

OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。
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表 25. IBMTSSVC_Node のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

TimeOfLastState

Change

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_NodeVPD
IBMTSSVC_NodeVPD クラスには、対応するインスタンスの重要なプロダクト・デ
ータが入っています。

プロパティー

IBMTSSVC_NodeVPD クラスには、対応する SAN ボリューム・コントローラー
IBMTSSVC_Node インスタンスの Vital Product Data (VPD) が含まれています。
IBMTSSVC_NodeVPD クラスは CIM_SettingData クラスの拡張で、表 26 に示すプ
ロパティーを持ちます。

表 26. IBMTSSVC_NodeVPD のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロ
パティー。

Description String テキストでオブジェク
トを記述します。

ElementName String Required(TRUE) サポートされないプロ
パティー。

EthernetIP String EthernetIP

FrontPanetID String ノードの
FrontPanelID。

InstanceID String Key SettingData の固有イン
スタンスを不透明に識
別します。 InstanceID

はネームスペース内で
固有でなければなりま
せん。これを確実に行
うには、InstanceID の
値を、¥n(ベンダー
ID)(ID) ¥n という方法
で構成しなければなり
ません。

NodeVPD String[] SAN ボリューム・コン
トローラーの VPD を
指定します。
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IBMTSSVC_PrimordialStoragePool
IBMTSSVC_PrimordialStoragePool クラスは CIM_StoragePool クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_PrimordialStoragePool クラスは CIM_StoragePool クラスの拡張で、表 27

に示すプロパティーを持ちます。

表 27. IBMTSSVC_PrimordialStoragePool のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(15) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

Description String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String MaxLen(15) プールの使いやすい名
前。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロ
パティー。

InstanceID String オブジェクトが識別さ
れるラベル。フォーマ
ット:

cluster_ip:P:object_id

Name String MaxLen(1024) プールのグローバルに
固有の ID。ID フォー
マットは (ベンダー)(id)

で、SAN ボリューム・
コントローラーの場合
は IBMTSSVC(id) で
す。
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表 27. IBMTSSVC_PrimordialStoragePool のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サポートされていない
ので、常時、「不明」
として報告されます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不

能エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエン

ティティーを
サポートする

17 完了
18 電源モード

PoolID String Required(TRUE)、MaxLen(256) これは数値で、ホステ
ィングする SAN ボリ
ューム・コントローラ
ー・クラスターから見
た場合にのみ固有で
す。
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表 27. IBMTSSVC_PrimordialStoragePool のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Primordial Boolean 「Primordial」は、true

である場合、収容シス
テムがこの操作可能エ
レメントを作成または
削除する機能を持って
いないことを表しま
す。Component または
AllocatedFromStorage

Pool 関連を使用して高
水準の StoragePools を
アセンブルすることが
できます。高水準の抽
象概念は作成したり削
除したりできますが、
もっとも基本的な (基礎
になる) ハードウェア・
ベースの StoragePools

は作成/削除できませ
ん。これらは、システ
ムの一部として物理的
に実現されているか、
あるいは実際には別の
システムによって管理
されているが、物理的
に実現されたかのよう
にインポートされてい
るかのどちらかです。

RemainingManaged

Space

Uint64 Units(Bytes)、
ModelCorrespondence

(StoragePool.TotalManaged

Space AllocatedFromStorage

Pool.SpaceConsumed)、
Required(TRUE)

この StoragePool の
TotalManagedSpace にあ
るロー・ストレージの
残存量 (バイト単位)。

Status String MaxLen(10)、
廃止 (CIM_Managed

SystemElement.Operationa

lStatus)

廃止されたプロパティ
ーであり、″不明″ にセ
ットされます。状況情
報については、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリ
ングで、
OperationalStatus プロパ
ティーが 1 (「その
他」) に設定されている
場合に使用されます。
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表 27. IBMTSSVC_PrimordialStoragePool のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

TotalManagedSpace Uint64 Units(Bytes)、
ModelCorrespondence

(StoragePool.Remaining

ManagedSpace)

この StoragePool によっ
て管理されるロー・ス
トレージの合計容量 (バ
イト単位)。

IBMTSSVC_Privilege
IBMTSSVC_Privilege クラスは CIM_AuthorizedPrivilege クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_Privilege クラスは CIM_AuthorizedPrivilege クラスの拡張で、表 28 に
示すプロパティーを持ちます。

表 28. IBMTSSVC_Privilege のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Activities Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_Privilege.Activity

Qualifiers)、ArrayType(Indexed)

ストリング値のアレイ
で、権限付与または拒
否されたアクティビテ
ィーを示します。これ
らのアクティビティー
は、ActivityQualifiers

アレイに指定されたす
べてのエンティティー
に適用されます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 作成
3 削除
4 読み取り
5 書き込み
6 実行
7.. DMTF 予約済

み

ActivityQualifiers String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_Privilege.Activities

CIM_Privilege.QualifierFormats)

サポートされないプロ
パティー。

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロ
パティー。

Description String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String サポートされないプロ
パティー。
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表 28. IBMTSSVC_Privilege のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String 特権の固有インスタン
スを不透明に識別しま
す。 InstanceID はネー
ムスペース内で固有で
なければなりません。
これを確実に実行する
には、InstanceID の値
を次の方法で構成する
必要があります。つま
り、¥n (ベンダー
ID)(ID) には、ビジネ
ス・エンティティーが
所有している著作権付
き、商標登録済み、ま
たはその他の固有の名
前、あるいは登録済み
ID を組み込む必要が
あります。

PrivilegeGranted Boolean この特権が許可を付与
する (TRUE) か拒否す
る (FALSE) かを示す
ブール。デフォルトで
は、許可を許可を付与
します。

QualifierFormats Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_Privilege.Activity

Qualifiers)

サポートされないプロ
パティー。
コード 意味
2 クラス名
3 <Class.> プロ

パティー
4 <Class.> メソ

ッド
5 オブジェクト

参照子
6 ネームスペー

ス
7 URL

8 ディレクトリ
ー/ファイル名

9 コマンド行命
令

..15999 DMTF 予約済
み

16000.. ベンダー予約
済み
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IBMTSSVC_Product
IBMTSSVC_Product クラスは CIM_Product クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_Product クラスは、SAN ボリューム・コントローラー装置を表し、この
製品の注文およびバージョンの情報が入っています。Product インスタンスは、
PhysicalElements、ソフトウェア、サービス、およびその他の SAN ボリューム・コ
ントローラー・コンポーネントを集約します。

IBMTSSVC_Product クラスは CIM_Product クラスの拡張で、表 29 に示すプロパテ
ィーを持ちます。

表 29. IBMTSSVC_Product のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記
述でオブジェクトを識
別します。

Description String テキストでオブジェク
トを記述します。

ElementName String プロダクトの名前を指
定します。

IdentifyingNumber String MaxLen(64) ソフトウェアのシリア
ル番号、ハードウェ
ア・チップの型番、ま
たは (営利目的の製品
ではない場合) プロジ
ェクト番号などのプロ
ダクト識別番号を指定
します。

Name String MaxLen(256)、
ModelCorrespondence

(CIM.DMTF|PRS_Product.

ProductName)

プロダクト名を指定し
ます。

SKUNumber String MaxLen(64) サポートされないプロ
パティー。

Vendor String MaxLen(256)、
ModelCorrespondence

(CIM.DMTF|PRS_

Product.Vendor)

プロダクトの供給業
者、製造メーカー、ま
たは販売店の名前を指
定します。 DMTF ソ
リューション交換規格
のプロダクト・オブジ
ェクトの Vendor プロ
パティーに対応しま
す。
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表 29. IBMTSSVC_Product のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Version String MaxLen(64)、
ModelCorrespondence

(CIM.DMTF|PRS_

Product.Version)

PhysicalElement のバー
ジョンを指定します。

WarrantyDuration Uint32 Units(Days)、
ModelCorrespondence

(CIM_Product.Warranty

StartDate)

サポートされないプロ
パティー。

WarrantyStartDate Date-

time

ModelCorrespondence

(CIM_Product.Warranty

Duration)

サポートされないプロ
パティー。

IBMTSSVC_Provider
IBMTSSVC_Provider クラスは CIM_Provider クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_Provider クラスは、表 30 に示すプロパティーを持ちます。

表 30. IBMTSSVC_Provider のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64)、 ReadRole(None) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String ReadRole(None) テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementName String ReadRole(None) オブジェクトの使いやす
い名前。このプロパティ
ーを使用すると、各イン
スタンスは、キー・プロ
パティー/識別データお
よび記述情報に加え、使
いやすい名前を定義する
ことができます。¥n.
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表 30. IBMTSSVC_Provider のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、 エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Handle String Required(TRUE) ハンドルをプロバイダー
に対して識別するインプ
リメンテーション固有の
ストリング。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 30. IBMTSSVC_Provider のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Name String MaxLen(256) 人間が読み取れる名前
で、システム内のプロバ
イダーを一意的に識別す
る。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サービスの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabled

State

String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledStatus プロパテ
ィーが 1 (「その他」)

にセットされている場合
に使用されます。
EnabledStatus が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。
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表 30. IBMTSSVC_Provider のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Started Boolean このサービスが開始され
たかどうかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.Enabled

Default)

このサービスが、手動ま
たは自動のどちらで開始
されたかを示します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

SystemCreation

ClassName

String Propagated

(CIM_System.Creation

ClassName)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
作成クラスの名前。

SystemName String Propagated

(CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_RegisteredProfile
IBMTSSVC_RegisteredProfile クラスは、SAN ボリューム・コントローラー装置を表
し、 この製品の注文およびバージョンの情報が入っています。
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プロパティー

Product インスタンスは、PhysicalElements、ソフトウェア、サービス、およびその他
の SAN ボリューム・コントローラー・コンポーネントを集約します。

RegisteredProfile は、相互協調可能な方法でリアル・ワールドのエンティティーを管
理するため、または使用法シナリオをサポートするために必要なプロパティーまた
はメソッド (あるいはその両方) を使用して Common Information Model (CIM) ス
キーマ・クラスのセットを記述します。RegisteredProfiles は、DMTF またはその他
の規格組織によって定義されます。このクラスを CIM_Profile と混同しないように
注意してください。CIM_Profile は、エレメント用に「構成プロファイル」として適
用される SettingData インスタンスを集めたものです。

IBMTSSVC_RegisteredProfile クラスは CIM_RegisteredProfile クラスの拡張で、表 31

に示すプロパティーを持ちます。

表 31. IBMTSSVC_RegisteredProfile のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AdvertiseType

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

AdvertiseTypes)

フリー・フォーム・ス
トリングで、
AdvertiseType に関連し
た追加情報を提供しま
す。AdvertiseType が 1

(「その他」) であると
きは、必ず記述がなけ
ればなりません。

AdvertiseTypes uint16[] Required(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

AdvertiseTypeDescriptions)

プロファイル情報の広
告を表します。このプ
ロパティーは、何を広
告すべきか、どんなメ
カニズムを使用して広
告すべきかを決定する
ために、WBEM イン
フラストラクチャーの
広告サービスによって
使用されます。このプ
ロパティーはアレイで
あるので、プロファイ
ルはいくつかのメカニ
ズムを使用して広告で
きます。注: このプロ
パティーがヌル/初期設
定未済の場合、これは
値 2 「広告されていな
い」を指定することと
等価になります。
コード 意味
1 その他
2 広告されてい

ない
3 SLP
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表 31. IBMTSSVC_RegisteredProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行の
ストリング) によるオ
ブジェクトの記述。

Description String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String オブジェクトの使いや
すい名前。このプロパ
ティーを使用すると、
各インスタンスは、キ
ー・プロパティー/識別
データおよび記述情報
に加え、使いやすい名
前を定義することがで
きます。

InstanceID String このクラスのインスタ
ンスを不透明に、一意
的に識別します。これ
を確実に実行するに
は、InstanceID という
値を、次の ’設定済み’

アルゴリズム、すなわ
ち ¥n

<OrgID>:<LocalID> ¥n

を使用して構成する必
要があります。ここ
で、<OrgID> と
<LocalID> はコロン ’:’

で区切り、さらに
<OrgID> には、
InstanceID を作成/定義
するビジネス・エンテ
ィティーによって所有
されている著作権付
き、商標登録済み、ま
たはその他の方法によ
る固有の名前が組み込
まれているか、あるい
は認証済みのグローバ
ルな権限によってその
ビジネス・エンティテ
ィーに割り当てられて
いる登録済み ID でな
ければなりません。
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表 31. IBMTSSVC_RegisteredProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherRegistered

Organization

String MaxLen(256)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

RegisteredOrganization)

フリー・フォーム・ス
トリングで、1 「その
他」が Registered

Organization に指定さ
れているときに、組織
の記述を提供します。

RegisteredName String Required(TRUE)、 MaxLen(256) この RegisteredProfile

を示すストリング。プ
ロファイルの名前が組
織の有効範囲内で固有
であることを確認する
のは、定義を行う組織
の責任です。

Registered

Organization

uint16 Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

OtherRegisteredOrganization)

このプロファイルの定
義を行う組織。
コード 意味
1 その他
2 DMTF

3 CompTIA

4 Consortium for

Service

Innovation

5 FAST

6 GGF

7 INTAP

8 itSMF

9 NAC

10 Northwest

Energy

Efficiency

Alliance

11 SNIA

12 TM Forum

13 The Open

Group

14 ANSI

15 IEEE

16 IETF

17 INCITS

18 ISO

19 W3C
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表 31. IBMTSSVC_RegisteredProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Registered

Version

String Required(TRUE) このプロファイルのバ
ージョン。バージョン
を表すストリングは、
¥n M + ″.″ + N + ″.″

+ U ¥n という形式で
なければなりません。
ここで、¥nM - プロフ
ァイルの作成または最
新の変更を記述する主
要バージョン (数値形
式)。¥nN.

IBMTSSVC_RegisteredSubProfile
IBMTSSVC_RegisteredProfile クラスは CIM_RegisteredSubProfile クラスを拡張しま
す。

プロパティー

RegisteredSubProfile は RegisteredProfile をサブクラスに分け、コンテキストを提供
するために有効範囲設定プロファイルが必要であることを示します。後者は、必須
の関連である SubProfileRequiresProfile によって指定されます。

IBMTSSVC_RegisteredProfile クラスは、表 32 に示すプロパティーを持ちます。

表 32. IBMTSSVC_RegisteredSubProfile のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AdvertiseType

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

AdvertiseTypes)

フリー・フォーム・ス
トリングで、
AdvertiseType に関連し
た追加情報を提供しま
す。AdvertiseType が 1

(「その他」) であると
きは、必ず記述がなけ
ればなりません。
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表 32. IBMTSSVC_RegisteredSubProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

AdvertiseTypes Uint16[] Required(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

AdvertiseTypeDescriptions)

プロファイル情報の広
告を表します。このプ
ロパティーは、何を広
告すべきか、どんなメ
カニズムを使用して広
告すべきかを決定する
ために、WBEM イン
フラストラクチャーの
広告サービスによって
使用されます。
コード 意味
1 その他
2 広告されてい

ない
3 SLP

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行の
ストリング) によるオ
ブジェクトの記述。

Description String テキストによるオブジ
ェクトを記述します。

ElementName String オブジェクトの使いや
すい名前。
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表 32. IBMTSSVC_RegisteredSubProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String このクラスのインスタ
ンスを不透明に、一意
的に識別します。これ
を確実に実行するに
は、InstanceID という
値を、次の ’設定済み’

アルゴリズム、すなわ
ち ¥n

<OrgID>:<LocalID>¥n

を使用して構成する必
要があります。ここ
で、<OrgID> と
<LocalID> はコロン ’:’

で区切り、さらに
<OrgID> には、
InstanceID を作成/定義
するビジネス・エンテ
ィティーによって所有
されている著作権付
き、商標登録済み、ま
たはその他の方法によ
る固有の名前が組み込
まれているか、あるい
は認証済みのグローバ
ルな権限によってその
ビジネス・エンティテ
ィーに割り当てられて
いる登録済み ID でな
ければなりません。

OtherRegistered

Organization

String MaxLen(256)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

RegisteredOrganization)

フリー・フォーム・ス
トリングで、1 「その
他」が Registered

Organization に指定さ
れているときに、組織
の記述を提供します。

RegisteredName String Required(TRUE)、 MaxLen(256) この RegisteredProfile

を示すストリング。
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表 32. IBMTSSVC_RegisteredSubProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Registered

Organization

Uint16 Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile.

OtherRegisteredOrganization)

このプロファイルの定
義を行う組織。
コード 意味
1 その他
2 DMTF

3 CompTIA

4 Consortium for

Service

Innovation

5 FAST

6 GGF

7 INTAP

8 itSMF

9 NAC

10 Northwest

Energy

Efficiency

Alliance

11 SNIA

12 TM Forum

13 The Open

Group

14 ANSI

15 IEEE

16 IETF

17 INCITS

18 ISO

19 W3C

RegisteredVersion String Required(TRUE) このプロファイルのバ
ージョン。バージョン
を表すストリングは、
¥n M + ″.″ + N + ″.″

+ U ¥n という形式で
なければなりません。
ここで、¥nM - プロフ
ァイルの作成または最
新の変更を記述する主
要バージョン (数値形
式)。

IBMTSSVC_RemoteCluster
IBMTSSVC_RemoteCluster クラスは、ファイバー・チャネル・ネットワークを介し
て、 同期コピーの協力関係が確立されているローカル・クラスターに接続されてい
る別個の SAN ボリューム・コントローラー・クラスターを表します。
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プロパティー

IBMTSSVC_RemoteCluster クラスは、IBMTSSVC_AbstractCluster クラスの拡張で、
表 33 に示すプロパティーを持ちます。

表 33. IBMTSSVC_RemoteCluster のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリング)

テキストによる記述を使
用してオブジェクトを識
別します。

Description String テキストでオブジェクト
を記述します。

ElementName String クラスターの名前を指定
します。

InstallDate Date-

time

日時の値で、オブジェク
トがインストールされた
日時を示します。値がな
い場合、オブジェクトが
インストールされていな
いことを示すわけではあ
りません。

IP String リモート・クラスターの
IP アドレス。

Name String MaxLen(256) 新規オブジェクトにラベ
ルを付けます。
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表 33. IBMTSSVC_RemoteCluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
.. DMTF 予約済

み
0x8000..

ベンダー予約済
み

Partnership

Bandwidth

String この協力関係に使用され
る帯域幅。

PartnershipStatus String リモート・クラスター協
力関係の状況。
「Fully_Configured」、
「Partly_Configured」、
または「Offline」のいず
れか。

ServiceIP String リモート・クラスターの
サービス IP アドレス。
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表 33. IBMTSSVC_RemoteCluster のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Status String 廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)、
MaxLen(10)

ストリングは、オブジェ
クトの現在の状況を示し
ます。このプロパティー
は廃止されたので、
OperationalStatus を使用
してください。
OperationalStatus には、
その列挙の中に同じ意味
が組み込まれています。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

さまざまな
OperationalStatus のアレ
イ値を説明するストリン
グ。

SystemName String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。

IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint
RemoteServiceAccessPoint は、リモート接続用の、 ローカル・ネットワーク・エレ
メントに認識されているアクセス情報またはアドレッシング情報 (またはその両方)

を記述します。

プロパティー

IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint クラスは CIM_RemoteServiceAccessPointクラ
スの拡張で、表 34 に示すプロパティーを持ちます。

表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AccessInfo String ModelCorrespondence

(CIM_RemoteService

AccessPoint.InfoFormat)

リモート接続用のアクセ
ス情報またはアドレッシ
ング情報 (またはその両
方)。これは、ホスト
名、ネットワーク・アド
レス、または同様の情報
のいずれでもかまいませ
ん。

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

ConsoleIP String Expensive(TRUE) 管理コンソールの IP ア
ドレス。

ConsolePort String Expensive(TRUE) 管理コンソールのポー
ト・アドレス。
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CreationClass

Name

String MaxLen(256) CreationClass Name は、
インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String オブジェクトの使いやす
い名前。このプロパティ
ーを使用すると、各イン
スタンスは、キー・プロ
パティー/識別データお
よび記述情報に加え、使
いやすい名前を定義する
ことができます。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、エレ
メントの EnabledState

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

EnabledState は整数列挙
型で、エレメントの使用
可能/使用不可状態を示
します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InfoFormat Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_RemoteService

AccessPoint.Other

InfoFormatDescription)

列挙された整数で、
AccessInfo プロパティー
のフォーマットと解釈を
説明します。
コード 意味
1 その他
2 ホスト名
3 IPv4 アドレス
4 IPv6 アドレス
5 IPX アドレス
6 DECnet アドレ

ス
7 SNA アドレス
8 オートノマス・

システム番号
9 MPLS ラベル
10 IPv4 サブネッ

ト・アドレス
11 IPv6 サブネッ

ト・アドレス
12 IPv4 アドレス

範囲
13 IPv6 アドレス

範囲
100 ダイヤル・スト

リング
101 イーサネット・

アドレス
102 トークンリン

グ・アドレス
103 ATM アドレス
104 フレーム・リレ

ー・アドレス
200 URL

201 FQDN

202 ユーザー
FQDN

203 DER ASN1 DN

204 DER ASN1 GN

205 Key ID

.. DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstallDate Date-

time

日時の値で、オブジェク
トがインストールされた
日時を示します。値がな
い場合、オブジェクトが
インストールされていな
いことを示すわけではあ
りません。

Name String MaxLen(256) Name プロパティーは、
ServiceAccess Point を一
意的に識別し、管理対象
となる機能の ID を提
供します。この機能は、
オブジェクトの
Description プロパティ
ーの中で詳しく説明され
ます。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
.. DMTF 予約済

み
0x8000..

ベンダー予約済
み
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherEnabled

State

String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (″その他″) にセ
ットされている場合に使
用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。

OtherInfoFormat

Description

String ModelCorrespondence

(CIM_RemoteService

AccessPoint.InfoFormat)

プロパティー
InfoFormat が 1 (「その
他」) にセットされてい
るときにフォーマットを
記述します。
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型で、エレメン
トの最後に要求された状
態または本来あるべき状
態を示します。エレメン
トの実際の状態は、
EnabledState によって表
されます。このプロパテ
ィーは、最後に要求され
た状態と現在の使用可
能/使用不可状態とを比
較するために提供されま
す。EnabledState が 5

(「適用外」) にセット
されているときは、この
プロパティーは意味がな
いことに注意してくださ
い。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10 リブート
11 リセット
.. DMTF 予約済

み
32768..65535

ベンダー予約済
み

Status String 廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)、
MaxLen(10)

ストリングは、オブジェ
クトの現在の状況を示し
ます。このプロパティー
は廃止されたので、
OperationalStatus を使用
してください。
OperationalStatus には、
その列挙の中に同じ意味
が組み込まれています。
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表 34. IBMTSSVC_RemoteServiceAccessPoint のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

さまざまな
OperationalStatus のアレ
イ値を説明するストリン
グ。たとえば、「停止」
が OperationalStatus に
割り当てられた値である
場合、このプロパティー
には、オブジェクトが停
止される理由の説明が入
ります。

SystemCreation

ClassName

String Propagated

(CIM_System.Creation

ClassName)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
CreationClassName。

SystemName String Propagated

(CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

エレメントの
EnabledState の最終変更
日時。エレメントの状態
が変更されていないが、
このプロパティーにデー
タが取り込まれる場合
は、このプロパティーは
インターバル値 0 にセ
ットしなければなりませ
ん。状態変更が要求され
たがリジェクトされたか
まだ処理されていない場
合は、プロパティーを更
新してはなりません。

IBMTSSVC_RemoteVolume
IBMTSSVC_RemoteVolume クラスは、 同期コピー関係におけるリモート・ボリュ
ームを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_RemoteVolume クラスは CIM_LogicalElement クラスの拡張で、表 35

に示すプロパティーを持ちます。

表 35. IBMTSSVC_RemoteVolume のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

ClusterID String リモート・ボリューム・
クラスターの ID。
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表 35. IBMTSSVC_RemoteVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ClusterName String リモート・ボリュームの
クラスターの名前

Description String テキストでオブジェクト
を記述します。

ElementName String オブジェクトの使いやす
い名前

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(1024) リモート・ボリュームの
ID。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

Status String MaxLen(10)、
廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

オブジェクトの現在の状
況を示すストリングで、
Unknown として報告さ
れます。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述します。状況
を記述し、
OperationalStatus プロパ
ティーが 1 (「その
他」) に設定されている
場合に使用されます。

SystemName String 有効範囲設定クラスター
の IP アドレス。
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IBMTSSVC_StorageCapabilities
IBMTSSVC_StorageCapabilities クラスは Capabilities のサブクラスで、StorageService

または StoragePool の能力を定義します。

プロパティー

たとえば、StorageCapabilities のインスタンスは、ElementCapabilities を使用して、
StorageConfigurationService または StoragePool に関連付けられます。
IBMTSSVC_StorageCapabilities クラスは CIM_StorageCapabilities クラスの拡張で、
表 36 に示すプロパティーを持ちます。

表 36. IBMTSSVC_StorageCapabilities のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

DataRedundancy

Default

Uint16 MinValue(1)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

DataRedundancyMax

CIM_StorageCapabilities.

DataRedundancyMin)

維持されるデータの完全
なコピーのデフォルト数
を記述します。

DataRedundancy

Max

Uint16 MinValue(1)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

DataRedundancyMin

CIM_StorageCapabilities.

DataRedundancyDefault)

維持されるデータの完全
なコピーの最大数を記述
します。

DataRedundancy

Min

Uint16 MinValue(1)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

DataRedundancyMax

CIM_StorageCapabilities.

DataRedundancyDefault)

維持されるデータの完全
なコピーの最小数を記述
します。

DeltaReservation

Default

Uint16 MinValue(0)、
MaxValue(100)、
Units(Percentage)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

DeltaReservationMax

CIM_StorageCapabilities.

DeltaReservationMin)

デルタ予約は 1 (1%) -

100 (100%) の間の数
で、キャッシング変更用
のレプリカにデフォルト
で予約すべきスペースの
容量を指定します。
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表 36. IBMTSSVC_StorageCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

DeltaReservation

Max

Uint16 MinValue(0)、
MaxValue(100)、
Units(Percentage)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

DeltaReservationMin

CIM_StorageCapabilities.

DeltaReservationDefault)

1 (1%) - 100 (100%) の
間の数で、キャッシング
変更用のレプリカに予約
されるスペースの最大容
量を指定します。

DeltaReservation

Min

Uint16 MinValue(0)、
MaxValue(100)、
Units(Percentage)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

DeltaReservationMax

CIM_StorageCapabilities.

DeltaReservationDefault)

1 (1%) - 100 (100%) の
間の数で、キャッシング
変更用のレプリカに予約
すべきスペースの最小容
量を指定します。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String Required(TRUE) Capabilities のこのイン
スタンスの使いやすい名
前。

ElementType Uint16 列挙型で、 この
StorageCapabilities が適
用されるエレメントのタ
イプを示します。
コード 意味
0 不明
1 予約済み
2 任意のタイプ
3 StorageVolume

4 StorageExtent

5 ストレージ・プ
ール

6 ストレージ構成
サービス
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表 36. IBMTSSVC_StorageCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String インスタンス化ネームス
ペースの有効範囲内で、
InstanceID は、このクラ
スのインスタンスを不透
明に、一意的に識別しま
す。これを確実に実行す
るには、InstanceID とい
う値を、次のアルゴリズ
ム、 すなわち ¥n

<OrgID>:<LocalID > ¥n

を使用して構成する必要
があります。ここで、
<OrgID> と <LocalID>

はコロン ’:’ で区切り、
さらに <OrgID> には、
InstanceID を作成/定義す
るビジネス・エンティテ
ィーによって所有されて
いる著作権付き、商標登
録済み、またはその他の
方法による固有の名前が
組み込まれているか、あ
るいは認証済みのグロー
バルな権限によってその
ビジネス・エンティティ
ーに割り当てられている
登録済み ID でなければ
なりません。

NoSinglePoint

OfFailure

Boolean ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

NoSinglePointOfFailure

Default)

関連したエレメントが非
単一点障害をサポートす
るかどうかを示します。
値は、FALSE = 非単一
点障害をサポートしな
い、 または、TRUE =

非単一点障害をサポート
するのいずれかです。

NoSinglePoint

OfFailureDefault

Boolean ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

NoSinglePointOfFailure)

NoSinglePointOfFailure

プロパティーのデフォル
ト値を示します。

Package

RedundancyDefault

Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

PackageRedundancyMin

CIM_StorageCapabilities.

PackageRedundancyMax)

使用される冗長パッケー
ジのデフォルト数を記述
します。
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表 36. IBMTSSVC_StorageCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Package

RedundancyMax

Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

PackageRedundancyMin

CIM_StorageCapabilities.

PackageRedundancyDefault)

使用できる冗長パッケー
ジの最大数を記述しま
す。

Package

RedundancyMin

Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageCapabilities.

PackageRedundancyMax

CIM_StorageCapabilities.

PackageRedundancyDefault)

使用できる冗長パッケー
ジの最小数を記述しま
す。

IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities
IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities クラスは Capabilities のサブクラスで、
StorageConfigurationService の Capabilities を定義します。

プロパティー

StorageConfigurationCapabilities のインスタンスは、ElementCapabilities を使用して、
StorageConfigurationService に関連付けられます。
IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities クラスは
CIM_StorageConfigurationCapabilities クラスの拡張で、表 37 に示すプロパティーを
持ちます。

表 37. IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行のス
トリング) によるオブジ
ェクトの記述。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String Required(TRUE) Capabilities のこのイン
スタンスの使いやすい名
前。さらに、使いやすい
名前は、照会の検索の場
合に索引プロパティーと
して使用できます。(注:

名前はネームスペース内
で固有である必要はあり
ません。)
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表 37. IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InitialReplicationState uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Service.AttachReplica

CIM_StorageConfiguration

Service.CreateReplica)

特定のプロバイダーによ
ってサポートされる初期
Replication State を指定
します。
コード 意味
2 初期設定済み
3 準備済み
4 同期化済み
.. DMTF 予約済

み
0x8000..0xFFFF

ベンダー特定

InstanceID String インスタンス化ネームス
ペースの有効範囲内で、
InstanceID は、このクラ
スのインスタンスを不透
明に、一意的に識別しま
す。これを確実に実行す
るには、InstanceID とい
う値を、次のアルゴリズ
ム、 すなわち ¥n

<OrgID>:<LocalID > ¥n

を使用して構成する必要
があります。ここで、
<OrgID> と <LocalID>

はコロン ’:’ で区切り、
さらに <OrgID> には、
InstanceID を作成/定義
するビジネス・エンティ
ティーによって所有され
ている著作権付き、商標
登録済み、またはその他
の方法による固有の名前
が組み込まれているか、
あるいは認証済みのグロ
ーバルな権限によってそ
のビジネス・エンティテ
ィーに割り当てられてい
る登録済み ID でなけ
ればなりません。
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表 37. IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Supported

Asynchronous

Actions

Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Capabilities.Supported

SynchronousActions)

列挙型で、非同期ジョブ
として実行される操作を
示します。ある操作が、
このプロパティーおよび
Supported Synchronous

Actions の両方に組み込
まれている場合は、基礎
であるインプリメンテー
ションは、ジョブを作成
できるかできないかを示
します。
コード 意味
2 ストレージ・プ

ールの作成
3 ストレージ・プ

ールの削除
4 ストレージ・プ

ールの変更
5 ストレージ・エ

レメントの作成
6 ストレージ・エ

レメントの戻り
7 ストレージ・エ

レメントの変更
8 レプリカの作成
9 レプリカの変更
10 レプリカの接続

要件

SupportedCopy

Types

Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Service.CreateReplica.

CopyType)

関連したストレージ構成
サービスによってサポー
トされている複製能力を
記述します。
コード 意味
2 Async

3 Sync

4 UnSyncAssoc

5 UnSyncUn

Assoc

.. DMTF 予約済
み

0x8000..0xFFFF
ベンダー特定
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表 37. IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

SupportedStorage

ElementFeatures

uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Service.CreateOrModify

ElementFromStoragePool.

ElementType CIM_Storage

Configuration

Service.CreateOrModify

ElementFromStoragePool.

InPools)

列挙型で、ストレージ・
エレメント・メソッドで
サポートされている機能
を示します。
コード 意味
2 StorageExtent

の作成
3 StorageVolume

の作成
4 StorageExtent

の変更
5 StorageVolume

の変更
6 単一 InPool

7 複数の InPools

.. DMTF 予約済
み

0x8000..0xFFFF
ベンダー特定

SupportedStorage

ElementTypes

Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Service.CreateOrModify

ElementFromStoragePool.

ElementType)

列挙型で、関連したスト
レージ構成サービスでサ
ポートされているストレ
ージ・エレメントのタイ
プを示します。
コード 意味
2 StorageVolume

3 StorageExtent

.. DMTF 予約済
み

0x8000..0xFFFF
ベンダー特定

SupportedStorage

PoolFeatures

Uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Service.CreateOrModify

StoragePool.InPools

CIM_StorageConfiguration

Service.CreateOrModify

StoragePool.InElements)

列挙型で、StoragePool

メソッドでサポートされ
ている機能を示します。
コード 意味
2 InExtents

3 単一 InPool

4 複数の InPools

.. DMTF 予約済
み

0x8000..0xFFFF
ベンダー特定
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表 37. IBMTSSVC_StorageConfigurationCapabilities のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Supported

Synchronous

Actions

uint16[] ModelCorrespondence

(CIM_StorageConfiguration

Capabilities.Supported

AsynchronousActions)

列挙型で、ジョブを作成
せずに実行される操作を
示します。ある操作が、
このプロパティーおよび
Supported Asynchronous

Actions の両方に組み込
まれている場合は、基礎
であるインプリメンテー
ションは、ジョブを作成
できるかできないかを示
します。
コード 意味
2 ストレージ・プ

ールの作成
3 ストレージ・プ

ールの削除
4 ストレージ・プ

ールの変更
5 ストレージ・エ

レメントの作成
6 ストレージ・エ

レメントの戻り
7 ストレージ・エ

レメントの変更
8 レプリカの作成
9 レプリカの変更
10 レプリカの接続

要件

IBMTSSVC_StorageHardwareID
IBMTSSVC_StorageHardwareID クラスは、ボリュームへのアクセス権限を付与でき
るホスト・ポートを識別します。

プロパティー

IBMTSSVC_StorageHardwareID クラスは CIM_StorageHardwareID クラスの拡張で、
189ページの表 38 に示すプロパティーを持ちます。
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表 38. IBMTSSVC_StorageHardwareID のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String Expensive(TRUE) 識別の固有インスタンス
を不透明に識別します。
InstanceID はネームスペ
ース内で固有でなければ
なりません。これを確実
に行うには、InstanceID

の値を、(ベンダー/管理者
ID):(ID) ¥n という形式で
構成しなければなりませ
ん。

Caption String 短いテキスト (1 行のスト
リング) によるオブジェク
トの記述。

CurrentlyAuthenticated Boolean ポートが現在ファイバ
ー・チャネル・ネットワ
ークにログインしている
かどうかを示します。

Description String テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementName String Expensive(TRUE) オブジェクトの使いやす
い名前

IDType Uint16 Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageHardware

ID.StorageID)

ID プロパティーのタイプ
コード 意味
1 その他
2 PortWWN

3 NodeWWN

4 ホスト名

OtherIDType String Required(TRUE)、
MaxLen(256)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageHardwareID.

IDType)、
Expensive(TRUE)

IDType が「その他」に設
定されている場合に ID

タイプを記述するストリ
ングです。

IBMTSSVC_StoragePool
IBMTSSVC_StoragePool クラスは、IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスのグル
ープを表します。これらのインスタンスが集約されて IBMTSSVC_StoragePool にな
り、これから IBMTSSVC_StorageVolumes を割り振ることができます。

プロパティー

IBMTSSVC_StoragePool クラスは CIM_StoragePool クラスの拡張で、 190ページの
表 39 に示すプロパティーを持ちます。
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表 39. IBMTSSVC_StoragePool のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

InstanceID String cluster_id:object_id のフ
ォーマットでオブジェク
ト・インスタンスにラベ
ルを付けます。

Caption String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

短い (1 行のストリン
グ) テキストによるオブ
ジェクトの記述。

Description String テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementName String クラスターの名前

ExtentSize Uint16 Units(megabytes) プールのエクステント・
サイズ。このプールから
割り振られたボリューム
は、エクステント・サイ
ズの倍数からなるスペー
スを占有します。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(1024) プールのグローバルに固
有の ID で、フォーマッ
トは (ベンダー)(id) で
す。 SAN ボリューム・
コントローラーの場合、
ID は IBMTSSVC(id) で
す。

NativeStatus Uint16 プールのネイティブな操
作状態。
コード 意味
1 オフライン
1 オンライン
2 劣化

NumberOfBackend

Volumes

Uint16 Counter(TRUE) プールを構成する
BackendVolumes の数。

NumberOfStorage

Volumes

Uint16 Counter(TRUE) プールから割り振られる
StorageVolumes の数。
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表 39. IBMTSSVC_StoragePool のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.Status

Descriptions)

プールの操作状況。値
は、オンラインの場合 2

(OK)、 オフラインの場
合 10 (停止済み)、空の
場合 1 (その他)、無効
の場合 1 (その他) で
す。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

PoolID String Required(TRUE)、 MaxLen(256) プールの ID。この ID

は数値で、ホスティング
する SAN ボリューム・
コントローラー・クラス
ターから見た場合にのみ
固有です。
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表 39. IBMTSSVC_StoragePool のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Primordial Boolean true である場合、収容シ
ステムが、この操作可能
エレメントを作成または
削除する機能を持ってい
ないことを表します。
Component または
AllocatedFromStoragePool

関連を使用して高水準の
StoragePools をアセンブ
ルすることができるの
で、これは重要です。高
水準の抽象概念は作成し
たり削除したりできます
が、もっとも基本的な
(基礎になる) ハードウ
ェア・ベースの
StoragePools は作成/削除
できません。これらは、
システムの一部として物
理的に実現されている
か、あるいは実際には別
のシステムによって管理
されているが、物理的に
実現された場合と同様に
インポートされているか
のどちらかです。

RemainingManaged

Space

Uint64 Units(Bytes)、
ModelCorrespondence

(StoragePool.Total

ManagedSpace

AllocatedFromStorage

Pool.SpaceConsumed)、
Required(TRUE)

この StoragePool の
TotalManagedSpace にあ
るロー・ストレージの残
存量 (バイト単位)。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.Operational

Status)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.Operational

Status)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (その
他) にセットされている
場合に使用されます。

TotalManaged

Space

Uint64 Units(Bytes)、
ModelCorrespondence

(StoragePool.Remaining

ManagedSpace)

この StoragePool によっ
て管理されるロー・スト
レージの合計容量 (バイ
ト単位)。
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IBMTSSVC_StorageSetting
IBMTSSVC_StorageSetting クラスは、Service Level Agreement (SLA) にほぼ等価で
す。

プロパティー

このクラスで、StorageConfigurationService の CreateOrModifyElementFromStoragePool

メソッドまたは CreateOrModifyStoragePool メソッドで使用されるときの特性、サー
ビス品質、および、ゴールを定義します。これによって、オブジェクトが維持すべ
き (包括的な) 境界を定義する最大値と最小値を持つ一連のプロパティーを指定しま
す。この設定は、ElementSetting を使用して、StorageVolume に関連付けられます。

IBMTSSVC_StorageSetting クラスは CIM_StorageSetting クラスの拡張で、表 40 に
示すプロパティーを持ちます。

表 40. IBMTSSVC_StorageSetting のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短いテキスト (1 行の
ストリング) によるオ
ブジェクトの記述。

DataRedundancy

Goal

Uint16 Write(TRUE)、MinValue(1)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Data

RedundancyMax CIM_

StorageSetting.Data

RedundancyMin)

維持されるデータの完
全なコピーの望ましい
数。たとえば、RAID 5

では 1 コピーが維持さ
れ、RAID 1 では複数
のコピーが維持されま
す。 可能な値は 1 - n

です。冗長度の境界
は、 プロパティー
DataRedundancy Max、
および、 プロパティー
DataRedundancy Min

を使用して定義されま
す。

DataRedundancy

Max

Uint16 Write(TRUE)、
MinValue(1)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Data

RedundancyMin CIM_

StorageSetting.Data

RedundancyGoal)

維持されるデータの完
全なコピーの最大数。
たとえば、RAID 5 で
は 1 コピーが維持さ
れ、RAID 1 では複数
のコピーが維持されま
す。可能な値は 1 - n

です。
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表 40. IBMTSSVC_StorageSetting のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

DataRedundancy

Min

Uint16 Write(TRUE)、MinValue(1)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Data

RedundancyMax

CIM_StorageSetting.Data

RedundancyGoal)

維持されるデータの完
全なコピーの最小数。
たとえば、RAID 5 で
は 1 コピーが維持さ
れ、RAID 1 では複数
のコピーが維持されま
す。可能な値は 1 - n

です。

DeltaReservation

Goal

Uint8 Units(Percentage)、MinValue(1)、
MaxValue(100)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Delta

ReservationMinCIM_

StorageSetting.Delta

ReservationMax)、Write(TRUE)

キャッシング変更用の
レプリカに予約すべき
スペースの量で、1

(1%) - 100 (100%) の
間の数で指定されま
す。完全なコピーの場
合は 100 を使用しま
す。予約のための境界
は、 DeltaReservation

Max プロパティー、
および DeltaReservation

Min プロパティーを使
用して定義します。

DeltaReservation

Max

Uint8 Units(Percentage)、MinValue(1)、
MaxValue(100)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Delta

ReservationMinCIM_

StorageSetting.Delta

ReservationGoal)、Write(TRUE)

キャッシング変更用の
レプリカに予約すべき
スペースの最大量で、1

(1%) - 100 (100%) の
間の数で指定されま
す。完全なコピーの場
合は 100 を使用しま
す。

DeltaReservation

Min

Uint8 Units(Percentage)、MinValue(1)、
MaxValue(100)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Delta

ReservationMaxCIM_

StorageSetting.Delta

ReservationGoal)、Write(TRUE)

キャッシング変更用の
レプリカに予約すべき
スペースの最小量で、1

(1%) - 100 (100%) の
間の数で指定されま
す。完全なコピーの場
合は 100 を使用しま
す。

Description String テキストによるオブジ
ェクトの記述。
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表 40. IBMTSSVC_StorageSetting のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ElementName String Required(TRUE) SettingData のこのイン
スタンスの使いやすい
名前。さらに、使いや
すい名前は、照会また
は検索の場合に索引プ
ロパティーとして使用
できます。名前はネー
ムスペース内で固有で
ある必要はありませ
ん。

InstanceID String インスタンス化ネーム
スペースの有効範囲内
で、InstanceID は、 イ
ンスタンスを一意的に
識別します。ID は、
次のアルゴリズム、す
なわち、
<OrgID>:<LocalID> を
使用して構成する必要
があります。<OrgID>

は、この ID を作成ま
たは定義するビジネ
ス・エンティティーが
所有する著作権付き、
商標登録済み、または
その他の固有の名前を
含んでいるか、あるい
はグローバルな権限に
よって割り当てられた
登録済み ID でなけれ
ばなりません。
<OrgID> にはコロン
(:) があってはなりませ
ん。<LocalID> はビジ
ネス・エンティティー
によって選択され、基
礎となる (実世界の)

別のエレメントを識別
するために再使用して
はなりません。

NoSinglePoint

OfFailure

Boolean Write(TRUE) 非単一点障害のための
望ましい値。可能な値
は、false (単一点障
害)、および true (非単
一点障害) です。
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表 40. IBMTSSVC_StorageSetting のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PackageRedundancy

Goal

Uint16 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMax

CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMin)

使用する冗長パッケー
ジの望ましい数。可能
な値は 0 - n です。た
とえば、ストレージ・
ドメインでは、パッケ
ージ冗長度は、障害が
起きたときにデータ損
失が生じないようにで
きるディスク・スピン
ドルの数 (多くとも 1

つのスペアを含む) を
記述します。たとえ
ば、1 つのスペア・デ
ィスクを持つ RAID 5

では、
PackageRedundancy が
2 になります。

PackageRedundancy

Max

Uint16 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMin

CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyGoal)

PackageRedundancy

Max には、使用する冗
長パッケージの最大数
を記述します。可能な
値は 0 - n です。

PackageRedundancy

Min

Uint16 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMax

CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyGoal)

使用する冗長パッケー
ジの最小数。可能な値
は 0 - n です。

IBMTSSVC_StorageVolume
IBMTSSVC_StorageVolume クラスは、クラスターによって提示され、SAN 上のホス
ト・システムに SCSI LUN としてマップすることができる装置を表します。ボリュ
ームは、 プールから一連のエクステントを割り振ることによって形成されます。

プロパティー

IBMTSSVC_StorageVolume クラスは CIM_StorageVolume クラスの拡張で、 197ペ
ージの表 41 に示すプロパティーを持ちます。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー
プロパティー 型 修飾子 説明

Access Uint16 メディアを記述します。
コード 意味

0 不明
1 読み取り可能
2 書き込み可能
3 読み取り/書き込み

がサポートされる
4 一度だけの書き込み

AccessGranted Boolean ModelCorrespondence

(CIM_Controller.

AuthorizationView)

AccessControl Information イン
スタンスへの
AuthorizationSubject 関連を持た
ない装置を、直接あるいはコン
トローラーを介して検出するた
めのクイック・インターフェー
ス。True は、装置がコンシュ
ーマーにアクセス権限を付与し
たことを示します。False は、
アクセス権限が付与されていな
いことを示します。

Additional

Availability

Uint16[] 廃止 (CIM_Associated

PowerManagementService.

PowerState CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

Availability)

Availability プロパティーに指定
されている内容の他に、装置の
可用性と状況を指定します。
Availability プロパティーは、装
置の 1 次状況および可用性を
示します。場合によっては、こ
れだけでは、装置の完全な状況
を表すのに十分ではありませ
ん。このような場合、
AdditionalAvailability プロパテ
ィーを使用して、これ以外の情
報を提供できます。
コード 意味

1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・エラ

ー
13 電源節約 - 不明
14 電源節約 - 低電源

モード
15 電源節約 - スタン

バイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Availability Uint16 廃止 (CIM_Associated

PowerManagement

Service.PowerState

CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus

CIM_EnabledLogical

Element.EnabledStatus)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

AdditionalAvailability)

装置の 1 次可用性と状況。
コード 意味

1 その他
2 不明
3 実行/フル電源
4 警告
5 テスト中
6 適用外
7 電源オフ
8 オフライン
9 非番
10 劣化
11 未インストール
12 インストール・エラ

ー
13 電源節約 - 不明
14 電源節約 - 低電源

モード
15 電源節約 - スタン

バイ
16 電源サイクル
17 電源節約 - 警告
18 休止
19 作動不能
20 未構成
21 静止

BackendVolumeID String Expensive(TRUE) 基礎をなす BackendVolume の
ID。Type=Image の場合にのみ
有効。

BackendVolume

Name

String Expensive(TRUE) 基礎をなす BackendVolume の
名前。Type=Image の場合にの
み有効。

BlockSize Uint64 Units(Bytes) この StorageExtent を形成する
ブロックのサイズ (バイト数)。
ブロック・サイズが可変である
場合は、最大ブロック・サイズ
(バイト数) を指定する必要があ
ります。ブロック・サイズが不
明であるか、ブロックの概念が
無効である場合 (たとえば、
AggregateExtents、 Memory、ま
たは LogicalDisks の場合) は 1

を入力します。

Caption String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

短いテキスト (1 行のストリン
グ) によるオブジェクトの記
述。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ConsumableBlocks Uint64 BasedOn 関連を使用して
StorageExtents をレイヤー化す
るときに消費用に使用可能なブ
ロック (BlockSize のサイズ) の
最大数。このプロパティーが意
味を持つのは、この
StorageExtent が、BasedOn 関
係において Antecedent 参照で
あるときに限られます。 たと
えば、StorageExtent が 120 ブ
ロックで構成されるとします。
ただし、Extent 自体は冗長デー
タ用に 20 ブロックを使用でき
るとします。別の StorageExtent

がこの Extent に BasedOn 関係
がある場合、 別の
StorageExtent に使用可能なブロ
ックは 100 ブロックのみにな
ります。この情報 (″100 ブロッ
クが消費用に使用可能″) は
ConsumableBlocks プロパティー
に示されます。

Controlled Boolean コントローラーに対して
ControlledBy 関連を持たない装
置を検出するためのクイック・
インターフェース。 True は、
装置が 1 つ以上のポートに接
続されている (コントローラー
経由) ことを示します。 False

は、装置は存在するが、ポート
に接続されていないことを示し
ます。

CreationClass

Name

String MaxLen(256) インスタンスの作成に使用され
るクラスまたはサブクラスの名
前。このプロパティーを、この
クラスのその他のキー・プロパ
ティーとともに使用すると、こ
のクラスおよびそのサブクラス
のすべてのインスタンスが一意
的に識別されます。

DataOrganization Uint16 使用されるデータ編成のタイ
プ。
コード 意味

0 その他
1 不明
2 固定ブロック
3 可変ブロック
4 カウント・キー・デ

ータ

DataRedundancy Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Data

RedundancyGoal

CIM_StorageSetting.

DataRedundancyMax

CIM_StorageSetting.Data

RedundancyMin)

維持されるデータの完全なコピ
ーの数。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

DeltaReservation Uint8 MinValue(0)、MaxValue(100)、
Units(Percentage)、
ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.Delta

ReservationGoal

CIM_StorageSetting.Delta

ReservationMax

CIM_StorageSetting.Delta

ReservationMin)

Delta 予約の現行値。

Description String テキストによるオブジェクトの
記述。

DeviceID String MaxLen(64) StorageVolume の
ID。StorageVolume クラスのイ
ンスタンスにとってのみ固有の
数値。

ElementName String MaxLen(15)、Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

ボリュームの使いやすい名前。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) エレメントの EnabledStatus 用
のデフォルト構成または開始構
成。デフォルトでは、
EnabledStatus は 2 (使用可能)

です。
コード 意味

2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただしオ

フライン)

7 デフォルトなし
8..32767 DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

エレメントの操作状況。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただしオ

フライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み
エレメントがテスト中であっ
て、使用可能または使用不可の
どちらでもない場合は、使用中
(7) が使用されます。このプロ
パティーが EnabledLogical

Element のインスタンスに適用
されない場合は、 適用外 (5)

が使用されます。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ErrorCleared Boolean 廃止 (CIM_Managed

SystemElement.Operational

Status)

サポートされないプロパティ
ー。

ErrorDescription String 廃止 (CIM_Device

ErrorData.ErrorDescription)

サポートされないプロパティ
ー。

ErrorMethodology String サポートされないプロパティ
ー。

ExtentStatus Uint16[] StorageExtents には、
Availability プロパティーおよび
StatusInfo プロパティーにキャ
プチャーされている情報のほか
に、ManagedSystem Element か
ら継承された追加の状況情報が
あります。この追加情報 (たと
えば、″保護使用不可″、値=9)

は VolumeStatus プロパティー
にキャプチャーされています。
コード 意味

0 その他
1 不明
2 なし/適用外
3 中断
4 データ損失
5 動的再構成
6 公開された
7 断片的に公開された
8 部分的に公開された
9 保護使用不可
10 作動可能
11 再ビルド
12 再計算
13 スペアが使用中
14 検査が進行中
15..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み

FCID String ボリュームの Flash Copy ID。

FCName String ボリュームの Flash Copy 名。

GroupID String 有効範囲設定 RedundancyGroup

の ID。

GroupName String 有効範囲設定 RedundancyGroup

の名前。

Identifying Descriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.Other

IdentifyingInfo)

OtherIdentifyingInfo アレイ内の
項目の背景の説明と詳細を提供
するフリー・フォーム・ストリ
ングのアレイ。このアレイの各
項目は、 同じ索引にある
OtherIdentifyingInfo 内の項目に
関連していることに注意してく
ださい。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパティ
ー。

IsBasedOn Underlying

Redundancy

Boolean True は、 基礎となる
StorageExtent(s) が、
StorageRedundancy Group に参
加することを示します。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

IsFormatted Boolean Expensive(TRUE) True は、 ボリュームが SAN

ボリューム・コントローラーに
よってフォーマット設定されて
いることを示します。

LastErrorCode Uint32 廃止 (CIM_Device

ErrorData.LastErrorCode)

サポートされないプロパティ
ー。

MaxQuiesceTime Uint64 廃止 (No value)、 Units(MilliSeconds) サポートされないプロパティ
ー。

Name String ModelCorrespondence

(CIM_StorageVolume.

NameFormat)、MaxLen(1024)

ボリュームの固有 ID。

NameFormat Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageVolume.Name

CIM_StorageVolume.

OtherNameFormat)、
Experimental(TRUE)

Name プロパティーのフォーマ
ット。 非 SCSI ボリュームの
場合、SNVM がもっとも適切
な選択です。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 VPD83NAA6 (VPD

ページ 83、NAA

IEEE Registered

Extended)

3 VPD83NAA5 (VPD

ページ 83、NAA

IEEE Registered)

4 VPD83Type2 (VPD

ページ 83、EIU-64)

5 VPD83Type1 (VPD

ページ 83、T10

Vendor

Identification)

6 VPD83Type0

7 SNVM (シリアル番
号/ベンダー/モデ
ル。VPD ページ
83、ベンダー固有)

8 NodeWWN (ノード
WWN、単一 LUN

またはコントローラ
ーの場合)
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

NameNamespace Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageVolume.Name

CIM_StorageVolume.

OtherNameNamespace)

ボリュームの名前の優先ソース
は、SCSI VPD ページ 83 応答
です。 ページ 83 は、さまざ
まな装置エレメントの ID のリ
ストを戻します。各 ID のメタ
データには、関連フィールドが
組み込まれており、0 という関
連を持つ ID はボリュームに適
用されます。ページ 83 は、ID

メタデータのタイプ・フィール
ドに指定されているいくつかの
ネームスペースをサポートしま
す。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 VPD83Type3n (ペー

ジ 83、タイプ 3

NAA。 NameFormat

は NAA でなけれ
ばなりません。)

3 VPD83Type2 (VPD

ページ 83、タイプ
2 EUI64。
NameFormat EUI。)

4 VPD83Type1 (VPD

ページ 83、タイプ
1 T10 ベンダー識別
番号。NameFormat

T10。)

5 VPD80 (VPD ペー
ジ 80、シリアル番
号。NameFormat は
その他でなければな
りません。)

6 NodeWWN (FC

NodeWWN。
NameFormat は
NAA または EUI

でなければなりませ
ん。)

7 SNVM (シリアル番
号/ベンダー/モデ
ル。NameFormat は
SNVM でなければ
なりません。)

NativeStatus Uint16 ボリュームのネイティブな操作
状態。
コード 意味

0 オフライン
1 オンライン
2 劣化

NoSinglePoint

OfFailure

Boolean ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.No

SinglePointOfFailure)

単一点障害が存在するかどうか
を示します。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

NumberOfBlocks Uint64 エクステントを形成する、サイ
ズが BlockSize の論理的に連続
したブロックの総数。エクステ
ントの合計サイズは、BlockSize

に NumberOfBlocks を乗算して
計算できます。 BlockSize が 1

である場合は、このプロパティ
ーがエクステントの合計サイズ
になります。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

ボリュームの状況。
コード 意味

0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能エラ

ー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンティテ

ィーをサポートする
17 完了
18 電源モード

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

EnabledStatus プロパティーが 1

(その他) にセットされていると
きのエレメントの状態。
EnabledStatus が 1 以外の値で
ある場合は、このプロパティー
はヌルにセットされていなけれ
ばなりません。

OtherIdentifyinInfo String[] MaxLen(256)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_LogicalDevice.

IdentifyingDescriptions)

LogicalDevice を識別するため
に使用できる、DeviceID 情報
以外の追加データ。たとえば、
装置用のオペレーティング・シ
ステムの分かりやすい名前。

OtherNameFormat String ModelCorrespondence

(CIM_StorageVolume.

NameFormat)

NameFormat に値 1 (その他)

が入っているときの Name プ
ロパティーのフォーマットの記
述。

OtherNameNamespace String ModelCorrespondence

(CIM_StorageVolume.

NameNamespace)

NameNamespace に値 1 (その
他) が入っているときの Name

プロパティーのネームスペース
の記述。

PackageRedundancy Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyGoal

CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMax

CIM_StorageSetting.

PackageRedundancyMin)

障害が起きたときにデータ損失
が生じないようにできるディス
ク・スピンドル数。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PoolID String ホスティングするストレージ・
プールの ID。

PoolName String このボリュームが割り振られた
元のプールの名前。

PowerManagement

Capabilities

Uint16[] 廃止 (CIM_Power

ManagementCapabilities.

PowerCapabilities)

列挙アレイの 1 つで、装置の
電源管理機能を説明します。こ
のプロパティーは廃止されまし
た。代わりに、関連付けられた
PowerManagement Capabilities

クラスの中の PowerCapabilites

プロパティーを使用する必要が
あります。
コード 意味

0 不明
1 サポートされない
2 使用不可
3 使用可能
4 自動的に入った電源

節約モード
5 設定可能な電源状態
6 サポートされる電源

サイクル
7 サポートされる時刻

指定電源オン

PowerManagement

Supported

Boolean 廃止 (CIM_Power

ManagementCapabilities)

装置を電源管理対象にできるこ
とを示すブール。このプロパテ
ィーは廃止されました。代わり
に、関連付けられた
PowerManagement Capabilities

クラス (ElementCapabilities 関
係を使用して関連付けられてい
る) が存在していることが、電
源管理がサポートされているこ
とを示します。

PowerOnHours Uint64 廃止 (CIM_Powered

StatisticalData.PowerOnHours)、
Units(Hours)、Counter(TRUE)

サポートされないプロパティ
ー。

PreferredNode String Expensive(TRUE) 優先ノードの ID。

Primordial Boolean 収容システムが、この操作可能
エレメントを作成または削除す
る機能を持っていないかどうか
を表します。

Purpose String メディアおよびその使用につい
ての記述。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

次の機会にエレメントについて
行うべき状態変更を示します。
SAN ボリューム・コントロー
ラーはこの属性を評価しないの
で、これが変更されてもアクシ
ョンがとられることはないこと
に注意してください。
コード 意味

2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済み

SCID String ボリュームの同期コピー ID。

SCName String ボリュームの同期コピー名。

SequentialAccess Boolean MediaAccessDevice によって、
ストレージが順次にアクセスさ
れるかどうかを示します。たと
えば、TapePartition は、順次ア
クセスされる StorageExtent で
す。StorageVolumes、
DiskPartitions、 および
LogicalDisks は、ランダム・ア
クセス・エクステントです。

Status String MaxLen(10)、廃止 (CIM_

ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

廃止されたプロパティーであ
り、不明にセットされます。状
況情報については、
OperationalStatus を参照してく
ださい。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

OperationalStatus プロパティー
が 1 (その他) に設定されてい
る場合に使用される状況の記
述。

StatusInfo Uint16 廃止 (CIM_Enabled

LogicalElement.Enabled

State)

廃止されたプロパティー。
CIM_Enabled LogicalElement を
参照してください。 代わりに
EnabledState を使用してくださ
い。
コード 意味

1 その他
2 不明
3 使用可能
4 使用不可
5 適用外

SystemCreation

ClassName

String Propagated(CIM_System.

CreationClassName)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
CreationClassName。

SystemName String Propagated(CIM_System.

Name)、MaxLen(256)

有効範囲設定クラスターの IP

アドレス。

Throttle Uint64 Units(IOs per second)、 Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
Expensive(TRUE)

ボリュームの最大帯域幅。
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表 41. IBMTSSVC_StorageVolume のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパティ
ー。

TotalPowerOn

Hours

Uint64 廃止 (CIM_Powered

StatisticalData.TotalPower

OnHours)、Units(Hours)、
Counter(TRUE)

サポートされないプロパティ
ー。

Type Uint32 Value(Sequential Striped Router Image) ボリュームのタイプ。

IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet
IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet クラスは、複数の StorageSynchronized インス
タンスを集約して、整合したコピーが行なわれるようにします。

プロパティー

IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet クラスは CIM_SynchronizedSet クラスの拡張
で、表 42 に示すプロパティーを持ちます。

表 42. IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AuxilaryID String 補助クラスターの ID。

AuxilaryName String 補助クラスターの名前。

Availability Uint32 Expensive(TRUE) セットの可用性。
コード 意味
0 オンライン
1 1 次オフライン
2 2 次オフライン
3 IO チャネル・オ

フライン

Caption String MaxLen(15)、
Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

短い (1 行のストリング)

テキストによる記述。

Connected Boolean ネットワーク接続の状
況。

CopyType Uint16 Experimental(TRUE) SynchronizedSet の複製ポ
リシー。
コード 意味
2 非同期。ソース

の非同期コピー
を作成して維持
します。

3 同期。ソースの
同期化済みコピ
ーを作成して維
持します。

4 UnSyncAssoc

.. DMTF 予約済み
0x8000..

ベンダー特定
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表 42. IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Description String テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementCount Uint32 Counter このセット内の
SyncCopyStorage

Synchronized の数

ElementName String MaxLen(15)、
Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)、
Experimental(TRUE)

SynchronizedSet のこのイ
ンスタンスの使いやすい
名前。さらに、使いやす
い名前は、検索または照
会の場合に索引プロパテ
ィーとして使用できま
す。ElementName はネー
ムスペース内で固有であ
る必要はありません。

FreezeTime String Expensive(TRUE) 関係が停止された時刻。

InstanceID String InstanceID は、システム
によって有効範囲設定さ
れた (システムに含まれ
た) コレクションの固有イ
ンスタンスを不透明に識
別します。 InstanceID は
ネームスペース内で固有
でなければなりません。
固有を確実にするために
は、InstanceID の値を、
¥n(ベンダー ID)(ID) ¥n

というフォーマットで構
成しなければなりませ
ん。

MasterID String マスター・クラスターの
ID。

NativeState Uint16 ValueMap、Values セットのネイティブ状
態。
コード 意味
0 アイドリング
1 アイドリング切

断済み
2 整合同期化済み
3 整合切断済み
4 整合停止済み
5 不整合コピー中
6 不整合切断済み
7 不整合切断済み
8 空
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表 42. IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Primary Uint32 関係の中で現在どのサイ
ドが 1 次であるかを示し
ます。1 次ボリューム
は、クライアントによっ
て I/O 用にアクセス可能
なボリュームです。

Status Uint32 SynchronizedSet の状況。
コード 意味
4 準備済み
5 再同期化進行中
6 同期化済み
12 中断
13 破損
0x1000 空
0x8101 破損による活動

停止中

SyncMaintained Boolean Expensive(TRUE) 同期関係を維持するかど
うかを示します。

サービス・オブジェクト・クラス:
SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのサービス・クラスとそれ
らのプロパティーについて、これ以降のページで説明します。

IBMTSSVC_ClusteringService
IBMTSSVC_ClusteringService クラスは、 ノードの追加や削除などのような、SAN

ボリューム・コントローラー・クラスターの管理に必要なメソッドを提供します。

プロパティー

IBMTSSVC_ClusteringService クラスは CIM_ClusteringService クラスの拡張で、表
43 に示すプロパティーを持ちます。

表 43. IBMTSSVC_ClusteringService のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。
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表 43. IBMTSSVC_ClusteringService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、エ
レメントは「使用可能」
です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 43. IBMTSSVC_ClusteringService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型で、以下のい
ずれかを示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。
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表 43. IBMTSSVC_ClusteringService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サービスの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledState プロパティ
ーが 1 (″その他″) にセ
ットされている場合に使
用されます。
EnabledState が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされて
いなければなりません。

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。
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表 43. IBMTSSVC_ClusteringService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

RequestedStatus は整数
列挙型であり、次の機会
に、エレメントをシャッ
トダウンするか、使用可
能または使用不可にする
か、オフラインにする
か、またはテストを行な
うかを示します。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Started Boolean このサービスが開始され
たかどうかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.EnabledDefault)

このサービスが、手動ま
たは自動のどちらで開始
されたかを示します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

OperationalStatus プロパ
ティーが「その他」に設
定されている場合に使用
される状況の記述。

SystemCreation

ClassName

String Propagated(CIM_System.

CreationClassName)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
作成クラスの名前。

SystemName String Propagated

(CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLastState

Change

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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IBMTSSVC_PrivilegeManagementService
IBMTSSVC_PrivilegeManagementService クラスは CIM_PrivilegeManagementService

クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTSSVC_PrivilegeManagementService クラスは、表 44 に示すプロパティーを持ち
ます。

表 44. IBMTSSVC_PrivilegeManagementService のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み
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表 44. IBMTSSVC_PrivilegeManagementService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サービスの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
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表 44. IBMTSSVC_PrivilegeManagementService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherEnabled

State

String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/

使用不可状態を記述する
ストリングで、
EnabledStatus プロパテ
ィーが 1 (「その他」)

にセットされている場合
に使用されます。
EnabledStatus が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされてい
なければなりません。

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。このプ
ロパティーは、要求の状
況と現行の使用可能な状
況とを比較するために提
供されます。
EnabledStatus が 5 (「適
用外」) にセットされて
いるときは、このプロパ
ティーに書き込みをして
も効果がないことに注意
してください。デフォル
トは 5 (「変更なし」)

です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済
み

32768..65535
ベンダー予約済
み

Started Boolean このサービスが開始され
たかどうかを示します。
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表 44. IBMTSSVC_PrivilegeManagementService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.Enabled

Default)

このサービスが、手動ま
たは自動のどちらで開始
されたかを示します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グで、OperationalStatus

プロパティーが 1 (「そ
の他」) に設定されてい
る場合に使用されます。

SystemCreation

ClassName

String Propagated

(CIM_System.Creation

ClassName)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
作成クラスの名前。

SystemName String Propagated

(CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_StorageConfigurationService
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは、 基本ストレージ構成タスク用の
外部メソッドを提供します。

プロパティー

IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスは CIM_StorageConfigurationService ク
ラスの拡張で、表 45 に示すプロパティーを持ちます。

表 45. IBMTSSVC_StorageConfigurationService のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。
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表 45. IBMTSSVC_StorageConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String テキストによるオブジェ
クトを記述します。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値の 1 つで、エレ
メントの EnabledStatus

のための管理者のデフォ
ルト/開始構成を表しま
す。デフォルトでは、
エレメントは ″使用可能
″ (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み
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表 45. IBMTSSVC_StorageConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

Name String MaxLen(256) オブジェクトが識別され
るラベル。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サービスの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
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表 45. IBMTSSVC_StorageConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

エレメントの使用可能/使
用不可状態を記述するス
トリングで、
EnabledStatus プロパティ
ーが 1 (「その他」) に
セットされている場合に
使用されます。
EnabledStatus が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーは必ず
NULL にセットされてい
なければなりません。

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

整数列挙型標識。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

Started Boolean このサービスが開始され
たかどうかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.Enabled

Default)

このサービスが、手動ま
たは自動のどちらで開始
されたかを示します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

廃止されたプロパティー
であり、″不明″ にセッ
トされます。状況情報に
ついては、
OperationalStatus を参照
してください。
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表 45. IBMTSSVC_StorageConfigurationService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

状況を記述するストリン
グ。状況を記述し、
OperationalStatus プロパ
ティーが 1 (「その他」)

に設定されている場合に
使用されます。

SystemCreation

ClassName

String Propagated

(CIM_System.Creation

ClassName)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
作成クラスの名前。

SystemName String Propagated

(CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService
このサービスは、SAN ボリューム・コントローラー用の HardwareAccounts および
ホストを管理するための外部メソッドを提供します。

プロパティー

IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService クラスは
CIM_StorageHardwareIDManagementService クラスの拡張で、表 46 に示すプロパテ
ィーを持ちます。

表 46. IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService プロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) サポートされないプロパ
ティー。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前。このプ
ロパティーを、このクラ
スのその他のキー・プロ
パティーとともに使用す
ると、このクラスおよび
そのサブクラスのすべて
のインスタンスが一意的
に識別されます。

Description String テキストによるオブジェ
クトの記述。

ElementName String サポートされないプロパ
ティー。
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表 46. IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) 列挙値で、デフォルトま
たは始動 EnabledStatus

を示します。デフォルト
では、エレメントは使用
可能 (2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.OtherEnabledState)

エレメントの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

エレメントがテスト中で
あって、使用可能または
使用不可のどちらでもな
い場合は、使用中 (7) が
使用されます。このプロ
パティーが
EnabledLogical Element

のインスタンスに適用さ
れない場合は、 適用外
(5) が使用されます。

InstallDate Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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表 46. IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Name String MaxLen(256) オブジェクトの名前。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.StatusDescriptions)

サービスの操作状況。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

EnabledStatus プロパティ
ーが 1 (その他) にセッ
トされているときのエレ
メントの状態。
EnabledStatus が 1 以外
の値である場合は、この
プロパティーはヌルにセ
ットされていなければな
りません。

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) サポートされないプロパ
ティー。
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表 46. IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService プロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLogical

Element.EnabledState)

次の機会にエレメントに
ついて行うべき状態変更
を示します。
EnabledStatus が 5 (変更
なし) にセットされてい
るときは、このプロパテ
ィーは効果がありませ
ん。デフォルトでは、
RequestedStatus は 5 (変
更なし) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10..32767

DMTF 予約済み
32768..65535

ベンダー予約済
み

Started Boolean サービスが開始されたか
どうかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.EnabledDefault)

このサービスが、手動ま
たは自動のどちらで開始
されたかを示します。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystemElement.

OperationalStatus)

これは廃止されたプロパ
ティーであり、「不明」
に設定されます。状況情
報については、
OperationalStatus を参照
してください。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem

Element.OperationalStatus)

OperationalStatus プロパ
ティーが 1 (その他) に
設定されている場合に使
用される状況の記述。

SystemCreation

ClassName

String Propagated(CIM_System.

CreationClassName)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
作成クラスの名前。

SystemName String Propagated(CIM_System.

Name)、MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

サポートされないプロパ
ティー。
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セキュリティー・オブジェクト・クラス
この節では、SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントのセキュリテ
ィー・クラスとそれらのプロパティーについて説明します。

IBMTS_Account
IBMTS_Account クラスは CIM_Account クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTS_Account クラスは、Common Information Model Object Model (CIMOM) 上
の単一ユーザー・アカウントを表し、認証情報 (ユーザー名とパスワード) および許
可 (グローバルな役割とシステムの役割) 情報を保管します。

IBMTS_Account クラスは、表 47 に示すプロパティーを持ちます。

表 47. IBMTS_Account のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリング)

テキストによる記述でオ
ブジェクトを識別しま
す。

CreationClass

Name

String MaxLen(256)、 ReadRole(None) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。このプロパティー
を、このクラスのその他
のキー・プロパティーと
ともに使用すると、この
クラスおよびそのサブク
ラスのすべてのインスタ
ンスが一意的に識別され
ます。

Description String テキストでオブジェクト
を記述します。

Descriptions String[] MaxLen(1024) ユーザーが読むことがで
きるオブジェクトの記述
が入ります。LDAP で導
出されたインスタンスの
場合は、記述属性に複数
の値があり、したがっ
て、継承された
Description プロパティー
に入れることはできませ
ん。
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表 47. IBMTS_Account のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ElementName String オブジェクトの名前を定
義します。このプロパテ
ィーを使用すると、各イ
ンスタンスは、キー・プ
ロパティーまたは識別デ
ータおよび記述情報に加
え、使いやすい名前を定
義することができます。

Host String[] アカウントが適用される
システムの名前を指定し
ます。ホスト名は、完全
修飾 DNS 名または未修
飾ホスト名のどちらでも
かまいません。

InstallDate Date-

time

オブジェクトがインスト
ールされた日付を指定し
ます。この値がない場合
であっても、オブジェク
トがインストールされて
いないことを意味するわ
けではありません。

LocalityName String[] 市区町村名、国名、また
はその他の地域など、選
択した局所性情報の名前
を指定します。

Name String MaxLen(1024) ReadRole(None) オブジェクト・インスタ
ンスの名前を指定しま
す。このプロパティーの
値は、UserID プロパテ
ィーの値と同じになるよ
うにセットされるか、あ
るいは LDAP から導出
されたインスタンスの場
合、Name プロパティー
の値は LDAP でアクセ
スされるオブジェクト・
インスタンスの
DistinguishedName に設
定されることがありま
す。

ObjectClass String[] LDAP から導出されたイ
ンスタンスの場合、この
プロパティー値は
objectClass 属性値にセッ
トすることができます。
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表 47. IBMTS_Account のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Operational

Status

Uint16[] Experimental(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

エレメントの現在の状況
を示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

Organization

Name

String[] Required(TRUE) アカウントに関連した組
織の名前を指定します。

OU String[] アカウントに関連した組
織単位の名前を指定しま
す。

Status

Descriptions

String[] Experimental(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

OperationalStatus が 1 に
設定されている場合に
は、エレメントの状況を
記述します。

SeeAlso String[] 他の Directory オブジェ
クトの識別名を指定しま
す。実際のオブジェクト
と類似した名前にするこ
とをお勧めします。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem)

オブジェクトの現在の状
況を示します。

SystemCreation

ClassName

String Propagated(CIM_System.

CreationsClassName)、
MaxLen(256)、
ReadRole(None)

システムのクラスター構
成ノード (CCN) を指定
します。

SystemName String Propagated (CIM_System.Name)、
MaxLen(256)、ReadRole(None)

システムの名前を指定し
ます。
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表 47. IBMTS_Account のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

UserCertificate String[] Octetstring(TRUE) ユーザーの公開鍵証明書
を指定します。

UserID String MaxLen(256) ユーザーの ID をシステ
ムに対して定義します。

UserPassword String[] Octetstring(TRUE) 許可ユーザーが、指定さ
れたディレクトリー内の
リソースにアクセスする
ための暗号化されたパス
ワードを含みます。

IBMTS_AccountManagementService
IBMTS_AccountManagementService クラスは、Common Information Model Object

Manager (CIMOM) 上のアカウントを管理するメソッドを提供します。

プロパティー

IBMTS_AccountManagementService クラスは CIM_AccountManagementService クラス
の拡張で、表 48 に示すプロパティーを持ちます。

表 48. IBMTS_AccountManagementService のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64)、
ReadRole(None)

短い (1 行のストリング)

テキストによる記述でオ
ブジェクトを識別しま
す。

CreationClassName String MaxLen(256)、
ReadRole(None)

インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。

SystemCreationClass String Propogated

(CIM_System.Creation)

MaxLen(256)、
ReadRole(None)

システムの作成クラスの
名前を示します。

SystemName String Propogated

(CIM_System.Name)

MaxLen(256)、
ReadRole(None)

システムの名前を示しま
す。

Description String ReadRole(None) テキストでオブジェクト
を記述します。

ElementName String ReadRole(None) インスタンスの名前を指
定します。
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表 48. IBMTS_AccountManagementService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) エレメントの使用可能状
況に対する管理者のデフ
ォルトまたは開始構成を
示します。デフォルトで
は、 エレメントは使用可
能 (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8...32767

DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

エレメントが現在、シャ
ットダウン中であるか、
使用可能または使用不可
の状態であるかを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11...32767

DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

InstallDate Date-

time

CIM クライアントが
CIMOM のリポジトリー
内にオブジェクトを作成
した日付を示します。
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表 48. IBMTS_AccountManagementService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Name String MaxLen(256)、
ReadRole(None)

ホスティング・システム
のコンテキスト内に固有
のラベルを定義します。
これにより、
AccessControlInformation

が認識されます

OperationalStatus Uint16[] Experimental(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

クラスターの操作状況を
示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード

OtherEnabledStatus String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

EnabledStatus が 1 に設
定されている場合には、
エレメントの使用可能ま
たは使用不可の状態を記
述します。EnabledStatus

が 1 以外の値に設定され
ている場合はヌルでなけ
ればなりません。

StatusDescriptions String[] Experimental(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

OperationalStatus が 1 に
設定されている場合に
は、クラスターの状況を
記述します。

PrimaryOwnerContact String Experimental(TRUE)、
MaxLen(256)、Write(TRUE)

アカウントの基本所有者
との連絡方法を指定しま
す。電話番号または E メ
ールなど。
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表 48. IBMTS_AccountManagementService のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PrimaryOwnerName String Experimental(TRUE)、
MaxLen(64)、Write(TRUE)

基本所有者の名前を指定
します。

RequestedStatus Uint16 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

次の操作時のエレメント
の状態 (シャットダウ
ン、使用可能、オフライ
ン、またはテスト済み)

を設定します。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10...32767

DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

Started Boolean アカウントに対してサー
ビスを開始するか停止す
るかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.Enable)

システム、オペレーティ
ング・システム、または
特定のユーザー要求によ
ってサービスが自動的に
開始するかどうかを示し
ます。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem)

Service インスタンスの現
在の状況を指定します。

TimeOfLastStateChange Date-

time

Experimental(TRUE) 状態の最終変更時刻を示
します。

IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism
IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism は、CIM-XML プロトコルに固有のプロ
パティーを追加します。

プロパティー

IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism プロパティーは、 232ページの表 49 に
示されています。
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表 49. IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Authentication

Mechanism

Descriptions

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)

サポートされるメカニズ
ムを記述します。1 （=

その他）が指定されると
きは、この記述アレイに
項目がなければなりませ
ん。

Authentication

Mechanisms

Supported

Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)、
Required(TRUE)

オブジェクト・マネージ
ャーによってサポートさ
れている認証のタイプを
記述します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 なし
3 基本的
4 ダイジェスト

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記述
でオブジェクトを識別し
ます。

CIMValidated Boolean Required(TRUE) CIM サーバーが厳密に
妥当性検査を行っている
かを記述します。

CIMXMLProtocol

Version

Uint16 廃止 (CIM_CIMXML)、
Required(TRUE)

オブジェクト・マネージ
ャーによってサポートさ
れている CIM-XML プ
ロトコルのバージョンを
記述します。
コード 意味
0 不明
1 1.0

Communication

Mechanism

Uint16 Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)

オブジェクト・マネージ
ャーとの通信に使用でき
るエンコード方式とプロ
トコルを記述します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 CIM-XML

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスまたはサ
ブクラスの名前を示しま
す。

説明 String テキストでオブジェクト
を記述します。

ElementName String ReadRole(None) インスタンスの名前を指
定します。
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表 49. IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) エレメントの使用可能状
況に対する管理者のデフ
ォルトまたは開始構成を
示します。デフォルトで
は、 エレメントは使用
可能 (値=2) です。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8...32767

DMTF 予約済
み

32768...
ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

エレメントが現在、シャ
ットダウン中であるか、
使用可能または使用不可
の状態であるかを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11...32767

DMTF 予約済
み

32768...
ベンダー予約済
み

FunctionalProfile

説明
String[] ArrayType(Indexed)、

ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)

オブジェクト・マネージ
ャーによってサポートさ
れている操作を記述しま
す。
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表 49. IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

FunctionalProfile

Supply

Uint16[] Required(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)

列挙型アレイで、オブジ
ェクト・マネージャーに
よってサポートされてい
る操作のタイプを記述し
ます。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 基本的な読み取

り
3 基本的な書き込

み
4 スキーマ操作
5 インスタンス操

作
6 関連したトラバ

ーサル
7 照会の実行
8 修飾子の宣言
9 標識

InstallDate Date-

time

CIM クライアントが
CIMOM のリポジトリー
内にオブジェクトを作成
した日付を示します。

MultipleOperation

Supply

Boolean Required(TRUE) オブジェクト・マネージ
ャーが複数の操作要求を
サポートする (TRUE)

か、 単純要求のみをサ
ポートする (FALSE) か
を示します。

Name String MaxLen(256) ホスティング・システム
のコンテキスト内に固有
のラベルを定義します。
これにより、
AccessControl

Information が認識され
ます。
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表 49. IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

クラスターの操作状況を
示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
.. DMTF 予約済

み
0x8000 ベンダー予約済

み

OtherCommunication

Mechanism

String ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)

1 （= その他）が
Communication

Mechansim に指定され
ているときに、サポート
されているプロトコルを
記述します。

OtherEnabledState String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

EnabledStatus が 1 に設
定されている場合には、
エレメントの使用可能ま
たは使用不可の状態を記
述します。EnabledStatus

が 1 以外の値に設定さ
れている場合はヌルでな
ければなりません。
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表 49. IBMTS_CIMXMLCommunicationMechanism のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

次の操作時のエレメント
の状態 (シャットダウ
ン、使用可能、オフライ
ン、またはテスト済み)

を設定します。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10 リブート
11 リセット
.. DMTF 予約済

み
32768...

ベンダー予約済
み

Status String 廃止 (CIM_ManagedSystem)、
MaxLen(10)

Service インスタンスの
現在の状況を指定しま
す。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

OperationalStatus アレイ
のさまざまな値を記述し
ます。

SystemCreation

Class

String Propogated

(CIM_System.Creation)

MaxLen(256)

システムの作成クラスの
名前を示します。

SystemName String Propogated (CIM_System.Name)

MaxLen(256)

システムの名前を示しま
す。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

状態の最終変更時刻を示
します。

Version String Required(TRUE) オブジェクト・マネージ
ャーによってサポートさ
れている CIM-XML プ
ロトコルのバージョンを
記述します。

IBMTS_IndicationFilter
IBMTS_IndicationFilter は、CIM_IndicationFilter クラスを拡張します。
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プロパティー

IBMTS_IndicationFilter は、表 50 に示すプロパティーを持ちます。

表 50. IBMTS_IndicationFilter のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記
述でオブジェクトを識
別します。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に
使用されるクラスまた
はサブクラスの名前を
示します。

SystemCreationClass String MaxLen(256) システムの作成クラス
の名前を示します。

SystemName String MaxLen(256) システムの名前を示し
ます。

Description String テキストでオブジェク
トを記述します。

ElementName String インスタンスの名前を
指定します。

Query String Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_IndicationFilter)

標識が生成される条件
を定義する照会用の
式。

QueryLanguage String Required(TRUE) 照会が表現される言
語。

SourceNamespace String 標識が発信されるロー
カル・ネームスペース
へのパス。

Name String MaxLen(256) ホスティング・システ
ムのコンテキスト内に
固有のラベルを定義し
ます。これにより、
AccessControl

Information が認識され
ます。

IBMTS_NameSpace
IBMTS_NameSpace は CIM_NameSpace クラスを拡張します。
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プロパティー

IBMTS_NameSpace は、表 51 に示すプロパティーを持ちます。

表 51. IBMTS_NameSpace のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記
述を使用してオブジェ
クトを識別します。

ClassInfo Uint16 廃止 (CIM_Namespace)、
Required(TRUE)、 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Namespace)

ネームスペースの編成
を識別します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 CIM 1.0

3 CIM 2.0

4 CIM 2.1

5 CIM 2.2

6 CIM 2.3

7 CIM 2.4

8 CIM 2.5

9 CIM 2.6

10 CIM 2.7

11 CIM 2.8

200 DMI Recast

201 SNMP Recast

202 CMIP Recast

ClassType Uint16 Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Namespace)

ネームスペースのスキ
ーマを示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 CIM 1.0

200 DMI Recast

201 SNMP Recast

202 CMIP Recast

ClassTypeVersion String Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Namespace)

ネームスペース内のオ
ブジェクトを識別しま
す。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に
使用されるクラスまた
はサブクラスの名前を
示します。

Description String テキストでオブジェク
トを記述します。

DescriptionOfClassInfo String 廃止 (CIM_Namespace)、
Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Namespace)

オブジェクトの詳細情
報を記述します。
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表 51. IBMTS_NameSpace のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

DescriptionOf

ClassType

String Write(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Namespace)

オブジェクトの詳細情
報を記述します。

ElementName String インスタンスの名前を
指定します。

Name String MaxLen(256) ホスティング・システ
ムのコンテキスト内に
固有のラベルを定義し
ます。これにより、
AccessControl

Information が認識され
ます。

ObjectManager

Creation

String Propogated

(CIM_ObjectManager)、
MaxLen(256)

オブジェクト・マネー
ジャーの
CreationClassName を識
別します。　

ObjectManagerName String Propogated

(CIM_ObjectManager)、
MaxLen(256)

オブジェクト・マネー
ジャーの名前を識別し
ます。

SystemCreationClass String Propogated

(CIM_ObjectManager)、
MaxLen(256)

システムの作成クラス
の名前を示します。

SystemName String Propogated

(CIM_ObjectManager)、
MaxLen(256)

システムの名前を識別
します。

IBMTS_ObjectManager
IBMTS_ObjectManager クラスは、Common Information Model Object Manager

(CIMOM) 自体を表します。

プロパティー

IBMTS_ObjectManager クラスは CIM_ObjectManager クラスの拡張で、表 52 に示す
プロパティーを持ちます。

表 52. IBMTS_ObjectManager のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリング)

テキストによる記述でオ
ブジェクトを識別しま
す。

Description String テキストでオブジェクト
を記述します。

ElementName String ReadRole(None) インスタンスの名前を指
定します。
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表 52. IBMTS_ObjectManager のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) エレメントの使用可能状
況に対する管理者のデフ
ォルトまたは開始構成を
示します。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 デフォルトなし
8..32767

DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

EnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

エレメントが現在、シャ
ットダウン中であるか、
使用可能または使用不可
の状態であるかを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11..32767

DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

GatherStatistical

Data

Boolean Write(TRUE) CIM_CIMOM

StatisticalData オブジェ
クトが統計データを収集
したかどうか、またその
データがアクセス可能で
あるかどうかを示しま
す。
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表 52. IBMTS_ObjectManager のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

InstallDate Date-

time

CIM クライアントが
CIMOM のリポジトリー
内にオブジェクトを作成
した日付を示します。

Name String MaxLen(256) サービスを識別し、管理
対象となる機能の ID を
提供します。

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

クラスターの操作状況を
示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
.. DMTF 予約済み
0x8000 ベンダー予約済

み

OtherEnabledStatus String ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

EnabledStatus が 1 に設
定されている場合には、
エレメントの使用可能ま
たは使用不可の状態を記
述します。EnabledStatus

が 1 以外の値に設定さ
れている場合はヌルでな
ければなりません。

PrimaryOwner

Contact

String Write(TRUE)、 MaxLen(256) アカウントの基本所有者
との連絡方法を指定しま
す。電話番号または E

メールなど。

第 6 章 CIM エージェントのオブジェクト・クラス 241



表 52. IBMTS_ObjectManager のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) 基本所有者の名前を指定
します。

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

次の操作時のエレメント
の状態 (シャットダウ
ン、使用可能、オフライ
ン、またはテスト済み)

を設定します。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10 リブート
11 リセット
.. DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

Started Boolean アカウントに対してサー
ビスを開始するか停止す
るかを示します。

StartMode String MaxLen(10)、廃止
(CIM_Service.Enabled)

システム、オペレーティ
ング・システム、または
特定のユーザー要求によ
ってサービスが自動的に
開始するかどうかを示し
ます。

Status String MaxLen(10)、廃止
(CIM_ManagedSystem)

Service インスタンスの
現在の状況を指定しま
す。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

OperationalStatus が 1 に
設定されている場合に
は、クラスターの状況を
記述します。

SystemCreation

ClassName

String MaxLen(256) 有効範囲設定システムの
クラス作成名を示しま
す。

SystemName String Propagated (CIM_System.Name)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
名前を指定します。

SystemCreation

Class

String Propagated (CIM_System.Class)、
MaxLen(256)

有効範囲設定システムの
クラス作成を示します。
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表 52. IBMTS_ObjectManager のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

エレメントの EnableState

の最終変更日時を示しま
す。

Version String Experimental(TRUE) Common Information

Model (CIM) エージェン
トの VRMF レベルを示
します。

IBMTS_RegisteredProfile
IBMTS_RegisteredProfile は CIM_RegisteredProfile クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTS_RegisteredProfile は、表 53 に示すプロパティーを持ちます。

表 53. IBMTS_RegisteredProfile のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

AdvertiseType

Description

String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile)

AdvertiseType に関する
情報を提供します。

AdvertiseTypes Uint16[] Required(TRUE)、
ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_RegisteredProfile)

プロファイル情報の広
告を表します。
コード 意味
1 その他
2 広告しない
3 SLP

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリン
グ) テキストによる記
述を使用してオブジェ
クトを識別します。

Description String テキストでオブジェク
トを記述します。

ElementName String インスタンスの名前を
指定します。

InstanceID String このクラスのインスタ
ンスを識別します。

OtherRegistered

Organization

String ModelCorrespondence

(CIM_ObjectManager)、
MaxLen(256)

1 （= その他）が
Registered Organization

に指定されているとき
に、組織の記述を提供
します。

RegisteredName String Required(TRUE)、 MaxLen(256) この RegisteredProfile

の名前を提供します。
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表 53. IBMTS_RegisteredProfile のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Registered

Organization

Uint16 Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_Namespace)

ネームスペースの編成
を識別します。
コード 意味
1 その他
2 DMTF

3 CompTIA

4 Consortium for

Service

Innovation

5 FAST

6 GGF

7 INTAP

8 itSMF

9 NAC

10 Northwest

Energy

Efficiency

Alliance

11 SNIA

12 TM Forum

13 The Open

Group

14 ANSI

15 IEEE

16 IETF

17 INCITS

18 ISO

19 W3C

RegisteredVersion String Required(TRUE) プロファイルのバージ
ョンを示します。

IBMTS_System
IBMTS_System は CIM_System クラスを拡張します。

プロパティー

IBMTS_System は、表 54 に示すプロパティーを持ちます。

表 54. IBMTS_System のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Caption String MaxLen(64) 短い (1 行のストリング)

テキストによる記述を使
用してオブジェクトを識
別します。

CreationClassName String MaxLen(256) インスタンスの作成に使
用されるクラスの名前を
示します。

244 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



表 54. IBMTS_System のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Name String MaxLen(256) System インスタンスの
鍵としての役割を果たし
ます。

Description String テキストでオブジェクト
を記述します。

ElementName String ReadRole(None) インスタンスの名前を指
定します。

EnabledDefault Uint16 Write(TRUE) エレメントの使用可能状
況に対する管理者のデフ
ォルトまたは開始構成を
示します。デフォルトで
は、 エレメントは使用
可能 (値=2) です。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 適用外
6 使用可能 (ただ

しオフライン)

7 テスト中
8 据え置き
9 静止
10 開始
11...32767

DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

OtherEnabledState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

エレメントが現在、シャ
ットダウン中であるか、
使用可能または使用不可
の状態であるかを示しま
す。

InstallDate Date-

time

CIM クライアントが
CIMOM のリポジトリー
内にオブジェクトを作成
した日付を示します。

NameFormat String MaxLen(64) 多くのコンポーネントの
有効範囲を提供します。
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表 54. IBMTS_System のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

OperationalStatus Uint16[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

クラスターの操作状況を
示します。
コード 意味
0 不明
1 その他
2 OK

3 劣化
4 ストレス
5 予測失敗
6 エラー
7 リカバリー不能

エラー
8 開始
9 停止
10 停止済み
11 サービス中
12 接点なし
13 通信遮断
14 異常終了
15 休止
16 エラーのエンテ

ィティーをサポ
ートする

17 完了
18 電源モード
.. DMTF 予約済み
0x8000 ベンダー予約済

み

PrimaryOwner

Contact

String MaxLen(256)、 Write(TRUE) アカウントの基本所有者
との連絡方法を指定しま
す。電話番号または E

メールなど。

PrimaryOwner

Name

String MaxLen(64)、Write(TRUE) 基本所有者の名前を指定
します。
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表 54. IBMTS_System のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

RequestedState Uint16 ModelCorrespondence

(CIM_EnabledLog)

次の操作時のエレメント
の状態 (シャットダウ
ン、使用可能、オフライ
ン、またはテスト済み)

を設定します。
コード 意味
2 使用可能
3 使用不可
4 シャットダウン
5 変更なし
6 オフライン
7 テスト
8 据え置き
9 静止
10 リブート
11 リセット
.. DMTF 予約済み
32768...

ベンダー予約済
み

Roles String[] Write(TRUE) 管理者によって定義され
る役割を指定します。

Status String 廃止 (CIM_ManagedSystem)、
MaxLen(10)

オブジェクトの現在の状
況を示します。

StatusDescriptions String[] ArrayType(Indexed)、
ModelCorrespondence

(CIM_ManagedSystem)

OperationalStatus アレイ
のさまざまな値を記述し
ます。

TimeOfLast

StateChange

Date-

time

状態の最終変更時刻を示
します。

関連オブジェクト・クラス
この節では、SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントの関連クラス
とそれらのプロパティーについて説明します。

IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool
IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool クラスは、IBMTSSVC_StorageVolume インス
タンスを、 ボリュームの割り振り元である IBMTSSVC_StoragePool に接続しま
す。

参照

IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool クラスは CIM_AllocatedFromStoragePool クラ
スの拡張で、 248ページの表 55 に示す参照を持ちます。
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表 55. IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_StoragePool ストレージ・プールを表
します。

Dependent IBMTSSVC_Storage

Volume

ストレージ・ボリューム
を表します。

プロパティー

IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool クラスは、表 56 に示すプロパティーを持ちま
す。

表 56. IBMTSSVC_AllocatedFromStoragePool のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

SpaceConsumed Uint64 Units(Bytes)、Required(TRUE)、
ModelCorrespondence

(CIM_StoragePool.Total

ManagedSpace

CIM_StoragePool.

RemainingManagedSpace)

サポートされないプロ
パティー。

IBMTSSVC_AuthorizedCollection
IBMTSSVC_AuthorizedCollection クラスは、ホストを特権に関連付けます。
AuthorizatedSubject は、 ホストとストレージ・ボリュームとの間にある許可チェー
ンの中のエレメントの 1 つです。　

参照

IBMTSSVC_AuthorizedCollection クラスは CIM_AuthorizedSubject クラスの拡張で、
表 57 に示す参照を持ちます。

表 57. IBMTSSVC_AuthorizedCollection の参照

名前 参照 修飾子 説明

Privilege IBMTSSVC_Privilege 特権を表します。

Privileged

Element

IBMTSSVC_HardwareId

Collection

ホストを表します。

IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareID
IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareID クラスは、ホストを特権に関連付けます。
AuthorizatedSubject は、 ホストとストレージ・ボリュームとの間にある許可チェー
ンの中のエレメントの 1 つです。　

参照

IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareID クラスは CIM_AuthorizedSubject クラスの
拡張で、 249ページの表 58 に示す参照を持ちます。
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表 58. IBMTSSVC_AuthorizedStorageHardwareID の参照

名前 参照 修飾子 説明

Privilege IBMTSSVC_Privilege 特権を表します。

Privileged

Element

IBMTSSVC_Storage

HardwareID

StorageHardwareID

IBMTSSVC_AuthorizedSubject
IBMTSSVC_AuthorizedSubject クラスは、ホストを特権に関連付けます。
AuthorizedSubject は、 ホストとストレージ・ボリュームとの間にある許可チェーン
の中のエレメントの 1 つです。　

参照

IBMTSSVC_AuthorizedSubject クラスは CIM_AuthorizedSubject クラスの拡張で、表
59 に示す参照を持ちます。

表 59. IBMTSSVC_AuthorizedSubject の参照

名前 参照 修飾子 説明

Privilege IBMTSSVC_Privilege 特権を表します。

PrivilegeElement CIM_ManagedElement ホストまたは
StorageHardwareID を表し
ます。

IBMTSSVC_AuthorizedTarget
IBMTSSVC_AuthorizedTarget クラスは、特権を ProtocolController に関連付けます。
AuthorizedTarget は、StorageHardwareID とストレージ・ボリュームとの間にある許
可チェーンの中のエレメントの 1 つです。

参照

IBMTSSVC_AuthorizedTarget クラスは CIM_AuthorizedTarget クラスの拡張で、表
60 に示す参照を持ちます。

表 60. IBMTSSVC_AuthorizationTarget の参照

名前 参照 修飾子 説明

Privilege IBMTSSVC_Privilege ターゲット・リソースに
影響する特権を表しま
す。

TargetElement IBMTSSVC_Controller 特権が適用されるリソー
スのターゲット・セット
を表します。

IBMTSSVC_AvailableHardwareID
IBMTSSVC_AvailableHardwareID クラスは、AccountManagementService を
CandidateStorageHardwareID に関連付けます。
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参照

IBMTSSVC_AvailableHardwareID クラスは CIM_ConcreteDependency クラスの拡張
で、表 61 に示す参照を持ちます。

表 61. IBMTSSVC_AvailableHardwareID の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Storage

HardwareIDManagement

Service

StorageHardware

IDManagementService

を表します。　

Dependent IBMTSSVC_Candidate

StorageHardwareID

CandidateStorage

HardwareID

IBMTSSVC_BackendControllerForVolume
IBMTSSVC_BackendControllerForVolume クラスは、BackendControllers をそのボリュ
ームに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_BackendControllerForVolumeクラスは CIM_Component クラスの拡張で、
表 62 に示す参照を持ちます。

表 62. IBMTSSVC_BackendSCSILUN の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Backend

Controller

Aggregate BackendController を表し
ます。

Part

Component

IBMTSSVC_Backend

Volume

Antecedent によって制御
される BackendVolume を
表します。

IBMTSSVC_BasedOn
IBMTSSVC_BasedOn クラスは、ストレージ・ボリュームをそのデータがある
BackendVolume に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_BasedOn クラスは CIM_BasedOn クラスの拡張で、表 63 に示す参照を
持ちます。

表 63. IBMTSSVC_BasedOn の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Backend

Volume

Dependent からのデータが
入っている
BackendVolume を表しま
す。

Dependent IBMTSSVC_Storage

Volume

ストレージ・ボリューム
を表します。
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プロパティー

IBMTSSVC_BasedOn クラスは、表 64 に示すプロパティーを持ちます。

表 64. IBMTSSVC_BasedOn のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

EndingAddress Uint64 サポートされないプロパ
ティー。

ExtentCount Uint64 ストレージ・ボリューム
のための BackendVolume

に割り振られているエク
ステントの数

OrderIndex Uint64 サポートされないプロパ
ティー。

StartingAddress Uint64 サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_ClusterController
IBMTSSVC_ClusterController クラスは、コントローラーのクラスター有効範囲を定
義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterController クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、表 65

に示す参照を持ちます。

表 65. IBMTSSVC_ClusterController の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Aggregate、Min、
Max

クラスターを表します。

PartComponent IBMTSSVC_Controller Weak コントローラーを表しま
す。

IBMTSSVC_ClusterDumps
IBMTSSVC_ClusterDumps クラスは CIM_ElementSettingData クラスを拡張します。

参照

IBMTSSVC_ClusterDumps クラスは、表 66 に示すプロパティーを持ちます。

表 66. IBMTSSVC_ClusterDumps の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

SettingData IBMTSSVC_Dumps ダンプを表します。
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プロパティー

IBMTSSVC_ClusterDumps クラスは、表 67 に示すプロパティーを持ちます。

表 67. IBMTSSVC_ClusterDumps のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

IsCurrent Uint16 参照された設定が現在
エレメントの操作で使
用されているか、設定
が不明であるかを示し
ます。
コード 意味
0 不明
1 現行である
2 現行でない

IsDefault Uint16 参照された設定がエレ
メント用のデフォルト
設定であるか、設定が
不明であるかを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 デフォルトで

ある
2 デフォルトで

ない

IBMTSSVC_ClusteringCandidate
IBMTSSVC_ClusteringCandidate クラスは、IBMTSSVC_CandidateNode インスタンス
を、IBMTSSVC_Cluster インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_ClusteringCandidate クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 68

に示す参照を持ちます。

表 68. IBMTSSVC_ClusteringCandidate の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_CandidateNode このクラスターまたはそ
の他のクラスターのメン
バーではないノードを表
します。

Dependent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

IBMTSSVC_ClusteringServiceForSystem
IBMTSSVC_ClusteringServiceForSystem クラスは、IBMTSSVC_Cluster インスタンス
を、IBMTSSVC_ClusteringService インスタンスに関連付けます。
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参照

IBMTSSVC_ClusteringServiceForSystem クラスは CIM_HostedClusterService クラスの
拡張で、表 69 に示す参照を持ちます。

表 69. IBMTSSVC_ClusteringServiceForSystem の参照

名前 ターゲット 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster Min、Max クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Clustering

Service

Weak クラスター上でホスティ
ングされるクラスタリン
グ・サービスを表しま
す。

IBMTSSVC_ClusterMaskingCapabilities
IBMTSSVC_ClusterMaskingCapabilities クラスは、IBMTSSVC_Cluster インスタンス
を、DeviceMaskingCapabilities に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_ClusterMaskingCapabilities クラスは CIM_ElementCapabilities クラスの拡
張で、表 70 に示す参照を持ちます。

表 70. IBMTSSVC_ClusterMaskingCapabilities の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Cluster Min、Max このクラスター用の
IBMTSSVC_

ControllerMasking

Capabilities

Capabilities IBMTSSVC_Controller

MaskingCapabilities

エレメントに関連付けら
れている Capabilities オブ
ジェクトを表します。

IBMTSSVC_ClusterPort
IBMTSSVC_ClusterPort は、 ファイバー・チャネル・ポートのクラスター有効範囲
を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterPort クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、表 71 に示す
参照を持ちます。

表 71. IBMTSSVC_ClusterPort の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Aggregate、Min、
Max

クラスターを表します。

Part

Component

IBMTSSVC_FCPort Weak ファイバー・チャネル・
ポートを表します。
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IBMTSSVC_ClusterScopeCandidateVolume
IBMTSSVC_ClusterScopeCandidateVolume クラスは、IBMTSSVC_Cluster インスタン
スを、IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeCandidateVolume クラスは CIM_Dependency クラスの拡張
で、表 72 に示す参照を持ちます。

表 72. IBMTSSVC_ClusterScopeCandidateVolume の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Candidate

Volume

CandidateVolume を表しま
す。　

IBMTSSVC_ClusterScopeChassis
IBMTSSVC_ClusterScopeChassis クラスは、IBMTSSVC_Chassis インスタンスのクラ
スター有効範囲を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeChassis クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 73

に示す参照を持ちます。

表 73. IBMTSSVC_ClusterScopeChassis の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Chassis シャーシーを表します。

IBMTSSVC_ClusterScopeFCSet
IBMTSSVC_ClusterScopeFCSet クラスは、IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet イ
ンスタンスのクラスター有効範囲を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeFCSet クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 74

に示す参照を持ちます。

表 74. IBMTSSVC_ClusterScopeFCSet の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_FlashCopy

SynchronizedSet

FlashCopy SynchronizedSet

インスタンス
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IBMTSSVC_ClusterScopeIOGroup
IBMTSSVC_ClusterScopeIOGroup は、I/O グループのクラスター有効範囲を定義しま
す。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeIOGroup クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 75

に示す参照を持ちます。

表 75. IBMTSSVC_ClusterScopeIOGroup の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_IOGroup I/O グループを表します。

IBMTSSVC_ClusterScopeNodeVPD
IBMTSSVC_ClusterScopeNodeVPD クラスは、IBMTSSVC_NodeVPD インスタンスの
クラスター有効範囲を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeNodeVPD クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表
76 に示す参照を持ちます。

表 76. IBMTSSVC_ClusterScopeNodeVPD の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_NodeVPD NodeVPD インスタンスを
表します。

IBMTSSVC_ClusterScopePrivilege
IBMTSSVC_ClusterScopePrivilege クラスは、IBMTSSVC_Privilege インスタンスのク
ラスター有効範囲を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopePrivilege クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 77

に示す参照を持ちます。

表 77. IBMTSSVC_ClusterScopePrivilege の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Privilege 特権を表します。

IBMTSSVC_ClusterScopeProduct
IBMTSSVC_ClusterScopeProduct クラスは、IBMTSSVC_Product インスタンスのクラ
スター有効範囲を定義します。
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参照

IBMTSSVC_ClusterScopeProduct クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 78

に示す参照を持ちます。

表 78. IBMTSSVC_ClusterScopeProduct の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Product Product インスタンスを表
します。

IBMTSSVC_ClusterScopeSCSet
IBMTSSVC_ClusterScopeSCSet クラスは、IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedSet イン
スタンスのクラスター有効範囲を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeSCSet クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 79

に示す参照を持ちます。

表 79. IBMTSSVC_ClusterScopeSCSet の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_SyncCopy

SynchronizedSet

SyncCopySynchronized Set

インスタンス

IBMTSSVC_ClusterVolume
IBMTSSVC_ClusterVolume クラスは、IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスのク
ラスター有効範囲を定義します。

参照

IBMTSSVC_ClusterScopeVolume クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 80

に示す参照を持ちます。

表 80. IBMTSSVC_ClusterVolume の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Storage

Volume

ストレージ・ボリューム
を表します。

IBMTSSVC_ComponentCS
IBMTSSVC_ComponentCS クラスはクラスターをそのノードに関連付けます。
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参照

IBMTSSVC_ComponentCS クラスは CIM_ComponentCS クラスの拡張で、表 81 に
示す参照を持ちます。

表 81. IBMTSSVC_ComponentCS の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Aggregate クラスターを表します。

Part

Component

IBMTSSVC_Node ノードを表します。

IBMTSSVC_ComputerSystemPackage
IBMTSSVC_ComputerSystemPackage クラスは、IBMTSSVC_Node インスタンスを、
対応する IBMTSSVC_Chassis インスタンスに接続します。

参照

IBMTSSVC_ComputerSystemPackage クラスは CIM_ComputerSystemPackage クラス
の拡張で、表 82 に示す参照を持ちます。

表 82. IBMTSSVC_ComputerSystemPackage の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Chasis シャーシーを表します。

Dependent IBMTSSVC_Node ノードを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_ComputerSystemPackageクラスは、表 83 に示すプロパティーを持ちま
す。

表 83. IBMTSSVC_ComputerSystemPackage のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

PlatformGUID String サポートされないプロパ
ティー。

IBMTSSVC_ConnectedBackendController
IBMTSSVC_ConnectedBackendController クラスは、IBMTSSVC_Cluster インスタンス
を、 ファイバー・チャネル SAN 内で可視の IBMTSSVC_BackendController インス
タンスに接続します。

参照

IBMTSSVC_ConnectedBackendController クラスは CIM_Dependency クラスの拡張
で、 258ページの表 84 に示す参照を持ちます。
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表 84. IBMTSSVC_ConnectedBackendController の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Backend

Controller

クラスターに接続されて
いるバックエンド・コン
トローラーを表します。

IBMTSSVC_ControllerConfigurationServiceForSystem
IBMTSSVC_ControllerConfigurationServiceForSystem クラスは、IBMTSSVC_Cluster

インスタンスを、 対応する IBMTSSVC_ControllerConfigurationService インスタンス
に接続します。

参照

IBMTSSVC_ControllerConfigurationServiceForSystem クラスは CIM_HostedService ク
ラスの拡張で、表 85 に示す参照を持ちます。

表 85. IBMTSSVC_ControllerConfigurationServiceForSystem の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster Min、Max サービスを使用する対象
のシステムを表します。

Dependent IBMTSSVC_Controller

ConfigurationService

Weak システムにサービスを提
供するコントローラー構
成サービスを表します。

IBMTSSVC_ControllerConfServiceMaskingCapabilities
IBMTSSVC_ControllerConfServiceMaskingCapabilities クラスは、
IBMTSSVC_ControllerConfService インスタンスを、 その DeviceMaskingCapabilities

に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_ControllerConfServiceMaskingCapabilities クラスは
CIM_ElementCapabilities クラスの拡張で、表 86 に示す参照を持ちます。

表 86. IBMTSSVC_ControllerConfService MaskingCapabilities の参照

名前 参照 修飾子 説明

Managed Element IBMTSSVC_Controller

ConfigurationService

Min、Max このサービスの
IBMTSSVC_

ControllerMasking

Capabilities を表します。
サービス

Capabilities IBMTSSVC_Controller

MaskingCapabilities

エレメントに関連付けら
れている Capabilities オブ
ジェクトを表します。
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IBMTSSVC_CopyCandidate
IBMTSSVC_CopyCandidate クラスは、IBMTSSVC_CandidateVolume インスタンスと
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとを関連付けます。両方のインスタンスに
同じ特性を持たせる必要があります。

参照

IBMTSSVC_CopyCandidate クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 87 に示
す参照を持ちます。

表 87. IBMTSSVC_CopyCandidate の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Candidate

Volume

Key ストレージ・ボリューム
との同期コピー関係の補
助の可能性がある候補ボ
リュームを表します。

Dependent IBMTSSVC_Storage

Volume

Key ストレージ・ボリューム
を表します。

IBMTSSVC_ElementConformsToProfile
IBMTSSVC_ElementConformsToProfile は、CIM_ElementConformsToProfile クラスを
拡張します。

参照

IBMTSSVC_ElementConformsToProfile クラスは、表 88 に示す参照を持ちます。

表 88. IBMTSSVC_ComponentCS の参照

名前 参照 修飾子 説明

Conformant

Standard

IBMTSSVC_Registered

Profile

管理対象エレメントが準
拠する登録済みプロファ
イルを表します。

管理対象
Element

IBMTSSVC_Cluster 登録済みプロファイルに
準拠する管理対象エレメ
ントを表します。

IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized
IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized クラスは、FlashCopy 関係のために、 ソ
ースの IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスとターゲットの
IBMTSSVC_StorageVolume を集約します。

参照

ソース・ボリュームとターゲット・ボリュームは、異なる
IBMTSSVC_RedundancyGroup インスタンスに含めてかまいませんが、 同じ
IBMTSSVC_Cluster インスタンスによって管理されなければなりません。
IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized クラスは CIM_StorageSynchronized クラ
スの拡張で、 260ページの表 89 に示す参照を持ちます。
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表 89. IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized の参照

名前 参照 修飾子 説明

SystemElement IBMTSSVC_Storage

Volume

MappingStrings 複製のソースであるスト
レージ・ボリュームを表
します。

SyncedElement IBMTSSVC_Storage

Volume

MappingStrings 複製のターゲットである
ストレージ・ボリューム
を表します。

プロパティー

IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized クラスは、表 90 に示すプロパティーを持
ちます。

表 90. IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

CopyRate Uint16 Write(TRUE)、WriteRole

(Administrator)

SAN ボリューム・コン
トローラーのコピー率
(%) を指定します。

CopyType Uint16 複製ポリシー。
コード 意味
2 非同期。ソー

スの非同期コ
ピーを作成し
て維持しま
す。

3 同期。ソース
の同期化済み
コピーを作成
して維持しま
す。

4 UnSyncAssoc。
非同期化コピ
ーを作成し、
ソースへの関
連を維持しま
す。

.. DMTF 予約済
み

0x8000..
ベンダー特定

ElementName String Write(TRUE)、WriteRole

(Administrator)

関連の使いやすい名
前。

Name String 関連の名前。

Progress Uint32 Units(percent) 実行中のコピー・プロ
セスの状況。
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表 90. IBMTSSVC_FlashCopyStorageSynchronized のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

ReplicaType Uint16 複製関係のタイプ。
SAN ボリューム・コン
トローラーのレプリカ
は FullCopy (0) です。
コード 意味
0 FullCopy

1 BeforeDelta

2 AfterDelta

3 ログ
4 指定なし
.. DMTF 予約済

み
0x8000..

ベンダー特定

SyncedElementName String 同期化済み (Synced)

エレメントの名前。

SynchronizedSet String StorageSynchronized が
関連付けられている
SynchronizedSet の名前
を指定します。

SynchronizedSetID String StorageSynchronized が
関連付けられている
SynchronizedSet の ID

を指定します。

SyncMaintained Boolean 同期を維持するかどう
かを示します。

SyncState Uint16 同期の状態を指定しま
す。
コード 意味
2 初期設定済み
3 準備進行中
4 準備済み
5 再同期化進行

中
11 活動停止中
12 中断
0x8000 停止済み

SystemElementName String SystemElement の名
前。

WhenSynced Date-

time

サポートされないプロ
パティー。
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IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedMember
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedMember クラスは、
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet を、 複数の
IBMTSSVC_FlashCopySynchronization インスタンスであるそのメンバーに関連付け
ます。

参照

IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedMember クラスは CIM_SynchronizedMember クラ
スの拡張で、表 91 に示す参照を持ちます。

表 91. IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedMember の参照

名前 参照 修飾子 説明

Collection IBMTSSVC_FlashCopy

SynchronizedSet

Aggregate FlashCopySynchronized Set

を表します。

Member IBMTSSVC_FlashCopy

StorageSynchronized

セットのメンバーを表し
ます。

IBMTSSVC_HardwareIDOnSystem
IBMTSSVC_HardwareIDOnSystem は、クラスターをそのストレージ・ハードウェア
ID に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_HardwareIDOnSystem クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 92

に示す参照を持ちます。

表 92. IBMTSSVC_HardwareIDOnSystem の参照

名前 参照 修飾子 説明

Dependent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Antecedent IBMTSSVC_Storage

HardwareID

ストレージ・ハードウェ
ア ID を表します。

IBMTSSVC_HostedAccessPoint
IBMTSSVC_HostedAccessPoint は CIM_HostedAccessPoint クラスを拡張します。

参照

IBMTSSVC_HostedAccessPoint クラスは、表 93 に示すプロパティーを持ちます。

表 93. IBMTSSVC_HostedAccessPoint の参照

名前 参照 修飾子 説明

Dependent IBMTSSVC_System Min、Max ホスティング・システム
を表します。

Antecedent IBMTSSVC_Remote

ServiceAccessPoint

Weak このシステムでホスティ
ングされる SAP を表し
ます。
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IBMTSSVC_HostedJob
IBMTSSVC_HostedJob クラスは、IBMTSSVC_Job インスタンスを、 ジョブが実行
されている IBMTSSVC_Cluster インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_HostedJob クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、表 94 に示す参
照を持ちます。

表 94. IBMTSSVC_HostedJob の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster Key クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Job Key ジョブを表します。

IBMTSSVC_HostedPrimordialPool
IBMTSSVC_HostedPrimordialPool は、クラスターをその原始ストレージ・プールに
関連付けます。

参照

IBMTSSVC_HostedPrimordialPool クラスは CIM_HostedStoragePool クラスの拡張
で、表 95 に示す参照を持ちます。

表 95. IBMTSSVC_HostedPrimordialPool の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Aggregate、Min、
Max

クラスターを表します。

Part

Component

IBMTSSVC_Primordial

StoragePool

原始ストレージ・プール
を表します。

IBMTSSVC_HostedStoragePool
IBMTSSVC_HostedStoragePool クラスは、IBMTSSVC_Cluster インスタンスを、 対
応する IBMTSSVC_StoragePool インスタンスに接続します。

参照

IBMTSSVC_HostedStoragePool クラスは CIM_HostedStoragePool クラスの拡張で、
表 96 に示す参照を持ちます。

表 96. IBMTSSVC_HostedStoragePool の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Min、Max、
Aggregate

クラスターを表します。

Part

Component

IBMTSSVC_StoragePool ストレージ・プールを表
します。
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IBMTSSVC_HwIDCollectionOnSystem
IBMTSSVC_HwIDCollectionOnSystem は、クラスターをそのハードウェア ID に関
連付けます。

参照

IBMTSSVC_HwIDCollectionOnSystem クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、
表 97 に示す参照を持ちます。

表 97. IBMTSSVC_HwIDCollectionOnSystem の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_HardwareId

Collection

ハードウェア ID を表し
ます。

IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToProfile
IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToProfile クラスは、IndicationFilters と InBand

プロファイルとを関連付けます。

参照

IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToProfile クラスは
CIM_ElementConformsToProfile クラスの拡張で、表 98 に示す参照を持ちます。

表 98. IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToProfileの参照

名前 参照 修飾子 説明

Conformant

Standard

IBMTSSVC_

RegisteredProfile

ManagedElement が準拠す
る RegisteredProfile を表
します。

ManagedElement IBMTS_IndicationFilter RegisteredProfile に準拠す
る IndicationFilter を表し
ます。

IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToSubProfile
IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToSubProfile クラスは、IndicationFilters と
InBand サブプロファイルとを関連付けます。

参照

IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToSubProfile クラスは
CIM_ElementConformsToProfile クラスの拡張で、表 99 に示す参照を持ちます。

表 99. IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToSubProfile の参照

名前 参照 修飾子 説明

Conformant

Standard

IBMTSSVC_

RegisteredSubProfile

ManagedElement が準拠す
る RegisteredSubProfile を
表します。
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表 99. IBMTSSVC_IndicationFiltersConformsToSubProfile の参照 (続き)

名前 参照 修飾子 説明

Managed Element IBMTS_IndicationFilter RegisteredProfile に準拠す
る IndicationFilter を表し
ます。

IBMTSSVC_IOGroupIdentity
IBMTSSVC_IOGroupIdentity クラスは CIM_ConcreteIdentity クラスを拡張します。

参照

IBMTSSVC_IOGroupIdentity クラスは、表 100 に示す参照を持ちます。

表 100. IBMTSSVC_IOGroupIdentity の参照

名前 参照 修飾子 説明

SystemElement IBMTSSVC_IOGroup ManagedElement の局面を
表します。

SameElement IBMTSSVC_IOGroupSet ManagedElement の局面を
表します。

IBMTSSVC_IOGroupPort
IBMTSSVC_IOGroupPort は、I/O グループをそのファイバー・チャネル・ポートに
関連付けます。

参照

IBMTSSVC_IOGroupPort クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、表 101 に示
す参照を持ちます。

表 101. IBMTSSVC_IOGroupPort の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_IOGroup Aggregate、Min、
Max

関連内の親システムを表
します。

Part

Component

IBMTSSVC_FCPort Weak システムのコンポーネン
トである論理装置を表し
ます。

IBMTSSVC_ManagesCollection
IBMTSSVC_ManagesCollection は、HardwareIdCollection を
StorageHardwareIDManagementService に関連付けて、これを間接的に管理します。

参照

IBMTSSVC_ManagesCollection クラスは CIM_ConcreteDependency クラスの拡張で、
266ページの表 102 に示す参照を持ちます。
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表 102. IBMTSSVC_ManagesCollection の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Storage

HardwareIDManagement

Service

StorageHardwareID

ManagementService を表し
ます。

Dependent IBMTSSVC_Hardware

IdCollection

ハードウェア ID コレク
ションを表します。

IBMTSSVC_ManagesController
IBMTSSVC_ManagesController クラスは、 コントローラーを
ControllerConfigurationService に関連付けて、これを管理します。

参照

IBMTSSVC_ManagesController クラスはCIM_ConcreteDependency クラスの拡張で、
表 103 に示す参照を持ちます。

表 103. IBMTSSVC_ManagesController の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Controller

ConfigurationService

ControllerConfiguration

Service を表します。

Dependent IBMTSSVC_Controller コントローラーを表しま
す。

IBMTSSVC_ManagesHardwareID
IBMTSSVC_ManagesHardwareID クラスは HardwareID を
StorageHardwareIDManagementService に関連付けて、 これを管理します。

参照

IBMTSSVC_ManagesHardwareID クラスはCIM_ConcreteDependency クラスの拡張
で、表 104 に示す参照を持ちます。

表 104. IBMTSSVC_ManagesHardwareID の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Storage

HardwareID

ManagementService

StorageHardware

IDManagementService を表
します。

Dependent IBMTSSVC_Controller

StorageHardwareID

StorageHardwareID を表し
ます。

IBMTSSVC_ManagesPrivilege
IBMTSSVC_ManagesPrivilege クラスは特権を LunMaskPrivilegeService に関連付け
て、これを管理します。
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参照

IBMTSSVC_ManagesPrivilege クラスは CIM_ConcreteDependency クラスの拡張で、
表 105 に示す参照を持ちます。

表 105. IBMTSSVC_ManagesPrivilege の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Privilege

ManagementService を表し
ます。

特権管理サービスを表し
ます。

Dependent IBMTSSVC_Privilege 特権を表します。

IBMTSSVC_MemberOfCollection
IBMTSSVC_MemberOfCollection クラスは、ホストをその StorageHardwareID (ファ
イバー・チャネル・ポート) に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_MemberOfCollection クラスは CIM_MemberOfCollection クラスの拡張
で、表 106 に示す参照を持ちます。

表 106. IBMTSSVC_MemberOfCollection の参照

名前 参照 修飾子 説明

Collection IBMTSSVC_Hardware

IdCollection

Aggregate ホストを表します。

Member IBMTSSVC_Storage

HardwareID

ストレージ・ハードウェ
ア ID (ファイバー・チャ
ネル・ポート) を表しま
す。

IBMTSSVC_MemberOfIOGroup
IBMTSSVC_MemberOfIOGroup クラスは、ノードをそのノードが属す IOGroupSet

に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_MemberOfIOGroup クラスは CIM_MemberOfCollection クラスの拡張
で、表 107 に示す参照を持ちます。

表 107. IBMTSSVC_MemberOfIOGroup の参照

名前 参照 修飾子 説明

Collection IBMTSSVC_IOGroupSet Aggregate RedundancyGroup を表し
ます。

Member IBMTSSVC_Node ノードを表します。

IBMTSSVC_NodeDumps
IBMTSSVC_NodeDumps クラスは、 特定のノードにあるダンプを表示します。
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参照

IBMTSSVC_NodeDumps クラスは CIM_ElementSettingData クラスの拡張で、表 108

に示す参照を持ちます。

表 108. IBMTSSVC_NodeDumps の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Node ノードを表します。

SettingData IBMTSSVC_Dumps ダンプを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_NodeDumps クラスは、表 109 に示すプロパティーを持ちます。

表 109. IBMTSSVC_NodeDumps

名前 型 修飾子 説明

IsCurrent Uint16 整数の列挙で、参照
されている設定がエ
レメントの操作で現
在使用されている
か、あるいはその設
定が不明であること
を示します。
コード 意味
0 不明
1 現行である
2 現行でない

IsDefault Uint16 整数の列挙で、参照
された設定がエレメ
ント用のデフォルト
設定であるか、ある
いはその設定が不明
であることを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 デフォルト

である
2 デフォルト

でない

IBMTSSVC_PartnershipCandidate
IBMTSSVC_PartnershipCandidate クラスは、クラスターを使用可能なリモート・クラ
スターに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_PartnershipCandidate クラスは CIM_Dependency クラスの拡張で、 269

ページの表 110 に示す参照を持ちます。
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表 110. IBMTSSVC_PartnershipCandidate の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster ローカル・クラスターを
表します。

Dependent IBMTSSVC_Candidate

Cluster

リモート・クラスターを
表します。

IBMTSSVC_PoolCapabilities
IBMTSSVC_PoolCapabilities クラスは、ストレージ・プールを、ストレージの
Capabilities インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_PoolCapabilities クラスは CIM_ElementCapabilities クラスの拡張で、表
111 に示す参照を持ちます。

表 111. IBMTSSVC_PoolCapabilities の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_StoragePool Min、Max 管理対象エレメントを表
します。

Capabilities IBMTSSVC_Storage

Capabilities

エレメントに関連付けら
れている Capabilities オブ
ジェクトを表します。

IBMTSSVC_PrimordialPoolCapabilities
IBMTSSVC_PrimordialPoolCapabilities クラスは CIM_ElementCapabilities クラスを拡
張します。

参照

IBMTSSVC_PrimordialPoolCapabilitiesクラスは、表 112 に示す参照を持ちます。

表 112. IBMTSSVC_PrimordialPoolCapabilities の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Primordial

StoragePool

Min、Max 管理対象エレメントを表
します。

Capabilities IBMTSSVC_Storage

Capabilities

エレメントに関連付けら
れている Capabilities オブ
ジェクトを表します。

IBMTSSVC_PrimordialPoolComponent
IBMTSSVC_PrimordialPoolComponent クラスは、PrimordialPool をアセンブル元の
BackendVolumes に関連付けます。
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参照

IBMTSSVC_PrimordialPoolComponent クラスは CIM_ConcreteComponent クラスの拡
張で、表 113 に示す参照を持ちます。

表 113. IBMTSSVC_PrimordialPoolComponent の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Primordial

StoragePool

Aggregate PrimordialStoragePool

Part

Component

IBMTSSVC_Backend

Volume

BackendVolume を表しま
す。

IBMTSSVC_PrimordialPoolForController
IBMTSSVC_PrimordialPoolForController クラスは、BackendController を、対応する
PrimordialPool に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_PrimordialPoolForController クラスは CIM_Dependency クラスの拡張
で、表 114 に示す参照を持ちます。

表 114. IBMTSSVC_PrimordialPoolForController の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Backend

Controller

BackendController を表し
ます。

Dependent IBMTSSVC_Primordial

StoragePool

原始ストレージ・プール
を表します。

IBMTSSVC_PrivilegeServiceForSystem
IBMTSSVC_PrivilegeServiceForSystem クラスは、クラスターをその
PrivilegeManagementService に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_PrivilegeServiceForSystem クラスは CIM_HostedService クラスの拡張
で、表 115 に示す参照を持ちます。

表 115. IBMTSSVC_PrivilegeServiceForSystem の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster Min、Max サービスを使用すべき対
象のシステムを表しま
す。

Dependent IBMTSSVC_Privilege

ManagementService を表し
ます。

Weak システムにサービスを提
供する特権管理サービス
を表します。
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IBMTSSVC_ProductPhysicalComponent
IBMTSSVC_ProductPhysicalComponent クラスは、IBMTSSVC_Product インスタンス
を、 対応する IBMTSSVC_Chassis インスタンスに関連付けします。

参照

IBMTSSVC_ProductPhysicalComponent クラスは CIM_ProductPhysicalComponent クラ
スの拡張で、表 116 に示す参照を持ちます。

表 116. IBMTSSVC_ProductPhysicalComponent の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Product Max、Aggregate 製品を表します。

PartComponent IBMTSSVC_Chassis シャーシーを表します。

IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort
IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort クラスは、コントローラーを、 そのコントロ
ーラーにアクセスするときに使用するファイバー・チャネル・ポートに関連付けま
す。

参照

コントローラー・インスタンスには、対応する RedundancyGroup があります。
RedundancyGroup は 1 つまたは 2 つのノードを関連付け、ノードはファイバー・
チャネル・ポートを関連付けます。ControllerFCPort は、コントローラーからファイ
バー・チャネル・ポートにトラバースするときに使用するショートカットを提供し
ます。

IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort クラスは CIM_ProtocolControllerForPort クラス
の拡張で、表 117 に示す参照を持ちます。

表 117. IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Controller Experimental プロトコル・コントロー
ラーを表します。

Dependent IBMTSSVC_FCPort Experimental ポートを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort クラスは、 272ページの表 118 に示すプロパ
ティーを持ちます。
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表 118. IBMTSSVC_ProtocolControllerForPort

名前 型 修飾子 説明

AccessPriority Uint16 Experimental(TRUE) このコントローラー
を介した装置へのア
クセスに与えられた
優先順位。このパラ
メーターでは、最も
高い優先順位パスは
最も低い値を使用し
ます。優先順位がな
い場合、定数値 0

が使用されます。

AccessState Uint16 Experimental(TRUE) コントローラーが装
置を積極的にコント
ロールしている、あ
るいはアクセスして
いるかどうかを示し
ます。この情報は、
論理装置が複数のコ
ントローラーからコ
ントロールされる
か、またはアクセス
されるときに必要に
なります。
コード 意味
0 不明
1 アクティブ
2 非アクティ

ブ

DeviceNumber String Experimental(TRUE) Antecedent コントロ
ーラーのコンテキス
トにおける関連装置
のアドレス。ポート
にはコントローラー
のコンテキストにお
ける特別 ID がない
ので、 これは定数
値 0 になります。

IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit
IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit クラスは、ストレージ・ボリュームを、 その
ストレージ・ボリュームがクライアントに公開されるときに使用するコントローラ
ー・インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit クラスは CIM_ProtocolControllerForUnit クラス
の拡張で、 273ページの表 119 に示す参照を持ちます。
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表 119. IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Controller Experimental プロトコル・コントロー
ラーを表します。

Dependent IBMTSSVC_StorageVolume Experimental ボリュームを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit クラスは、表 120 に示すプロパティーを持ち
ます。

表 120. IBMTSSVC_ProtocolControllerForUnit

プロパティー 型 修飾子 説明

AccessPriority Uint16 Experimental(TRUE) このコントローラー
を介した装置へのア
クセスに与えられた
優先順位。このパラ
メーターでは、最も
高い優先順位パスは
最も低い値を使用し
ます。優先順位がな
い場合、定数値 0

が使用されます。

AccessState Uint16 Experimental(TRUE) コントローラーが装
置を積極的にコント
ロールしている、あ
るいはアクセスして
いるかどうかを示し
ます。この情報は、
論理装置が複数のコ
ントローラーからコ
ントロールされる
か、またはアクセス
されるとき必要にな
ります。
コード 意味
0 不明
1 アクティブ
2 非アクティ

ブ

DeviceNumber String Experimental(TRUE) Antecedent コントロ
ーラーのコンテキス
トにおける関連装置
のアドレス。これは
LUN 番号です。

UniqueID String SCSI 照会で示され
るボリュームの固有
の ID。
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IBMTSSVC_ProviderInObjectManager
IBMTSSVC_ProviderInObjectManager クラスは、CIM オブジェクト・マネージャー
をそのプロバイダーに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_ProviderInObjectManager クラスは CIM_Component クラスの拡張で、表
121 に示す参照を持ちます。

表 121. IBMTSSVC_ProviderInObjectManager の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_ObjectManager Aggregate

PartComponent IBMTSSVC_Provider

IBMTSSVC_RemotePartnership
IBMTSSVC_RemotePartnership クラスは、クラスターを選択済みのリモート・クラス
ターに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_RemotePartnership クラスはCIM_Dependency クラスの拡張で、表 122

に示す参照を持ちます。

表 122. IBMTSSVC_RemotePartnership の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster ローカル・クラスターを
表します。

Dependent IBMTSSVC_RemoteCluster リモート・クラスターを
表します。

IBMTSSVC_RemoteSystemVolume
IBMTSSVC_RemoteSystemVolume クラスは、IBMTS_RemoteCluster インスタンス
を、 潜在的な IBMTSSVC_CandidateVolumes に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_RemoteSystemVolume クラスは CIM_Component クラスの拡張で、表
123 に示す参照を持ちます。

表 123. IBMTSSVC_RemoteSystemVolume の参照

名前 ターゲット 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_RemoteCluster Aggregate リモート・クラスターを
表します。

PartComponent IBMTSSVC_RemoteVolume 潜在的な同期コピーの補
助ボリュームを表しま
す。

274 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



IBMTSSVC_RequiresProfile
IBMTSSVC_RequiresProfile クラスは CIM_SubProfileRequiresProfile クラスを拡張し
ます。

参照

IBMTSSVC_RequiresProfile クラスは、表 124 に示す参照を持ちます。

表 124. IBMTSSVC_RequiresProfile の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Registered

Profile

Min このサブプロファイルに
よって参照されるか必要
とされる登録済みプロフ
ァイルを表します。

Dependent IBMTSSVC_Registered

SubProfile

コンテキスト用に有効範
囲設定プロファイルを必
要とする登録済みサブプ
ロファイル。

IBMTSSVC_SAPAvailableForElement
IBMTSSVC_SAPAvailableForElement クラスは、 このクラスによって管理インター
フェースが提供されている装置に、 サービス・アクセス・ポイントを関連付けま
す。

参照

IBMTSSVC_SAPAvailableForElement クラスは CIM_SAPAvailableForElement クラス
の拡張で、表 125 に示す参照を持ちます。

表 125. IBMTSSVC_SAPAvailableForElement の参照

名前 参照 修飾子 説明

AvailableSAP IBMTSSVC_Remote

ServiceAccessPoint

Min 使用可能なサービス・ア
クセス・ポイントを表し
ます。

ManagedElement IBMTSSVC_Cluster サービス・アクセス・ポ
イントが使用可能な
ManagedElement を表しま
す。

IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceCapabilities
IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceCapabilities クラスは、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService のインスタンスを、その
DeviceMaskingCapabilities に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceCapabilities クラスは CIM_ElementCapabilities

クラスの拡張で、 276ページの表 126 に示す参照を持ちます。
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表 126. IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceCapabilities の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Storage

ConfigurationService

Min、Max このクラスター用の
IBMTSSVC_Storage

ConfigurationService

SettingData IBMTSSVC_Storage

ConfigurationCapabilities

エレメントに関連付けら
れている Capabilities オブ
ジェクトを表します。

IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceForSystem
IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceForSystem クラスは、IBMTSSVC_Cluster イ
ンスタンスを、 その対応する IBMTSSVC_StorageConfigurationService インスタンス
に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceForSystem クラスは CIM_HostedService クラ
スの拡張で、表 127 に示す参照を持ちます。

表 127. IBMTSSVC_StorageConfigurationServiceForSystem の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster Min、Max クラスターを表します。

Dependent IBMTSSVC_Storage

ConfigurationService

Weak StorageConfigurationService

IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementServiceForSystem
IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementServiceForSystem クラスは、 クラスター
をその StorageHardwareIDManagementService に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementServiceForSystem クラスは
CIM_HostedService クラスの拡張で、表 128 に示す参照を持ちます。

表 128. IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementServiceForSystem の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Cluster Min、Max サービスを使用すべき対
象のシステムを表しま
す。

Dependent IBMTSSVC_Storage

HardwareIDManagement

Service

Weak システムにサービスを提
供する StorageHardware

IDManagementService
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IBMTSSVC_StoragePoolComponent
IBMTSSVC_StoragePoolComponent クラスは、IBMTSSVC_StoragePool インスタンス
を、StoragePool のアセンブル元の IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスに関連
付けます。

参照

IBMTSSVC_StoragePoolComponent クラスは CIM_ConcreteComponent クラスの拡張
で、表 129 に示す参照を持ちます。

表 129. IBMTSSVC_StoragePoolComponent の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_StoragePool Aggregate ストレージ・プールを表
します。

Part

Component

IBMTSSVC_Backend

Volume

バックエンド・ボリュー
ムを表します。

IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized
IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized クラスは、同期コピー関係用に、
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスを、 IBMTSSVC_CandidateVolume インス
タンスまたは別の IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized クラスは CIM_StorageSynchronized クラス
の拡張で、表 130 に示す参照を持ちます。

表 130. IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized の参照

名前 参照 修飾子 説明

SystemElement CIM_LogicalElement MappingStrings 関係の中でマスターであ
るストレージ・ボリュー
ムを表します。

SyncedElement CIM_LogicalElement MappingStrings 関係の中で補助であるス
トレージ・ボリュームを
表します。

プロパティー

IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized クラスは、表 131 に示すプロパティーを
持ちます。

表 131. IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

BackgroundCopy

Priority

Uint16 Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

範囲 1 - 100 のバック
グラウンド・コピーの
優先順位。デフォルト
は 50 です。
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表 131. IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Connected Boolean StorageVolumes 間の接
続の状況。

CopyType Uint16 複製ポリシー。
コード 意味
2 非同期。ソー

スの非同期コ
ピーを作成し
て維持しま
す。

3 同期。ソース
の同期化済み
コピーを作成
して維持しま
す。

4 UnSyncAssoc。
非同期化コピ
ーを作成し、
ソースへの関
連を維持しま
す。

.. DMTF 予約済
み

0x8000..
ベンダー特定

ElementName String Write(TRUE)、
WriteRole(Administrator)

関連の使いやすい名
前。

FreezeTime String コピー関係が除去され
た時刻。

Name String 関連の名前。

NativeState Uint16 コピー関係のネイティ
ブな状態。
コード 意味
0 アイドリング
1 アイドリング

切断済み
2 整合同期化済

み
3 整合切断済み
4 整合停止済み
5 不整合コピー

中
6 不整合切断済

み
7 不整合停止済

み
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表 131. IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

Primary Uint32 コピー関係において、
どの StorageVolumes

が現在 1 次ボリューム
であるかを示します。1

次ボリュームは、 クラ
イアントによって I/O

用にアクセス可能なボ
リュームです。
コード 意味
0 マスター
1 補助

Progress Uint32 Units (Percent) コピー処理の進行 (進
行中のものがある場
合)。

ReplicaType Uint16 レプリカのタイプ。
SAN ボリューム・コン
トローラーのレプリカ
は、常に FullCopy (0)

です。
コード 意味
0 FullCopy

1 BeforeDelta

2 AfterDelta

3 ログ
4 指定なし
.. DMTF 予約済

み
0x8000..

ベンダー特定

Status 関係の状況。
コード 意味
0 オンライン
1 1 次オフライ

ン
2 2 次オフライ

ン

SyncedElement

ClusterID

String SyncedElement のクラ
スターの ID。

SyncedElement

ClusterName

String SyncedElement のクラ
スターの名前。

SyncedElementID String SyncedElement の ID。

SyncedElementName String SyncedElement の名
前。

SynchronizedSet String StorageSynchronized が
関連付けられている
SynchronizedSet の名前
を指定します。
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表 131. IBMTSSVC_SyncCopyStorageSynchronized のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

SynchronizedSetID String StorageSynchronized が
関連付けられている
SynchronizedSet の
ID。

SyncMaintained Boolean 同期を維持するかどう
かを示します。

SyncState Uint16 同期の状態を指定しま
す。
コード 意味
4 準備済み
5 再同期進行中
6 同期化済み
12 中断
13 破損
0x8101 破損活動停止

中

SystemElement

ClusterID

String SystemElement のクラ
スターの ID。

SystemElement

ClusterName

String SystemElement のクラ
スターの名前。

SystemElementID String SystemElement の ID。

SystemElementName String SystemElement の名
前。

WhenSynced Date-

time

サポートされないプロ
パティー。

IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedMember
IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedMember クラスは、
IBMTSSVC_FlashCopySynchronizedSet インスタンスを、 そのメンバー
IBMTSSVC_SyncCopySynchronized インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedMember クラスは CIM_SynchronizedMember クラ
スの拡張で、表 132 に示す参照を持ちます。

表 132. IBMTSSVC_SyncCopySynchronizedMember の参照

名前 参照 修飾子 説明

Collection IBMTSSVC_SyncCopy

SynchronizedSet

Aggregate SyncCopySynchronizedSet

Member IBMTSSVC_SyncCopy

StorageSynchronized

セットの集約されたメン
バーを表します。
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IBMTSSVC_SystemBackendVolume
IBMTSSVC_SystemBackendVolume クラスは、IBMTSSVC_Cluster インスタンスを、
ファイバー・チャネル SAN で可視の IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスに
接続します。

参照

IBMTSSVC_SystemBackendVolume クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、
表 133 に示す参照を持ちます。

表 133. IBMTSSVC_SystemBackendVolume の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Min、Max、
Aggregate

クラスターを表します。

Part

Component

IBMTSSVC_Backend

Volume

Weak BackendVolume を表しま
す。

IBMTSSVC_SystemCandidateVolume
IBMTSSVC_SystemCandidateVolume クラスは、 クラスターまたはリモート・クラス
ターおよびその候補ボリュームを関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SystemCandidateVolume クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、
表 134 に示す参照を持ちます。

表 134. IBMTSSVC_SystemCandidateVolume の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Remote

Cluster

Aggregate、Min、
Max

集約クラスターを表しま
す。

Part

Component

IBMTSSVC_Candidate

Volume

Weak 候補ボリュームを表しま
す。

IBMTSSVC_SystemController
IBMTSSVC_SystemController クラスは、I/O グループを、対応するコントローラ
ー・インスタンスに関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SystemController クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、表 135

に示す参照を持ちます。

表 135. IBMTSSVC_SystemController の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_IOGroup Min、Max、
Aggregate

I/O グループを表します。
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表 135. IBMTSSVC_SystemController の参照 (続き)

名前 参照 修飾子 説明

PartComponent IBMTSSVC_Controller Weak コントローラーを表しま
す。

IBMTSSVC_SystemFCPort
IBMTSSVC_SystemFCPort クラスは、ノードをそのファイバー・チャネル・ポート
に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SystemFCPort クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、表 136 に
示す参照を持ちます。

表 136. IBMTSSVC_SystemFCPort の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Node Min、Max、
Aggregate

ノードを表します。

PartComponent IBMTSSVC_FCPort Weak ファイバー・チャネル・
ポートを表します。

IBMTSSVC_SystemFeatures
IBMTSSVC_SystemFeatures クラスは、クラスターをその機能に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SystemFeatures クラスは CIM_ElementCapabilities クラスの拡張で、表
137 に示す参照を持ちます。

表 137. IBMTSSVC_SystemFeatures の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Cluster Min、Max クラスターを表します。

Capabilities IBMTSSVC_Features Weak 機能を表します。

IBMTSSVC_SystemVolume
IBMTSSVC_SystemVolume クラスは、ストレージ・ボリュームを、 そのストレー
ジ・ボリュームが割り当てられている RedundancyGroup に関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SystemVolume クラスは CIM_SystemDevice クラスの拡張で、 283ペー
ジの表 138 に示す参照を持ちます。
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表 138. IBMTSSVC_SystemVolume の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_IOGroup Min、Max、
Aggregate

割り当てられた
RedundancyGroup を表し
ます。

PartComponent IBMTSSVC_StorageVolume Weak ストレージ・ボリューム
を表します。

IBMTSSVC_SystemVPD
IBMTSSVC_SystemVPD クラスは、ノードをその重要プロダクト・データ (VPD) に
関連付けます。

参照

IBMTSSVC_SystemVPD クラスは CIM_ElementSettingData クラスの拡張で、表 139

に示す参照を持ちます。

表 139. IBMTSSVC_SystemVPD の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_Node Key ノードを表します。

SettingData IBMTSSVC_NodeVPD Key VPD を表します。

プロパティー

IBMTSSVC_SystemVPD クラスは、表 140 に示すプロパティーを持ちます。

表 140. IBMTSSVC_SystemVPD のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

IsCurrent Uint16 整数の列挙で、参照さ
れている設定がエレメ
ントの操作で現在使用
されているか、あるい
はその設定が不明であ
ることを示します。
コード 意味
0 不明
1 現行である
2 現行でない
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表 140. IBMTSSVC_SystemVPD のプロパティー (続き)

プロパティー 型 修飾子 説明

IsDefault Uint16 整数の列挙で、参照さ
れた設定がエレメント
用のデフォルト設定で
あるか、あるいはその
設定が不明であること
を示します。
コード 意味
0 不明
1 デフォルトで

ある
2 デフォルトで

ない

IBMTSSVC_UseOfMessageLog
ManagedSystemElements は、そのイベント、エラー、 または通知データを
MessageLog に記録します。 ManagedSystemElement を保持するためのログの使用法
はこの関連によって説明されます。ログによってキャプチャーされるデータのタイ
プは、RecordedData ストリング・プロパティーを使用して指定できます。

参照

IBMTSSVC_UseOfMessageLog クラスは CIM_UseOfMessageLog クラスの拡張で、
表 141 に示す参照を持ちます。

表 141. IBMTSSVC_UseOfMessageLog の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_MessageLog メッセージ・ログを表し
ます。

Dependent IBMTSSVC_Cluster データが MessageLog に
記録される
ManagedSystem Element

プロパティー

IBMTSSVC_UseOfMessageLog クラスは、表 142 に示すプロパティーを持ちます。

表 142. IBMTSSVC_UseOfMessageLog のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

RecordedData String ManagedSystem

Element によるログ
の使用に関する説明
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IBMTSSVC_VolumeSettingData
IBMTSSVC_VolumeSettingData クラスは CIM_ElementSettingData クラスを拡張しま
す。

参照

IBMTSSVC_VolumeSettingData クラスは、表 143 に示す参照を持ちます。

表 143. IBMTSSVC_VolumeSettingData の参照

名前 参照 修飾子 説明

ManagedElement IBMTSSVC_StorageVolume 管理対象エレメントを表
します。

SettingData IBMTSSVC_StorageSetting エレメントに関連付けら
れている SettingData オブ
ジェクトを表します。

プロパティー

IBMTSSVC_VolumeSettingData クラスは、表 144 に示すプロパティーを持ちます。

表 144. IBMTSSVC_VolumeSettingData のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

IsCurrent Uint16 整数の列挙で、参照
されている設定がエ
レメントの操作で現
在使用されている
か、あるいはその設
定が不明であること
を示します。
コード 意味
0 不明
1 現行である
2 現行でない

IsDefault Uint16 整数の列挙で、参照
された設定がエレメ
ント用のデフォルト
設定であるか、ある
いはその設定が不明
であることを示しま
す。
コード 意味
0 不明
1 デフォルト

である
2 デフォルト

でない
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IBMTSSVC_AccountManagementServiceForSystem
IBMTSSVC_AccountManagementServiceForSystem クラスは、IBMTSSVC_Cluster イ
ンスタンスを、IBMTSSVC_AccountManagementService に接続します。

参照

IBMTSSVC_AccountManagementServiceForSystem クラスは
CIM_ManagesAccountOnSystem クラスの拡張で、表 145 に示す参照を持ちます。

表 145. IBMTSSVC_AccountManagementServiceForSystem の参照

名前 ターゲット 修飾子 説明

Antecedent IBMTSSVC_Account

ManagementService

ReadRole、Min、
Max

システムにサービスを提
供する SecurityService を
表します。

Dependent IBMTSSVC_Object

Manager

ReadRole、Weak セキュリティー・サービ
スに依存するシステムを
表します。

IBMTS_AccountOnCIMOM
IBMTS_AccountOnCIMOM クラスは、IBMTS_Account インスタンスと
IBMTS_ObjectManager インスタンスを接続します。

参照

IBMTS_AccountOnCIMOM クラスは CIM_AccountOnSystem クラスの拡張で、表
146 に示す参照を持ちます。

表 146. IBMTS_AccountOnCIMOM の参照

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTS_ObjectManager Aggregate、
ReadRole、
Min、 Max

アカウントの CIMOM の
集約を表します。

Part

Component

IBMTS_Account ReadRole、Weak アカウントを表します。

プロパティー

IBMTS_AccountOnCIMOM クラスは、表 147 に示すプロパティーを持ちます。

表 147. IBMTS_AccountOnCIMOM のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Role String ReadRole(Administrator) CIMOM におけるアカウ
ントの役割を指定しま
す。
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IBMTS_AccountOnSystem
IBMTS_AccountOnSystem クラスは、IBMTS_Account インスタンスと
IBMTSSVC_Host インスタンスを接続します。

参照

IBMTS_AccountOnSystem クラスは CIM_AccountOnSystem クラスの拡張で、表 148

に示す参照を持ちます。

表 148. IBMTS_AccountOnSystem

名前 参照 修飾子 説明

Group

Component

IBMTSSVC_Cluster Aggregate、
ReadRole、
Min、 Max

アカウントがアクセスを
許可される集約システム
を表します。

Part

Component

IBMTS_Account ReadRole、Weak 従属アカウントを表しま
す。

プロパティー

IBMTS_AccountOnSystem クラスは、表 149 に示すプロパティーを持ちます。

表 149. IBMTS_AccountOnSystem のプロパティー

プロパティー 型 修飾子 説明

Role String ReadRole(Administrator) システムでのアカウント
の役割を指定します。

IBMTS_CommMechanismForManager
IBMTS_CommMechanismForManager は、 オブジェクト・マネージャーと
ObjectManagerCommunicationMechanism クラスの間の関連です。

参照

IBMTS_CommMechanismForManager クラスは、表 150 に示すプロパティーを持ちま
す。

表 150. IBMTS_CommMechanismForManager

名前 ターゲット 修飾子 説明

Antecedent IBMTS_ObjectManager Min、Max 通信メカニズムが記述さ
れる特定のオブジェク
ト・マネージャーを表し
ます。

Dependent IBMTS_CIMXML

Communication

Min 参照されるオブジェク
ト・マネージャーと通信
を行うために使用される
エンコード方式、プロト
コル、または操作のセッ
トを表します。
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IBMTS_ElementConformsToProfile
IBMTS_ElementConformsToProfile は、オブジェクト・マネージャーとサーバー・プ
ロファイルとを接続します。

参照

IBMTS_ElementConformsToProfile クラスは、表 151 に示す参照を持ちます。

表 151. IBMTS_ElementConformsToProfile

名前 ターゲット 修飾子 説明

Conformant

Standard

IBMTS_RegisteredProfile ManagedElement が準拠す
る RegisteredProfile を表
します。

ManagedElement IBMTS_ObjectManager RegisteredProfile に準拠す
る ManagedElement を表
します。

IBMTS_HostedAccessPoint
IBMTS_HostedAccessPoint は、CIM_System と CIMXMLMechanism プロファイルと
を接続します。

参照

IBMTS_HostedAccessPoint クラスは、表 152 に示す参照を持ちます。

表 152. IBMTS_HostedAccessPoint

名前 ターゲット 修飾子 説明

Antecedent IBMTS_System Min、Max ホスティング・システム
を表します。

Dependent IBMTS_CIMXML

Communication

Weak このシステムでホスティ
ングされる SAP を表し
ます。

IBMTS_HostedService
IBMTS_HostedService は、 サービスと、機能性が実装されているシステムとの間の
関連です。1 つのシステムは、多くのサービスをホスティングすることができま
す。サービスは、 ホスティング・システムに関しては弱い立場です。サービスは、
そのサービスを実装している論理装置またはソフトウェア機能が配置されているシ
ステム上でホスティングされます。

参照

モデルは、複数のシステムにわたってホスティングされるサービスを表していませ
ん。モデルはサービスのための集約ポイントとしての役を果たし、それぞれ単一ホ
スト上に配置されているアプリケーション・システムとしてモデル化されていま
す。
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IBMTS_HostedService クラスは、表 153 に示す参照を持ちます。

表 153. IBMTS_HostedService

名前 ターゲット 修飾子 説明

Antecedent IBMTS_System Min、Max ホスティング・システム
を表します。

Dependent IBMTS_Object

Manager

Weak このシステムでホスティ
ングされるサービスを表
します。

IBMTS_IndicationFiltersConformsToProfile
IBMTS_IndicationFiltersConformsToProfile は、IndicationFilter とサーバー・プロファ
イルとを接続します。

参照

IBMTS_IndicationFiltersConformsToProfile クラスは、表 154 に示す参照を持ちます。

表 154. IBMTS_IndicationFiltersConformsToProfile

名前 ターゲット 修飾子 説明

Conformant

Standard

IBMTS_RegisteredProfile ManagedElement が準拠す
る RegisteredProfile を表
します。

ManagedElement IBMTS_IndicationFilter RegisteredProfile に準拠す
る IndicationFilter を表し
ます。

IBMTS_ManagesAccount
IBMTS_ManagesAccount クラスは、IBMTS_AccountManagementService インスタンス
と IBMTS_Account インスタンスを接続します。

参照

IBMTS_ManagesAccount クラスは CIM_ManagesAccount クラスの拡張で、表 155 に
示す参照を持ちます。

表 155. IBMTS_ManagesAccount の参照

名前 参照 修飾子 説明

Antecedent IBMTS_Account

ManagementService

ReadRole AccountManagementService

Dependent IBMTS_Account ReadRole HardwareAccount を表しま
す。

IBMTS_NamespaceInManager
IBMTS_NamespaceInManager。
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参照

IBMTS_NamespaceInManager クラスは、表 156 に示す参照を持ちます。

表 156. IBMTS_NamespaceInManager

名前 ターゲット 修飾子 説明

Antecedent IBMTS_Object

Manager

Min、Max ネームスペースが入って
いるオブジェクト・マネ
ージャーを表します。

Dependent IBMTS_Name

Space

Weak オブジェクト・マネージ
ャー内のネームスペース
を表します。
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第 7 章 CIM エージェントのメソッド

本章では、CIM エージェントの諸クラスが提供する組み込み (intrinsic) メソッドと
外部 (extrinsic) メソッドについて説明します。

これらのメソッドは、CIM エージェントの機能を実装するために必要です。

組み込みメソッド
組み込みメソッドは、 典型的な CIM 操作をモデル化するために提供されます。

組み込みメソッドは CIM および WBEM 規格に基づいており、 典型的な CIM 操
作をモデル化するために提供されます。組み込みメソッドは、オブジェクト・モデ
ルを扱うための基本的な手段を提供します。

SAN ボリューム・コントローラー用 CIM エージェントは、表 157 に示されている
組み込みメソッドをサポートします。

表 157. サポートされる組み込みメソッド

機能グループ メソッド名

関連のトラバーサル Associators()

AssociatorNames()

References()

ReferenceNames()

基本的な読み取り EnumerateClasses()

EnumerateClassNames()

EnumerateInstance()

EnumerateInstanceNames()

GetClass()

GetInstance()

GetProperty()

基本的な書き込み SetProperty()

インスタンスの操作 DeleteInstance()

CreateInstance()

ModifyInstance()

照会の実行 ExecQuery()

Associators()
Associators() メソッドは、CIM オブジェクトに関連付けられたクラスまたはインス
タンスを列挙するのに使用されます。

パラメーター

292ページの表 158 は、Associators() メソッドに指定できるパラメーターを示して
います。
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表 158. Associators() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ObjectName COP* 関連のソースであるクラス名とインスタンス名を
定義します。

AssocClass String NULL でない場合は、このクラスまたは、その 1

つのサブクラスのインスタンスによって、すべて
のオブジェクトをソース・オブジェクトに関連付
ける必要があることを示します。

ResultClass String NULL でない場合は、戻されるオブジェクトはす
べて、このクラスまたはそのサブクラスのインス
タンスであるか、このクラスでなければならない
ことを示します。

Role String NULL でない場合は、戻されるオブジェクトはい
ずれも、ソース・オブジェクトが指定された役割
を果たす関連によって、そのソース・オブジェク
トに関連付けられなければならないことを示しま
す。ソース・オブジェクトを参照する、関連クラ
ス内のプロパティーの名前は、このパラメーター
値と一致しなければなりません。

ResultRole String NULL でない場合は、戻されるオブジェクトはい
ずれも、指定された役割を果たす関連によって、
そのソース・オブジェクトに関連付けられなけれ
ばならないことを示します。つまり、戻されるオ
ブジェクトを参照する、関連クラスにおけるプロ
パティーの名前は、このパラメーターの値に一致
していなければなりません。

IncludeQualifiers Boolean TRUE は、このクラスのすべての修飾子、プロパ
ティー、メソッド、またはメソッドのパラメータ
ーを戻します。FALSE は、修飾子を戻しません。

IncludeClassOrigin Boolean TRUE は、クラスの CLASSORIGIN 属性を戻しま
す。

* CIMObjectPath

戻り値

Associators() メソッドは、指定されたクラスまたはインスタンスを列挙するか、以
下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

AssociatorNames()
AssociatorNames() メソッドは、CIM オブジェクトに関連付けられたクラスまたはイ
ンスタンスの名前を列挙するのに使用されます。
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パラメーター

表 159は、AssociatorNames() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 159. AssociatorNames() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ObjectName COP 関連のソースであるクラス名またはインスタンス
名を定義します。

AssocClass String NULL でない場合は、戻されるオブジェクト・パ
スはすべて、このクラスまたは、そのサブクラス
のインスタンスによってソース・オブジェクトに
関連付けられたオブジェクトを識別していること
を示します。

ResultClass String NULL でない場合は、戻されるオブジェクト・パ
スはすべて、このクラスまたはそのサブクラスの
1 つのインスタンス、あるいはこのクラスを識別
する必要があることを示します。

Role String NULL でない場合は、ソース・オブジェクトを参
照する関連クラスにおけるプロパティーの名前
は、このパラメーターの値に一致していなければ
なりません。

ResultRole String NULL でない場合は、戻されるオブジェクトを参
照する、関連クラスにおけるプロパティーの名前
は、このパラメーターの値に一致していなければ
なりません。

戻り値

AssociatorNames() メソッドは、クラスまたはインスタンスの名前を列挙するか、以
下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_FAILED

CreateInstance()
CreateInstance() メソッドは、 ターゲット・ネームスペース内のオブジェクトの新規
インスタンスを作成するのに使用できます。

パラメーター

新規インスタンスは、すでにネームスペース内で定義済みのクラスに基づいている
必要があります。

294ページの表 160は、CreateInstance() メソッドに指定できるパラメーターを示し
ます。
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表 160. CreateInstance() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Instance String 作成するインスタンスの名前を定義します。

戻り値

CreateInstance() メソッドは、指定されたクラスを作成するか、以下のエラー・コー
ドのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_FAILED

DeleteInstance()
DeleteInstance() メソッドは、 ターゲット・ネームスペースからオブジェクトの 1

つのインスタンスを除去するのに使用できます。

パラメーター

表 161は、DeleteInstance() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 161. DeleteInstance() のパラメーター

パラメーター 型 説明

InstanceName String 削除するインスタンスの名前を定義します。

戻り値

DeleteInstance() メソッドは、指定されたクラスを削除するか、以下のエラー・コー
ドのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_FAILED

EnumerateClasses()
EnumerateClasses() メソッドは、 ターゲット・ネームスペース内の 1 つのオブジェ
クト・クラスのすべてのサブクラス または同一オブジェクト・タイプのすべてのク
ラスを列挙するのに使用できます。
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パラメーター

表 162は、EnumerateClasses() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 162. EnumerateClasses() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClassName String サブクラスが戻されるクラスの名前を定義しま
す。このパラメーターが NULL である場合、ター
ゲット・ネームスペース内の基本クラスすべてが
戻されます。

DeepInheritance Boolean TRUE は、指定されたクラスのすべてのサブクラ
スを戻します。FALSE は、直接の子サブクラスの
みを戻します。

LocalOnly Boolean TRUE は、クラス定義内で指定変更されたすべて
のプロパティー、メソッド、および修飾子を戻し
ます。

IncludeQualifiers Boolean TRUE に設定すると、クラスのすべての修飾子、
そのプロパティー、メソッド、またはメソッドの
パラメーターを戻し、FALSE に設定すると、修飾
子を戻しません。

IncludeClassOrigin Boolean TRUE に設定すると、クラスの CLASSORIGIN 属
性を戻します。

戻り値

EnumerateClasses() メソッドは、指定された 1 つ以上のクラスを列挙するか、以下
のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

EnumerateClassNames()
EnumerateClassNames() メソッドは、ターゲット・ネームスペース内の 1 つのオブ
ジェクト・クラスのすべてのサブクラス名または同一オブジェクト・タイプのすべ
てのクラス名を列挙するのに使用できます。

パラメーター

296ページの表 163 は、EnumerateClassNames() メソッドに指定できるパラメーター
を示しています。
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表 163. EnumerateClassNames() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClassName String サブクラスが戻されるクラスの名前を定義しま
す。このパラメーターが NULL である場合、ター
ゲット・ネームスペース内の基本クラスすべてが
戻されます。

DeepInheritance Boolean TRUE は、指定されたクラスのすべてのサブクラ
スを戻します。FALSE は、直接の子サブクラスの
みを戻します。

戻り値

EnumerateClassNames() メソッドは、指定された 1 つ以上のクラスの名前を列挙す
るか、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

EnumerateInstances()
EnumerateInstances() メソッドは、 ターゲット・ネームスペース内の同一オブジェク
ト・クラスのすべてのインスタンスを列挙するのに使用できます。

パラメーター

表 164は、EnumerateInstances() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 164. EnumerateInstances() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClassName String インスタンスが戻されるクラスの名前を定義しま
す。

DeepInheritance Boolean TRUE は、すべてのインスタンスおよびインスタ
ンスのすべてのプロパティーを戻し、サブクラス
の作成によって追加されたものも含まれます。
FALSE は、指定されたクラスに対して定義された
プロパティーのみを戻します。

LocalOnly Boolean TRUE は、クラス定義内で指定変更されたすべて
のプロパティー、メソッド、および修飾子を戻し
ます。

IncludeQualifiers Boolean TRUE は、それぞれのインスタンスごとにすべて
の修飾子、プロパティー、メソッド、またはメソ
ッドのパラメーターを戻します。FALSE は、修飾
子を戻しません。

IncludeClassOrigin Boolean TRUE は、インスタンス内のクラスの
CLASSORIGIN 属性を戻します。
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戻り値

EnumerateInstances() メソッドは、指定されたインスタンスを列挙するか、以下のエ
ラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

EnumerateInstanceNames()
EnumerateInstanceNames() メソッドは、 ターゲット・ネームスペース内の同一オブ
ジェクト・クラスのインスタンスのすべての名前を列挙するのに使用できます。

パラメーター

表 165 は、EnumerateInstanceNames() メソッドに指定できるパラメーターを示して
います。

表 165. EnumerateInstanceNames() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClassName String インスタンスが戻されるクラスの名前を定義しま
す。

戻り値

EnumerateInstanceNames() メソッドは、指定された名前のインスタンスを列挙する
か、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

ExecQuery()
ExecQuery() メソッドは、 ターゲット・ネームスペースを照会するのに使用できま
す。

パラメーター

表 166 は、ExecQuery() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 166. ExecQuery() のパラメーター

パラメーター 型 説明

QueryLanguage String 照会パラメーターが表現される照会言語を定義し
ます。
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表 166. ExecQuery() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

Query String 実行する照会を定義します。

戻り値

ExecQuery() メソッドは、1 つ以上のクラスまたはインスタンスを取り出すか、また
は次のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

GetClass()
GetClass() メソッドは、 ターゲット・ネームスペースから単一オブジェクト・クラ
スを取り出すのに使用できます。

パラメーター

表 167 は、GetClass() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 167. GetClass() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClassName String 取り出すクラスの名前を定義します。

LocalOnly Boolean TRUE に設定すると、クラス定義内で指定変更さ
れたすべてのプロパティー、メソッド、および修
飾子を戻します。

IncludeQualifiers Boolean TRUE に設定すると、クラスのすべての修飾子、
そのプロパティー、メソッド、またはメソッドの
パラメーターを戻し、FALSE に設定すると、修飾
子を戻しません。

IncludeClassOrigin Boolean TRUE に設定すると、クラスの CLASSORIGIN 属
性を戻します。

戻り値

GetClass() メソッドは、指定されたクラスを戻すか、以下のエラー・コードのいずれ
かを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_FAILED
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GetInstance()
GetInstance() メソッドは、 ターゲット・ネームスペースからオブジェクトの 1 つ
のインスタンスを取り出すのに使用できます。

パラメーター

表 168 は、GetInstance() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 168. GetInstance() のパラメーター

パラメーター 型 説明

InstanceName String 取り出すインスタンスの名前を定義します。

LocalOnly Boolean TRUE に設定すると、クラス定義内で指定変更さ
れたすべてのプロパティー、メソッド、および修
飾子を戻します。

IncludeQualifiers Boolean TRUE に設定すると、クラスのすべての修飾子、
そのプロパティー、メソッド、またはメソッドの
パラメーターを戻し、FALSE に設定すると、修飾
子を戻しません。

IncludeClassOrigin Boolean TRUE に設定すると、クラスの CLASSORIGIN 属
性を戻します。

戻り値

GetInstance() メソッドは、指定されたクラスを戻すか、以下のエラー・コードのい
ずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_FAILED

GetProperty()
GetProperty() メソッドを使用して、 インスタンス全体を取り出し、このインスタン
スから 1 つの特定のプロパティーを戻すことができます。

パラメーター

表 169 は、GetProperty() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 169. GetProperty() のパラメーター

パラメーター 型 説明

InstanceName String インスタンスの名前を定義します。

Property String インスタンスから値が戻されるプロパティーの名
前。
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戻り値

GetProperty() メソッドは、ターゲット・インスタンスの指定されたプロパティーを
戻すか、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_NO_SUCH_PROPERTY

v CIM_ERR_FAILED

ModifyInstance()
ModifyInstance() メソッドを使用して、 ターゲット・ネームスペース内のオブジェ
クトの既存のインスタンスを変更できます。

パラメーター

表 170 は、ModifyInstance() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 170. ModifyInstance() のパラメーター

パラメーター 型 説明

InstanceName String 変更するインスタンスの名前を定義します。

戻り値

ModifyInstance() メソッドは、指定されたインスタンスを変更するか、以下のエラ
ー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_FAILED

References()
References() メソッドを使用して、 特定のターゲット・クラスまたはインスタンス
を参照する関連オブジェクトを列挙できます。

パラメーター

301ページの表 171 は、References() メソッドに指定できるパラメーターを示して
います。
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表 171. References() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ObjectName String 戻されるオブジェクトを参照しているクラス名ま
たはインスタンス名を定義します。

ResultClass String NULL でない場合は、戻されるオブジェクトはす
べて、このクラスまたは、その 1 つのサブクラス
のインスタンスであるか、このクラスでなければ
ならないことを示します。

Role String NULL でない場合は、有効なプロパティー名でな
ければなりません。戻されたオブジェクトはいず
れも、このパラメーター値と同じ名前のプロパテ
ィーによって、ターゲット・オブジェクトを参照
していなければなりません。

IncludeQualifiers Boolean TRUE は、このクラスのすべての修飾子、プロパ
ティー、メソッド、またはメソッドのパラメータ
ーを戻します。FALSE は、修飾子を戻しません。

IncludeClassOrigin Boolean TRUE は、クラスの CLASSORIGIN 属性を戻しま
す。

戻り値

References() メソッドは、関連オブジェクトを列挙するか、以下のエラー・コードの
いずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_FAILED

ReferenceNames()
ReferenceNames() メソッドを使用して、 特定のターゲット・クラスまたはインスタ
ンスを参照する関連オブジェクトを列挙できます。

パラメーター

表 172 は、ReferenceNames() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 172. ReferenceNames() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ObjectName String 戻されるオブジェクトを参照しているクラス名ま
たはインスタンス名を定義します。

ResultClass String NULL でない場合は、戻されるオブジェクト・パ
スはすべて、このクラスまたは、その 1 つのサブ
クラスのオブジェクト・パスであるか、このクラ
スでなければならないことを示します。
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表 172. ReferenceNames() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

Role String NULL でない場合は、有効なプロパティー名でな
ければなりません。戻されたオブジェクトはいず
れも、このパラメーター値と同じ名前のプロパテ
ィーによって、ターゲット・オブジェクトを参照
していなければなりません。

戻り値

ReferenceNames() メソッドは、関連オブジェクトを列挙するか、以下のエラー・コ
ードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_NO_SUCH_PROPERTY

v CIM_ERR_FAILED

SetProperty()
SetProperty() メソッドを使用して、 ターゲット・ネームスペース内のインスタンス
の単一プロパティー値を定義できます。

パラメーター

表 173 は、SetProperty() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 173. SetProperty() のパラメーター

パラメーター 型 説明

InstanceName String インスタンスの名前を定義します。

PropertyName String 値が定義されるプロパティーの名前。

戻り値

SetProperty() メソッドは、ターゲット・インスタンスのプロパティー名または以下
のエラー・コードのいずれかを戻します。

v CIM_ERR_ACCESS_DENIED

v CIM_ERR_INVALID_NAMESPACE

v CIM_ERR_INVALID_PARAMETER

v CIM_ERR_INVALID_CLASS

v CIM_ERR_NOT_FOUND

v CIM_ERR_NO_SUCH_PROPERTY

v CIM_ERR_TYPE_MISMATCH
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v CIM_ERR_FAILED

外部メソッド
外部メソッドは、CIM オブジェクト・クラスに特定のメソッドで、特定の SMI-S

スキーマに従って、 オブジェクト・モデル・プロバイダーによって定義されます。
外部メソッドは、CIM オブジェクト・クラスに機能を追加します。

SAN ボリューム・コントローラー用の CIM エージェントは、表 174 にリストされ
ている外部メソッドをサポートしています。

表 174. サポートされる外部メソッド

Class メソッド名

IBMTSSVC_BackendVolume GetFreeExtents()

IBMTSSVC_Chassis IsCompatible()

IBMTSSVC_ClusteringService AddNode()

BackupConfiguration()

Clean()

DeleteConfigurationBackups()

Dump()

EvictNode()

GetDump()

GetResetPasswordChangeFeatureStatus()

ListConfigurationBackups()

ModifyIPAddress()

ModifyResetPasswordChangeFeature()

RestoreConfiguration()

SetLocale()

SetTimeZone()

SetPasswords()

Shutdown()

StartService()

StartStatisticsCollection()

StopService()

StopStatisticsCollection()

IBMTSSVC_ControllerConfigurationService AttachDevice()

CreateProtocolControllerWithPorts()

DeleteProtocolController()

DetachDevice()

IBMTSSVC_Job KillJob()
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表 174. サポートされる外部メソッド (続き)

Class メソッド名

IBMTSSVC_MessageLog CancelIteration()

ClearLog()

DeleteRecord()

FixRecord()

GetAllRecords()

GetRecord()

ModifyErrorSettings()

PositionAtRecord()

PositionToFirstRecord()

PositionToFirstRecordRoot()

PositionToFirstRecordType()

UnfixRecord()

WriteRecord()

IBMTSSVC_PrimordialStoragePool GetSupportedSizes()

GetSupportedSizeRange()

IBMTSSVC_PrivilegeManagementService AssignAccess()

RemoveAccess()

IBMTSSVC_Provider Add2062Cluster()

Add2145Cluster()

Create2062Cluster()

Reload2062Node()

RemoveCluster()

Reset2062Node()

IBMTSSVC_ServiceModeService Clean()

Dump()

Enter()

Exit()

GetDump()

Upgrade()

IBMTSSVC_StorageCapabilities CreateSetting()
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表 174. サポートされる外部メソッド (続き)

Class メソッド名

IBMTSSVC_StorageConfigurationService AttachReplica()

CreateOrModifyStoragePool()

CreateOrModifyElementFromStoragePool()

CreateRemoteClusterPartnership()

CreateReplica()

CreateSynchronizedSet()

DeleteRemoteClusterPartnership()

DeleteStoragePool()

DeleteSynchronizedSet()

IncludeBackendVolume()

MigrateVolume()

ModifySynchronization()

ModifySynchronizedSet()

ReturnToStoragePool()

RequestDiscovery()

SetIOGroup()

SetQuorum()

StartService()

StopService()

IBMTSSVC_StorageHardwareID

ManagementService

AddHardwareIDsToCollection()

CreateHardwareIDCollection()

CreateStorageHardwareID()

DeleteHardwareIDCollection()

DeleteStorageHardwareID()

IBMTSSVC_StoragePool GetSupportedSizes()

GetSupportedSizeRange()

Add2062Cluster()
Add2062Cluster() コマンドを使用して、 既存の 2062 クラスターと連動する ICAT

を構成することができます。

パラメーター

Add2062Cluster() メソッドは IBMTSSVC_Provider クラスに属します。表 175 は、
Add2062Cluster() メソッドに指定できるパラメーターを示します。

表 175. Add2062Cluster() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Cluster IBMTSSVC_Cluster REF 追加されたクラスターへの参照。

ClusterIP String 追加されるクラスターの IP。

ClusterName String 追加されるクラスターの名前。
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表 175. Add2062Cluster() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

Password String スイッチにログオンするために必要なパ
スワード。

SwitchIDs String[] このパラメーターは、クラスターに設定
されているすべてのスイッチを識別しま
す。クラスターに入っているのが 1 つの
スイッチからのノードのみである場合で
も、このパラメーターを指定する必要が
あります。

User String スイッチにログオンするために必要なユ
ーザー名。

戻り値

Add2062Cluster() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: クラスターが正常に追加されました。

v 2: 試行が失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が無効です。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8000: クラスターへの接続が拒否されました。

v 0x8001: クラスター名の構文エラー。

v 0x8002: 無効ノード。

v 0x8003: ユーザー名またはパスワードが無効。

v 0x8004: スイッチ IP の構文エラー。

v 0x8005: クラスター IP の構文エラー。

v 0x8006: 無効スロット。

Add2145Cluster()
Add2145Cluster() コマンドを使用して、 既存の 2145 クラスターと連動する ICAT

を構成することができます。

パラメーター

Add2145Cluster() メソッドは IBMTSSVC_Provider クラスに属します。表 176 は、
Add2145Cluster() メソッドに指定できるパラメーターを示します。

表 176. Add2145Cluster() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Cluster IBMTSSVC_Cluster REF 追加されたクラスターへの参照。

ClusterIP String 追加されるクラスターの IP。
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戻り値

Add2145Cluster() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: クラスターが正常に追加されました。

v 2: 試行が失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が無効です。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8000: クラスターへの接続が拒否されました。

v ..: ベンダー予約済み。

v 0x8005: クラスター IP の構文エラー。

AddHardwareIDsToCollection()
AddHardwareIDsToCollection() メソッドは、StorageHardwareID を
HardwareIDCollection に追加します。

パラメーター

StorageHardwareID がコレクションに追加されると、装置上の対応するホスト・オブ
ジェクトが削除され、WWPN が、コレクションを表すホストに追加されます。
AddHardwareIDsToCollection() メソッドは、
IBMTSSVC_StorageHardwareIDManagementService クラスに属します。

表 177 は、AddHardwareIDsToCollection() メソッドに指定できるパラメーターを示
しています。

表 177. AddHardwareIDsToCollection() のパラメーター

パラメーター 型 説明

HardwareIDs String[] コレクションに即時に追加される
StorageHardwareIDs の COP ストリング
表記が入っているアレイ。代わりに、ID

に WWPN を入れることができます。こ
の場合、StorageHardwareIDs は作成せず
にすみます。

Collection CIM_SystemSpecific

Collection REF

IDs の追加先の
IBMTSSVC_HardwareIdCollection。

戻り値

AddHardwareIDsToCollection() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻し
ます。

v 0: コレクションは正常に作成されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: パラメーターのいずれかが無効です。
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v 0x1000: StorageHardwareID がないか、または、すでに別のコレクションのメンバ
ーになっています。

v 0x1001: インプリメンテーションが、装置コレクションをサポートしていませ
ん。

v 0x1002: 入力装置は、このコレクションで使用できません。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

AddNode()
AddNode() メソッドを使用して、IBMTSSVC_CandidateNode インスタンスを
IBMTSSVC_Cluster インスタンスに追加することができます。

パラメーター

AddNode() メソッドは、IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属します。

AddNode() メソッドは、呼び出されると、候補ノードとして、自動的に
IBMTSSVC_RedundancyGroup を選択します。IBMTSSVC_RedundancyGroup インス
タンスに既存ノードが 1 つしかない場合、このメソッドは、最小番号が入っている
ID を持つものを選択します。そのような IBMTSSVC_RedundancyGroup がない場合
は、このメソッドは、最小番号がある ID を持つ空の IBMTSSVC_RedundancyGroup

を選択します。

表 178 は、AddNode()メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 178. AddNode() のパラメーター

パラメーター 型 説明

CS COP 追加する IBMTSSVC_CandidateNode インスタンス
を定義します。これは、
IBMTSSVC_CLusteringService インスタンスと同じ
クラスターに入っているインスタンスです。

Set String ノードの追加先の I/O グループ。この I/O グルー
プは、 タイプが IBMTSSVC_IOGroupSet で、この
メソッドをホスティングするサービスと同じクラ
スターに属し、入っているノードの数はゼロまた
は 1 つでなければなりません。

Name String クラスターによって新規コードが認識される名
前。

戻り値

AddNode() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ノードは正常に追加されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。
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v 0x8000: サブミットされたコンピューター・システムが
IBMTSSVC_CandidateNode ではありませんでした。

v 0x8001: すべての冗長グループにすでに 2 つのノードが割り当て済みです。

v 0x8002; サブミットされた ExtraCapacitySet が IBMTSSVC_IGroupSet ではありま
せんでした。

v 0x8003; サブミットされた IOGroupSet にすでに 2 つのノードが割り当て済みで
す。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

AssignAccess()
AssignAccess() メソッドを使用して、CIMOM リポジトリーに、
IBMTSSVC_AuthorizationSubject、 IBMTSSVC_AuthorizationTarget、
IBMTSSVC_HostedACI、 および IBMTSSVC_AuthorizedUse の各関連が入る一時
IBMTSSVC_AccessControlInformation インスタンスを作成できます。

パラメーター

AssignAccess() メソッドは、IBMTSSVC_AuthorizationService クラスに属します。

表 179 は、AssignAccess() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 179. AssignAccess() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Activities Uint16[] 入力時に特権が NULL でない場合は、
NULL でなければなりません。このパラ
メーターでは、権限付与する、または拒
否するアクティビティーを指定します。
コード 意味
1 その他
2 作成
3 削除
4 検出
5 読み取り
6 書き込み
7 実行
.. DMTF 予約済み
16000..65535

ベンダー予約済み

ActivityQualifiers String[] 入力時に特権が NULL でない場合は、
NULL でなければなりません。権限付与
する、または拒否するアクティビティー
のアクティビティー修飾子を定義しま
す。
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表 179. AssignAccess() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

PrivilegeGranted Boolean 入力時に特権が NULL でない場合は、
NULL でなければなりません。この呼び
出しでパラメーターによって定義された
権限を、指定したサブジェクトとターゲ
ットのペアに付与すべきか、拒否すべき
かを示します。

QualifierFormats Uint16[] 入力時に特権が NULL でない場合は、
NULL でなければなりません。対応する
ActivityQualifiers が使用する修飾子のフ
ォーマットを定義します。
コード 意味
2 クラス名
3 <Class.>Property

4 <Class.>Method

5 オブジェクト参照子
6 ネームスペース
7 URL

8 ディレクトリー/ファイル名
9 コマンド行命令
10..15999

DMTF 予約済み
16000..65535

ベンダー予約済み

Subject CIM_ManagedElement REF IBMTSSVC_AuthorizationService インスタ
ンスと同じ IBMTSSVC_Cluster にある
IBMTSSVC_HardwareAccount インスタン
スを定義します。

Target CIM_ManagedElement REF 入力時に、 この参照は NULL である
か、あるいは テンプレートとして使用さ
れる AuthorizedPrivilege のインスタンス
を参照しなければなりません。

戻り値

AssignAccess() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: すべてのインスタンスは正常に作成されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 3: タイムアウト

v 4: 失敗

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 6..15999: DMTF 予約済み

v 16000: サポートされないサブジェクト

v 16001: サポートされない特権

v 16002: サポートされないターゲット

v 16003: 許可エラー
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v 16004: サポートされない NULL

v 16005..31999: 予約済みメソッド

v 32000..65535: ベンダー特定

AttachDevice()
AttachDevice() メソッドを使用して、IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスを、
IBMTSSVC_AccessControllInformation インスタンスに関連付けられ、
AuthorizationView パラメーターが true にセットされている IBMTSSVC_Controller

インスタンスに接続することができます。

パラメーター

AttachDevice() メソッドは、IBMTSSVC_Controller クラスに属します。

プロバイダーは、それぞれのイニシエーターごとに装置番号が固有であることを確
認する必要があります。ProtocolController がすでに AuthorizedTarget 関連の一部に
なっているときは、プロバイダーは、AttachDevice が呼び出されたときに、基礎と
なるハードウェアの中のアクセス構成を更新する必要があります。

表 180 は、AttachDevice() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 180. AttachDevice() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Device COP 接続するボリュームのインスタンスを定義しま
す。コントローラーと同じ RedundancyGroup に属
し、タイプは IBMTSSVC_StorageVolume でなけれ
ばなりません。

[DeviceNumber] このコントローラーに接続されているすべてのホ
ストにボリュームが公開されるときの論理装置番
号 (LUN)。

[Force] Boolean false である (これがデフォルト) とき、別のコン
トローラーにすでに接続されているボリュームを
接続しようとすると、失敗します。

ProtocolController ボリュームを接続する先のコントローラーは、こ
のサービスと同じクラスターに属していなければ
なりません。

戻り値

AttachDevice() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ボリュームは正常に追加されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x1000: 装置は、コントローラーの RedundancyGroup のボリュームではありませ
ん。

v 0x1001: 指定した装置番号は、すでに使われています。
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v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

AttachReplica()
AttachReplica() は、2 つのボリュームの間にコピー関係を作成します。

パラメーター

表 181 は、AttachReplica() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 181. AttachReplica() のパラメーター

パラメーター 型 説明

[BackgroundCopyRate] Uint16 バックグラウンド・コピー率「0 から 100」の優
先順位を指定します。スケールは、パーセント
「非線形」で表したものではありません。

CopyType String コピー関係のタイプを決定します。CIM では、 こ
れは Sync、Async、または UnSynchAssoc のいず
れかです。SAN ボリューム・コントローラーの用
語では、これは、「フラッシュ」または「リモー
ト」と言い換えられます。 CopyType=3 (Sync) の
場合はリモート・コピーが作成され、
CopyType=4(UnSyncAssoc) の場合はフラッシュ・
コピーが作成されます。

[ElementName] String IBMTSSVC_StorageSynchronized 関連の名前。

[Set] String IBMTSSVC_SynchronizedSet を定義します。

SourceElement ソース・ボリューム。IBMTSSVC_StorageVolume

でなければなりません。

[Synchronized] Boolean CopyType「Sync」の場合にのみ有効。True の場
合、SAN ボリューム・コントローラーは、ソース
およびターゲットの両方に同一のデータが入って
おり、初期同期化は実行する必要がないと想定し
ます。

TargetElement ターゲット・ボリューム。
IBMTSSVC_StorageVolume または
IBMTSSVC_CandidateVolume のどちらでもかまい
ません。

戻り値

AttachReplica() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: コピー関係は正常に確立されました。

v 4: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: CopyType が 2 でもなく 3 でもありません。

312 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

BackupConfiguration()
BackupConfiguration() コマンドは、 構成のバックアップ用のスクリプトを実行する
ために使用されます。このスクリプトは、 クラスタリング・サービスの現行インス
タンスに関連付けられている現行のクラスター構成を XML ファイルに保管しま
す。

パラメーター

ファイルには svc.config.backup.xml という名前が付けられ、CIMOM ホーム・ディ
レクトリーの中のディレクトリー backup/<clustername> に保管されます。現行クラ
スターのバックアップ・ファイルがすでに存在している場合は、このファイルは、
オリジナル・バックアップ・ファイル名に .bak 拡張子を付けて名前変更されます。
同じ名前の現行 .bak ファイルがある場合は、すべて上書きされます。このファイル
は、バックアップ処理の際にエラーまたは破損が発生した場合のファイルの回復用
に設計されています。復元用に .bak ファイルを使用する場合は、手動で名前変更す
る必要があります。

表 182 は、BackupConfiguration() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 182. BackupConfiguration() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Force Boolean True/False ステートメント。True の場合、コマン
ドの継続が強制されます。False がデフォルトで
す。

FilePath String バックアップ・ファイルのパス。

Messages String[] バックアップ・スクリプトから受け取られたエラ
ーまたは警告。

戻り値

BackupConfiguration() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: バックアップが正常に行なわれました。

v 2: 予期しないエラーが発生し、コマンドが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8001: バックアップ・スクリプトがエラーを戻しました。

v 0x8002: SCP を介したバックアップ・ファイルのダウンロードが失敗しました。

v 0x8003: バックアップ・ディレクトリーが作成できませんでした。

v 0x8004: 古いバックアップ・ファイルを名前変更または削除できませんでした。

CancelIteration()
CancelIteration() メソッドは、IterationIdentifier 入力パラメーターによって指定され
るログの反復を停止することを要求します。CancelIteration() は、
IBMTSSVC_MessageLog クラスに属すメソッドです。
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パラメーター

表 183 はCancelIteration() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 183. CancelItration() のパラメーター

パラメーター 型 説明

IterationIdentifier String 現行イテレーター。

戻り値

CancelIteration() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 不明。

v 3: タイムアウト。

v 4: 失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

Clean()
Clean() コマンドは、 ノード上のダンプ・ディレクトリーをクリーニングするため
に使用されます。

パラメーター

Clean() メソッドは IBMTSSVC_ServiceModeService クラスに属します。表 184 は、
Clean() メソッドを指定できるパラメーターを示します。

表 184. Clean() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Filter String フィルターの構文。ファイル・フィルタ
ーを指定せずにディレクトリーが指定さ
れた場合、このディレクトリー内の関連
するすべてのダンプ・ファイルおよびロ
グ・ファイルはクリアされます。許容さ
れるディレクトリーの引き数は、dumps

(すべてのサブディレクトリーも含めたす
べてのファイルをクリーニングする)、
dumps/configs、dumps/elogs、
dumps/feature、dumps/iostats、
dumps/iotrace、および home/admin です。
ディレクトリーに加えて、ファイル・フ
ィルターを指定できます。

SMNode IBMTSSVC_Node ダンプ・ファイルの削除元のノードを指
定します。何も指定されない場合、構成
ノード上のダンプ・ファイルが削除され
ます。
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戻り値

Clean() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: Clean() メソッドが正常に行われました。

v 2: 予期しないエラーが発生し、コマンドが失敗しました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

ClearLog()
ClearLog() メソッドは、エラー・ログ内のすべての項目を削除します。

戻り値

この要求がサポートされなかった場合は、Capabilities アレイを検査して、 値 6 (″
サポートされるログの消去″) が指定されていることを確認してください。サブクラ
スの中で、メソッド上で ValueMap 修飾子を使用し、可能な戻りコードのセットを
記述できます。ClearLog() メソッドは、IBMTSSVC_MessageLog クラスに属しま
す。

ClearLog() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: エラー・ログ内のすべての項目が削除されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

Create2062Cluster()
Create2062Cluster() コマンドを使用して、クラスターを作成できます。

パラメーター

クラスターが正常に作成されると、新規のクラスター情報を使用して ICAT の構成
が更新されます。Create2062Cluster() メソッドは IBMTSSVC_Provider クラスに属し
ます。表 185 は、Create2062Cluster() メソッドに指定できるパラメーターを示しま
す。

表 185. Create2062Cluster() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClusterIP String 作成するクラスターの望ましい IP。

ClusterName String 作成するクラスターの望ましい名前。

Node Uint8 クラスターが作成される 2062 ブレード
上のノード。

Password String スイッチにログオンするために必要なパ
スワード。

Slot Uint8 クラスターが作成される 2062 ブレード
のスロット。
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表 185. Create2062Cluster() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

SwitchIDs String[] このパラメーターは、クラスターに設定
されているすべてのスイッチを識別しま
す。クラスターに入っているのが 1 つの
スイッチからのノードのみである場合で
も、このパラメーターを指定する必要が
あります。

SwitchIP String 2062 ブレードが置かれるスイッチの
IP。

User String スイッチにログオンするために必要なユ
ーザー名。

戻り値

Create2062Cluster() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: クラスターが正常に確立されました。

v 2: 試行が失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が無効です。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8000: クラスターへの接続が拒否されました。

v 0x8001: クラスター名の構文エラー。

v 0x8002: 無効ノード。

v 0x8003: ユーザー名またはパスワードが無効。

v 0x8004: スイッチ IP の構文エラー。

v 0x8005: クラスター IP の構文エラー。

v 0x8006: 無効スロット。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

CreateHardwareIDCollection()
CreateHardwareIDCollection メソッドは、IBMTSSVC_HardwareIDCollection のインス
タンスを作成し、 このインスタンスは、ホスト・オブジェクトによって装置上に表
示されます。

パラメーター

HardwareIdCollection は StorageHardwareIDs を集約します。 StorageHardwareID が
コレクションに追加された場合、対応する装置上のホスト・オブジェクトが削除さ
れ、WWPN が、コレクションを表すホストに追加されます。
CreateHardwareIDCollection() メソッドは、IBMTSSVC_ControllerConfigurationService

クラスに属します。

317ページの表 186 は、CreateHardwareIDCollection() メソッドに指定できるパラメ
ーターを示します。
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表 186. CreateHardwareIDCollection() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ElementName String コレクションの名前。

HardwareIDs String[] コレクションに即時に追加される
StorageHardwareIDs の COP ストリング
表記が入っているアレイ。代わりに、ID

に WWPN を入れることができます。こ
の場合、StorageHardwareIDs は作成せず
にすみます。

Collection CIM_System

SpecificCollection REF

IDs の追加先の
IBMTSSVC_HardwareIdCollection。

戻り値

CreateHardwareIDCollection() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻し
ます。

v 0: コレクションは正常に作成されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: パラメーターのいずれかが無効です。

v 0x1000: StorageHardwareID がないか、または、すでに別のコレクションのメンバ
ーになっています。

v 0x1001: インプリメンテーションが、ハードウェア ID コレクションをサポート
していません。

v 0x1002: 入力ハードウェア ID は、同じコレクションで使用できません。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

CreateOrModifyStoragePool()
CreateOrModifyStoragePool() メソッドは、IBMTSSVC_StoragePool を作成または変更
するために使用されます。

パラメーター

CreateOrModifyStoragePool() メソッドは、Pool パラメーターがヌルにセットされて
いる場合は IBMTSSVC_StoragePool を作成するのに使用でき、Pool パラメーターが
非ヌルにセットされている場合は既存の IBMTSSVC_StoragePool を変更するのに使
用できます。CreateOrModifyStoragePool() メソッドは、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属します。

318ページの表 187 は、CreateOrModifyStoragePool() メソッドに指定できるパラメ
ーターを示しています。
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表 187. CreateOrModifyStoragePool() のパラメーター

パラメーター 型 プールの作成の説明 プールの変更の説明

BlockSize Uint16 新規プールのブロック・サイ
ズ (エクステント・サイズとも
いう)。サポートされる値は
16、32、64、128、256、また
は 512 MB です。デフォルト
値は 16 MB です。ブロッ
ク・サイズは、SVC によって
容量が管理される際の細分度
を定義します。たとえば、256

MB というブロック・サイズ
を選択した場合、すべての
StorageVolumes は 256 MB の
倍数のスペースを使用しま
す。 したがって、300 MB

StorageVolume は、512 MB の
プール容量を割り振ります。

ヌルでなければなり
ません。ブロック・
サイズは、作成時に
のみセットできま
す。

ElementName String 作成するプールの
ElementName。ヌルの場合、シ
ステムが名前を割り当てま
す。

プールの新規名。

[Extent] String StorageExtent を指します。 StorageBackend

Volume を指しま
す。

Force Boolean 使用されない。 True にセットされて
いる場合、管理対象
ディスク (MDisk) の
削除が強制されま
す。ディスクが追加
されるのみの場合、
強制は無視されま
す。

Goal CIM_StorageSetting

REF

新規プールの望ましい名前と
エクステント・サイズが入り
ます。Goal がパーシスタン
ス・レイヤーの中の静的イン
スタンスと異なる場合は、メ
ソッドは失敗します。

新規プールの望まし
い名前とエクステン
ト・サイズ。Goal が
パーシスタンス・レ
イヤーの中の静的イ
ンスタンスと異なる
場合は、メソッドは
失敗します。
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表 187. CreateOrModifyStoragePool() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 プールの作成の説明 プールの変更の説明

InExtents String[] プールを構築する元になる
BackendVolumes。InPools とは
相互に排他的。 InExtents が指
定された場合、Size は無視さ
れます。

StorageBackend

Volumes。これは、
SVC 用語の管理対象
ディスク (MDisk) に
変換されます。これ
らは、プールに追
加、あるいはプール
から除去されるボリ
ュームです。これら
のボリュームはプー
ルと同じクラスター
に属していなければ
ならず、その他のプ
ールによって集約さ
れてはなりません。
Size がプールの実際
のサイズよりも小さ
い場合は、ここで渡
される
BackendVolumes は
除去されます。

InPools String[] BackendVolumes をとる元の
PrimordialPool。 InExtents と
は相互に排他的。

追加の
BackendVolumes を
とる元の
PrimordialPool。
InExtents とは相互に
排他的。

Job CIM_ConcreteJob

REF

NULL にセットします。 NULL にセットしま
す。

[Pool] String NULL にセットします。 Storage

ConfigurationService

インスタンスと同じ
クラスターの中にあ
る StoragePool を指
定します。

Pool CIM_StoragePool

REF

新規プールの名前。 メソッドによってパ
ラメーターが変更さ
れることはなく、し
たがって、呼び出し
時に渡された値が入
っています。
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表 187. CreateOrModifyStoragePool() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 プールの作成の説明 プールの変更の説明

[Size] 新規プールの望ましいサイ
ズ。InPools が指定されたとき
は、このパラメーターは、要
求されたサイズを満たすため
に、PrimordialPool から必要な
数の BackendVolumes を取得
します。InExtents が指定され
た場合、このパラメーターは
無視されます。新規ストレー
ジ・プールのサイズは、集約
されたエクステントのサイズ
の合計になります。

プールの望ましい新
規サイズ。InPools が
指定されたときは、
このパラメーター
は、要求されたサイ
ズを満たすために、
PrimordialPool から
BackendVolumes を
取得します。
InExtents が指定され
た場合、このパラメ
ーターは無視されま
す。詳しくは、
InExtents を参照して
ください。新規スト
レージ・プールのサ
イズは、集約された
エクステントのサイ
ズの合計になりま
す。このメソッドを
使用し、InPools を渡
すことによって、プ
ールを小さくするこ
とはできません。

Size Uint64 割り振られた実際のプールの
サイズ (バイト数)。

割り振られた実際の
プールのサイズ (バ
イト数)。

戻り値

CreateOrModifyStoragePool() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: プールは正常に作成されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 4: 予期しないエラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 5: 少なくとも 1 つのパラメーターが無効です。

v 6: 使用中。

v 4096: メソッドのパラメーターが確認されました。ジョブが開始されました。

v 4097: サイズがサポートされていません。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。
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CreateOrModifyElementFromStoragePool()
CreateOrModifyElementFromStoragePool() メソッドは、TheElement パラメーターがヌ
ルの場合には IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスを作成するために使用し、
TheElement パラメーターが非ヌルの場合は IBMTSSVC_StorageVolume インスタン
スを変更するために使用できます。

パラメーター

CreateOrModifyElementFromStoragePool() メソッドは
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属します。

表 188 は、egoeroMgd(fyStE)omonrFg(mor(gePoo(() メソッドに指定できるパラメータ
ーを示しています。

表 188. CreateOrModifyElementFromStoragePool() のパラメーター

パラメーター Type
説明

ボリュームの作成 ボリュームの変更

Backend

Volumes

String[] ボリュームにあるデータを保
管する BackendVolumes が入
っているアレイ。バーチャラ
イゼーション・タイプが「順
次」または「イメージ」であ
る場合、このパラメーターは
必須です。「イメージ」を除
くすべての
VirtualizationTypes では、 す
べての BackendVolumes は、
InPool 内の StoragePool に属
さなければなりません。バー
チャライゼーション・タイプ
が「イメージ」である場合、
BackendVolume は
PrimordialStoragePool に属す
必要があります。

ボリュームの拡張の場合、追
加容量が割り振られる
BackendVolumes のリストを
サブミットできます。その他
のすべての場合、このパラメ
ーターはヌルでなければなり
ません。

Element

Name

String 作成するボリュームの
ElementName。ヌルの場合、
システムが名前を割り当てま
す。

ボリュームの新規名。

ElementType Uint16 ElementType=2、
IBMTSSVC_StorageVolume

ElementType=2、
IBMTSSVC_StorageVolume

Format Boolean 作成時にボリュームをフォー
マット設定するかどうかを指
定します。デフォルトは
false です。

拡張時に追加ボリューム容量
をフォーマット設定するかど
うかを指定します。デフォル
トは false です。

Goal CIM_Managed

Element REF

新規ボリュームの特別な設定
値を含みます。ボリューム用
の有効な StorageSetting でな
ければなりません (サブミッ
トされている場合)。

ボリューム用の有効な
StorageSetting でなければな
りません (サブミットされて
いる場合)。
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表 188. CreateOrModifyElementFromStoragePool() のパラメーター (続き)

パラメーター Type
説明

ボリュームの作成 ボリュームの変更

InPool CIM_Storage

Pool REF

ボリュームが割り振られる元
の IBMTSSVC_StoragePool。
プールと
StorageConfigurationService

は同じクラスターに属してい
なければなりません。
TheElement がヌルの場合、
セットする必要があります。

ヌルにセットします。

IOGroup IBMTSSVC_

IOGroup REF

StorageVolume が割り当てら
れる先の IOGroup。ヌルの場
合、このメソッドは、割り当
てられている仮想ディスク
(VDisk) の数が最も少ない
IOGroup を選択します。

ヌルでなければなりません。

Job CIM_Concrete

Job REF

ヌルにセットします。 ヌルにセットします。

Preferred

Node

IBMTSSVC_

Node REF

ボリューム・アクセスのため
の優先ノード。IOGroup がヌ
ルの場合、このパラメーター
もヌルでなければなりませ
ん。そうでない場合、このパ
ラメーターは、指定した
IOGroup に属さなければなり
ません。

Size Uint64 ボリュームのサイズ (バイト
数)。このパラメーターは、
size という CLI パラメータ
ーに直接対応します。SVC

がサポートするのは、512 バ
イトの倍数のサイズだけで
す。サイズがこの基準に合わ
ない場合、「サイズがサポー
トされていない」という理由
でメソッドは失敗し、サイズ
は、次の 512 バイトの倍数
の値になります。

ボリュームのサイズ (バイト
数)。CLI の量のパラメータ
ーは、 「量 = Size - 現行の
サイズ」として計算されま
す。量が正の場合、ボリュー
ムは拡張されます。量が負の
場合、ボリュームは削減され
ます。SVC がサポートする
のは、512 バイトの倍数のサ
イズだけです。サイズがこの
基準に合わない場合、「サイ
ズがサポートされていない」
という理由でメソッドは失敗
し、サイズは、次の 512 バ
イトの倍数の値になります。
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表 188. CreateOrModifyElementFromStoragePool() のパラメーター (続き)

パラメーター Type
説明

ボリュームの作成 ボリュームの変更

TheElement CIM_Logical

Element REF

IBMTSSVC_StorageVolume

インスタンスが作成されるこ
とを指定します。ヌルの場
合、新規の StorageVolume

が InPool から割り振られま
す。非ヌルの場合、 渡され
た StorageVolume は、Size

パラメーターに応じて拡張ま
たは削減されます。

IBMTSSVC_StorageVolume

インスタンスが変更される
(削減または拡張される) こ
とを指定します。

Virtualization

Type

Uint8 作成されるボリュームのタイ
プをセットします。「ストラ
イピングされた」(0)、「順
次」(1)、または「イメー
ジ」(2) のいずれかをセット
できます。デフォルトは「ス
トライピングされた」です。

ヌルでなければなりません。

戻り値

CreateOrModifyElementFromStoragePool() メソッドは、以下のエラー・コードのいず
れかを戻します。

v 0: ボリュームは正常に作成されました。

v 4: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 少なくとも 1 つのパラメーターが無効です。

v 0x1001: 要求されたサイズが 512 の倍数ではありません。要求されたサイズより
大きい次のサポートされているサイズが Size に戻されます。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

CreateProtocolControllerWithPorts()
CreateProtocolControllerWithPorts() メソッドは、IBMTSSVC_Controller を作成しま
す。

パラメーター

コントローラーは、AttachDevice() を使用してボリュームを接続するために使用でき
ます。コントローラーは、Common Information Model Object Manager (CIMOM) リ
ポジトリーの中に作成されます。コントローラーは 1 つの IOGroup に結合され、
したがって、この IOGroup の FCPorts のみを入れることができます。
CreateProtocolControllerWithPorts() メソッドは、
IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスに属します。
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表 189は、CreateProtocolControllerWithPorts() メソッドに指定できるパラメーターを
示します。

表 189. CreateProtocolControllerWithPorts() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ElementName String 名前は自動的に割り当てられ、個々に選
択することはできません。したがって、
このパラメーターはヌルでなければなり
ません。

Identity CIM_ManagedElement REF ProtocolController に接続されているボリ
ュームがエクスポートされる先の
IBMTSSVC_HardwareIdCollection または
IBMTSSVC_StorageHardwareID。

Ports String[] コントローラーに関連付けられるポート
のリスト。すべてのポートが同じ
IOGroup に属さなければなりません。サ
ブセットがここでサブミットされた場合
でも、作成されたコントローラーには、
IOGroup のすべての FCPorts が入りま
す。

Protocol Uint16 2 であることが必要です。

ProtocolController CIM_ProtocolController REF 作成された IBMTSSVC_Controller がここ
に戻されます。

Privilege CIM_Privilege REF 非ヌルの場合、パーシスタンス・レイヤ
ーからのデフォルトの静的 Privileges イ
ンスタンスでなければなりません。

戻り値

CreateProtocolControllerWithPorts() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを
戻します。

v 0: 複製が正常に作成されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v 0x8000: すべてのポートが同じ IOGroup に属すことが必要です。

v 0x8100: サブミットされた場所のクラスター (このサービスのクラスターとは異な
る) の COP。

CreateRemoteClusterPartnership()
CreateRemoteClusterPartnership() メソッドは、IBMTSSVC_Cluster インスタンスと
IBMTSSVC_CandidateCluster インスタンスとの間の片方向の協力関係を確立するの
に使用されます。
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パラメーター

完全な機能の同期コピー協力関係を確立するためには、このメソッドを、ソース・
クラスターと候補クラスターの両方で実行する必要があります。
CreateRemoteClusterPartnership() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService

クラスに属します。

表 190は、CreateRemoteClusterPartnership() メソッドに指定できるパラメーターを示
しています。

表 190. CreateRemoteClusterPartnership() のパラメーター

パラメーター 型 説明

RemoteCluster IBMTSSVC_

Candidate

Cluster REF

関係が確立される先のクラスター。クラスター・
メンバーシップの確認が必要です。

[Bandwidth] Uint16 コピー操作用の帯域幅 (メガバイト)。

戻り値

CreateRemoteClusterPartnership() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻
します。

v 0: クラスターの協力関係は正常に確立されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

CreateReplica()
CreateReplica() メソッドは、 コピー関係のソース・ボリュームのレプリカを作成す
るのに使用できます。

パラメーター

CreateReplica() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属しま
す。表 191 は、CreateReplica() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 191. CreateReplica() のパラメーター

パラメーター 型 説明

CopyType Uint16 コピー関係のタイプ。可能な値は 3 (リ
モート・コピー) または 4 (FlashCopy)

です。リモート・コピーは、同じクラス
ターにのみ確立することができます。
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表 191. CreateReplica() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

[ElementName] String 作成するレプリカの名前。ヌルの場合、
システムが名前を割り当てます。

Job CIM_ConcreteJob REF コピー・プロセスをモニターし、終了す
るために使用するオブジェクト。

SourceElement CIM_LogicalElement REF レプリカ用のソース・ストレージ・ボリ
ューム。

TargetElement CIM_LogicalElement REF レプリカ用のターゲット・ストレージ・
ボリューム。

TargetSettingGoal CIM_StorageSetting REF レプリカによって突き合わせが行なわれ
る StorageSetting オブジェクト。
CreateOrModifyElement FromStoragePool

に渡されます。

TargetPool String ターゲット・ボリュームに使用される
IBMTSSVC_StoragePool。

戻り値

CreateReplica() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: クラスターの協力関係は正常に確立されました。

v 4: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: 3 または 4 以外の CopyType が使用されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つ以上がクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

CreateSetting()
CreateSetting() メソッドは、StorageCapability インスタンスから、StorageSetting イン
スタンスを作成し、データを取り込むために使用できます。

パラメーター

これによって、それぞれの StorageCapabilities のコンテキストにおいて、デフォル
トの設定値およびその他の設定値 (これらは多数あります) にデータを取り込む必要
がなくなりました。

CreateSetting() メソッドは、IBMTSSVC_StorageCapabilities クラスに属します。表
192 は、CreateSetting() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 192. CreateSetting() のパラメーター

パラメーター 型 説明

NewSetting CIM_StorageSetting REF 作成された StorageSetting イ
ンスタンスへの参照。
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表 192. CreateSetting() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

SettingType Uint16 このパラメーターの値は、
SAN ボリューム・コントロ
ーラーには意味がありませ
ん。「デフォルト」および
「ゴール」の両方に対して、
同じ StorageSetting が戻され
ます。

戻り値

CreateSetting() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 指定されていないエラーが発生しました。

v 3: タイムアウト。

v 4: メソッドが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v ..: DMTF 予約済み。

v 32768..65535: ベンダー特定。

CreateStorageHardwareID()
CreateStorageHardwareID() メソッドは、IBMTSSVC_StorageHardwareID のインスタ
ンスを作成します。

パラメーター

装置レベルでは、このインスタンスは、名前の接頭部「cimhwid」を持つ単一ポー
ト・ホスト・オブジェクトによって表現されます。

表 193は、CreateStorageHardwareID() メソッドに指定できるパラメーターを示してい
ます。

表 193. CreateStorageHardwareID() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ElementName String 新規 HardwareID インスタンスの名前。
ID と同じでなければなりません。

StorageID String ID を表すためにセキュリティー・サービ
スが使用する値。この場合は、
PortWWN。

IDType Uint16 ID プロパティーのタイプ。この場合は、
2 (PortWWN)。

OtherIDType String IDType が「その他」のときのストレージ
ID のタイプ。

Setting CIM_StorageClient

SettingData REF

ヌルでなければなりません。
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表 193. CreateStorageHardwareID() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

HardwareID CIM_StorageHardwareID

REF

作成された StorageHardwareID の COP。

戻り値

CreateStorageHardwareID() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: ボリュームは正常に切り離されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x1000: WWPN はすでに既存の StorageHardwareID に割り当てられています。

v 0x1001: IDType が 2 ではありません。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

CreateSynchronizedSet()
CreateSynchronizedSet() メソッドは、FlashCopy 関係またはリモート・コピー関係の
IBMTSSVC_StorageSynchronized 関連を集約するための IBMTSSVC_SynchronizedSet

インスタンスを作成するのに使用されます。

パラメーター

一部の装置が SynchronizedSets をサポートしていない場合があります。
SynchronizedSets がサポートされているかどうかを検出するには、
GetSupportedSetTypes を呼び出します。CreateSynchronizedSet() メソッドは、
IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属します。

表 194 は、CreateSynchronizedSet() メソッドに指定できるパラメーターを示してい
ます。

表 194. CreateSynchronizedSet() のパラメーター

パラメーター 型 説明

CopyType Uint16 コピー関係のタイプ (リモート・コピー
の場合は 3、FlashCopy の場合は 4)。

[ElementName] String コピー関係の名前。
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表 194. CreateSynchronizedSet() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

[RemoteCluster] IBMTSSVC_

Remote

Cluster REF

ConsistencySet のリモート・クラスタ
ー。このリモート・クラスター上にボ
リュームを持っている
StorageSynchronized のみが、このセッ
トに追加できます。この設定が有効な
のは、CopyType 3 (リモート・コピー)

の場合だけです。デフォルトはローカ
ル・クラスターです。CopyType が 4

(FlashCopy) の場合、この設定はヌルで
なければなりません。

[Set] CIM_Synchronized

Set REF

作成された
IBMTSSVC_FlashCopySynchronized Set

インスタンスまたは
IBMTSSVC_SyncCopySynchronized Set

インスタンス。

戻り値

CreateSynchronizedSet() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: SynchronizedSet は正常に作成されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 6: 3 または 4 以外の CopyType が使用されました。

v 8: SynchronizedSets はサポートされていません。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーの戻りコード
とメッセージを表します。

DeleteConfigurationBackup()
DeleteConfigurationBackup() コマンドは、Backup ディレクトリーにあるバックアッ
プを削除するために使用されます。

パラメーター

表 195は、DeleteConfigurationBackup() メソッドに指定できるパラメーターを示して
います。

表 195. DeleteConfigurationBackup() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Backup String 削除するバックアップの名前。
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戻り値

DeleteConfigurationBackup() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: 復元が正常に行なわれました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 指定されたバックアップがありませんでした。

v 0x8000: Backup ディレクトリーの削除が失敗しました。この失敗は共用違反が原
因である可能性があります。

DeleteHardwareIDCollection()
DeleteHardwareIDCollection() メソッドは、SVC ホストを削除します。

パラメーター

DeleteHardwareIDCollection() メソッドは、IBMTSSVC_ControllerConfigurationService

クラスに属します。

表 196は、DeleteHardwareIDCollection() メソッドに指定できるパラメーターを示して
います。

表 196. DeleteHardwareIDCollection() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Collection CIM_System

SpecificCollection REF

削除する IBMTSSVC_Host の COP。

Force Boolean オプションで、削除が強制されることを
指定します (True にセットされている場
合)。True にセットされていないとき、
特権がまだコレクションに関連付けられ
ている場合、削除は失敗します。削除の
強制が指定されている場合、ホストは
LUN マッピングのメンバーでも削除され
ます。

戻り値

DeleteHardwareIDCollection() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻し
ます。

v 0: ボリュームは正常に切り離されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x1000: 装置は、このコントローラーへの ProtocolControllerForUnit 関連を持って
いません。

v 0x8000: コレクションは特権に関連付けられていますが、Force パラメーターが指
定されていません。
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v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

DeleteProtocolController()
DeleteProtocolController() メソッドは、Common Information Model Object Manager

(CIMOM) リポジトリーから、または SAN ボリューム・コントローラー から、そ
れぞれコントローラーを削除します。

パラメーター

DeleteProtocolController() メソッドは、IBMTSSVC_ControllerConfigurationService ク
ラスに属します。表 197 は、DeleteProtocolController() メソッドに指定できるパラメ
ーターを示しています。

表 197. DeleteProtocolController() のパラメーター

パラメーター 型 説明

DeleteLogicalUnits Boolean True の場合、サブミットされたコントロ
ーラーに排他的に接続されているストレ
ージ・ボリュームも削除されます。デフ
ォルトは false です。

ProtocolController CIM_ProtocolController REF 削除するコントローラー。

戻り値

DeleteProtocolController() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: コントローラーは正常に削除されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v 0x1000: 接続されているストレージ・ボリュームのうちの少なくとも 1 つが別の
コントローラーに接続されており、したがって、削除されませんでした。

v 0x8100: 渡されたコントローラーとメソッドを所有するサービスが別々のクラス
ターに属しています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

DeleteRecord()
DeleteRecord() メソッドは、IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。

パラメーター

332ページの表 198 は、DeleteRecord() メソッドに指定できるパラメーターを示し
ています。
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表 198. DeleteRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

IterationIdentifier String

PositionToNext Boolean TRUE にセットされていると
き、現行の項目が削除された
後で、IterationIdentifier が次
のレコードに進むことを要求
します。FALSE にセットさ
れている場合、
IterationIdentifier は前のレコ
ードにセットされます。

RecordNumber Uint64

RecordData Uint8[]

戻り値

DeleteRecord() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 不明。

v 3: タイムアウト。

v 4: 失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

DeleteRemoteClusterPartnership()
DeleteRemoteClusterPartnership() メソッドは、2 つの IBMTSSVC_Cluster インスタン
ス間の協力関係を除去するのに使用できます。

パラメーター

完全に機能する同期コピー協力関係を削除するには、このメソッドを両方のクラス
ターに対して実行する必要があります。DeleteRemoteClusterPartnership() メソッド
は、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属します。

表 199は、DeleteRemoteClusterPartnership() メソッドに指定できるパラメーターを示
しています。

表 199. DeleteRemoteClusterPartnership() のパラメーター

パラメーター 型 説明

RemoteCluster IBMTSSVC_Remote

Cluster REF

候補のリモート・クラスターの名前。ク
ラスター・メンバーシップの確認が必要
です。

戻り値

DeleteRemoteClusterPartnership() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻
します。

v 0: クラスターの協力関係は正常に削除されました。
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v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

DeleteStorageHardwareID()
DeleteStorageHardwareID() メソッドは、StorageHardwareID を削除します。

パラメーター

このメソッドは、CIM_ConcreteDependency および CIM_AuthorizedSubject を含む関
連および集約を除去します。DeleteStorageHardwareID() メソッドは、
IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスに属します。

表 200は、DeleteStorageHardwareID() メソッドに指定できるパラメーターを示してい
ます。

表 200. DeleteStorageHardwareID() のパラメーター

パラメーター 型 説明

HardwareID CIM_StorageHardwareID

REF

削除する
IBMTSSVC_StorageHardwareID。

Force Boolean オプションで、削除が強制されることを
指定します (True にセットされている場
合)。StorageHardwareID は、特権に関連
付けられている場合でも削除されます。
削除の強制が指定された場合は、ID は、
アクティブな LUN マスキングが割り当
てられている場合でも削除されます。

戻り値

DeleteStorageHardwareID() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: ボリュームは正常に切り離されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x1000: StorageHardwareID がありませんでした。

v 0x8000: HardwareAccount がまだ AuthorizationSubject に結合されています。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。
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DeleteSynchronizedSet()
DeleteSynchronizedSet() メソッドは、SynchronizedSet が StorageSynchronized 関連を
持っていない場合に SynchronizedSet を削除するために使用できます。

パラメーター

DeleteSynchronizedSet() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラス
に属します。表 201 は、DeleteSynchronizedSet() メソッドに指定できるパラメータ
ーを示しています。

表 201. DeleteSynchronizedSet()

パラメーター 型 説明

Force Boolean Force が False にセットされていると、いずれか
の StorageSynchronized がそのセットのメンバーで
ある場合、削除は失敗します。デフォルトは false

です。Force が True にセットされていると、含ま
れている StorageSynchronized はすべて、削除され
る前に、セットの外に移動されます。したがっ
て、StorageSynchronized は、スタンドアロンのコ
ピー・マッピングとして残存します。

Set CIM_Synch-

ronizedSet

REF

削除する SynchronizedSet。インスタンス ID は、
SVC consistency_grp ID に対応します。

戻り値

DeleteSynchronizedSet() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: SynchronizedSet は正常に削除されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 6: セットが空でなければなりませんが、まだ StorageSynchronized 関連が残って
います。セットの削除を実行するには、残っている StorageSynchronized 関連を除
去しなければなりません。そうしない場合は、Force フラグがセットされます。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

DeleteStoragePool()
DeleteStoragePool() メソッドは、IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスが入って
いない IBMTSSVC_StoragePool インスタンスを削除するのに使用できます。

パラメーター

DeleteStoragePool() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属
します。 335ページの表 202 は、DeleteStoragePool() メソッドに指定できるパラメ
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ーターを示しています。

表 202. DeleteStoragePool()

パラメーター 型 説明

[Force] Boolean True にセットされていると、 制約 (たとえば、
StorageVolume または BackendVolume が入って
いない) にかかわらず、プールが削除されます。
デフォルトは False です。

Job CIM_Concrete

Job REF

ヌルにセットします。

Pool CIM_Storage

Pool REF

削除する IBMTSSVC_StoragePool。Name に
mdisk_grp_ID が入っています。 プールと
StorageConfigurationService は同じクラスターに
属していなければなりません。

戻り値

DeleteStoragePool() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: プールは正常に削除されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 6: メソッドは使用中です。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 4096: メソッドのパラメーターが確認されました。ジョブが開始されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

DetachDevice()
DetachDevice() メソッドは、ボリュームを、コントローラーから切り離します。

パラメーター

DetachDevice() メソッドは、IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスに属し
ます。表 203 は、DetachDevice() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 203. DetachDevice() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Device CIM_LogicalDevice REF 切り離すボリューム。
IBMTSSVC_SCSILUN 関連が、このボリ
ュームとコントローラーの間になければ
なりません。

ProtocolController CIM_ProtocolController REF ボリュームを切り離す元のコントローラ
ー。
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戻り値

DetachDevice() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ボリュームは正常に切り離されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x1000: 装置は、このコントローラーへの ProtocolControllerForUnit 関連を持って
いません。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。

Dump()
Dump() メソッドは、 エラー・ログ、構成ログ、またはフィーチャー・ログのコン
テンツをテキスト・ファイルにダンプするために使用できます。

パラメーター

Dump() メソッドは、IBMTSSVC_ServiceModeService クラスに属します。表 204

は、Dump() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 204. Dump() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Type Uint16 生成するダンプ・タイプを決定します。

FileNamePrefix String ダンプは、システム定義の名前が付いて
いるファイルに送信されます (このパラ
メーターが指定されなかった場合)。この
パラメーターが指定された場合は、ファ
イル名が接頭部とタイム・スタンプから
作成されます。<FileNamePrefix>

_NN_YYMMDD_HHMMSS という形式を
使用します。 NN は現行構成ログの ID

です。フィーチャー・ログの場合、この
パラメーターはヌルでなければなりませ
ん。

GeneratedFile String 生成されたファイル名。

SMNode IBMTSSVC_ServiceMode

Node REF

ダンプ・ファイルが作成される、サービ
ス・モードのノード。

戻り値

Dump() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: テキスト・ファイルのダンプが正常に作成されました。

v 2: 予期しないエラーが発生し、コマンドが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: 2 より大きいタイプが渡されました。
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v 0x8001: フィーチャー・ログ・タイプと同時にファイルの接頭部が渡されまし
た。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーは、コードとメッセージ
を戻します。

Enter()
Enter() メソッドは、ノードをサービス・モードにします。

パラメーター

ノードがサービス・モードになったら、戻されたサービス・モードのノードに対し
て ServiceModeService メソッドを実行でき、 さらに IBMTSSVC_SM オブジェクト
という接頭部が付いたオブジェクトをこのモード用に取り出すことができます。構
成ノードがサービス・モードになっている場合は、その他のコマンドはこのクラス
ター用に使用できません。

Enter() メソッドは、IBMTSSVC_ServiceModeService クラスに属します。表 205

は、Enter() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 205. Enter() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Node IBMTSSVC_Node REF サービス・モードにするノードを指定
します。

SMNode IBMTSSVC_Service

ModeNode REF

現在サービス・モードになっているノ
ードへの参照。

戻り値

Enter() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: Enter() メソッドが正常に行われました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8100: クラスター有効範囲の違反。

EvictNode()
EvictNode() メソッドは、IBMTSSVC_Node インスタンスを IBMTSSVC_Cluster イ
ンスタンスから除去するのに使用できます。

パラメーター

EvictNode() メソッドは、IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属します。 338ペー
ジの表 206 は、EvictNode() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。
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表 206. EvictNode() のパラメーター

パラメーター 型 説明

CS COP 追加する IBMTSSVC_Node インスタンスを定義し
ます。これは、IBMTSSVC_ClusteringService イン
スタンスと同じクラスターに入っているインスタ
ンスです。

戻り値

EvictNode() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ノードは正常に追加されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: サブミットされたコンピューター・システムが
IBMTSSVC_CandidateNode ではありませんでした。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

Exit()
Exit() メソッドは特定のノードのサービス・モードを終了させ、 通常の操作モード
でそのノードを再始動します。

パラメーター

Exit() メソッドは、IBMTSSVC_ServiceModeService クラスに属します。表 207 は、
Exit() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 207. Exit() のパラメーター

パラメーター 型 説明

SMNode IBMTSSVC_Service

ModeNode REF

通常モードで再始動させるノードを指定し
ます。

戻り値

Exit() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: Exit() メソッドが正常に行われました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8100: クラスター有効範囲の違反。

v 0x9000 - 0x9FFF: 装置エラー・コード。

FixRecord()
FixRecord() メソッドは、 ログの中の 1 つの項目を修正します (その項目を修正済
みとしてマークを付けます)。
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パラメーター

FixRecord() メソッドは、IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。表 208 は、
FixRecord() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 208. FixRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

RecordNumber Uint64 -d パラメーターに入れて
CLI コマンドに渡されます。

戻り値

FixRecord() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 必須パラメーターの 1 つが欠落しています。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

GetAllRecords()
GetAllRecords() メソッドは、クラスターからログのリストを取り出します。
GetAllRecords() メソッドは、IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。

パラメーター

表 209 は、GetAllRecords() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 209. GetAllRecords() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ErrorOnly Boolean TRUE またはヌルにセットさ
れている場合は、エラー・レ
コードのみが戻されます。
FALSE にセットされている
場合は、すべてのログ項目が
戻されます。

Records String[] ストリング・アレイとしての
ファイル。

戻り値

GetAllRecords() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 0x8000: レコードがありません。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。
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GetDump()
GetDump() メソッドは、 ログ・ファイルを取り出すのに使用できます。フィーチャ
ー・ログは自動的にデコードされます。

パラメーター

GetDump() メソッドは、IBMTSSVC_ServiceModeService クラスに属します。表 210

は、GetDump() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 210. GetDump() のパラメーター

パラメーター 型 説明

FilePath String 完全指定ファイル名。ファイル名は、
IBMTSSVC_Dump インスタンス内で表示
できます。許可されるパスは、
dumps/configs、dumps/elogs、
dumps/feature、dumps/iostats、
dumps/iotrace、および home/admin です。

SMNode IBMTSSVC_Node REF ダンプを取り出すために指定するノー
ド。何も指定しない場合は、構成ノー
ド・ダンプが戻されます。

File String[] ストリング・アレイとしてのファイル。

戻り値

GetDump() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: GetDump() メソッドが正常に行われました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8000: クラスターへの接続が失われたか、あるいはノードに接続するのに失敗
しました。

v x8001: CISCO 用に指定されたファイル・パスがありません。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000..0x9FFF: 装置エラー・コード。

GetFreeExtents()
GetFreeExtents() は、BackendVolume にあるフリー・エクステントの数を戻します。

パラメーター

これらのエクステントは、SAN ボリューム・コントローラーがキャパシティー管理
用に使用するブロックです。これらは、CIM_StorageExtent クラスに対応しません。

GetFreeExtents() メソッドは、IBMTSSVC_BackendVolume クラスに属します。 341

ページの表 211 は、GetFreeExtents() メソッドに指定できるパラメーターを示してい
ます。
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表 211. GetFreeExtents() のパラメーター

パラメーター 型 説明

FreeExents この BackendVolume にあるフリー・エクステント
の数。

戻り値

GetFreeExtents() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

GetRecord()
GetRecord() メソッドは、 ログのリストをクラスターから取り出し、
IterationIdentifier によって指定されたログ項目を戻し、さらに、PositionToNext が
TRUE にセットされている場合は、IterationIdentifier を位置を 1 つ増分します。

パラメーター

GetRecord() メソッドは、IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。表 212 は、
GetRecord() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 212. GetRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

[IterationIdentifier] String 取り出すレコードを指すポイ
ンター。トークンが評価さ
れ、対応するコマンドが呼び
出されます。

IterationIdentifier String 新規の IterationIdentifier。シ
ーケンス番号は、渡されたパ
ラメーターにしたがって変更
されています。PositionToNext

が true で、次の項目がない
場合は、ヌルがここに戻され
ます。

PositionToNext String この値が true の場合は、
IterationIdentifier の位置が 1

つ前に進められます。この値
が true でない場合、古い
IterationIdentifier が戻されま
す。

RecordData Uint8[] バイト表記 (UTF-8) の項
目。String.getBytes(UTF-8) を
使用します。
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表 212. GetRecord() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

RecordNumber Uint64 この値は、戻された
IterationIdentifier のシーケン
ス番号トークンに等しくなり
ます。

戻り値

GetRecord() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

GetResetPasswordChangeFeatureStatus()
GetResetPasswordChangeFeatureStatus() メソッドは、 パスワードの変更をリセットす
る機能の現在の状況を取り出すのに使用できます。

パラメーター

GetResetPasswordChangeFeatureStatus() メソッドは、IBMTSSVC_ClusteringService ク
ラスに属します。表 213 は、GetResetPasswordChangeFeatureStatus() メソッドに指定
できるパラメーターを示しています。

表 213. GetResetPasswordChangeFeatureStatus() のプロパティー

パラメーター 型 説明

Enable Boolean True に設定すると、パスワードのリセット機能が
使用可能であることを示し、False に設定すると、
その機能が使用不可であることを示します。

戻り値

GetResetPasswordChangeFeatureStatus() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれ
かを戻します。

v 0: 機能の状況が正常に取り出されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

GetSupportedSizeRange()
GetSupportedSizeRange() メソッドは、 サポートされるボリュームのサイズを照会す
るのに使用できます。

パラメーター

GetSupportedSizeRange() メソッドは、IBMTSSVC_StoragePool クラスに属します。
343ページの表 214 は、GetSupportedSizeRange() メソッドに指定できるパラメータ
ーを示しています。
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表 214. GetSupportedSizeRange() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ElementType Uint16 サポートされるサイズの範囲が報告され
るエレメントのタイプ。
コード 意味
2 ストレージ・プール
3 ストレージ・ボリューム

[Goal] COP サイズ要件を指定します。

Minimum

VolumeSize

Uint64 照会する最小サイズ (MB) を指定しま
す。

Maximum

VolumeSize

Uint64 照会する最大サイズ (MB) を指定しま
す。

VolumeSize

Divisor

Uint64 ボリューム/プール・サイズは、この値の
倍数でなければなりません。

戻り値

GetSupportedSizeRange() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: パラメーターは有効です。

v 2: 代わりに GetSupportedSizes を使用してください。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

GetSupportedSizes()
GetSupportedSizes() メソッドを使用して、 サポートされるボリュームのサイズを照
会できます。

パラメーター

GetSupportedSizes() メソッドは、IBMTSSVC_StoragePool クラスから派生したもので
す。表 215 は、GetSupportedSizes() メソッドのパラメーターを示します。

表 215. GetSupported Sizes() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ElementType Uint16 サポートされるサイズが報告されるエレ
メントのタイプ。
コード 意味
2 ストレージ・プール
3 ストレージ・ボリューム

Goal CIM_StorageSetting REF サイズ要件を指定します。

Sizes uint64[] ボリューム/プールの作成または変更のサ
ポート・サイズ (MB) のリスト。
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戻り値

GetSupportedSizes() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 1: メソッドはサポートされていません。

v 2: 代わりに GetSupportedSizeRange メソッドを使用してください。

IncludeBackendVolume()
IncludeBackendVolume() メソッドは、IBMTSSVC_Cluster によってイジェクトされた
IBMTSSVC_BackendVolume インスタンスを復元するのに使用できます。

パラメーター

IncludeBackendVolume() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラス
に属します。表 216 は、IncludeBackendVolume() メソッドに指定できるパラメータ
ーを示しています。

表 216. IncludeBackendVolume() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Volume IBMTSSVC_Backend

Volume REF

復元する IBMTSSVC_BackendVolume イン
スタンス。StorageConfigurationService と同
じクラスターに属していなければなりませ
ん。

戻り値

IncludeBackendVolume() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: ボリュームは正常に組み込まれました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: ボリュームはイジェクトされませんでした。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

ListConfigurationBackups()
ListConfigurationBackups() コマンドは、Backup ディレクトリーにあるバックアップ
をリストします。ディレクトリー名だけが報告されます。

パラメーター

345ページの表 217は、ListConfigurationBackups() メソッドに指定できるパラメータ
ーを示しています。
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表 217. ListConfigurationBackups() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Backup String 各アレイ・エレメントには、バックアップ・ディ
レクトリーの中にある 1 つのバックアップの名前
が入ります。

戻り値

ListConfigurationBackups() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: バックアップが正常に行なわれました。

MigrateVolume()
MigrateVolume() メソッドを使用して、1 つの IBMTSSVC_StorageVolume インスタ
ンスを、 別の IBMTSSVC_StoragePool インスタンスにマイグレーションすること
ができます。

パラメーター

MigrateVolume() メソッドは IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属しま
す。表 218 は、MigrateVolume() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 218. MigrateVolume() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Job CIM_ConcreteJob REF マイグレーションの進行をモニターするのに
使用できるオブジェクト。

NumberOfThreads Uint8 マイグレーションに使用されるコピー・スレ
ッドの数。1 - 4 が使用できます。

TargetPool IBMTSSVC_Storage

Pool REF

IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスのマ
イグレーション先となる
IBMTSSVC_StoragePool インスタンス。ボリ
ュームが現在メンバーになっているプールと
異なるものでなければなりません。

Volume IBMTSSVC_Storage

Volume REF

マイグレーションされる
IBMTSSVC_StorageVolume。 このボリューム
の完全データが、新規ロケーションにコピー
されます。

戻り値

MigrateVolume() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ボリュームは正常にマイグレーションされました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。
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ModifyErrorSettings()
ModifyErrorSettings() メソッドを使用すると、 エラーまたはイベントがエラー・ロ
グに記録されたときに行われることを指定できます。ModifyErrorSettings() メソッド
は、IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。

パラメーター

表 219 は、ModifyErrorSettings() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 219. ModifyErrorSettings() のパラメーター

パラメーター 型 説明

[EmailAddress] String E メール通知の送信先の E メール・ア
ドレス。

[EmailAlert] String E メールの設定 (E メール通知を出す条
件)。

v all = ログ記録されたすべてのエラーに
ついて E メールを出す

v hardware_only = オブジェクト状態変更
以外のエラーについて E メールを出す

v none = どのエラーについても E メー
ルを出さない (デフォルトのクラスタ
ーの設定)

[SNMPCommunity] String SNMP コミュニティー・ストリング。

[SNMPManagerIP] String SNMP マネージャー・ソフトウェアを実
行しているホスト・システムの IP アド
レス。

[SNMPTrap] String SNMP トラップ設定 (トラップを出す条
件)。許可される値:

v all = ログ記録されたすべてのエラーに
ついて SNMP を出す

v no_state = オブジェクト状態変更以外
のエラーについて SNMP を出す

v none = どのエラーについても SNMP

を出さない (デフォルトのクラスター
の設定)

戻り値

ModifyErrorSettings() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: メソッドが正常にアクションを指定しました。

v 2: コマンドが失敗しました。

v 0x8200 :メソッドは正常に実行されましたが、1 つ以上のパラメーターが無視さ
れました)

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。
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ModifyIPAddress()
ModifyIPaddress() コマンドは、 クラスター内の IP アドレスを変更し、
provider-config.xml の中の項目を変更し、 構成を再ロードするために使用できま
す。

パラメーター

表 220はModifyipaddress() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 220. Modifyipaddress() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClusterIP String 新規クラスターの IP アドレスを指定し、検証しま
す。

戻り値

Modifyipaddress() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: Modifyipaddress コマンドが正常に行われました。

v 2: 予期しないエラーが発生し、コマンドが失敗しました。

v 5: 必須パラメーターの 1 つが欠落しているか、無効です。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

ModifyResetPasswordChangeFeature()
ModifyResetPasswordChangeFeature() メソッドは、 パスワード・リセット機能を使用
可能にするまたは使用不可にするために使用できます。

パラメーター

ModifyResetPasswordChangeFeature()メソッドは、IBMTSSVC_ClusteringService クラ
スに属します。表 221 は、ModifyResetPasswordChangeFeature() メソッドに指定でき
るパラメーターを示しています。

表 221. ModifyResetPasswordChangeFeature() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Enable Boolean True に設定すると、パスワードのリセット機能を
使用可能にし、False に設定すると、その機能を使
用不可にします。

戻り値

ModifyResetPasswordChangeFeature() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれか
を戻します。

v 0: パスワードは変更されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。
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v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

ModifySynchronization()
ModifySynchronization() メソッドは、 指定された操作のタイプに基づいて、2 つの
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンス間の FlashCopy または同期コピー関係を変
更するのに使用できます。

パラメーター

ModifySynchronization() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラス
に属します。

349ページの表 222は、ModifySynchronization() メソッドに指定できるパラメーター
を示しています。
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表 222. ModifySynchronization() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Operation Uint16 これらのコマンドは、コピー・マッピング
が整合性グループに属さない場合にのみ実
行できます (StorageSynchronized の中の
SynchronizedSetID を確認します)。
コード 意味
2 切り離し。コピー・マッピングを

削除します。
3 破損。2 つのストレージ・オブジ

ェクトの間の同期を中断します。
高速再同期を可能にするために、
関連と変更が記憶されます。これ
は、バックアップ・サイクルの際
に、オブジェクトの 1 つをコピー
している間に別のオブジェクトを
実稼働で使用できるようにするた
めに使用できます。

4 再同期レプリカ。レプリカの同期
を再確立します。CopyJob が Sync

または Async である場合、これ
は、前の破損操作のアクションを
否定します。

5 レプリカから復元します。オリジ
ナル・ストレージ・オブジェクト
のコンテンツをレプリカから更新
します。

6 準備。時刻指定コピーのために、
参加ボリュームを準備します。

7 準備解除。
8 静止。
9 静止解除。
10 Sync にリセット。
11 Async にリセット。
0x8000 スイッチ。1 次関係をスイッチし

ます。
0x8001 停止。

[AllowAccess] Boolean True にセットすると、同期コピーの破損の
後で、ターゲットは I/O 用にアクセス可能
になります。デフォルトは False です。同
期コピーの破損を除き、すべての操作につ
いて、パラメーターは無視されます。

[Clean] Boolean True にセットすると、ターゲットはクリー
ン (ゼロで初期化されている) であると想定
され、同期コピーの再同期の前に初期化は
行われません。デフォルトは False です。
同期コピーの再同期を除き、その他のすべ
ての操作については無視されます。
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表 222. ModifySynchronization() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

[Direction] Boolean True にセットされている場合、 マスター
(SyncedSystemElement) が同期コピー関係の
ソースになります。False にセットされてい
る場合、 補助 (SyncedElement) が同期コピ
ー関係のソースになります。デフォルトで
は、方向が自動的に選択されます (スイッ
チで反転し、再同期を保持)。スイッチおよ
び同期コピーの再同期操作でのみ有効。そ
の他のすべての場合は無視されます。

[Force] Boolean True にセットされている場合、操作は強制
されます。デフォルトは False です。
FlashCopy マッピングの再同期と切り離
し、および、同期コピー・マッピングの再
同期でのみ適用されます。その他のすべて
の場合は無視されます。

Job CIM_ConcreteJob REF コピー・プロセスをモニターし、終了する
ために使用するオブジェクト。

Synchronization CIM_Storage

Synchronized REF

変更するコピー関係:

IBMTSSVC_FlashCopyStorage Synchronized

または IBMTSSVC_SyncCopyStorage

Synchronized。

戻り値

ModifySynchronization() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: FlashCopy マッピングが正常に確立されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 6: メソッドは使用中です。

v 0x1000: CLI コピー・コマンドが実行し、ジョブ・オブジェクトが戻されまし
た。

v 0x8001: サブミットされた操作は、StorageSycnhronized の現行状態では許可され
ません。たとえば、StorageSynchronized での準備操作は、同期化済み状態になっ
ています。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

ModifySynchronizedSet()
ModifySynchronizedSet() メソッドは、 指定された操作タイプに基づいて、
SynchronizedSet を変更するのに使用されます。
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パラメーター

ModifySynchronizedSet() メソッドは、IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラス
に属します。表 223 は、ModifySynchronizedSet() メソッドに指定できるパラメータ
ーを示しています。

表 223. ModifySynchronizedSet() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Operation Uint16 コード 意味
0 追加。セットに同期を追加しま

す。
1 除去。セットから同期を除去し

ます。
2 すべて切り離し。セットの中の

同期をすべて削除します。
3 破損レプリカ。2 つのストレー

ジ・オブジェクトの間の同期を
中断します。高速再同期を可能
にするために、関連と変更が記
憶されます。これは、バックア
ップ・サイクルの際に、オブジ
ェクトの 1 つをコピーしてい
る間に別のオブジェクトを実稼
働で使用できるようにするため
に使用できます。

4 再同期レプリカ。セットの中の
すべてのレプリカの同期を再確
立します。CopyJob が Sync ま
たは Async である場合、これ
は、前の破損操作のアクション
を否定します。

5 レプリカから復元します。オリ
ジナル・ストレージ・オブジェ
クトのコンテンツをレプリカか
ら更新します。

6 すべてを準備します。時刻指定
コピーのために、参加ボリュー
ムを準備します。

7 すべてを準備解除します。
8 レプリカを静止します。
9 レプリカを静止解除します。
0x8000 スイッチ。1 次関係をスイッチ

します。
0x8001 すべてを停止します。コピー・

マッピングを停止します。

[AllowAccess] Boolean True にセットすると、同期コピーの破
損の後で、ターゲットは I/O 用にアク
セス可能になります。デフォルトは
False です。同期コピーの破損を除き、
すべての操作について、パラメーターは
無視されます。
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表 223. ModifySynchronizedSet() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

[Clean] Boolean True にセットすると、ターゲットはク
リーン (ゼロで初期化されている) であ
ると想定され、同期コピーの再同期の前
に初期化は行われません。デフォルトは
False です。同期コピーの再同期を除
き、その他のすべての操作については無
視されます。

[Direction] Boolean True にセットされている場合、 マスタ
ー (SyncedSystemElement) が同期コピー
関係のソースになります。False にセッ
トされている場合、 補助
(SyncedElement) が同期コピー関係のソ
ースになります。デフォルトでは、方向
が自動的に選択されます (スイッチで反
転し、再同期を保持)。スイッチおよび
同期コピーの再同期操作でのみ有効。そ
の他のすべての場合は無視されます。

[Force] Boolean True にセットされている場合、操作は
強制されます。デフォルトは False で
す。FlashCopy マッピングの再同期と切
り離し、および、同期コピー・マッピン
グの再同期でのみ適用されます。その他
のすべての場合は無視されます。

Job CIM_ConcreteJob REF コピー・プロセスをモニターし、終了す
るために使用するオブジェクトを定義し
ます。

[Synchronization] CIM_Storage

Synchronized REF

セットに追加する、またはセットから除
去するコピー・マッピング。その他のす
べての操作の場合は、無視してくださ
い。

SynchronizedSet CIM_Synchronized

Set REF

変更する SynchronizedSet。

戻り値

ModifySynchronizedSet() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: SyncCopySynchronizedSet は正常に作成されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 6: 操作がサポートされていません。

v 7: StorageSynchronized がセットにありません。

v 8: StorageSynchronized がすでにセットの中にあります。
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v 9: セットと互換性のない StorageSynchronized をセットに追加する必要がありま
す。たとえば、同期コピー・セットに同期化された FlashCopy。

v 0x1000: メソッドのパラメーターが確認されました。ジョブが開始されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x8001: 許可されない操作を、セットの現行 SyncState で実行する必要がありま
す。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

PositionAtRecord()
PositionAtRecord() メソッドは、受け渡されたパラメーターにしたがって、 戻され
た IterationIdentifier のシーケンス番号および RelPos トークンをセットします。

パラメーター

PositionAtRecord() メソッドは IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。表 224

は、PositionAtRecord() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 224. PositionAtRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

IterationIdentifier String 新規の IterationIdentifier。シーケンス番号
および RelPos トークンは、渡されたパ
ラメーターにしたがって変更されていま
す。

[IterationIdentifier] String 現行 IterationIdentifier (前の位置またはメ
ソッドによって作成されたもの) または
ヌル。

MoveAbsolute Boolean IterationIdentifier を絶対位置に置く必要が
ある場合は、TRUE にセットします。こ
の場合、シーケンス番号は、
RecordNumber に入れて渡される値にセッ
トされます。

RecordNumber Uint64 MoveAbsolute == FALSE の場合: ログ内
の現在位置への (符号付き) オフセット。
MoveAbsolute == TRUE の場合、ログ内
の望ましい絶対位置は項目のシーケンス
番号です。RecordNumber に負の値を指定
することはできません。IterationIdentifier

のシーケンス番号はこの値にセットされ
ます。RelPos トークンが、渡された
IterationIdentifier の中にセットされている
場合は、 そのトークンは
IterationIdentifier から除去されます。
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戻り値

PositionAtRecord() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: IterationIdentifier が正常に作成されました。

v 5: 必須パラメーターの 1 つが欠落しているか、許可されていないにもかかわら
ず RecordNumber が負の値です。

PositionToFirstRecord()
PositionToFirstRecord() メソッドは、 ログ内の最初の項目を指す IterationIdentifier

を作成します。

パラメーター

IterationIdentifier は、後続の GetRecord または Position 呼び出しで使用されます。

PositionToFirstRecord() メソッドは IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。表
225 は、PositionToFirstRecord() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 225. PositionToFirstRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

IterationIdentifier String 最初のレコードを指す IterationIdentifier。

戻り値

PositionToFirstRecord() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: IterationIdentifier が正常に作成されました。

PositionToFirstRecordRoot()
PositionToFirstRecordRoot() メソッドは、 シーケンス番号がセットされておらず、
RootCause トークンが、渡された値にセットされている IterationIdentifier を作成し
ます。

パラメーター

IterationIdentifier は、後続の GetRecord 呼び出しまたは PositionAtRecord 呼び出し
で使用されます。

PositionToFirstRecordRoot() メソッドは IBMTSSVC_MessageLog クラスに属しま
す。表 226 は、PositionToFirstRecordRoot() メソッドに指定できるパラメーターを示
しています。

表 226. PositionToFirstRecordRoot() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Iteration

Identifier

String 「RootCause」トークンに入れて渡された
ルート・シーケンス番号が入っている
IterationIdentifier。

RootSequence

Number

Uint64 オブジェクト root cause の ID。
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戻り値

PositionToFirstRecordRoot() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: IterationIdentifier が正常に作成されました。

v 5: 必須パラメーターの 1 つが欠落しています。

PositionToFirstRecordType()
PositionToFirstRecordType() メソッドは、 シーケンス番号トークンがセットされて
おらず、 その他のパラメーターが、渡されるパラメーターにしたがってセットされ
る IterationIdentifier を作成します。

パラメーター

IterationIdentifier は、後続の GetRecord 呼び出しまたは PositionAtRecord 呼び出し
で使用されます。

PositionToFirstRecordType() メソッドは IBMTSSVC_MessageLog クラスに属しま
す。表 227 は、PositionToFirstRecordType() メソッドに指定できるパラメーターを示
しています。

表 227. PositionToFirstRecordType() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ConfigOnly Boolean False であるか、指定しないかのどちらか
であることが必要です。

IterationIdentifier 生成された IterationIdentifier。

ObjectID Uint64 SAN ボリューム・コントローラーのオブ
ジェクト ID。このパラメーターは、
IterationIdentifier の LSObjID トークンに
セットされます。

ObjectType String SAN ボリューム・コントローラーのオブ
ジェクト・タイプ。このパラメーター
は、IterationIdentifier の LSObjType トー
クンにセットされます。

UnfixedOnly Boolean 未修正エラーのみを表示します。

戻り値

PositionToFirstRecordType() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: IterationIdentifier が正常に作成されました。

Reload2062Node()
Reload2062Node() メソッドは、シャットダウンされている 2062 ノードを使用可能
にします。
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パラメーター

Reload2062Node() メソッドは、IBMTSSVC_Provider クラスに属します。表 228

は、Reload2062Node() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 228. Reload2062Node() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Node Uint8 リセットされる 2062 ブレー
ド上のノード。

Password String スイッチにログオンするため
に必要なパスワード。

Slot Uint8 ノードがリセットされる
2062 ブレードのスロット。

SwitchIP String 2062 ブレードが置かれるス
イッチの IP。

User String スイッチにログオンするため
に必要なユーザー名。

戻り値

Reload2062Node() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: メソッドが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8000: クラスターへの接続が拒否されました。

v 0x8001: クラスター名の構文エラー。

v 0x8002: 無効ノード。

v 0x8003: ユーザー名またはパスワードが無効。

v 0x8004: スイッチ IP の構文エラー。

v 0x8005: クラスター IP の構文エラー。

v 0x8006: 無効スロット。

RemoveAccess()
RemoveAccess() メソッドは、 一時 IBMTSSVC_AccessControlInformation インスタ
ンスとその関連を削除するのに使用できます。

パラメーター

RemoveAccess() メソッドは、IBMTSSVC_AuthorizationService クラスに属します。
357ページの表 229 は、RemoveAccess() メソッドに指定できるパラメーターを示し
ています。
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表 229. RemoveAccess() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Subject CIM_ManagedElement REF 特権が取り消される ManagedElement イ
ンスタンス (AuthorizedSubject を使用し
て関連付けられている) への参照。

Privilege CIM_AuthorizedPrivilege

REF

取り消される AuthorizedPrivilege への参
照。

Target CIM_ManagedElement REF AuthorizedPrivilege を使用したプロテクト
が解除される ManagedElement

(AuthorizedTarget を使用して関連付けら
れている) への参照。　　

戻り値

RemoveAccess() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: すべてのインスタンスは正常に削除されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 3: タイムアウト。

v 4: 失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 6..15999: DMTF 予約済み。

v 16000: サポートされない特権。

v 16001: サポートされないターゲット。

v 16002: 許可エラー。

v 16003: サポートされない Null パラメーター。

v 16004..32767: 予約済みメソッド。

v 32768..65535: ベンダー固有。

RemoveCluster()
RemoveCluster() メソッドを使用して、SAN ボリューム・コントローラー・クラス
ターを ICAT 構成から除去することができます。

パラメーター

RemoveCluster() メソッドは、IBMTSSVC_Provider クラスに属します。表 230 は、
RemoveCluster() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 230. RemoveCluster() のパラメーター

パラメーター 型 説明

ClusterIP String 除去されるクラスターの
IP。
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戻り値

RemoveCluster() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v ..: DMTF 予約済み。

RequestDiscovery()
RequestDiscovery() メソッドは、 新規の LUN を検出するためにファイバー・チャ
ネル SAN の再スキャンを開始するのに使用できます。

パラメーター

RequestDiscovery() メソッドは IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属し
ます。表 231 は、RequestDiscovery() メソッドに指定できるパラメーターを示してい
ます。

表 231. RequestDiscovery() のパラメーター

パラメーター 型 説明

DiscoveredElement

Count

Uint32 検出された LUN (BackendVolumes) の数。

DiscoveredElement

Instances

String[] 検出された LUN (BackendVolumes) のインスタン
スのストリング表記。

DiscoveredElements String[] 検出された LUN (BackendVolumes) の COP のス
トリング表記。

戻り値

RequestDiscovery() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ディスカバリーが正常に呼び出されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

Reset2062Node()
Reset2062Node() メソッドは、 クラスターについてのキャッシュ・データを 2062

ノードから除去します。

パラメーター

Reset2062Node() メソッドは IBMTSSVC_Provider クラスに属します。 359ページの
表 232 は、Reset2062Node() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。
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表 232. Reset2062Node() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Node Uint8 リセットされる 2062 ブレー
ド上のノード。

Password String スイッチにログオンするため
に必要なパスワード。

Slot Uint8 ノードがリセットされる
2062 ブレードのスロット。

SwitchIP String 2062 ブレードが置かれるス
イッチの IP。

User String スイッチにログオンするため
に必要なユーザー名。

戻り値

Reset2062Node() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: メソッドが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x8000: クラスターへの接続が拒否されました。

v 0x8001: クラスター名の構文エラー。

v 0x8002: 無効ノード。

v 0x8003: ユーザー名またはパスワードが無効。

v 0x8004: スイッチ IP の構文エラー。

v 0x8005: クラスター IP の構文エラー。

v 0x8006: 無効スロット。

RestoreConfiguration()
RestoreConfiguration() コマンドは、 構成の復元スクリプトを実行します。

パラメーター

このスクリプトは、対応するクラスター構成のバックアップから、クラスタリン
グ・サービスの現行インスタンスに関連付けられている現行のクラスター構成を復
元します。

表 233は、RestoreConfiguration() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。

表 233. RestoreConfiguration() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Force Boolean True/False ステートメント。True の場合、重大で
ないエラー/警告についてのコマンドの継続が強制
されます。False がデフォルトです。
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表 233. RestoreConfiguration() のパラメーター (続き)

パラメーター 型 説明

Format Boolean True/False ステートメント。True の場合、復元中
に vdisk がフォーマット設定されます。False がデ
フォルトです。

Phase Uint8 実行されるフェーズ。1 (準備) または 2 (実行) 以
外のすべての値は、 結果として rc 5　になりま
す。

Messages String[] バックアップ・スクリプトから受け取られたエラ
ーまたは警告。

戻り値

RestoreConfiguration() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: バックアップが正常に行なわれました。

v 2: 予期しないエラーが発生し、コマンドが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: 指定されたバックアップがありません。

v 0x8001: バックアップ・スクリプトがエラーを出して戻りました。

v 0x8002: SCP を介したバックアップ・ファイルのアップロードが失敗しました。

v 0x8003: クラスターの /tmp/dir から、バックアップ・ファイルをアップロードす
る前に、すべてのバックアップが消去されました。コマンドが失敗しました。

ReturnToStoragePool()
ReturnToStoragePool() メソッドは、 どのホストにもマップされていない
IBMTSSVC_StorageVolume インスタンスを削除するのに使用できます。

パラメーター

ReturnToStoragePool() メソッドは IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに
属します。表 234 は、ReturnToStoragePool() メソッドに指定できるパラメーターを
示しています。

表 234. ReturnToStoragePool() のパラメーター

パラメーター 型 説明

[Force] Boolean True にセットされている場合、 通常の制約
(たとえば、ボリューム用の LUN マッピング
が存在しない場合) を無視して、ボリューム
が削除されます。デフォルトは False です。

Job CIM_ConcreteJob REF ヌルにセットします。

TheElement CIM_LogicalElement

REF

プールに戻されるエレメント。
StorageConfigurationService と同じクラスター
に属しているストレージ・ボリュームでなけ
ればなりません。
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戻り値

ReturnToStoragePool() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ボリュームは正常に削除されました。

v 2: 不明エラーが発生しました。

v 3: アクションがタイムアウトになりました。

v 4: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 少なくとも 1 つのパラメーターが無効です。

v 6: メソッドは使用中です。

v 4096: メソッドのパラメーターが確認されました。ジョブが開始されました。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

SetIOGroup()
SetIOGroup() メソッドは、 ストレージ・ボリュームを、別の I/O グループに割り
当てます。

パラメーター

SetIOGroup() メソッドは IBMTSSVC_ControllerConfigurationService クラスに属しま
す。表 235 は、SetIOGroup() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 235. SetIOGroup() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Force Boolean ボリュームをリカバリー I/O グループと
の間で移動させるには、True にセットし
ます。

Group IBMTSSVC_IOGroup REF ストレージ・ボリュームを割り当てる先
の I/O グループ。

Volume IBMTSSVC_StorageVolume

REF

移動させるストレージ・ボリューム。

戻り値

SetIOGroup() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ボリュームは正常に移動されました。

v 2: アクションが失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: I/O グループは、ノードを集約しなければなりません。

v 0x8100: 1 つ以上のパラメーターがクラスター有効範囲を超えています。

v 0x9000 から 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざま
な戻りコードを表します。
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SetLocale()
SetLocale() メソッドは、 指定されたクラスターのロケールを定義するのに使用でき
ます。

パラメーター

SetLocale() メソッドは IBMTSSVC_Cluster クラスに属します。表 236 は、
SetLocale() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 236. SetLocale() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Locale Uint16 指定したクラスターのロケール値を設定します。
有効な値は、米国英語、中国語 (簡体字)、 中国語
(繁体字)、日本語、韓国語、フランス語、ドイツ
語、イタリア語、スペイン語、およびポルトガル
語です。

戻り値

SetLocale() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ロケールが設定されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000 : サブミットされたロケールは無効です (9 より大きい)。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの CLI 戻りコード。

SetPasswords()
SetPasswords() メソッドは、 管理者および保守担当者が IBMTSSVC_Cluster にアク
セスするためのパスワードを設定するのに使用されます。

パラメーター

SetPasswords() メソッドは IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属します。表 237

は、SetPasswords() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 237. SetPasswords() のパラメーター

パラメーター 型 説明

[AdminPW] String クラスターに対する管理者のパスワードを変更し
ます。

[ServicePW] String クラスターに対する保守担当者のパスワードを変
更します。

戻り値

SetPasswords() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: パスワードは変更されました。
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v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

SetQuorum()
SetQuorum() メソッドは、IBMTSSVC_BackendVolume を クォーラム・ボリューム
として識別するのに使用できます。

パラメーター

SetQuorum() メソッドは IBMTSSVC_StorageConfigurationService クラスに属しま
す。表 238 は、SetQuorum() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 238. SetQuorum() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Volume IBMTSSVC_Backend

Volume REF

IBMTSSVC_BackendVolume をクォーラム・
ディスクとして定義します。
StorageConfigurationService と同じクラスター
に属していなければなりません。

QuorumID Uint8 クォーラム・ボリューム の ID、0、1、また
は 2 を指定します。

戻り値

SetQuorum() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: クォーラム・ボリュームが確立されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: クォーラム ID が 2 より大きい数です。

v 0x8100: ボリュームが、StorageConfigurationService と異なるクラスターに属して
います。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

SetTimeZone()
SetTimeZone() メソッドは、IBMTSSVC_Cluster インスタンスの時間帯を指定するの
に使用できます。

パラメーター

SetTimeZone() メソッドは IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属します。 364ペ
ージの表 239 は、SetTimeZone() メソッドに指定できるパラメーターを示していま
す。
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表 239. SetTimeZone() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Zone COP IBMTSSVC_ClusteringService インスタンスへの
IBMTSSVC_AvailableTimeZone 関連を使用して設
定する時間帯の名前を定義します。

戻り値

SetTimeZone() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: クラスターの時間帯が正常に設定されました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: サブミットされた時間帯がクラスタリング・サービスに関連付けられま
せんでした。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

StartStatisticsCollection()
StartStatisticsCollection() メソッドは、IBMTSSVC_Cluster インスタンスに関する統計
の収集を開始するのに使用できます。

パラメーター

StartStatisticsCollection() メソッドは IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属しま
す。表 240 は、StartStatisticsCollection() メソッドに指定できるパラメーターを示し
ています。

表 240. StartStatisticsCollection() のパラメーター

パラメーター 型 説明

Interval Uint32 クラスターの統計収集の時間間隔を分で設定しま
す。

戻り値

StartStatisticsCollection() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻しま
す。

v 0: 収集が開始しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

StopStatisticsCollection()
StopStatisticsCollection() メソッドは、IBMTSSVC_Cluster インスタンスに関する統計
の収集を終了するのに使用できます。
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戻り値

StopStatisticsCollection() メソッドは、IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属しま
す。

StopStatisticsCollection() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: 収集が停止しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

Shutdown()
Shutdown() メソッドは、IBMTSSVC_Node インスタンスまたは IBMTSSVC_Cluster

インスタンスをシャットダウンするのに使用できます。

パラメーター

Shutdown() メソッドは IBMTSSVC_ClusteringService クラスに属します。表 241

は、Shutdown() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 241. Shutdown() のパラメーター

パラメーター 型 説明

System COP シャットダウンする IBMTSSVC_Cluster または
IBMTSSVC_Node を指定します。

[Force] Boolean True にセットすると、
IBMTSSVC_RedundancyGroup の残ったオンライ
ン・ノードをシャットダウンします。

戻り値

Shutdown() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: ノードまたはクラスターのシャットダウンが正常に開始しました。

v 2: 予期しないエラーが発生しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。

v 0x8000: サブミットされたコンピューター・システムが、IBMTSSVC_Node また
は IBMTSSVC_Cluster のタイプではありませんでした。

v 0x8100: パラメーターの 1 つがクラスター有効範囲を超えていました。

v 0x9000 から 0x9FFF: SAN ボリューム・コントローラーの戻りコードおよびメッ
セージ。

UnfixRecord()
UnfixRecord() メソッドは、 ログの中の 1 つの項目を修正解除します (その項目を
未修正済みとしてマークを付けます)。
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パラメーター

UnfixRecord() メソッドは IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。表 242 は、
UnfixRecord()メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 242. UnfixRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

RecordNumber Uint64 -u パラメーターに入れて CLI コマンド
に渡されます。

戻り値

UnfixRecord() メソッドは、以下のエラー・コードを戻します。

v 0: メソッドが正常に項目を修正解除しました。

v 2: コマンドが失敗しました。

v 5: 必須パラメーターの 1 つが欠落しています。

v 0x9000 - 0x9FFF: この範囲は、SAN ボリューム・コントローラーのさまざまな
戻りコードとメッセージを表します。

Upgrade()
Upgrade() メソッドは、サービス・モードになっている 1 つの SAN ボリューム・
コントローラー・ノードのソフトウェアをアップグレードします。

パラメーター

Upgrade() メソッドは IBMTSSVC_ServiceModeService クラスに属します。表 243

は、Upgrade() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 243. Upgrade() のパラメーター

パラメーター 型 説明

FilePath String 新規ソフトウェアが保管されるロケーシ
ョン。

SMNode IBMTSSVC_Service

ModeNode REF

アップグレードされるサービス・モード
のノードを指定します。

戻り値

Upgrade() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: Upgrade() メソッドが正常に行われました。

v 2: Upgrade() メソッドが失敗しました。

v 5: 正しくない数または型のパラメーターが渡されました。

v ..: DMTF 予約済み。

v 0x9000 - 0x9FFF: 装置エラー・コード。
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WriteRecord()
WriteRecord() メソッドはサポートされていないメソッドで、
IBMTSSVC_MessageLog クラスに属します。

パラメーター

表 244 は、WriteRecord() メソッドに指定できるパラメーターを示しています。

表 244. WriteRecord() のパラメーター

パラメーター 型 説明

IterationIdentifier String

PositionToNext Boolean ブール値で、IterationIdentifier

は、ログ項目を書き込みした
後で、次のレコードに進む必
要があることを示します。

RecordData Uint8[]

RecordNumber Uint64

戻り値

WriteRecord() メソッドは、以下のエラー・コードのいずれかを戻します。

v 0: メソッドが正常に完了しました。

v 2: 不明。

v 3: タイムアウト。

v 4: 失敗しました。

v 5: 渡されたパラメーターの数または型が誤りです。
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アクセシビリティ

アクセシビリティ機能は、 運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザー
がソフトウェア・プロダクトを快適に使用できるようにサポートします。

機能

SAN ボリューム・コントローラーマスター・コンソールに備わっている主なアクセ
シビリティ機能は、次のとおりです。

v スクリーン・リーダー・ソフトウェアとディジタル音声シンセサイザーを使用し
て、画面の表示内容を音声で聞くことができる。スクリーン・リーダー (読み上
げソフトウェア) のうちでテスト済みのものは、JAWS v4.5 および IBM ホー
ム・ページ・リーダー v3.0 です。

v マウスの代わりにキーボードを使用して、すべての機能を操作することができ
る。

キーボードによるナビゲート

キーやキーの組み合わせを使用して、マウス・アクションでも実行できる操作を実
行したり、多数のメニュー・アクションを開始したりできます。以下のキーの組み
合わせを使用すると、キーボードから SAN ボリューム・コントローラー・コンソ
ールやヘルプ・システムをナビゲートすることができます。

v 次のリンク、ボタン、またはトピックに進むには、フレーム (ページ) 内で Tab

を押す。

v ツリー・ノードを展開または縮小するには、それぞれ → または ← を押す。

v 次のトピック・ノードに移動するには、v または Tab を押す。

v 前のトピック・ノードに移動するには、^ または Shift+Tab を押す。

v 一番上または一番下までスクロールするには、それぞれ Home または End を 押
す。

v 戻るには、Alt+← を押す。

v 先に進むには、Alt+→ を押す。

v 次のフレームに進むには、Ctrl+Tab を押す。

v 前のフレームに戻るには、Shift+Ctrl+Tab を押す。

v 現行ページまたはアクティブ・フレームを印刷するには、Ctrl+P を押す。

v 選択するには、Enter を押す。

資料へのアクセス

SAN ボリューム・コントローラーの資料は、Adobe Acrobat Reader を使用して
PDF フォーマットで表示できます。PDF は、 製品とともにパッケージされている
CD に入っています。あるいは以下の Web サイトからもアクセスできます。

http://www- 1.ibm.com/servers/storage/support/virtual/2145.html

関連資料
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xviiiページの『SAN ボリューム・コントローラー・ライブラリーおよび関連資
料』
参照用に、本製品に関連のあるその他の資料のリストが用意されています。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。 本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032

東京都港区六本木 3-2-31

IBM World Trade Asia Corporation

Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものでは ありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
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部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書はプランニング目的としてのみ記述されています。記述内容は製品が使用可能
になる前に変更になる場合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

商標

以下は、IBM Corporation の商標です。

v FlashCopy

v IBM

v TotalStorage

Microsoft、Windows、Windows NT および Windows ロゴは、Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

UNIX は、The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名などはそれぞれ各社の商標または登録商標で
す。

372 SAN ボリューム・コントローラー CIM エージェント開発者のリファレンス



用語集

CIM エージェント開発者のリファレンス・ガイドで使用される用語の用語集

ア

インスタンス (instance)
あるクラスのメンバーである個々のオブジェクト。オブジェクト指向プログ
ラミングでは、オブジェクトは、クラスをインスタンス化することにより作
成される。

エージェント・コード (agent code)
クライアント・アプリケーションと装置との間で転送される Common

Information Model (CIM) 要求と応答を解釈するオープン・システム標準。

オブジェクト (object)
オブジェクト指向の設計またはプログラミングにおいて、データとそのデー
タに関連付けられる操作から構成されるクラスの具体的な実現。

オブジェクト・モデル (object model)
特定のシステムにおけるオブジェクトについての表現 (ダイアグラムなど)。
オブジェクト・モデルは、標準のフローチャート・シンボルに似たシンボル
を使用して、そのオブジェクトが属すクラス、それらの互いの関連、それら
を固有にする属性、および、オブジェクトが実行できる操作とオブジェクト
に実行できる操作を記述する。

オブジェクト名 (object name)
ネームスペース・パスとモデル・パスで構成されるオブジェクト。ネーム・
スペース・パスは、Common Information Model (CIM) エージェントの管理
対象である CIM インプリメンテーションへのアクセスを提供し、モデル・
パスは、インプリメンテーション内でのナビゲーションを可能にする。

カ

関連 参照される 2 つのオブジェクト間の関係を定義する 2 つの参照を含むクラ
ス。

クライアント・アプリケーション (client application)
Common Information Model (CIM) 要求を、装置の CIM エージェントに対
して開始するストレージ管理プログラム。

クラス (class)
特定の階層内のオブジェクトの定義。クラスは、プロパティーとメソッドを
持ち、関連のターゲットとして働くことができます。

サ

参照 (reference)
関連内のオブジェクトの役割と有効範囲を定義する別のインスタンスを指す
ポインター。

指示 イベントのオブジェクト表現。
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修飾子 (qualifier)
クラス、関連、指示、メソッド、メソッド・パラメーター、インスタンス、
プロパティー、または参照に関する追加情報を提供する値。

スキーマ (schema)
単一ネームスペースに定義され、適用可能であるオブジェクト・クラスのグ
ループ。CIM エージェント内では、サポートされるスキーマは、管理オブ
ジェクト・フォーマット (MOF) によってロードされる。

装置

v CIM エージェントにおいて、クライアント・アプリケーションの要求を
処理およびホスティングするストレージ・サーバー。

v IBM 定義: コンピューターで使用される機器の部分。通常はシステムと
直接対話することはないが、コントローラーによって制御される。

v HP 定義: その物理フォームにおいて、SCSI バスに接続できる磁気ディ
スク。この用語は、コントローラー構成の一部に組み込まれた物理装置、
つまりコントローラーに認識されている物理装置を表すためにも使用され
る。装置 (仮想ディスク) は、デバイスをコントローラーに認識させた後
で、そのデバイスから作成することができる。

装置プロバイダー
Common Information Model (CIM) のプラグインとして働く装置固有のハン
ドラー。つまり、CIM オブジェクト・マネージャー (CIMOM) は、このハ
ンドラーを使用して装置と対話する。

ナ

ネーム・スペース (namespace)
Common Information Model (CIM) スキーマが適用される有効範囲。

ハ

プロパティー (property)
Common Information Model (CIM) で、クラスのインスタンスを表現するた
めに使用される属性。

マ

メソッド (method)
クラスに関数を実装する方法。

C

CIM Common Information Model を参照。

CIM オブジェクト・マネージャー (CIMOM)
クライアント・アプリケーションからの CIM 要求を受け取り、検証し、認
証する、データ管理用の共通の概念的なフレームワーク。これは、要求を適
切なコンポーネントまたはサービス・プロバイダーに送る。

CIMOM
CIM オブジェクト・マネージャー (CIM object manager) を参照。

Common Information Model (CIM)
Distributed Management Task Force (DMTF) が開発した 1 組の規格。CIM
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は、ストレージ管理のための概念的なフレームワークと、ストレージ・シス
テム、アプリケーション、データベース、ネットワークおよび装置の設計と
インプリメンテーションに関するオープン・アプローチを提供する。

S

Service Location Protocol (SLP)
インターネットのプロトコル・スイートにおいて、特定のネットワーク・ホ
スト名を指定する必要なしにネットワーク・ホストを識別し、使用するプロ
トコル。

SMI-S 「Storage Management Initiative Specification」を参照。

Storage Management Initiative Specification (SMI-S)
セキュアで信頼のおけるインターフェースを指定する Storage Networking

Industry Association (SNIA) が開発した設計仕様。このインターフェースに
よって、ストレージ管理システムは、ストレージ・エリア・ネットワーク内
の物理的および論理的リソースを識別し、分類し、モニターし、制御でき
る。このインターフェースは、ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN)

の管理対象となる種々の装置およびそれらを管理するためのツールを統合す
るソリューションを意図している。

W

WBEM
「Web-Based Enterprise Management」を参照。

Web ベース・エンタープライズ管理 (Web-Based Enterprise Management
(WBEM))

Distributed Management Task Force (DMTF) によって開発された階層的なエ
ンタープライズ管理アーキテクチャー。このアーキテクチャーは、装置、装
置プロバイダー、オブジェクト・マネージャー、およびクライアント・アプ
リケーションとオブジェクト・マネージャー間のメッセージング・プロトコ
ルから構成される管理設計フレームワークを提供する。

用語集 375
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
アクセシビリティ
キーボード 369

ショートカット・キー 369

新しいトラストストア証明書の生成 10

オブジェクト・クラス
概要 41

関連 247

コア 41

サービス 209

セキュリティー 225

［カ行］
外部メソッド
概要 303

Add2062Cluster() 305

Add2145Cluster() 306

AddHardwareIDsToCollection() 307

AddNode() 308

AssignAccess() 309

AttachDevice() 311

AttachReplica 312

BackupConfiguration() 313

CancelIteration() 314

Clean() 314

ClearLog() 315

Create2062Cluster() 315

CreateHardwareIDCollection() 316

CreateOrModifyElementFromStoragePool() 321

CreateOrModifyStoragePool() 317

CreateProtocolControllerWithPorts() 323

CreateRemoteClusterPartnership() 325

CreateReplica() 325

CreateSetting() 326

CreateStorageHardwareID() 327

CreateSynchronizedSet() 328

DeleteConfigurationBackup() 329

DeleteHardwareIDCollection() 330

DeleteProtocolController() 331

DeleteRecord() 331

DeleteRemoteClusterPartnership() 332

DeleteStorageHardwareID() 333

DeleteStoragePool() 334

外部メソッド (続き)

DeleteSynchronizedSet() 334

DetachDevice() 335

Dump() 336

Enter() 337

EvictNode() 337

Exit() 338, 366

FixRecord() 339

GetAllRecords() 339

GetDump() 340

GetFreeExtents() 340

GetRecord() 341

GetResetPasswordChangeFeatureStatus() 342

GetSupportedSizeRange() 342

IncludeBackendVolume() 344

ListConfigurationBackups() 344

MigrateVolume() 345

ModifyErrorSettings() 346

ModifyIPAddress() 347

ModifyResetPasswordChangeFeature() 347

ModifySynchronization() 348

ModifySynchronizedSet() 351

PositionToFirstRecordRoot() 354

PositionToFirstRecordType() 353, 355

PositionToFirstRecord() 354

Reload2062Node() 356

RemoveAccess() 356

RemoveCluster() 357

RequestDiscovery() 358

Reset2062Node() 358

RestoreConfiguration() 359

ReturnToStoragePool() 360

SetIOGroup() 361

SetLocale() 362

SetPasswords() 362

SetQuorum() 363

SetTimeZone() 363

Shutdown() 365

StartStatisticsCollection() 364

StopStatisticsCollection() 365

UnfixRecord() 366

WriteRecord() 367

管理アプリケーション
Web ユーザー・インターフェースの起動 40

関連オブジェクト・クラス 247

AccountManagementServiceForSystem 286

AccountOnCIMOM 286

AccountOnSystem 287

AllocatedFromStoragePool 247
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関連オブジェクト・クラス (続き)

AuthorizationTarget 249

AuthorizedCollection 248

AuthorizedStorageHardwareID 248

AuthorizedSubject 249

AvailableHardwareID 250

BackendControllerForVolume 250

BasedOn 250

ClusterController 251

ClusterDumps 251

ClusteringCandidate 252

ClusteringServiceForSystem 253

ClusterMaskingCapabilities 253

ClusterPort 253

ClusterScopeCandidateVolume 254

ClusterScopeChassis 254

ClusterScopeFCSet 254

ClusterScopeIOGroup 255

ClusterScopeNodeVPD 255

ClusterScopePrivilege 255

ClusterScopeProduct 256

ClusterScopeSCSet 256

ComponentCS 257

ComputerSystemPackage 257

ConnectedBackendController 257

ControllerConfigurationServiceForSystem 258

ControllerConfServiceMaskingCapabilities 258

CopyCandidate 259

ElementConformsToProfile 259

FlashCopyStorageSynchronized 259

FlashCopySynchronizedMember 262

HardwareIDOnSystem 262

HostedAccessPoint 262

HostedJob 263

HostedPrimordialPool 263

HostedStoragePool 263

HwIDCollectionOnSystem 264

IBMTSSVC_ClusterVolume 256

IBMTSSVC_SystemFCPort 282

IBMTS_CommMechanismForManager 287

IBMTS_ElementConformsToProfile 288

IBMTS_NamespaceInManager 290

IndicationFiltersConformsToProfile 264

IndicationFiltersConformsToSubProfile 264

IOGroupIdentity 265

IOGroupPort 265

ManagesAccount 289

ManagesCollection 265

ManagesController 266

ManagesHardwareId 266

ManagesPrivilege 267

MemberOfCollection 267

関連オブジェクト・クラス (続き)

MemberOfIOGroup 267

NodeDumps 268

PartnershipCandidate 268

PoolCapabilities 269

PrimordialPoolCapabilities 269

PrimordialPoolComponent 270

PrimordialPoolForController 270

PrivilegeServiceForSystem 270

ProductPhysicalComponent 271

ProtocolControllerForPort 271

ProtocolControllerForUnit 272

ProviderInObjectManager 274

RemotePartnership 274

RemoteSystemVolume 274

RequiresProfile 275

SAPAvailableForElement 275

StorageConfigurationServiceCap 275

StorageConfigurationServiceForSystem 276

StorageHardwareIDManagement ServiceForSystem 276

StoragePoolComponent 277

SyncCopyStorageSynchronized 277

SyncCopySynchronizedMember 280

SystemBackendVolume 281

SystemCandidateVolume 281

SystemController 281

SystemFeatures 282

SystemVolume 282

SystemVPD 283

UseOfMessageLog 284

VolumeSettingData 285

関連情報 xviii

キーボード 369

ショートカット・キー 369

期限切れ
証明書 10

組み込みメソッド
概要 291

AssociatorsNames() 293

Associators() 291

CreateInstance() 293

DeleteInstance() 294

EnumerateClasses() 295

EnumerateClassNames() 295

EnumerateInstanceNames() 297

EnumerateInstances() 296

ExecQuery() 297

GetClass() 298

GetInstance() 299

GetProperty() 299

ModifyInstance() 300

ReferenceNames() 301
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組み込みメソッド (続き)

Reference() 300

SetProperty() 302

クラスタリング
サービス 17

コア・オブジェクト・クラス
概要 41

ダンプ 109

BackendController 41

BackendVolume 50

CandidateCluster 63

CandidateNode 63

CandidateStorageHardwareID 72

CandidateVolume 74

Chassis 76

Cluster 84

Controller 93

ControllerConfigurationService 102

ControllerMaskingCapabilities 106

FCPort 110

Features 118

FlashCopySynchronizedSet 119

HardwareIdCollection 121

IOGroup 122

IOGroupSet 129

Job 131

MessageLog 136

Node 144

NodeVPD 152

PrimordialStoragePool 153

Privilege 156

PrivilegeManagementService 214

Product 158

Provider 159

RegisteredProfile 163

RegisteredSubProfile 166

RemoteCluster 170

RemoteServiceAccessPoint 172

RemoteVolume 179

StorageCapabilities 181

StorageConfigurationCapabilities 184

StorageConfigurationService 217

StorageHardwareIDManagementService 221

StoragePool 189

StorageSetting 193

StorageVolume 196

SyncCopySynchonronizedSet 207

構成
基本ストレージ構成の実行 27

クラスターへの候補ノードの追加 28

新規ストレージ・プールの作成 28

新規ストレージ・ボリュームの作成 29

構成 (続き)

ストレージ 27
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